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　　　　　プロローグ　三カ月前







　薄うす暗ぐらい森の中を一人の人間が走っている。これといった特とく徴ちようがあるわけでもない、二十歳はたち前後の女だった。微かすかに差しこむ月光がその額ひたいに浮うく汗を照らし出し、ところどころが破れた彼女の服と共にその疾しつ走そうの苛か烈れつさを証明している。

　薄うす暗くら闇やみに小さなリズムを与えているのは、休まることのない荒い呼こ気き。そのリズム全てを吞のみこみ台だい無なしにしているのは、同じく休まることなく森全体が発している不ふ吉きつなざわめき。それは静せい謐ひつな森に迷まよいこんだ異い物ぶつを森自身が排はい除じよしようとしているかのように、重たく、激しく、圧あつ倒とう的てきな敵てき意いを持って彼女の背せ中なかを追いかけてきていた。

「……あっ！」

　足がもつれた。踏ふみ留とどまれるような体力も残ってはいないのか、彼女の身体はそのまま地面に打ちつけられた。健気けなげにもすぐに立ち上がろうとする。肩かたを上下させ、そこらの木の根を摑つかんでゆっくりと身を起こしたところで、遥はるか頭ず上じようから声が届いた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　その声に含ふくまれる温あたたかい響ひびきが、彼女に再ふたたび活かつ力りよくを与えた。額ひたいに張り付く前まえ髪がみを振り払い、木々の隙すき間まで満月が輝かがやく夜空を見上げる。顔は自然に笑えみを形作っていた──相手の姿すがたは深く重なる樹じゆ枝しの陰かげに隠かくれて見えなかったが、向こうからもそうだとは限らないのだ。

　ならば、笑っていなくては。優しい彼が不安に思わぬように。

「うん。全然、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「……そうか。あと少しで森を抜ける。すまないが頑がん張ばってくれ」

「貴方あなたが謝あやまることはないわ。その……私が来なければ、全部上手うまくいってたはずなのに。私のほうこそ、余よ計けいなことしちゃってごめんね」

「いや。君が来なくともどうせ追われる羽は目めになっていた。君が気に病やむことはないさ」

　どん、と背はい後ごの森から重苦しい音が響いてきた。木々が倒たおれる悲ひ鳴めいが引き金となって、森のざわめきも心なしかその密みつ度どを増ましたようだった。

「──近い」

「あの人たち、大丈夫かな」

「彼女は手練てだれだ。無ぶ事じでいるだろう……とにかく、我々が捕つかまってしまっては意味がない。さあ、走れ！」

　言われた通り、走り出す。木の根に躓つまずき、藪やぶで頰ほおを切りながらも足は止まらない。止めるわけにはいかない。それは彼女に与えられた、自由を手に入れる唯ゆい一いつの手しゆ段だんなのだから。

　周しゆう囲いの悪あく意いに満ちたざわめきとは違う、あくまでも優しげな羽ばたきが自分の頭ず上じようから聞こえる。胸むねの苦しさを忘れるためか、彼女は走りながら無む理り矢や理りに声を絞しぼり出だした。

「ねえ」

「何だ」

「二人きりになれたらさ、まず何しようか」

　声はその質問に戸と惑まどったようだった。ややあって、照れたように言う。

「私は……君といられれば、他には何もいらない。君は何をしたい？」

「えっへへ。私も一いつ緒しよだよ」

「そうか」

「いつまでも……二人でいられたらいいね」

「そうだ──なっ！」

　それだけの会話すら二人には命取りだった。

　一いつ瞬しゆんの忘ぼう却きやく。致ち命めい的てきな事じ態たいに対する一瞬の忘却は、やはり致命的な結けつ果かをもたらす。

　いつの間にか。森のざわめきは、すぐそばまで来ていた。

　悲ひ壮そうな焦しよう燥そうに縛しばられた声が彼女の耳に届く。

「隠かくる夜や……見み逃のがせ！」

「命いのち乞ごいとは！　そこまで腑ふ抜ぬけたか、虚こ風ふう！」

　固い物同士が打ち付けられる重い響ひびきが頭ず上じようで交こう錯さくする。あまりのことに彼女が足を止めていると、木の梢こずえを揺ゆらしながらその眼がん前ぜんに何かが落らつ下かしてきた。

「虚こ風ふうっ！」

「ぐ……逃にげろ、美み代よ。せめてお前だけでも──」

　その姿すがたはまさに異い形ぎようと呼よぶにふさわしい。山やま伏ぶしの如ごとき姿。顔は毛に覆おおわれ金色の瞳ひとみは鋭するどく、黒光りする鳥類の嘴くちばしを具そなえている。それでも彼女は幾いく分ぶんも怯ひるむことなくその異形に走り寄っていった。

「怪け我がしたの？　ねえ！」

「問題ない。いいから、行け……っ」

　その烏天狗は、手にした棒ぼう状じようの棍こんを杖つえ代がわりにして立ち上がろうとしていた。しかし背せから生やした漆しつ黒こくの翼つばさの片方が妙みような方向に捻ねじれており、傍はた目めにも問題は多々ありそうだった。美代は慌あわててその肩かたを支ささえる。それだけでどこかが痛いたむのか、彼は身体をびくりと震ふるわせて、それでも彼女に向けて言った。

「早く。私のことは捨て置け……」

「駄だ目めよ！　一いつ緒しよにいるって言ったでしょ？　飛べないのなら、走ろう。ほら、私の肩につかまって」

「それこそ駄目だ。私は──」

「小娘、貴き様さまが虚風を誑たぶらかしたか！」

　そのとき、先ほどの声の主ぬしが二人の眼前に舞まい降おりてきた。同じく烏からす天てん狗ぐで、虚風のものと同じような木製の長い棍を携たずさえている。

　人じん外がいの者から向けられる怒いかりの視し線せんを真ま正しよう面めんから弾はじき返かえし、彼女は言い返した。

「誑かしたって……何よ！　私はただこの人のことが好きなだけなの。悪いことだとも間ま違ちがったことをしているとも思ってないわ。だからお願い、行かせて」

「たわけたことをぬかすな！　人と化け生しようが好きあえるものか！　我々と貴様らでは住む世界が違うのだ！」

「そんなの、やってみなくちゃ……わからないでしょう！」

　睨にらみあう。次に口を開いたのは怒れる烏天狗のほうだった。

「虚風。忘れてはいまい、里さと抜ぬけは重じゆう罪ざいぞ。今ならまだ間に合う、その女を捨てて戻れ」

「断ことわる。私はこの者と共に生きると決めた」

「友としての、最後の忠ちゆう告こくをする。戻れ」

「私もお前のことは友だと思っている。だがそれ以上に大事なものが出で来きたのだ。許ゆるせ、隠かくる夜や」

　烏天狗達の視線が絡からみあい、そしてやるべきことは決まった。

　隠夜が一歩、前に進み出る。

「下がっていろ」

　虚こ風ふうは彼女を背はい後ごへと押しやった。ひどく不安げに瞳ひとみを揺ゆらしているその愛いとしい人間に向かって、目元を軽く歪ゆがませる。

「戻ってくるさ。心配するな」

「……うん」

　烏からす天てん狗ぐは互たがいに棍こんを構かまえ、じりじりと間ま合あいを詰つめ始はじめた。

　どん、とまたどこかで木の倒たおれる音が響ひびく。

「愚おろかなり。その愚かさを悔くいる時間を与えてやりたいところだが……止やめておこう。無む駄だな時間はお前をさらに愚かにする」

「要いらぬ世せ話わだ。相変わらず口だけは達たつ者しやだな、隠かくる夜や」

　烏天狗達の言葉と共に、緊きん張ちよう感かんが次し第だいに高まっていく。

　森のざわめきは、もはや手を伸ばせば届きそうなくらいのところまで来ていた。不ふ吉きつな異い音おんが粛しゆく然ぜんとした空間を取とり囲かこみ、徐じよ々じよにその範はん囲いを狭せばめ始はじめる。

　烏天狗はそれには頓とん着ちやくしない。ただ目もく前ぜんの敵てきだけに集中している。一歩。また一歩。緊張感の面積が狭まり、物理的な法ほう則そくに従したがうがごとく密みつ度どが高まる。さらに一歩。全てが弾はじける臨りん界かい点てんに、両者の足が同時に踏ふみ入いれられたそのとき──

「うわわわわーっ！」

　突然、横の茂しげみを搔かき分わけて何かが現れた。ごろごろと転ころがってきて、二人の烏天狗の中間地点で力尽つきたかのように、ぽてりと倒たおれて動かなくなる。全く予よ想そう外がいのことにその場にいた誰だれもが動きを止めていると、やおらその転がってきた物体──小学生くらいの可か愛わいらしい顔立ちをした少年が起き上がり、後ろを向いて叫さけんだ。

「絵え馬まさんっ！　な、何するんだよぉ！　猛もう烈れつに危あぶないよ危なすぎるよ！」

「かっかっか。手っ取り早く事じ態たいをまとめるにはこれしかなかったのさ」

「それってつまり他に何かするのが面めん倒どうくさかったってことじゃないかぁ！」

「そうとも言うね」

　そして茂みを搔き分けて現れたのは──純じゆん白ぱくのスーツに身を包み、同じく白のソフト帽を目ま深ぶかに被かぶった女だった。森を散さん策さくするのにふさわしいとはお世せ辞じにも言えない姿すがただ。尋じん常じようではない。しかしその女の最もつとも尋常でない部分は、最も人目を引く部分はその衣い装しようではなかった。

　隻せき腕わん。

　本ほん来らい左腕うでがあるべき場所で揺れているスーツの袖そでが、その事実を黙もくして語っている。

　絵馬と呼ばれた彼女はその場にいる全員の視し線せんを集めながら悠ゆう然ぜんと歩ほを進め、右手だけで器用に煙草たばこを取り出し火を点つけた。

「うん。とりあえず、ナイスコントロール」

「説明もなく蹴けり飛とばされた僕には何の謝しや罪ざいの言葉もないわけ……？」

「細こまかいことは気にするな。ハゲるぞ」

　寄ってきた少年の頭をぽんぽんと軽く叩たたいている彼女に、隠かくる夜やが叫さけんだ。

「もう我らの包ほう囲いを突とつ破ぱしてきたというのか！　貴き様さま、何者だ？」

　絵え馬まはその言葉には馬ば鹿かにしたように鼻を鳴ならしただけで、ひょいと虚こ風ふうとその後ろの彼女に顔を向ける。

「あー、悪っりいねえ。ちっと時間くっちまってさ。何？　決けつ闘とう？　いいねいいね、燃えるシチュエーションだね。男ならそうでなくっちゃ」

　うんうんと頷うなずきつつ、彼女は至し極ごく平然と二人のほうに歩き出した。

　それを黙だまって見ている隠夜ではない。訳わけがわからないながらも棍こんを振りかぶって絵馬を攻こう撃げきしようとする。それを見た虚風が鋭するどく叫んだ。

「来るな！　後ろだ！」

「でもねぇ」

　その言葉に絵馬は不ふ敵てきな笑えみで返す。襲おそいかかってくる烏からす天てん狗ぐには背せを向けたまま、彼女は指をぱちりと鳴らした。

「私は女なので、そんなことはもーまったく関係ないのであった！」

　刹せつ那な、周しゆう囲いの木が瞬またたいた。三本の木の幹みきから青白い光の帯おびがそれぞれに向かって伸びる。隠夜を中心とした三角形がその光の帯によって完成すると、彼は為なす術すべもなく棍こんを取り落とし、うつ伏ぶせに倒たおれた。立ち上がろうと必ひつ死しでもがくが、誰だれかに背中を踏ふみつけられているような強大な圧あつ力りよくがそれを許ゆるさない。

「ぐあああっ！　こ、これは……結けつ界かいか！　いつの間にっ」

「あーごめんねちょっとそこでそうしててね。あたしらが逃にげるまで」

「おのれっ！」

　ぷはー、と煙草たばこの煙けむりを吐き出してから、絵馬は虚風の羽を手て馴なれた様よう子すで調べ始めた。

「つっ！」

「ん、こりゃ折れちゃってるね。飛べない？」

「……無む理りそうだ」

「あちらさんも結けつ構こう本気でかかってきてるしねぇ。どうしよっかな……」

　夜空を見上げてのんびりと思し案あんする絵馬に、少年と美み代よは同時に叫んだ。

「どうしよっかな、じゃないよ！　何か手があるんだよね？　ね？　絵馬さんっ？」

「は、走りましょう！　一いつ生しよう懸けん命めい走ったら大だい丈じよう夫ぶかも……彼は私が背せ負おいますからっ」

「いやいや。なんつーか、非ひ常じように言いにくいことなんだけども」

　言いにくいと言ったわりに、この上なくあっさりと彼女は続けた。

「もう、完かん璧ぺきに囲かこまれちゃってるんだわ」

　その言葉と同時──森のざわめきが集しゆう結けつした。

　月の光を遮さえぎり、木々の隙すき間まという隙間から、何十体もの烏天狗がその姿すがたを見せる。

　結けつ界かいに囚とらわれたままの隠かくる夜やが必ひつ死しに顔を上げた。

「おお。やっと来たか！」

「あのさ」

　と、絵え馬まが彼に歩み寄る。

「ふはは、何だ？　命いのち乞ごいか？　許ゆるさんぞ、我らが同どう胞ほうを騙だまし、里さとを混こん乱らんさせた罪つみは何よりも重い！」

「てい」

「おうっ」

　烏からす天てん狗ぐの頭をぐりぐり踏ふみつけながら、絵馬はつまらなさそうに言い捨てた。

「直じか談だん判ぱんするから長おさのとこに案あん内ないしてよ。あんたらみたいな下したっ端ぱばっか相手にしててもしょうがないし。案内してくれるんなら結界解といてあげるからさ」

「な、何を馬ば鹿かなことを。これだけの数で、よくもそんな強がりを言う──」

　隠夜がやられているぞ、助けねば、などと言う声と共に、一いつ斉せいに烏天狗達が絵馬に襲おそいかかってくる。

　虚こ風ふうが静かに目を閉じ、美み代よの手を強く握にぎり締しめた。美代もその手を、さらに強く握り締めた。少年は大だい丈じよう夫ぶだよね？　信じてるよ？　とか言いながら絵馬の腰こしにしがみついていた。

　全方向から襲いくる烏天狗達が、絵馬を中心とする円の半はん径けいを縮ちぢめていく。そしてその収しゆう縮しゆくする円えん周しゆうが、絵馬が仕し掛かけをしておいたある『範はん囲い』に到とう達たつした瞬しゆん間かん──彼女はにやりと笑って指を鳴ならした。

　先せん刻こくよりもさらに激しく、今度は絵馬達を完全に囲かこむ位い置ちにある木々の数本が光こう輝きを発して円えん環かんを形作る。烏天狗はその領りよう域いきの中に入ることは許されず、突進してきた勢いきおいそのままに一いち様ように吹き飛ばされた。

　隠夜は辛かろうじて目玉だけを動かしてその惨さん状じようを認みとめた。

「な──これだけの規き模ぼの結界を……」

「結けつ界かい材ざいを三個しか作ってないと思ったかい？　残念だけど、私は人の裏うらをかくのが大好きなんでね。倫りん太た郎ろう、信じてるとか言っときながら無む茶ちや苦く茶ちやビビってるじゃん」

　腰の少年をひっぺがし、彼女は驚きよう愕がくの表情を浮うかべている隠夜の顔を面おも白しろそうに覗のぞきこんだ。

「わざわざ攻こう撃げき力りよくのない結界作ったんだ。紳しん士し的てきだろ？　だからそっちも紳士的に対たい応おうしてくれないかね。私の仕事はあんたらとの戦せん闘とうじゃないんだし」

「戦闘じゃない？　何を……いや。隻せき腕わんの結けつ界かい師し。聞いたことがあるぞ。まさか貴き様さま」

　隠夜の瞳ひとみが、次し第だいに理り解かいの色に染そまっていく。

「逃がし屋か！」

「ご名めい答とう」

　にやにやと笑いながら膝ひざを叩たたく。拍はく手しゆの代わりなのだろう。

「今回の仕事は虚こ風ふうという烏からす天てん狗ぐを、閉へい鎖さ的てきな烏天狗の里さとから人間の世界に『逃にがす』こと。依頼者クライアントは偶ぐう然ぜん彼と恋に落ちたそこのお嬢じようさん」

「くっ。そういうことかっ」

　絵え馬まは帽子を取って気き障ざったらしく一礼した。

「あなたも何かから逃げたくなれば、いつでもご用よう命めいを……とまあセールスはこれくらいで。はいさっさと案あん内ないするする。でないとどんどん身体が重くなるぞぅ～。ほーらほーら」

「ぬぐわあぁぁっ！」

　周しゆう囲いの誰だれもがぽかんとした表情でその光こう景けいを見つめる中──少年はただ一人、沈ちん痛つうな面おも持もちで深く深く嘆たん息そくした。

「絵馬さん……滅め茶ちや苦く茶ちや悪役っぽいよ」
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　うるさい。

　電でん光こう石せつ火かの瓦かわら割わりチョップで目め覚ざまし時計を黙だまらせ、逆さか貫ぬき絵え馬まは再ふたたびシーツに包くるまった。なんという安心感か。それはまるで母親の胎たい内ないにいるような、安あん穏のんとしたまどろみの世界。これが堕だ落らくだと言うならば、そう、母親の胎内で生を受けたことこそが堕落ということになってしまうではないか。つまりこれは堕落ではないのだ。本ほん能のうは誰だれにも覆くつがえせない。本能を否ひ定ていするのは頭の悪い学者か頭の悪いその他大おお勢ぜいの人間であって、結けつ局きよく頭の悪い奴やつだけだ。

「フォーエバー本能……」

「絵馬さんっ！　起きてよっ！」

　本能を否定する同どう居きよ人にんならここにもいた。

　ドアを開けてフライパンをがんがん打うち鳴ならすその姿すがたをシーツの下から寝ねぼけ眼まなこで見やって、なんて古典的な起こし方をする奴だと思う。

「うーい」

「そんな曖あい昧まいな返事じゃ誤ご魔ま化かされないよ。早く起きっ……」

　シーツを力ちから任まかせに引ひき剝はがした少年は、不ふ意いに言葉を切って顔を背そむけた。

「ふあ……うるさいなぁ。わかったわかった、起きるよ」

「前から言ってるけど、寝るときはパジャマくらい着てよ」

「ヤだよそんな窮きゆう屈くつな」

「いいから早く服を着て……」

「私は自由を満まん喫きつしたいのだ。このように。ほっ、ぷるるんぷるるん」

「僕、朝ごはんの用意があるからっ！」

　フローリングの床ゆかを力強く踏ふみつけて部へ屋やを出て行く少年。うむ、やはり子供には刺し激げきが強すぎたかと自分の胸むねを見下ろしながら絵馬はうんうんと頷うなずいた。

　邪じや魔ま者ものはいなくなったし寝てしまえ。悪あく魔まが耳元で誘ゆう惑わくしてきたが、さすがにこれ以上少年を苛いじめるのは気が引けた。仕方なく素す直なおに起きることにする。

　乱らん雑ざつに散ちらかった部屋の中を見回し、彼女はとりあえず煙草たばこの箱を拾い上げた。起き抜けの一本を味わいながら部屋をうろうろと歩き回り、カオス理論に則のつとって床に放ほう置ちされていた服を着て回る。当然使えるのは右手一本だが、その動きには何の澱よどみもなかった。赤いネクタイを適てき当とうに締しめ、唯ゆい一いつハンガーにかかっていた白いジャケットと帽子を肩かたに乗せる。

　最後に一つ大きな欠伸あくびをして、絵馬は部屋から出て行った。その途と中ちゆうで、思う。

（あー。ブラ着けんの忘れたな）

　思っただけで、足は止まらなかった。




　一いち応おう、そこはリビングということになっている。なっているというのは当然で、そもそもここは事務所として借かりた雑ざつ居きよビルの一室なのだ。事務所に強ごう引いんに風ふ呂ろを設せつ置ちしたり台所を据すえつけたりして、勝手に二人がここで暮くらしているに過ぎない。絵え馬まが大おお家やに貸かしを作っているせいで何も言われないが、本来なら一いつ瞬しゆんで叩たたき出だされた挙あげ句くに違い約やく金きんすら請せい求きゆうされるだろう。

　ともあれ、ただ広いだけのそのリビングにはくつろげる要よう素そが全くなかった。家具と言えばソファーと何脚きやくかの椅い子す、テーブルにテレビしかない。絵馬に言わせるとこれぞハードボイルドなのだそうだが。あの白いスーツに帽子といい、ハードボイルドの趣しゆ味みが偏へん向こうしているに違いない。

　ソファーの上に帽子とジャケットを放り出してから、絵馬はまた本能を刺し激げきする匂においの朝食が待つテーブルへと足を運んだ。台所（になっている場所）から少年がコーヒーカップを持ってやってくる。

「おはよう、倫りん太た郎ろう」

「……おはよ」

　ぶっきらぼうに答える倫太郎の顔を絵馬が覗のぞきこむ。

「どした？　て、さっきのアレか。今時純じゆん情じようすぎるんではないかな～」

「だっ！　だって」

　反論すべく顔を上げて、倫太郎は動きを止めた。

　逆さか貫ぬき絵馬という女が、そこにいる。テーブルの上に肘ひじをついて、こちらを斜ななめに見やりながら口元を綻ほころばせている。聞いたことはないが、おそらく年齢は二十代の前半だろう。目め鼻はな立だちの整ととのったすっきりした感じの顔立ち。肩かたまでの長さの髪かみは後ろの窓から差しこんでくる朝の光を受けてきらきらと不ふ思し議ぎな色に輝かがやいていた。その窓は換かん気きのために少し開いており、澄すんだ風がその髪と共に中身のないシャツの袖そでを微かすかに揺ゆらしている。

　幻げん想そう的てきな、光こう景けい。隻せき腕わんの美女が朝日の中で浮うかべる、穏おだやかな微笑ほほえみ。

　倫太郎も客きやつ観かん的てきには認みとめていた。主しゆ観かん的てきに認めてしまうと内ない面めんとのギャップで自分が苦しむことになる。理り不ふ尽じんなことに。

　そう。綺き麗れいでは、あるのだ。

[image: ]

「いいじゃんいいじゃん。私くらいのナイスな造ぞう形けい美びを見れることなんてそうそうないと思うぞ～？　ま、得とくしたって思っときな。大人になったらどうせ目の色変えてむしゃぶりつくようになるんだから」

　……ただ、喋しやべらなければ。

　大きな嘆たん息そくを吐き出し、倫太郎は朝食を食べ始めた。トーストとハムエッグというこれまたお決まりの（そうしないと絵馬がへそを曲げるのだ）メニューを二人して突っつく。家事が一いつ切さい出で来きないという生活破は綻たん者しやの絵馬の代わりに働いているだけあって、倫太郎の料理スキルはなかなかのものだ。

　そうして食事を続けていると、不ふ意いに絵え馬まが顔をしかめた。

「どうしたの？　何か失敗してた？」

「いんや。ちょっと……ビルの周まわりの結けつ界かいが揺ゆれた。どうせあいつだろうけど」

「あの隠かくる夜やって烏からす天てん狗ぐ？　もう三カ月になるってのによくやるよねあの人も。人じゃないけど」

「プライド高そうだったからねぇ。あの件はもう解決してるのにさ。何が不満なんだろ？」

「絵馬さんはあれだね、もうちょっとだけ自分について知ったほうがいいと思う。て言うかお願いだから知ってください」

「どういう意味さ。でもあのときは悪ノリしすぎたって自分でもわかってるぞ」

「……あの人、最後は泣いてたみたいだったよ」

「ええい、面めん倒どうくさいな」

　絵馬はフォークを置いて立ち上がった。そのままテーブルの上に手をついて宙ちゆうを見つめ、ほい、と声を出して指を鳴ならす。すると──

「ぎょうわぁぁぁっ！」

　という下品な声が窓の下から聞こえてきた。絵馬が窓に近づいて成せい果かを確かく認にんする。倫りん太た郎ろうもその横から外を見やると、そこには通つう勤きんや通学途と中ちゆうの人間の目を一身に集めながらよたよたと逃にげ出だす黒い洋服を着た男の姿すがたがあった。

「可か哀わい想そうに、て思ってもいいのかな……」

「ま。変化が解とけなくて、でもちょびっとだけ痛いたいぜって感じに調整した私の優しさを感じ取ってほしいね」

　いつものことだったので、二人はすぐにテーブルに戻った。

　やがて食事を終えてテレビを見ていた絵え馬まに、洗い物を終えた倫りん太た郎ろうが新聞を持ってくる。

「お、ありがと」

「あとなんか変な手紙が来てるんだけど」

「どれ」

　確かに変だった。ただの白い封ふう筒とうで、宛あて名なも差出人の名前もない。郵便ではないのだろう。この類たぐいのものがポストに入っているのはよくあることではなかったが、さりとて皆かい無むというわけでもなかった。

「仕事の依い頼らいかね？　丁ちよう度どいい、暇ひましてたとこだ」

「剃刀かみそりとか入ってないか気をつけたほうがいいよ」

　心配することもなく、封筒の中には一枚の便びん箋せんしか入っていなかった。内容は──一いつ見けんしただけでも手紙のマナーというものを完全に無む視ししているのがわかる。

　まず書かれているのは住所。ここから近いとも遠いとも言えない微び妙みような位い置ちの県名に続いて、聞いたこともない地名が羅ら列れつされていた。

　それはあとで地図を使って調べるとして、問題は依頼内容だ。

　住所の下に続く文を目で追って、絵馬はふと眉まゆ根ねを寄せた。倫太郎もその手元を覗のぞきこむ。文面は──

『上記の村に神楽かぐら冬ふゆ春はるという少女がいる。その少女を一週間以内に村から逃がしてほしい。事じ情じようがあり自分の名前は明らかに出で来きないが、成功を確認次し第だい、報ほう酬しゆうは言いい値ねで支払う。なお、保ほ護ごする少女に対しては妖よう怪かいや化け生しようなどの存そん在ざいを伝つたえてはならず、この依頼に関しても教えてはならない』

　それを読み終えて、絵馬がうめく。

「むう、なるほど。依頼者は恥はずかしがりやだな」

「一いち応おう聞いとくけど……ツッコんで欲しいの？」

「ま。倫太郎がそんな下品な──」

「はいはい聞いた僕が悪かったよ、サクサクと話を進めようね」

　あっさりと流され、絵馬は一いつ瞬しゆんだけ不満げに唇くちびるを尖とがらせた。が、すぐに気を取り直して口を開く。

「とにかく依頼人が誰だれかはわからない、と。んで最後の文の意味がまたワケわからんな。妖怪とかの存在を教えては駄だ目めって、ソレ関係で苦労してるから頼たのんできてるんじゃないんかい」

「僕に聞かれても。とりあえずこの依い頼らいはとんでもなくヘンだってことだけはわかるよ」

「変。そうね、変だねぇ」

　絵え馬まはその手紙を見下ろしたまま何事かを考えている。

　嫌いやな予よ感かんがした。倫りん太た郎ろうは一いち縷るの望みを一つの質問に託たくす。

「ねえ……まさか、受けたりしないよね？」

　絵馬は心しん底そこ不ふ思し議ぎそうな顔をして倫太郎の顔を見つめ返した。

「なんで？」

「なんでって……絵馬さん、わかってんの？　絶ぜつ対たいなんか裏うらがあるよ！　絵馬さんに恨うらみがある妖よう怪かいの罠わなとか！　そうでなくても依頼者もわからないから報ほう酬しゆうなんて貰もらえるとは限らないし、そもそも依頼のこと秘ひ密みつにしたままで逃にがす方法って結けつ局きよく力ずくになりそうだし！　それって最悪、ただの誘ゆう[image: ]かいだよ？　ユーカイ！」

「あっはっは」

　とやけに楽しそうに絵馬は笑って、倫太郎の頭を摑つかんでぐりぐりと撫なで始はじめた。

「心しん配ぱい性しようだなあ倫太郎は。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、私の信しん念ねん知ってるだろ？　逃げる意い志しのない奴やつは逃がさない。誘[image: ]なんて羽は目めにゃならないさ。報酬だって、依頼人のことはやっぱり信用しなきゃあ。この仕事、まず信用ありき」

「……建たて前まえはわかったよ。本ほん音ねは？」

「なんか面おも白しろそうじゃん」

「やっぱりぃぃっ！」

　ばたばた暴あばれる倫太郎からぱっと手を離はなし、絵馬は手早くジャケットと帽子を装そう備びした。買い置きの煙草たばこを一カートン、部へ屋やの隅すみから引っ張り出してきて小こ脇わきに抱かかえる。

　倫太郎はそんな彼女の姿すがたを視し界かいの端はしに捉とらえて戦せん々せん恐きよう々きようとした表情で呟つぶやいた。

「もう既すでに行く気満々だし……」

「ほれ行くよ。お出かけセットは車に積んであるね？」

「僕は留る守す番ばんしていたいなー、なんて……」

「むっ。文もん句くを言わずにさっさと歩くぅ」

「嫌いやだあぁぁぁ」

　嫌がる倫太郎の身体を女性にあるまじき怪かい力りきで拾い上げ、煙草の箱と一いつ緒しよくたにして脇に挟はさむ。そのまま愉ゆ快かいそうに肩かたを揺ゆらして、彼女は事務所の出口に向かって歩き始めた。

「そんな暴れるなって。ちっとは私の我わが儘ままも聞いてよ。ほら、さっき私のおっぱい見たっしょ。それチャラにしたげるから」

「あれは絵馬さんが見せたんじゃないかぁっ」

「男ならきちんと責任取れっ」

「なぁぁぁぁ」

　ドアを蹴けり開あけ、そして蹴り閉じる。後に残るのは平へい穏おん。だが──

　この日本で唯ゆい一いつ、妖よう怪かい関係専門の逃にがし屋や稼か業ぎようを営いとなむ女。

　逆さか貫ぬき絵え馬まの前には、平穏という言葉などなかった。




　　　　　２




　事務所を出発して約五時間。そこでわかったのだが、手紙に書かれていた住所はとんでもなくアバウトなものだった。送り主が怠たい惰だだったというよりは──それ以上に詳くわしく書く意味がなかったのだろう。

「……山だな」

「山だね」

　色あせたアスファルトでかろうじて舗ほ装そうされているだけの曲がりくねった山道に終わりはなく、ただひたすら絵馬は車を走らせている。ちなみに車種はブルーバード。青い鳥なんて夢のある名前最高じゃんと絵馬は気に入っているらしい。ハードボイルドなのかメルヘンなのかいまいちよくわからない性せい格かくだ。

　もう抵てい抗こうすることを完全に諦あきらめ、代かわり映ばえのしない紅こう葉ようをぼんやりと眺ながめていた倫りん太た郎ろうがつまらなさそうに口を開く。紅葉が綺き麗れいなのは確かだが、それが退たい屈くつな光こう景けいなのもまた確かだ。

「やっぱり騙だまされたんじゃない？」

「いんや。これはアレだ、ちっと認にん識しき結けつ界かいが張ってあるみたいだね。本気で周まわり見ててよ。そこに『ある』って思って見てないと見つけられないよ」

　そのままさらに車を走らせていると、急に絵馬がハンドルを切った。横道に入り、今度こそ舗装もされていない真の山道をがたがたと進んでいく。道は完全に森の中に埋まい没ぼつしてしまっており、太陽の光はほとんど入ってこなかった。

「見つかったの？」

「クサい感じのトンネルが見えた。たぶんあそこだね」

　しばらく進むとその道は登りになった。飛び出た木の根でジャンプしたり突然現れる狸たぬきを轢ひきそうになったりしながら一気に駆かけ上のぼる。ようやく道が水平に戻ったところで森は途と切ぎれ、太陽の光と共に件くだんのトンネルが姿すがたを現した。山の中ちゆう腹ふくにぽっかりと空いたその狭せまく長い暗くら闇やみは傍はた目めにはただの洞どう窟くつにしか見えなかったが、年月を感じさせるコンクリートの天井てんじようだけがそれが人じん為い的てきな建けん造ぞう物ぶつであることを証明していた。

　トンネル内に進しん入にゆうすると、微かすかな違い和わ感かんが倫太郎の背せ筋すじを震ふるわせた。冷たい空気は動きのない筒つつの中で澱よどんでたゆたっているが、それは心地ここち良よくはあっても違和感の原げん因いんではない。目に見えるものではなく、耳に聞こえるものではなく、鼻に届くものではなく、肌はだに触ふれるものではなく、当然のことながら舌したで味わうものでもない──それ以外の、どこかで感じる何か。その全てがおかしい。わからないながらも、おかしい。

　漠ばく然ぜんとした不安を感じ、倫りん太た郎ろうは顔をきょろきょろとさせる。

「何か変じゃない？」

「当たり。さっき結けつ界かいの中に入った」

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「範はん囲いは広そうだけど、強度はたいしたことない。大丈夫だろ……いやこれは『弱くなってる』のかな。古い結界が張りっぱなしになってるみたいだね」

「結界がどうとか言うよりも、なんか……」

「確かに。どうも気け配はいが妙みようだ。地ち霊れいがざわついてんのか、それともこの地特有の何かがあるのか。うーん、いまいちわかんないな」

　そうこうしているうちに長いトンネルを抜け、陽よう光こうが再ふたたび二人の眼がん前ぜんに降ふり注そそいだ。

　絵え馬まは車を停とめた。なんと言うか、時代錯さく誤ごなことに──トンネルを出たすぐそこには、関所があったのだ。道の両りよう端はしに錆さびたドラム缶かんが立てられており、そこに太い木の棒ぼうが渡わたされている。ドラム缶には二人の中年の男がそれぞれ腰こしかけて談だん笑しようしていた。

　突然現れた奇き妙みような二人連づれに気付くと、彼らは顔色を変えて立ち上がった。懐かい疑ぎ的てきな目を隠かくそうともせずに車に近づいてくる。

「何だ……あんたら」

　絵馬は特に慌あわてもせず、悠ゆう然ぜんと煙草たばこに火を点つけて煙けむりを吐き出した。倫太郎にちらりと目をやり、大丈夫だとでも言うように頷うなずく。

「ここは私有地だ。道に迷まよったんならさっさと帰ってくれ。戻って真まっ直すぐ行けば県道に出る」

「私有地？　そりゃ噓うそだね。噓は良くない……村があんだろ？　この先にさ」

「なに」

　男達の顔色が変わった。互たがいに目め配くばせして、この謎なぞの女から一歩距きよ離りを取る。

「なんだ、貴き様さま」

「ああ、別に心配しなくていい。私は旅の結けつ界かい師しだよ。偶ぐう然ぜんこの辺走ってたら、なんだかこの山の結界が弱まってるみたいじゃないか。それでおせっかいかもしれないけど、よかったら張り直してあげようかなんて思ってね……上の人と話したいんで、ちょっと通してくれる？」

　男達は困こん惑わくしたようだった。

「いや、そんな急な話を言われてもだな……」

「頼たのむよ兄さん達。最近はめっきり仕事が減へっちゃってね。自分から売りこまないととても食っていけないんだよ」

　よくもまぁペラペラと噓がつけるものだ。倫太郎が啞あ然ぜんとしてその会話を聞いていると、男達は後ろを向いてぼそぼそ相そう談だんを始めた。

「おい、どうする？」

「どうするっつってもよ」

「今は大事な時期だしな……」

「結けつ界かいが弱くなってるっていう話は俺おれ聞いたことが……」

「でも知らない奴やつを中に入れたら──」

　絵え馬まは車の窓から身を乗り出し、にっこりと人当たりのいい笑えみを浮うかべて言った。

「どういう理由でこんなとこに隠かくれ里ざと作って暮くらしてるのか知らないけどさ……他の人間に迷めい惑わくかけずに、静かに暮らしたいって思ってるんでしょ？　私はその静かな暮らしを守る手て伝つだいをしてあげたいんだ。いい人ぶってるように思われちゃうかもしれないけどさ」

「む──」

「まあ、こっちは子供連つれて旅行してる身だし。どうしても駄だ目めだって言うんなら帰るよ」

　倫りん太た郎ろうの頭を撫なでる。普ふ段だんなら子供扱いされることに文もん句くを言う倫太郎だったが、このときばかりは絵馬の狙ねらいがわかったので黙だまっておく。

　そうだ、子連れの女一人、特にどうということもないだろう──そんな理由で男達は妥だ協きようしたようだった。木の棒ぼうを外はずして顎あごをしゃくる。

「村の中で一番大きな家だ。すぐにわかる」

「ありがと」

　車を発進させる。

　男達の姿すがたが見えなくなってから、倫太郎はぼそりと口を開いた。

「噓うそつき」

「あん？」

「静かな暮らしを守る手伝い、だって？　どう考えても逆ぎやくだよ。絵馬さんが誰だれかを逃にがすたびに周まわりが滅め茶ちや苦く茶ちやになるんだ」

「……そうかもね」

　言って、彼女は帽子の下で唇くちびるを歪ゆがめた。

　どこか寂さびしそうに。




（おのれっ……屈くつ辱じよくだ。一族で最も勇ゆう敢かんな戦士であるこの俺が、人間の女如ごときにいいようにあしらわれているとは！）

　身を震ふるわせるほどの怒いかりを幾いく度どとなく反はん芻すうしながら、隠かくる夜やは山の上空を飛んでいた。

　そう、身体が思うように動かなくて羽がぴしぴしと痛いたむのも怒りのせいだ。断だんじて今朝けさの結界で身体が痺しびれているわけではない。

　眼がん下かの標ひよう的てき。あの女と子供が乗った車は未だ人ひと気けのない山を吞のん気きに走り回っている。

（どこに逃げようとも……この怒りは収おさまらん。我が誇ほこりにかけても、貴き様さまは必かならず倒たおす！）

　一体どのような姑こ息そくで薄うす汚ぎたない交こう渉しようが行われたのかは想そう像ぞうもしたくなかったが──いずれにしろ、長おさの命令は絶ぜつ対たいだった。虚こ風ふうとその連つれ合あい（人間如ごときが！）はどこか見知らぬ地へと逃にげ去さり、追うことも禁じられた。が、今さらそんなことはどうでもいい。

　問題はただ一つ、この自分の矜きよう持じをズタズタに踏ふみにじったあの結けつ界かい師しだけだ。なんとかしてあの女の鼻はなっ柱ぱしらをへし折ってやらねば。我が一族が愚ぐ劣れつな人間などよりもずっと高こう貴きで優ゆう秀しゆうな存そん在ざいだということを証明してやる。それまで里さとに帰るわけにはいかない。

「見ていろ……住みかから離はなれた今、お前の身を守る結界はないぞ！」

　それは実は今までに何度も発した台詞せりふだったのだが、彼は意い識しき的てきにその事実からは目を逸そらした。今までのは何かの間ま違ちがいだ。自分が油ゆ断だんしていた、そうに決まっている。

　奴やつが土ど下げ座ざして涙なみだを流して命いのち乞ごいをする姿すがたを想そう像ぞうする……ああ、なんと気分がいいのだ。ふはは、泣いても許ゆるしてやらんぞ！　矮わい小しような人間のくせに妖よう怪かいの世界に関かかわるからこういうことになるのだ！　どうだ、後こう悔かいしたか己おのれの愚おろかさを！　クズめ！

「……はっ？」

　いつの間にか浮うかんでいたにやにや笑いを止やめて下を見やると、あの女が乗った車の影かげはどこにもなかった。焦あせって周まわりを見回すが、そこにあるのは目の痛いたくなるほどに鮮あざやかな葉をつけた森の姿だけだった。

（なんたることだ……いや、見失ってはいない！　どこかにいる。絶対に、どこかにいるはずだ）

　そう思った瞬しゆん間かん、眼がん下かには集落が広がっていた。今の今まで気付かなかった自分に疑問を覚おぼえながらもその村を見やる。すると案あんの定じよう、あの女の車がゆっくりと村の中心に向かって進んでいた。

「ふふふ、逆さか貫ぬき絵え馬ま！　ここが貴き様さまの墓はか場ばとなるのだ！」

　自信たっぷりにそう言いい放はなち、隠かくる夜やは村の周しゆう囲いを取とり巻まく山の中へと下か降こうしていった。
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　そこは四方を山に囲かこまれた盆ぼん地ちだった。周囲の山との対たい比ひで妙みように広々と見える空は、まるでその村の守しゆ護ご者しやであるかのように雄ゆう大だいに頭ず上じようを支し配はいしている。その光こう景けいに僅わずかな感かん慨がいを抱いだいてから視し線せんを下ろすと、今までの未開っぷりが噓うそのような生活感溢あふれる光景が車の窓から見えた。

　稲いな穂ほの揺ゆれる金こん色じきの輝かがやきと、それが刈かり入いれられたあとの土色と、瑞みず々みずしい野菜の緑色。その色しき彩さいが示すように土地のほとんどは水田や畑として使われているようだった。その合あい間まに、縁えん側がわに柿かきが干ほしてあるような典てん型けい的てき日本家か屋おくがぽつりぽつりと見える。二、三軒げんが固かたまっているような場所もあれば、完全に田園風景の中に孤こ立りつしてしまっているような家もあった。金と黒と緑と飛び出た茶色の繰くり返かえしは延えん々えんと、前後左右の山の端はしに辿たどり着つくまで続いている──この光こう景けいの中を散さん歩ぽでもすればさぞ気分も和なごもうが、村全体を散さん策さくするのは結けつ構こうなダイエットになるに違いない。

　必ひつ要よう最さい低てい限げんの刈かりこみがなされたあぜ道には、錆さびのついたリヤカーや古ぼけた耕こう運うん機きなどが漫まん然ぜんと停とまっている。木き戸どの前に古ぼけた幟のぼりが立っている建たて物ものは何かの店だろう。全体的に、時代が逆ぎやつ行こうしている懐かい古こ趣しゆ味み的てきな佇たたずまいではあったが──特に奇き妙みようなものは見当たらない。結けつ局きよく、そこはごく普ふ通つうの田舎いなか村むらのような第一印いん象しようではあった。

　盆ぼん地ちの中心へと下る、この村で唯ゆい一いつ車が擦すれ違ちがうことが出で来きそうな幅はば広ひろの道を進んでいると、農のう作さ業ぎようをしていた村人達が揃そろって不ふ機き嫌げんそうな視し線せんを向けてくる。どう控ひかえ目めに見てもそれは来客を歓かん迎げいしているのではなく、『よそ者め。何しに来やがった？』という排はい他た的てきな感情をこちらにぶつけてきているのだった。

「ふんふん。なーるほど、ね……」

　絵え馬まは一人頷うなずきながら車を走らせている。

　目的地はひどく目立っていた。男達の言葉通り、この田舎村の中では場ば違ちがいなほど大きな洋館が村の中心にでんとそびえ立っている。

　その門をくぐって中に進入すると、これまた広い庭が二人を待ち受けていた。ガレージのような小さな建物が隅すみにあったので、その横に適てき当とうに車を停める。

　すると箒ほうきで庭を掃そう除じしていた作さ務む衣え姿すがたの老人が近寄ってきた。背せは低いががっしりとした体格で、白はく髪はつをぼさぼさに伸ばしている。その下から妙みように鋭するどい眼がん光こうで二人を射い抜ぬき、老人は愛あい想その欠片かけらもない声で聞いた。

「なんだお前たちは。どうやって入ってきた」

「ん？　正しよう面めんから。事じ情じよう話したら入れてくれたよ？」

「事情だと？」

「そ。私は結けつ界かい師しでね。この村の結界が弱まってるようだから、よければ張り直してあげようかななんて。好こう意いの押し売りみたいでなんだけど、ここの主人……村長さん？　に会わせてくれる？」

「結界師……」

　老人は白いスーツに白帽子、おまけに隻せき腕わんという奇き妙みような女をじろじろ眺ながめた。

　絵馬はにやりと笑って言う。

「信じられないなら……ここで実じつ践せんしようか？」

　あまりに自信満々な彼女の態たい度どに、老人はそれ以上の追つい及きゆうを諦あきらめたようだった。

「ここで待っていろ。旦だん那な様に聞いてくる。妙な真似まねはするな」

　しっかりした足取りで館やかたの中に消えていく老人の背中を見送って、倫りん太た郎ろうがちらりと絵馬の顔を見上げて訊きいた。

「絵馬さん。ここって何なの？　隠かくれ里ざとって感じはあまりしないけど、でもみんな結界があること知ってるみたいだし」

「隠かくれ里ざとだよ。でも烏からす天てん狗ぐとか雪女の隠れ里みたいな完全な『巣す』じゃないね。ただ単に人間の目から隠れているだけ」

「……？」

「ちらっと見ただけだから断だん言げんはできないけど……ここの村人全員、何かの妖よう怪かいの血を引いてるよ。血の濃こい薄うすいとか関係なく、その影えい響きようってのは出ちまうもんだから──つまりまあ、ここは人間の世界から追い出された半妖怪達の集まり、て感じかな。言い方は悪いけど」

「そうなんだ。で、これからどうするの？　結けつ界かい直して帰るんならそれも僕的にはありがたいけど」

「さて。それを今考えてるところさ」

　ほどなく老人が戻ってきた。吐き捨てるように言う。

「お会いになるそうだ。来い」




　外がい観かんと同じく、その屋や敷しきは内ない装そうも豪ごう華かなものだった。閑かん静せいな村とは別の世界に入ってしまったかのような違い和わ感かんが二人を襲おそう。見るからに高そうなわけのわからない絵だとか、おそらく一生使われることのない花か瓶びんだとか、子供が何人乗っても落ちそうにないシャンデリアだとかが次々に目の前に現れては消えていく。違和感。そう、この場に似に合あうのは荘そう厳ごんなパイプオルガンの調しらべとかそういうものであって、遠くから聞こえてくる耕こう運うん機きのガタガタという音では決してない。これがこの村の標ひよう準じゆんだと言うならば、たとえ外の田んぼから真しん珠じゆが採とれると聞かされても驚おどろく必ひつ要ようはなさそうだ。

　足が踵かかとまで埋うまる柔やわらかい真しん紅くの絨じゆう毯たんと無む言ごんの老人とに案あん内ないされて、二人はある一室に辿たどり着ついた。重そうな扉とびらを老人がノックする。

「旦だん那な様」

「入れ」

　老人と匹ひつ敵てきするほど無ぶ愛あい想そな声に従したがって部へ屋やの中に足を踏ふみ入いれる。そこは食堂のような場所らしく、長いテーブルには何十脚きやくもの椅い子すがぴかぴかに磨みがかれて誇ほこらしげな姿すがたを見せていた。そして部屋の最も奥まった場所に位い置ちする上かみ座ざでは二人の人物が待ち受けている。

　一人は男。これがこの館やかた、この村の主あるじなのだろう。この男も老おいていた。ここまで案内してきた老人よりも幾いく分ぶん年上のように見える。しかし染そめているのかそういう体質なのか、白いものを含ふくまない髪かみは威い圧あつ的てきなオールバックにされていた。彫ほりの深い顔立ちをぴりぴりとしたもので覆おおいながら、その老人はそれでも表面上は静かにこちらを観察している。

　もう一人は女だった。高校生くらいの少女で、汚よごれの全くない清せい純じゆんなメイド服を身につけている。彼女は主の横で直ちよく立りつ不ふ動どうを保たもち、何の感情も浮うかべずにただ前を見つめていた。

　絵え馬まは彼女を見てそっと倫りん太た郎ろうに耳打ちした。

「よく見ときな。あれが男のロマンって奴やつだよ。たぶん彼女はイロイロ出で来きるんだ」

「無む駄だな上に間ま違ちがってる知ち識しきを吹きこまないで」

　近づこうとしたが案あん内ない人にんの老人に制せいされた。長いテーブルを挟はさんだこの距きよ離りで話せということらしい。

　主あるじらしき老人は高こう価かそうな和わ服ふくに包つつまれた胸むねを尊そん大だいに張って言ってきた。ひどく弱々しく見える瘦やせ細ほそった外がい見けんとは裏うら腹はらに、何故なぜか妙みような迫はく力りよくがある。

「儂わしがこの村の長おさだ。神楽かぐら清せい欧おうという」

　いきなり出てきた聞きき覚おぼえのある姓。胸きよう中ちゆうでその情じよう報ほうを消しよう化かしながらも、絵え馬まは表情を変えることなく平然と言葉を返した。

「これはご丁てい寧ねいにどーも。私は逆さか貫ぬき絵馬、流れの結けつ界かい師し。んでこっちは高こう難むず倫りん太た郎ろう。子供ですけど私の子供じゃないっすよ」

「そんなことは聞いていない。ここへ来た目的を言え」

「一いち応おう、そのじいさんから聞いてるとは思うんですけどね。結界が破れそうなまま放ほう置ちされてるのは結界師としてちょっとアレな、スプレーでいたずらされたＳＬを見た鉄道マニアみたいな感じ？　で、なんかほっとけないんですよね。よかったら直しましょうか、てことなんですが」

　何の気き負おいも見せず堂どう々どうと噓うそをつく絵馬。そんな彼女に対して警けい戒かいしているのか、主──清欧は疑ぎ念ねんに満ちた眼まな差ざしを捨て去ることはない。

「この村は現在もその結界で守られている。それくらいは儂わしにもわかる。そもそも何故なぜこの村に来ることが出来た？　この村の存そん在ざいはどこで知った」

「ああ、自分で言うのもなんですが私結けつ構こう凄すご腕うでなんで。こんなでっかい結界があったらただ通り過ぎただけでも気付きますわ。んでまあ、暇ひま潰つぶしに立ち寄ってみて……あ、煙草たばこ、吸っても？」

　もうちょっと真面目まじめに、と倫太郎が絵馬のズボンを引っ張るが、彼女は完全にそれを無む視しした。勝手に椅い子すに腰こしを下ろし、咥くわえた煙草をぴこぴこと揺ゆらす。

　眉まゆをぴくりと震ふるわせて、清欧は隣となりの少女に向けて言った。

「天あま宮みや。灰はい皿ざらを」

　無む言ごんのまま頷うなずいて、彼女はポケットから取り出した小さな灰皿を絵馬の前に置いた。

「お、どうも」

　その言葉にも全く反はん応のうはなく、あくまで無表情にそのメイド服の少女は主の横に戻った。その背せ中なかを眺ながめながら、よくいる不ふ思し議ぎ系けいメイドか、三次元に存在していたとは驚おどろきだ、などと絵馬は口の中でもごもごと感想を漏もらした。幸さいわいにもそれは横で頰ほおをぴくぴく震わせている倫太郎にしか聞こえなかった。

「あー、煙けむりが美味うまい……私の見立てでは三百年ほど昔に張られてそのままって感じですが。当たってます？」

「む。そこまでわかるのか」

「そりゃもう。凄すご腕うでですから」

　微び妙みように感心したかのような表情が清せい欧おうの顔に浮うかんだ。あくまで微妙で、全体的にはそれはやはり仏ぶつ頂ちよう面づらに過ぎなかったが。

「確かに、その通りだ。あれはこの村が出で来きた当時に張られたものだ。弱っているのも事実かもしれん」

「じゃあこの際さい張り直しときましょうよ。このままだと明日にも破れて不ふ思し議ぎはないっすよ」

「それほどまでに弱っているのか……」

　清欧は顎あごに手を当て何事か思し案あんを始めた。やがて顔を上げ、絵え馬まに向けて厳きびしい目で言う。

「望みはなんだ？」

「それはもう、さっき言った通り……ボランティアみたいな満足感と、あとちっとばかしお金など貰もらえたら嬉うれしいですな」

「やはりそれか」

　即そく物ぶつ的てきな絵馬の答えに、何故なぜか清欧は安心したようだった。

「いくらだ？」

「こっちから押しかけてきた仕事なんで、割引して……二百万ぐらいでどうでしょうかね」

「……足元を見るな」

「サービスしてますよ？」

　麻ま薬やくの取引をしているギャングのように、絵馬は煙草たばこを灰はい皿ざらに押し付けて不ふ敵てきに笑った。

「いいだろう。払おう。ただし条件がある」

「条件？」

　清欧はさらに瞳ひとみを鋭するどく、ここで会ってから最大級の圧あつ力りよくをこめて言う。

「この村の人間はよそ者を嫌きらう。村人を刺し激げきするような余よ計けいな行こう為いは謹つつしんでもらおう」

「勿もち論ろん」

「それと……結けつ界かいを張り終えるまでにはどれくらいかかる？」

「さて。実じつ際さいやってみないとなんとも言えませんが。なんせ規き模ぼが規模ですから、一日二日じゃ終わらないでしょうね。この村、ホテルとかあります？」

　清欧は厳きびしい表情のまま首を横に振った。

「部へ屋やはこの屋や敷しきに用意させよう。だが、この村では今夜から、毎年一週間をかけて行う祭まつりが始まる。特に最終日の祭りは非ひ常じように重じゆう要ようで、それを部ぶ外がい者しやに見られるのを村人は嫌うはずだ。たとえ結界が完成しなくても、六日で終わらなければここから立ち去ってもらう」

「期き限げんは六日ってことすかね」

「そうだ」

　にんまりと笑って絵え馬まは立ち上がった。

「おっけー。契けい約やく成せい立りつということで。頑がん張ばらせてもらいますよ」

「北ほう条じよう。客室まで案あん内ないしてやれ。細こまかいことはあとで天あま宮みやにやらせる」

「はい」

　今の今まで絵馬と倫りん太た郎ろうの背せ中なかに視し線せんで強きよう烈れつな圧あつ力りよくをかけていたあの老人が頷うなずき、二人には一いち瞥べつもくれないまま部へ屋やを出て行った。勝手についてこいということなのだろう。その非協力的な態たい度どにこれからの苦く難なんを容易たやすく予よ想そうさせられ、倫太郎は人知れず深い息いきを吐ついた。
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　老人に案内された場所はこの館やかたにはふさわしく、この村には場ば違ちがいな、これぞ客室というようなものだった。まず部屋が三つある時点で自分達の事務所に追いつかれ、天てん蓋がいつきのベッドだとか洒落しやれた照しよう明めいだとかまるで王族が座すわるような椅い子すだとかがあっさりと事務所を追い抜く。

「うわ、すごい」

　目を丸くする倫太郎とは対たい照しよう的てきに、絵馬はたいして面おも白しろくもなさそうに部屋の中を見て回っている。

「駄だ目め駄目だぁ。こんなのハードボイルドのカケラもないじゃないか。埃ほこりの積もった部屋に空から薬やつ莢きようが私の求める理り想そうの部屋だね」

「それもある意味すごいとは思うけど、そんな部屋には絶ぜつ対たいに入りたくない」

「む、風ふ呂ろが異い様ようにデカイ。これだけ広いと何か斬ざん新しんかつアクロバティックな入にゆう浴よく法ほうが生み出せそうだ。倫太郎、あとで一いつ緒しよに入る？」

「な、何言ってるのさっ？」

　帽子を脱ぬぎ、絵馬がソファーに腰こしを下ろす。同じソファーに座るのが何だか気き恥はずかしかったので、倫太郎は椅子を引っ張ってきてその向かいに座った。

「でさ……どうすんの、これから？　まさかホントに結けつ界かい直してお金貰もらって帰るの？」

「んな馬ば鹿かな。みんな作戦よ、作戦。こっちには何の情じよう報ほうもないんだから、まずは相手の陣じん地ち内ないに踏ふみこまないと最初の一歩も踏み出せないよ。実じつ際さい、いろいろ収しゆう穫かくはあった」

「ターゲットの子のこと？」

「さすが倫太郎、わかってるね。神楽かぐら冬ふゆ春はる、とかいったっけか。あの旦だん那な様と同じ名みよう字じだし、家族なのは間ま違ちがいないだろ。てことはこの家の中にいる可か能のう性せいが高い」

「うん」

「しっかし……あんたの台詞せりふじゃないけど、どうにも妙みようだねぇ。依い頼らいも旦那様もこの村も、なんか秘ひ密みつがあるように思えて仕方ないよ」

　絵馬はそっと立ち上がり、窓に歩み寄って外を眺ながめた。ここは二階なので、村の風ふう景けいがほとんど見み渡わたせる。

　朱あけに染そまる山に辿たどり着つくまで続く、懐なつかしい自然色の広がり。ごくごく控ひかえ目めにその中に混まじる、人じん的てきな営いとなみの証あかし。全てが穏おだやかに流れている。

　どこからどう見ても、それは長閑のどかな村であり長閑な村でしかなかった。だが。

（本当に、そうか？）

　自問する。感じるのは曖あい昧まいな違い和わ感かんだった。言語化も概がい念ねん化かも出で来きない違和感。違和感の理由が理り解かい出来ないことに対する違和感。隠かくれ里ざとというのはそれだけでどこか外とは異ことなる空気を持つものだったが、この違和感はそれとは別種のもののように思えた。

　隠れ里だからとか半はん妖よう怪かい達の集まりだからという理由では説明出来ない、根こん本ぽん的てきに異なる意味を持った何かが──

　大地の中に、大気の中に、村の中に、人々の中に。

　潜ひそんでいる。かもしれない。

　逆さか貫ぬき絵え馬まという女は、その理由なき察さつ知ち──すなわち『勘かん』という能のう力りよくを、決して軽けい視ししないことに決めていた。

「ふっふ。やっぱり面おも白しろそうじゃないか」

「僕としては仕事に面白さは求めないでほしいんだけど」

「……ん」

　絵馬はすうっと椅い子すの後ろに回りこみ、倫りん太た郎ろうの頭を背はい後ごから抱だきしめた。

「なっ、なにっ？」

「そう言えば今朝の感想聞くの忘れてたな、と」

「感想？」

「コレだよコレ。今回は特別に感かん触しよくまでサービスだ。ほれ、うりうり」

「絵馬さんっ！　当たってる、当たってるってばさ！」

「柔やわらかかろ～、暖あたたかかろ～。私にも女のプライドてもんがあるんだよっ、と。ほらいろいろあるだろ大きかったとか綺き麗れいだったとか思わず触さわりたくなったとか！」

「何言ってるんだよぉっ！」

　暴あばれる二人を諫いさめるように、ひどく単たん調ちようなリズムでドアがノックされるのが聞こえた。それを耳にしてさらに倫太郎がもがくが、絵馬はがっしりと彼を抱きしめたまま離はなさない。

「どうぞー」

「失礼します」

　入ってきたのは先ほどのメイドの少女だった。その光こう景けいが見えていないかのように平然と一礼し、事務的な口く調ちようで言う。

「貴女あなた様方のお世せ話わを言いつかりました、メイドの天あま宮みや灰はい理りと申します。食事等のときはお部へ屋やにお迎えにあがりますが、他に何か御ご用ようが御ご座ざいましたらベルを鳴ならしてお呼よびください。今現在、何か不ふ都つ合ごうは御ご座ざいませんか？」

「うむ、大きな不都合があるぞ。この倫りん太た郎ろうがさ、私みたいな美人に抱だきしめられてるってのに何も感じないらしいんだ。若い盛さかりの少年としては将来的に不安があると思うんだが、どうよ？　なんとかしてやってくれないか？」

「……残ざん念ねんながらそれは私には対たい処しよ不ふ可か能のうな問題です。他を当たってください」

　にこりともせず言ってくる天あま宮みやに、絵え馬まは小さく口を尖とがらせた。

「ちぇー。ああそうだ、灰はい皿ざらちょうだいよ」

「……失礼しました。どうぞ」

　先せん刻こくと同じようにポケットから取り出した灰皿を渡わたしてくる。

「あとは……うん、あとはいいや。また何かあったら呼よぶよ、ありがと」

「そうですか。では失礼します」

　再ふたたび一礼して踵きびすを返す彼女に、絵馬は思い出したように声をかけた。

「もう少ししたら結けつ界かい見に行くから。ちゃんと仕事してますってご主人様にアピールしといて」

「わかりました」

　部屋を出て、ドアを閉めながら一礼したところで、天宮はふと動きを止めた。無表情のまま、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで絵馬を見つめて言う。

「逆さか貫ぬき様。差さし出でがましい忠ちゆう告こくをさせて頂いただきます。旦だん那な様の仰おつしやった通り、この村の人々は貴女あなた方がたのことをよくは思わないでしょう。要いらぬ危き険けんに身を投じたくなければ、必ひつ要ようのない場所には立ち入らないことです。村の中でも──この館やかたの中でも」

「忠告、ありがとう。そうするよ」

「では」

　ドアが閉じられ、小さな足音が遠くに立ち去っていったのを確認してから絵馬は倫太郎を解かい放ほうしてやった。頭をぽりぽり搔かきながら呟つぶやく。

「やれやれ。釘くぎさされちまったい」

　顔を赤くした倫太郎は、視し線せんをあさっての方向に向けて言った。

「今さらだけど……絵馬さんのこと、バレてないのかな？　こんなに目立つのに」

「それは褒ほめ言こと葉ばだと受け取っとくよ。大だい丈じよう夫ぶだろ。この村は外がい界かいから隔かく離りされてるみたいなもんだし。私の噂うわさなんか届かないっしょ」

「だといいけどね。んで、これからの予定は？」

　早さつ速そく煙草たばこに火を点つけて、美味うまそうに煙けむりを吸いこみながら絵馬が答えた。

「私は結界を直しにいく。一いち応おう約やく束そくは約束だし、初日くらいは真面目まじめに働いとかないと疑われる。今日の主役は──」

　びしり、と煙草で倫太郎を指し示して、

「あんた。あんたはこの屋や敷しきの中を見つからないように歩き回って、ターゲットを見つける係。出で来きれば接せつ触しよくしてさりげなく情じよう報ほうを聞き出せればなおよし。場合によってはあとから私も合ごう流りゆうするから」

「そ、それって見つかったらやばいんじゃないの？　さっき言われたばっかでしょ！」

「ノープロブレム。見つからなければいい」

「えっ……」

「と言うかさっき忠ちゆう告こくされたのは『逆さか貫ぬき様』！　この私であってあんたはノーマークなのだ。だからあんたは何をしてもいいと私が認にん定ていする。もし見つかってしまってもそこはあんたの必ひつ殺さつ技わざ、子供の特性を利用して切り抜けるんだ。いいか、こう指を口に咥くわえてだな……『ボク、わかんなーい』だ！　それで全ての窮きゆう地ちは切り抜けられるっ」

「そんなわけないでしょぉーっ！」

　からからと絵え馬まは笑ってソファーから帽子を取り上げた。

　白いトレードマークを深く被かぶり、その下から急に優しい眼まな差ざしを少年に向ける。

「冗じよう談だんだよ……一つだけ本ほん音ね。私はあんたを信しん頼らいしてる」

　倫りん太た郎ろうはその言葉を聞いて一いつ瞬しゆんだけ動きを止めた。

　やがて大きく息を吐つき、頭を横に振り、何かに祈いのるように天井てんじようを見上げ──

　最終的に、少年はかくりと首を傾かたむけて疲つかれきったような呟つぶやきを発した。

「普ふ通つうでいいよね」

「あん？　何が？」

「調べ方」

「あー」

　絵馬はふいと目を細めて、足元の絨じゆう毯たんに落ち着きなく瞳ひとみを彷徨さまよわせる少年の顔を眺ながめた。

「そりゃ、あんたがそれでも出来るって言うんならね。今日のところは任まかせるよ」

「……うん」

「そんじゃ」

　絵馬はすたすたとドアに向かって歩き出した。

　その背せ中なかにかかるのは、倫太郎が密ひそやかに紡つむいだ言葉。

「……気をつけてね、絵馬さん」

「あんたもね」

　肩かた越ごしに一本しかない手を振って、彼女は部へ屋やから出ていった。




　さて。

　ドアを少しだけ開き、その隙すき間まから倫太郎は周しゆう囲いを盗ぬすみ見みた。見える範はん囲いに人ひと影かげはない。まったく空気を震ふるわせないまま、長い廊ろう下かはただ静せい謐ひつに伸びている。

　部へ屋やから出て、倫りん太た郎ろうはこそこそと廊ろう下かを進み始めた。目的地はない。高そうなツボだとか今にも動き出しそうな西洋の鎧よろいだとかの陰かげに隠かくれながら適てき当とうに二階を調べていく。廊下に身を隠すというのは根こん本ぽん的てきに無む理りな話だと倫太郎は気付いていたが、気休めでもなんでも、ボクわかんないという必ひつ殺さつ技わざとやらに比べれば百倍マシだ。

　部屋を見つけるとドアに耳を当て、中の物音を探さぐる。音が聞こえないのを確認してドアノブを捻ひねっても、当たり前のように鍵かぎがかかっていた。それが六部屋続く。つまり二階には誰だれもいなかった。この館やかたにはそんなに人間が多くいるようには思えなかったので、どうやら二階は完全に来客用──滅めつ多たにないことだろうが──のフロアになっているのだろう。

　ここで探たん索さくを止やめても仕方がない。慎しん重ちように階段のほうに足を進め、手すりの間からこっそりと一階のエントランスを窺うかがう。

　慌あわてて倫太郎は顔をひっこめた。丁ちよう度ど訪ほう問もん者しやがあったところらしく、そこではあのメイドが玄げん関かんの扉とびらを開けて誰かを迎え入れていた。

「……ご苦労様です」

「お嬢じようさんの様よう子すは？」

「特に変わったところは」

「そうか、ならいい。ああ、案あん内ないはいらないよ。君にも仕事があるだろう」

「……では。よろしくお願いします、先生」

　メイドはどうやらそのまま立ち去ったようだった。倫太郎が再ふたたび下を覗のぞくと、見み覚おぼえのない男がどこかへ歩き出していくのが目に映うつった。歳は絵え馬まと同じくらいかそれよりやや上のように見え、長身瘦そう軀くで、縁ふちなしの眼鏡めがねの下には切れ長の瞳ひとみが光っている。染しみ一つない白はく衣いと手にした黒い鞄かばん、そして先生という呼こ称しようからも、この男は医者か何かに間ま違ちがいないと思えた。

　お嬢さん。ターゲットのことだろうか。手紙には少女と書かれていたし、その可か能のう性せいは高そうだ。

　メイドの姿すがたがどこにも見えないことを確認し、倫太郎は足音をたてずに階段を下りた。男の姿は廊下の向こうに消えようとしている。角かどを曲まがるのを待って、彼はあとを追い始めた。もはや頼たよれるのは運と偶ぐう然ぜんのみ。

　メイドさんはどこかの部屋で掃そう除じをしていますように。間違っても洗せん濯たく物ものを抱かかえて廊下をうろうろとかしてませんように。あとあのおじいさんとかもお昼ひる寝ねタイムでありますように。

　神様は彼の味み方かただったようだ。廊下はあくまでもひっそりとしており、聞こえてくる音と言えば前を歩く男の規き則そく正しい足音しかない。

（あー。危あぶないことしてるなぁ。それっぽい子が家の中にいるのはわかったし、今日はこれで帰ってもいいんだろうけど）

　ぼんやりとそんなことを考えていると、不ふ意いに足音が止まった。慌あわてて廊下の角から先を覗く。男はこの館やかたで最も奥まった場所にある一室をノックしていた。

「……だれ？」

「高たか倉くらです」

「あ……はい。どうぞ」

　女の子の声と同時、扉とびらが開く軽い音がする。男は部へ屋やの中に入っていった。

　出てくる気け配はいがないのを確かめ、倫りん太た郎ろうはドアに近づいてそっと耳を押し付けた。ぼそぼそという声が聞こえてくる。

「具ぐ合あいはどうかな？」

「えと。別に、大だい丈じよう夫ぶです」

「どこかが苦しいとかないね？」

「はい」

「結けつ構こう。ではいつものように聴ちよう診しんだけするよ。上を脱ぬいで」

「……はい」

　見えてはいない。見えてはいないのだが……なんとなく気き恥はずかしい。いやしかし、これも仕事のうち、断だんじてこれは覗のぞき盗とう聴ちようその他犯はん罪ざい行こう為いではないのだ。と倫太郎は無む理り矢や理り納なつ得とくして盗ぬすみ聞ぎきを続けた。

「冬ふゆ春はるちゃん」

「なんですか？」

「外に出たいかい？」

　男のその一言に、倫太郎は背せ筋すじをぴんと張はった。

「え。いきなり何ですか？　外の空気は身体に悪いから出たら駄だ目めって、昔むかしから……」

「ああ、それは当然だ。出られるかどうかは別として……今、外に出たいって思っているのかどうかを聞きたかったんだが」

「うふふ。なんだか今日の高倉先生、変ですね。心配しなくてもこっそり外に出たりはしませんよ。あと少しの辛しん抱ぼうですから」

「そうか。ならいい。とにかく無理はしないように」

　病気で外に出られない少女。それがターゲットなのか。どういうことなのだろう。逃にげる逃げないとかいう話ではないように思えた。病人に必ひつ要ようなのはまず間ま違ちがいなく医者であって、ハードボイルドな逃がし屋にできるのはせいぜいその病気を悪あつ化かさせることくらいだ。

　思わず考えこんでしまったのがいけなかった。いつの間にか診しん察さつは終わったようで、男の靴くつ音おとがドアのほうに近づいてくる。

（まーずいーっ！）

　ダッシュする。一番近い曲まがり角かどまであと四メートル。三メートル。二メートルになったところで、後ろでドアが開く音が聞こえた。咄とつ嗟さに横にあった観かん葉よう植しよく物ぶつの陰かげに飛びこむ。植物の背せは高く、倫太郎の小さな身体を上手うまく隠かくしてくれているようだったが……

（駄だ目めだ、こっちに来る！）

　視し界かいの端はしに一いつ瞬しゆんでも映うつってしまえばもう終わりなのだ。今はまだ見えていないとしても、真横まで来たら確実に気付かれてしまう。なんとかする手は、手は──

　倫りん太た郎ろうは認みとめた。二つある。そしてどちらにも問題がある。極きよく論ろんを言えば、両方とも自分の誇ほこりの問題。方法の一つは、遥はるかな過去に自分が定めたルールを破ることと同どう義ぎだった。それは今までも──決して望んでではないにしろ──何度か採とったことのある方法ではあったが、今の状じよう況きようでは誰だれが見ても不自然な結果が残ることになる。最悪、全てが終わってしまう可か能のう性せいすらあった。となると、結けつ局きよく選せん択たくできるのは二つ目の手しゆ段だんで──その問題とは、純じゆん然ぜんたる体たい面めんの問題だった。

　えへら、と倫太郎は引ひき攣つった笑えみを浮うかべた。人差し指を口に咥くわえて、ボクわかんなーい、なんて台詞せりふを口にするのは生しよう涯がいこれで最後にしたいと切せつに願う。

　足音が近づいてきて、どことなく理り知ち的てきで冷たそうなその横顔が見えた。

　ああ、あの顔がこちらを向いた瞬しゆん間かんに僕の短い人生に一つの汚お点てんが刻きざまれるんだ。

　絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちで倫太郎が観かん葉よう植しよく物ぶつの陰かげにしゃがみこんでいると──

「……？」

　何もなかった。誰何すいかの声も、何をしている出て行け殺すぞ、などという声もなかった。

　男は何事もなく植物の横を通り過ぎて、すたすたとどこかへ立ち去っていった。

　呆ぼう然ぜんとしていた倫太郎が大きく息を吐はく。

（よかった……普ふ通つうよりも視し野やが狭せまい人だったのかな。周まわりが見えないほど集中して考え事してただけかもしれないけど）

　適てき当とうに理由をつけて立ち上がる。とにかく自分の誇りは守られた。神様ありがとう。

　廊ろう下かは、やはり静かだった。後ろにあるドアの前も、その中も、静かだった。

　出で来きれば接せつ触しよくしてさりげなく情じよう報ほうを。

　私はあんたを信しん頼らいしてる。

　声を思い出していた。思い出してしまっていた。

　もう一度、大きく大きく息を吐いて、彼は逃にげ場ばのない館やかたの奥へ足を向けた。

　ドアをノックする。

「先生？　なにか忘れ物？」

　ドアが開いたその先には──予よ想そう通り女の子がいた。長い黒くろ髪かみと病的なまでの肌はだの白さの対たい比ひが印いん象しよう的てきな、可か愛わいい子だ。倫太郎にはそれ以上の観察をしている余よ裕ゆうはない。愛あい想そ笑わらいを浮かべながらするりと部へ屋やの中に侵しん入にゆうする。

「えと……？」

　入ってきたのが年とし恰かつ好こうの同じ少年だったからなのか、それとも何が起こっているのかが全くわかっていないのか、とにかくその少女はこくんと小首を傾かしげているだけだった。着ている空色のパジャマを隠かくそうともしない。

「あなた、誰だれ？」

「べ……別に、怪あやしい者じゃないよ。僕は高こう難むず倫りん太た郎ろう。なんと言うか、これからしばらくこの家に厄やつ介かいになることになって。それで、その、同じくらいの歳の女の子がいるっていうから、ちょっと話とかしてみたいなー、なんて」

　絵え馬まの自信満々な噓うそつきっぷりが今はとても羨うらやましい。いろいろ疑われて聞かれるんだろうな、聞かれるのはいいけど騒さわがれて誰か呼よばれたらとても困こまるなあ、などと考えながらその少女の顔を見やると、何故なぜか彼女は目をきらきら輝かがやかせて言ってきた。

「お客様？　お客様なの？　村の外から来たんでしょう？　うわあ、こんなの初めて！　ね、座すわって？　私も色々お話聞きたい！　いいでしょ？　えと……倫太郎君、て呼んでもいい？」

「う、あ、いいよ、もちろん。あの、悪いんだけど、ちょっとだけ声小さくしてくれるとありがたいかな」

　予よ想そう外がいの反はん応のうに目を白黒させる倫太郎だったが、今の状じよう況きようだけはさすがに忘れていなかった。

「うるさかった？　ごめんなさい、一人ではしゃいじゃって……こんなことがあるなんて全然考えてもなかったから」

「うるさいわけじゃないけど……ちょっと、その、事じ情じようがね。ごめん。とりあえず落ち着いていこうよ。あ、それと、これからこの部屋に誰か来る用事とかある？」
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「え？　特に決まってる用事はないけど。どうして？」

「いや、それなら別にいいんだ。ゆっくり出で来きるなってだけ。ええと、まず……君は、神楽かぐら冬ふゆ春はるちゃん、だよね」

「そうよ。私のことも冬春って呼よんで。ね、いつまでいられるの？」

「六日くらい、かな、たぶん」

「やった、結けつ構こういられるんだね」

　接せつ触しよく成功。いきなり誰だれかを呼ばれることはなさそうだったので、さりげなく首を巡めぐらせて部へ屋やを観察してみる。

　意い外がいなことに、この部屋はあの客室よりも狭せまかった。内ない装そうも上品とは言えても豪ごう華かとは言えない。ベッドに机に本ほん棚だな、テーブル、クローゼットと、ごく普ふ通つうの女の子の部屋のような品しな揃ぞろえだ……そう見えるだけで実じつ際さいにはきっとそのどれもがウン十万円もする高級品なのだろうし、ついでに言えば倫りん太た郎ろうは普通の女の子の部屋に入ったこともなかったが。無む論ろん、絵え馬まの部屋は確実に女の子の部屋ではない。

「どうしたの？」

「ううん……来といてから言うのもなんだけど、いいの？　その、君、どこか具ぐ合あいが悪かったりするんじゃ」

　勧すすめられるままに椅い子すに座すわって言うと、冬春はテーブルの向こうからきょとんとした表情を向けてきた。

「お父様から聞いてないの？」

「あー、お父様って……誰かな。えーと、清せい欧おうさんにはさっき会ったんだけど」

「うん、それがお父様よ」

「あ、そうなんだ。でも会っただけで、あまり話はしてないんだ」

「じゃあ知らないのね。私、別に病気じゃないのよ」

「そうなの？」

「ただ、生まれつき肺はいが悪くて、あんまり外の空気吸ったらいけないんだって。それでずっとこの部屋の中で暮くらしてるの。だから今はどこも悪くないし、どこも痛いたくないわ」

　聞き捨てならない言葉が少女の口から出た。

　倫太郎はうめくようにその単語を繰くり返かえす。

「ずっとって……ずっと？」

「あ、そんな顔しなくてもいいわよ。子供の頃ころはまだ外に出て遊んだりとかしてたし、今でもたまに、先生の許きよ可かが出れば散さん歩ぽとかさせてもらえるし。でも最近はそういうのもなくて。この部屋の外にも、もう一週間くらい出てないわ」

　あっさりと彼女は言う。その平然とした、自分の境きよう遇ぐうに対して何の不満も疑問も持っていないかのような言葉が、倫太郎にはひどく痛いたましく思えた。

「それは……寂さびしい、ね」

「え、ううん？　よく天あま宮みやさんが遊びにきてくれるから。お父様も高たか倉くら先生も優しくしてくれるし。そんなに……」

　三人。たったの、三人だ。この部へ屋やだけが全世界の少女にとって、他人とはその三人しかいないことになるのだろうか。

　言いたいことはあった。言わなくてはならないこともあった。だが倫りん太た郎ろうには、当あたり障さわりのない話題しか口に出すことが出で来きなかった。

「一人のときって、何してるの？」

「だいたい本とか読んでるわ。ここにあるのは小説がほとんどだけど、読みたいって言ったら天宮さんがたまに雑誌とか新聞とか持ってきてくれるの。お父様は新聞とか嫌きらいらしくて駄だ目めだって言うんだけど、天宮さんは私の味み方かたなのよ。こっそり二人で回し読みしてるの」

「そ、そう」

「あ、あとね、この前天宮さんがいろんな遊び教えてくれて。ビー玉とかおはじきとかあやとりとか。私はビー玉が好きね。だって綺き麗れいだもの。一人でやるのもいいけど、やっぱり二人で遊んだほうが……って、駄目よ倫太郎君！　さっきから倫太郎君が聞いてばっかりじゃない！　ね、今度は私にも質問させて」

「え、う、うん。いいよ」

「倫太郎君はどうしてここに来たの？　旅行？」

「だいたいそんなものかな。親しん戚せきの……おばさんが、ここでちょっと仕事することになってさ。それについてきたんだ」

「お仕事？　どんな？」

「それは、なんて言うかな、ボランティア？　みたいなやつ」

「そうなんだぁ。てことは倫太郎君、いろんなところに行ったことあるんだよね？　電車とかにも乗ったことあるんでしょ？」

「そ、そりゃあね」

「へー、すごいねすごいね！　どんな感じなの？　速いの？　あと私ね、海とかも見てみたいんだぁ。しょっぱいって言うけどほんとにそうなの？」

　──ああ。そうか。

　倫太郎はずーんと頭の奥に重いものが伸のしかかってくるのを感じた。

　この子は……当たり前のことを、当たり前だと思うことすら許ゆるされていないのだ。ずっと一人きりで。ずっと閉じこめられたままで。誰だれかと比ひ較かくしようとしても比較する相手がおらず、不満を覚おぼえるほど他の世界は見えない。

　それは。それは、とても──

「倫太郎君？」

「うん？　そ、そうだね。僕、海はちょっと苦にが手てでさ。あんまり行ったことないんだけど……他のことなら教えてあげられるよ。他には何が聞きたい？」

「それじゃね……」

　彼女は色々なことを聞いてきた。倫りん太た郎ろうも色々なことを話した。

　電車はとても速いとか。飛行機はもっと速いとか。街には色々なものがあるとか。世界にはたくさんの楽しいことがあって、面おも白しろいことがあって、辛つらいことがあって、悲しいことがあって、寂さびしいことがあるのだという──そんな、当たり前の話を。

　そのうち言葉だけでは物足りなくなったのか、彼女はノートと鉛えん筆ぴつを持ってきて倫太郎に絵をせがみ始めた。携けい帯たい電話。自転車。ファーストフードのロゴ。建たて物もの。アニメキャラクター。景け色しき。倫太郎は決して絵が上手うまいほうではなかったが、少年の手によって自らの想そう像ぞうの答えが形作られていくのを、冬ふゆ春はるは目を細めたり大きく開いたりと忙いそがしく眺ながめていた。まるでそれが──この機きを逃のがせば二度と見ることが出で来きない、彼だけが使える神しん秘ぴの魔ま法ほうであるかのように。

「へぇー。やっぱり外は面白そうだね。うふふ、楽しみだな」

「楽しみ？」

　倫太郎が聞き返すと、冬春は本当に嬉うれしそうに笑った。

「あのね、今度の誕生日になったら、お父様が旅行に連れて行ってくれるって約やく束そくしてくれたの。肺の具ぐ合あいもいいみたいだから、って。私、村の外に出るの初めてだから、もうすっごくわくわくしてる」

「誕生日っていつ？」

「お祭まつりの最終日と一いつ緒しよだから、あと六日ね。もう少し」

「そうなんだ。よかったね」

「うん！」

　彼女は笑えみを浮うかべたまま、まだ見ぬ外の世界に思いを馳はせている。

　何なのだこれは。全く自分の出る幕まくではない気がする。

　この話を聞いたら絵え馬まさんはどうするだろう、と倫太郎はふと思った。

　──わからない。まったく恐おそろしいことに、彼女はこの少女が病気だろうがなんだろうが気にしないかもしれない。あの人は唯ゆい一いつ、『信しん念ねん』だけで動いている。それ以外の全ては二の次なのだ。ただ一つの意い志しだけを受けて、彼女は誰だれかを逃にがす。

　……聞いておいたほうがいいかもしれない。

「あのさ」

「ん？　なに？」

　それを聞こうとしたとき……。

　こんこん、と小さな音が響ひびいた。窓のほうだ。カーテンの向こうから、ノックのようなその音は聞こえてきている。

「誰だれかしら、……天あま宮みやさんが外から来るはずないし」

　倫りん太た郎ろうは先せん刻こくの絵え馬まとの会話を思い出した。確か、場合によってはあとから合ごう流りゆうすると言っていたはずだ。

「ひょっとしたら絵馬さんかも。あ、絵馬さんってのは」

「さっき話してた、親しん戚せきのおばさん？」

　その台詞せりふの響ひびきは、何故なぜかひどく危き険けんな予よ感かんを孕はらんでいるように感じられた。頭の中で赤せき色しよく灯とうが回転し、警けい報ほうが鳴なり始はじめる。注意せよ。君は致ち命めい的てきなミスを犯おかした。注意せよ。

　しかし、その警報はいささか遅おそすぎた。今さらどうすることも出で来きない。

　冬ふゆ春はるが立ち上がってカーテンを開けた。あっさりと。

「……やっぱり」

　見なかったことにしたいのは山々だったが、それは事じ態たいをさらに悪あつ化かさせる意味しか持たない。一ひと刹せつ那なだけ運命を呪のろい、倫太郎は仕方なく口を開いた。

「あー……冬春ちゃん。本当に確実に絶ぜつ対たいによかったらでいいんだけど、窓を開けてあげてくれる？」

「うん」

　冬春は（残念なことに）素す直なおに窓を開けた。白いスーツと帽子をだらしなく着き崩くずしたその女が窓を乗のり越こえて入ってくる。優しい笑えみを浮うかべながら、しかし瞳ひとみだけはぎらりと倫太郎を射い抜ぬいて、絵馬は言った。

「こんなところから失礼、冬春ちゃん。私は逆さか貫ぬき絵馬。そこにいる倫太郎の……親戚の、おばさんという奴やつですかなぁ。ふはっはっは」

「冬春ちゃんごめん。さっきの説明は『優しくて美人な親戚のお姉さん』に訂てい正せい」

　ひどく投げやりな口く調ちようで呟つぶやいて、倫太郎はがっくりと肩かたを落とした。




　　　　　５




　倫太郎が肩を落として絶ぜつ望ぼうするより一時間ほど前、まだ彼が二階の廊ろう下かをスパイよろしく忍しのび歩あるきしていたころ──

　絵馬は堂どう々どうと道の真ん中を歩いていた。すっぱー、と煙けむりを吐き出し、ちらちらと見みえ隠かくれする村人たちを牽けん制せいする。

「なーんだろね、まったく」

　舗ほ装そうもされていない道は久しぶりの土の感かん触しよくを靴くつに伝えてくる。道の脇わきでは彼ひ岸がん花ばなが真っ赤な花か被ひを晒さらしており、風に染しみこんでいるのはただ土と草の乾かわいた匂におい。懐なつかしい、と言ってもいいのだろう。郷きよう愁しゆうを感じさせるその村の光こう景けいはあくまでも平へい穏おんに彼女の前に存そん在ざいしている。

　だが──

「気に入らない。ああ、気に入らないねぇ……」

　呟つぶやきながら、なんとなく館やかたの周まわりを一ひと巡めぐりしてみる。館の裏うら手てには学校のグラウンドほどの空き地があった。そこには数人の男達が集まっており、斧おのや金かな槌づちを振るって大きな木の櫓やぐらと祭さい壇だんのようなものを作っていた。

（そういや祭まつりとか言ってたか。さてさて、どんな祭りなのか）

　男達は笑え顔がおなども見せながら和わ気き藹あい々あいと作さ業ぎようをしていた。二十歳はたちくらいの青年もいれば頭の薄うすくなった中年もいる。絵え馬まがその中で注目したのは、古ふる臭くさい斧を丸太に叩たたきつけている背せの高い男だった。なんと言うか、とにかくデカイ。バスケ選手の身長に力士の肉をほどよく分ぶん散さんして移い植しよくしたような、まさに最強のレスラーといった風ふ情ぜいである。ただしその顔はどこにでもいるような三十代で、極きよく端たんな糸いと目めが純じゆん朴ぼくそうな印いん象しようを周しゆう囲いに振りまいていた。

　斧を一振り。丸太が半分ほど抉えぐれる。もう一振り。あっさり丸太は切せつ断だんされる。

（ほう）

　そのパワーに絵馬が感かん嘆たんの息いきを漏もらしたとき、広場の男達が彼女の存そん在ざいに気付いた。空気が瞬しゆん時じに固まる。あの糸目の巨きよ漢かんも、その手を止めてじっとこちらを見つめてきた。

　ぼそぼそと交かわされる不ふ穏おんな囁ささやき。絵馬はそれにどう対たい抗こうすべきか一いつ瞬しゆんだけ悩なやんで、結けつ局きよくまずはフレンドリーにと決めた。にかっと笑って、言う。

「やー。力自じ慢まんさんなんだねぇ」

　しかし返ってきたのは、

「ちっ」

「馬ば鹿かにしやがって……」

「よそ者が……」

　とかいう逆ぎやくフレンドリーな台詞せりふだけだった。絵馬は怯ひるまず、さらに糸目の男に向かって問いかける。

「勿もつ体たいないねぇ。それくらいの力があれば、外に出たらすぐにヒーローになれるかもしらんのに。宝の持もち腐ぐされってやつではないかな？」

　瞬しゆん間かん──

　絵馬は煙草たばこをぷっと吹き出して横に飛んだ。大地が揺ゆれる。凶きよう悪あくな慣かん性せいを持った鉄が土を巻まき上あげ、その粉ふん塵じんがゆっくりと収おさまっていくのを横目で見ながら……絵馬はその現げん象しようを引き起こした男に向けて唇くちびるを歪ゆがめた。

「何か……気に障さわったかな？」

「手が滑すべったのだ」

　言いながら、男は──斧を渾こん身しんの力で投とう擲てきした糸目の巨漢は、のしのしと絵馬に近づいてきた。残った男の中の一人が慌あわててその背せ中なかに声をかける。

「おい？　旦だん那な様は、こいつには手を出すなと……」

「知っている。だから、手が滑すべったのだ」

　絵え馬まの前に立ち、彼は足を止める。随ずい分ぶんと高い位い置ちからその低く重い声は届いてきた。

「面おも白しろいことを言っていたな、女。外に出たらだと？　俺おれに向けられる視し線せんがどのようなものか想そう像ぞうがつかないわけではあるまい。奇き異いの視線。嫌けん悪おの視線。そこにいること自体が罪ざい悪あくだとでも言わんばかりの、胸むな糞くその悪くなるような視線だ……俺だけではない。他の者とて皆そのような経験はある。『自分たちとはどこか違う』、たったその程てい度どのことで外の人間は我等を忌いみ嫌きらうのだ」

「言われなくても知ってるさ、そういうのがあるってことは。それを無む視しできる奴やつ等らと無視できない奴等がいるのもね──ちなみに私は完全無視するタイプだ。で、それをふまえて。それをふまえてだぞ？　言うと、私があんたらにかけられる言葉は一つしかないように思うんだが」

　絵馬は帽子を指で軽く押し上げ、巨きよ漢かんと視線を合わせた。

「気にすんなよ？　てね」

　熊くますらも一いち撃げきで撃うち倒たおせそうな太さの腕うでが、凄すさまじい速度で動いた。絵馬のスーツの裾すそを掠かすめて腕が伸び、地面に突つき刺ささっていた斧おのを摑つかむ。絵馬は視線を外はずさず、一歩も動かない。

　ひどく小さく見える斧を大地から引き抜き、男は両肩の筋きん肉にくを盛もり上あげた。

「貴き様さまは何もわかっていない。貴様が蔑さげすみ嘲あざ笑わらっているこの現げん状じようが、我々の全て。良くも悪くも、全てだ」

「だから？」

「俺達に関かかわるな。目め障ざわりだ」

　言って男はくるりと後ろを向いた。こちらを振り向くことなく歩き出す。それを合図に、他の男達もそれぞれ仕事に戻っていった。とてつもなく煙けむたそうな目を最後に残していくのだけは忘れてはいなかったが。

　それきり、誰だれもこちらに目を向けない。完全に無視されている。

「……そんなディープな話題を振ったつもりじゃなかったんだが。まぁいいか」

　村人、負まけ犬いぬ根こん性じようの所しよ有ゆう率りつ高し。

　頭の中のメモ帳にそう書かき殴なぐってから、絵馬が新しい煙草たばこを取り出したとき──

「……何かあったのか？」

　館やかたのほうから、村の主あるじがゆっくりと歩いてきた。男達は態たい度どを一いつ変ぺん、顔を上げて陽よう気きな笑い顔を見せる。そこには意い識しきしてそうしているようなわざとらしさは感じられず、彼らが普ふ段だんからこの主に親したしく接せつしている気け配はいが見て取れた。

「これは、旦だん那な様！　いいえ、何もないんですよ……お散さん歩ぽですか？」

「そうだが……ふむ」

　清せい欧おうの目がちらりとこちらを向く。

　絵え馬まは苦く笑しようして帽子を被かぶり直なおし、彼から視し線せんを外はずした。

「大体の事じ情じようはわかった。お前達は作さ業ぎようを続けてくれ。しっかりとな」

「はい！」

　元気な返事のあと、再ふたたび作業が始まる音が聞こえる。それに紛まぎれこませるかのように、隣となりに歩いてきた清せい欧おうが小さく言った。

「注意はしておいたはずだが？」

「通り道だったもんで、ちっと目が合っちゃっただけですよ。これからは気をつけましょう」

「これからと言わず、今この瞬しゆん間かんからそうしてほしいものだ。自分の立場はわかっているだろう？」

　さっさと仕事に行けということか。

　皮ひ肉にくに満ちた清欧の言葉に絵馬は肩かたを竦すくめ、そしてふと空を見上げた。

「ふーん？　ま、いいか。お仕事するのは私だけじゃないみたいだし」

　口の中だけで呟つぶやくと、絵馬は申もうし訳わけ程てい度どの挨あい拶さつを残して清欧に背せを向けた。

　広場の横を通り過ぎ、そのまま真まっ直すぐ歩を進める。この村は四方を山に囲かこまれているので、当然行く先は山の中ということになる。

　村の道はそのまま細くなり、まるで獣けもの道みちのようになって木々の中に吞のみこまれていた。背はい後ごからは金かな槌づちの音が遠く響ひびいてきており、足元では紅こう葉ようの死し骸がいがかさかさと小こ気き味み良よい悲ひ鳴めいをあげている。先に目を向けてもただ死骸の連つらなる紅あかい絨じゆう毯たんが広がっているだけで、以前に誰だれかがここを通った様よう子すはない。

　そのまましばらく歩くと、不ふ意いに獣道は終わりを迎えた。木々が無む造ぞう作さに切り払われただけのその空間には一つの石が置かれている。大人が抱かかえこんでようやく腕うでが回せるくらいの中ちゆう途と半はん端ぱな大きさで、その歪ゆがんだ円えん錐すい形けいは地面からひっそりと伸び上がっていた。

　絵馬はその石に大おお股またで近づくと、ふうと煙草たばこの煙けむりを吐きかけた。それから足を開き、まるで掌しよう底ていで石を割ろうとするかのように右手を表面に押し当てる。

「方ほう位いで四……八分ぶん割かつか。基本だね」

　独どく白はくし、彼女は息を大きく吸った。丸めていた背中をゆっくりと伸ばしていき──

「……はっっ！」

　鋭するどい呼こ気きを石に叩たたきつける。途と端たん、そこから青白い光が立ち上った。幾いく条じようもの光が微かすかな弧こを描えがく不ふ可か視しの壁かべを這はうようにして空中に広がっていき、それぞれが思うままにのたくって進む。やがてその光は次し第だいに細く薄うすくなり、森の上空で音もなく搔かき消きえた。

　その様子を見上げていた絵馬が面おも白しろくもなさそうに呟いた。

「まあこんなもんかぁ。これで八分の一、と……」

　石から手を離はなし、くるりと振り返る。

「心配しなくても、仕事はちゃんとやるってばさ。なんせ二百万、食くい扶持ぶちは頑がん張ばって稼かせがないとね」

　そこには老人がいた。小さな、しかしがっしりとした身体を紅こう葉ようの絨じゆう毯たんに突つき刺さすようにして立っている。白はく髪はつに作さ務む衣え──館やかたの使用人のようであった、北ほう条じようとかいう男だ。いかなる音もたてず、北条はじっと絵え馬まの顔に厳きびしい視し線せんを向けていた。

「信用出で来きるか。よそ者なぞ」

「あら、ひどいお言葉」

「……しかしまあ、結けつ界かい師しだということだけは噓うそではないようだ」

「これで信じてくれなかったら暴あばれるよ、まったく」

　言って絵馬は歩き始めた。

「どこへ行く？」

「んー、初日だし頑がん張ばっとかなきゃでしょ。こっから一番近いのは丑うし寅とらか戌いぬ亥いか……気分的に丑寅からやっとこ」

「旦だん那な様の言った通り、早く結界を直して出て行ったほうが身のためだぞ」

「そうする気。いくら私でも歩いてるだけで邪じや魔ま者もの扱あつかいされたらやってられないよ」

「ふん」

　馬ば鹿かにしたような鼻はな息いきに絵馬が振り返ると、北条の姿すがたは既すでにない。落ち葉を踏ふみ散ちらす音も何もなく、老人は一いつ瞬しゆんにしてそこから消え失せていた。

「はっ……あのじいさんだけはちっと面おも白しろそうだね」

　新しい煙草たばこに火を点つけて、絵馬は小さく唇くちびるを歪ゆがめた。じっと辺あたりの気け配はいを探さぐる。主あるじの護ご衛えいのような役目だったのだろう、清せい欧おうが広場に現れたときから気配はしていたのだが──今度はあの老人が自分を監かん視ししている感かん覚かくはなかった。今度こそ本気で気配を消しているという可か能のう性せいもなくはないが、それはそれで面白い。とりあえず今日は目立った動きをするつもりはないし、気にしないでも大だい丈じよう夫ぶだろう。

　今の結けつ界かい石せきは北に配はい置ちされているものだったので、今度は北東に向かうことにする。山を突っ切っていくのが一番早いが、無む論ろん絵馬にズボンをこれ以上汚よごしてまでそうするつもりはない。一いつ旦たん村に下りることにした。

　来た道をそのまま戻ってから、東側に進める分かれ道を見つけて適てき当とうに曲まがる。黄色い土が剝むき出だしのその道を歩いていると、小さなせせらぎが聞こえてきた。道の先には丸太が四本並ならべて渡わたされているだけの橋がある。絵馬は橋の上で足を止めて、足元の細い清せい流りゆうをぼんやりと見下ろした。細こまやかな旋せん律りつを奏かなでる水音。頭を突き出した石が作り出す多た彩さいな渦うず。小魚の影かげを脇わきに潜ひそめ、深しん緑りよくの水草がひどく怠たい惰だに踊おどっている。

「うーん、ヤバイくらい和なごむな。ＮＨＫの深しん夜や環かん境きよう番組みたいな絵だ」

　独どく白はくしつつ、さらに歩く。山側へ向かうそれらしき道を見つけて、おもむろに進しん入にゆう。山道の終わりにはやはり同じような石せき柱ちゆうがあり、絵馬も先せん刻こくと同じように結界に活かつを入れた。老人は出てこなかった。どことなく拍ひよう子し抜ぬけして山を下りる。

「今日の仕事はこのくらいにしとくとして……さて。これからどうするか」

　言っておきながら特に妙みよう案あんも思おもい浮うかばなかったので、絵え馬まは館やかたに戻った。広いがどこか殺さつ風ぷう景けいな前庭をぐるりと見回して、何なに気げなく歩いてみる。あの老人やメイドも、まさか庭の散さん歩ぽまでするなとは言うまい。

　あの厳いかめしい庭師によって整ととのえられたものであろう、坊ぼつちゃん刈がりの木が等とう間かん隔かくに並ならんでいる。白い壁かべに沿そって館やかたの脇わきを進むと瀟しよう洒しやな日よけのついたテラスがあり、そこには真っ白なテーブルと椅い子すが置かれていた。ここに座すわって上品に紅茶なんぞを啜すする。それのどこにハードボイルドの要よう素そがあろうか。当然のように絵馬はそれを無む視しし、左袖そでをぶらぶら揺ゆらしながら庭をのし歩いた。

　そこでふと、彼女の耳に小さく何かが届いた。その声を辿たどって、さらに奥──館の完全な裏うら手てに回ってみる。声はそこにある窓から聞こえてきていた。

　窓ガラスに耳を押し当てた姿し勢せいでしばらく立ち聞きを続け、中の様よう子すを確認する。どうやら倫りん太た郎ろうは上手うまくやっているようだった。

　ならば、と頃ころ合あいを見み計はからってガラスを叩たたく。

「誰だれかしら、……天あま宮みやさんが外から来るはずないし」

「ひょっとしたら絵馬さんかも。あ、絵馬さんってのは」

「さっき話してた、親しん戚せきのおばさん？」

　絵馬は頰ほおをぴくぴくと震ふるわせた。その設せつ定ていを作ったであろうオロカモノの顔を思い浮かべる。そうこうしているうちにカーテンがさっと開かれた。

「……やっぱり」

　そう言う倫太郎にはあえて視し線せんを向けず、絵馬は眼がん前ぜんに立つ少女に向けて微笑ほほえんでみる。少女はすぐに微笑み返してきた。

「あー……冬ふゆ春はるちゃん。本当に確実に絶ぜつ対たいによかったらでいいんだけど、窓を開けてあげてくれる？」

　妙みように引っかかる倫太郎の台詞せりふが聞こえてきた。自分の運命を悟さとっているのだろう。

　無む論ろん、その運命が変えられないことも知っているとは思うが。

　少女が窓を開けてくれる。絵馬は笑えみを浮かべたまま、その少女を観察した。

　違うな、と思う。村人たちとは、明らかに違う。

　それが理由なのか。何かが朧おぼろげに見えてきた気がした。はっきりさせるためにはいくつか聞かねばならないことがある。

　この状じよう況きようを作ってくれた倫太郎には感かん謝しやしなくてはならないが──

「こんなところから失礼、冬春ちゃん。私は逆さか貫ぬき絵馬。そこにいる倫太郎の……親戚の、おばさんという奴やつですかなぁ。ふはっはっは」

「冬ふゆ春はるちゃんごめん。さっきの説明は『優しくて美人な親しん戚せきのお姉さん』に訂てい正せい」

　フフフあとで苛いじめてやるから覚かく悟ごしておけよ。

　絵え馬まはにこやかに念ねん力りきを送った。




「ごめんねー、倫りん太た郎ろうが勝手に遊びに来ちゃって。迷めい惑わくじゃなかったかい？」

　勧すすめられもしないのに椅い子すに座すわる絵馬だったが、冬春は気にした様よう子すもなくぱたぱたと手を振って言った。

「いえ、そんな！　外の話とか聞けて、すっごく楽しかったです！」

「ここだけの話、倫太郎は無口な子のはずなんだけどね。それが今日に限ってぺらぺらぺらぺらと……こりゃもう冬春ちゃん、私の見たトコ倫太郎はもうあんたに惚ほれ」

「うわわわーっ！」

　強ごう引いんに絵馬の言葉を遮さえぎると、倫太郎は神しん妙みような顔をして彼女の耳に口を寄せた。

「お願いですから許ゆるしてくださいちょっと口が滑すべったんです」

「すげー棒ぼう読よみなのが気になるけど、まあいいだろ」

「？」

　冬春は二人のやりとりを見てきょとんとしていた。なんでもないよ、と倫太郎が言い、絵馬は帽子をくるくると指先で回しながら冬春に笑いかける。

「冬春ちゃん。私も冬春ちゃんとお話していいかな。ちょっと聞きたいことがあるんだ」

「ええ、いいですよ」

「今、祭まつりだって聞いたんだけどね。どんな祭りなのか教えてくれる？」

「え……毎年やってる、別に普ふ通つうのお祭りですよ。祝しゆく季き祭さいって言って、今年の豊ほう作さくを感かん謝しやして来年の豊作を神様にお願いするっていう」

「毎年やってるのか……じゃあ今年が何か特別だってこともないわけ？」

「はい、たぶん」

「ふーん。それじゃあ、祭りではどんなことをするのかな」

「あの、私も最後に見たのは三年くらい前なので……よく覚おぼえてないんですけど」

「いいよ、だいたいで」

　帽子をテーブルの上に置き、絵馬は頰ほお杖づえをついて優しく冬春を見つめた。倫太郎には絵馬の狙ねらいなどわからなかったが、その顔を見て口出しすることを諦あきらめた。性せい格かくがどうあれ、彼女の能のう力りよくは──そう。

　信しん頼らい、している。

「あれ……なんだっけ……」

　冬春はテーブルの鉛えん筆ぴつを手に取り、先さき程ほどのノートに向かって必ひつ死しに記き憶おくを探さぐっている。

「そんな急がなくてもいいよー……って、なんだコレは。しなびた連れん結けつオッパイか？」

「自転車の絵だよ悪かったね下手へたくそでっ」

　速そつ攻こうで言い返しつつ、倫りん太た郎ろうは思う。信しん頼らいしないほうがいいかもしれない。

　そうこうしているうちに、冬ふゆ春はるの鉛えん筆ぴつがゆっくりと動き出す。

「えーっと。祭まつりでは一日ごとにすることが決まってるんです。今日は一日目だから……穂ほ村むら舞まいって言って、夜にみんなで踊おどります。裏うらの広場に櫓やぐらが建たってたと思うんですけど」

「そういや見たよ。へぇ、あそこで踊るんだね」

　冬春の手の動きはさらに続く。字は女の子らしい丸文字だった。

「それから……二日目は神かん凪なぎ。三日目からは御お風かぜ呼よび、水みず断たち、彩さい味み、月つく読よみ、季き戻もどし……だったかな、たぶん。お休みして、いい風が吹くように凧たこを飛ばして、水に感かん謝しやして水を断たって、思いっきりお肉を食べて、お月見して、また来年の豊作を祈いのって……ごめんなさい、内容はそれくらいしか」

　祭りの名前とその内容が箇か条じよう書がきにされたノートを一ひと呼こ吸きゆうの間じっと見つめ、それから絵え馬まは満足したように頷うなずいた。

「いんや、すごくためになったよ。ちっとこういう行事とかに興きよう味みがあってね。ああそうだ、これは全然関係ないんだけど……冬春ちゃんは幽ゆう霊れいとか妖よう怪かいとか、信じてる？」

　倫太郎はぎょっとして絵馬の顔を見やった。絵馬が大だい丈じよう夫ぶだとでも言うようにちらりと視し線せんを向けてくるが、安心など出で来きない。それは依い頼らい主ぬしによる『制せい約やく』。

　保ほ護ごする少女に対しては『妖怪』『化け生しよう』などの存そん在ざいを伝つたえてはならず、この依頼に関しても教えてはならない。

　それを、破る気なのか？

「ええーっ。私、そういうのダメなんです。夜寝られなくなっちゃう。いませんよね？　いないほうがいいです、怖こわいから。呪のろわれてるとか言わないでくださいね。ね？」

　冬春は何やら突然きょろきょろとし始めた。後ろを振り向いてみたり、天井てんじようを見上げたりして不安げな表情を見せてくる。

　この狭せまい部へ屋やでただ一人。誰だれよりも孤こ独どくを知っている彼女だからこそ、その隙すき間まに入りこんでくる未み知ちのモノが恐おそろしいのかもしれない。

　倫太郎はじろりと絵馬を睨にらんだ。

「絵馬さん」

「はは、ごめんごめん。そんなに怖がらなくてもいいよ。本とかにいっぱい書いてあるけど、あれはみんな想そう像ぞうの話だからさ。いないいない。ちょっと聞いてみただけなんだ、気にしないで？」

「もう」

　冬春はぷうと頰ほおを膨ふくらませていた。

「さ、今度は冬春ちゃんの番だよ。私に何か聞きたいことはない？　倫太郎の恥はずかしい話とかも色々ストックしてあるけど？」

　言われて彼女は上うわ目め遣づかいでちらと絵え馬まのほうを見やった。それから肩かたを縮ちぢこまらせるようにして、ぼそぼそと言う。

「じゃあ……あの、こんなこと聞いたらいけないってわかってるんですけど、ダメだったらもう絶ぜつ対たいに聞きませんから、その……」

「いいよ……言ってごらん」

「絵馬さんの腕うでは、どうして──」

　ぴくり、と肩が震ふるえた。絵馬の肩。倫りん太た郎ろうの肩。

「ごめんなさい、やっぱりいいですごめんなさい！」

「──いや。別にいいよ？　冬ふゆ春はるちゃんばかりに喋しやべらせるのはフェアじゃない」

　絵馬は頰ほおを微かすかに歪ゆがめた。それから静かに瞼まぶたを閉じる。

「そうだね。一言で言えば……報むくい、か」

「報い、ですか？」

「そう。命を賭かけて私に託たくされた約やく束そくを、私は果はたすことが出で来きなかった。半分しか、果たすことが出来なかった。これはその証あかし。最初で最後の失敗の──報いだよ」

　倫太郎は俯うつむいていた。彼のほうをふと見やってから、絵馬は軽く笑って言った。

「ま、あれだ。仕事に失敗して……事故っちゃった、ていうことだよ。そんなに面おも白しろい話じゃあない」

「……ごめんなさい」

「謝あやまんなくてもいいってのに。倫太郎、そろそろ」

「あ、うん」

「そうだ冬春ちゃん。書いてくれたこの部分、千切って持ってってもいい？」

　少女が頷うなずき、絵馬はノートの切きれ端はしをポケットに突っこんだ。帽子を深く被かぶって立ち上がる。

　そして。寄ってくる倫太郎の頭を軽く撫なで付つけつつ、彼女は冬春に向けてそれを聞いた。

「ああ、最後の質問。心しん理りテストみたいなもんだから、深く考えずに答えてくれていいよ」

「はぁ」

「──ここから逃げたいと思っているかい？」

　倫太郎はびくりとした。だが頭の上の手はあくまでも優しく、心地ここち良よいリズムを刻きざんでいる。唯ゆい一いつの決定的な、その意い志し。

　顔を上げて、倫太郎は目を見開いた。

　笑っている。少女は、おかしそうに、笑っている。

「──どうしてですか？　もうちょっと外には出れたらいいなとは思ってますけど……逃にげたいなんて、思ってないですよ。私、この村も、お父様も天あま宮みやさんも北ほう条じようさんも、みんな大好きですから」

　これが、答えだ。

　すべきことは、もう──

「そう。うん、ありがと。邪じや魔ました……」

　絵え馬まの顔に緊きん張ちようが走った。やや遅おくれて倫りん太た郎ろうも気付く。

　ドアがノックされた。

「……お嬢じよう様？」

「あ、天あま宮みやさん」

　絵馬は冬ふゆ春はるの耳に口を近づけて、早口で囁ささやいた。

「悪いけど私達のことは絶ぜつ対たい、内ない緒しよにしといて。すごく怒おこられるんだ。頼たのむよ」

「あ、あの。また、来てくださいね」

　手をひらひらと振ってから、絵馬と倫太郎は猛もう然ぜんと、しかし静かに脱だつ出しゆつを開始した。脱だつ出しゆつ口こうは一つしかない。音をたてないように気をつけながら窓を開け、一いつ気きに外に飛び出す。

「……どうかされたのですか？」

「ううん、今開けるわ」

　一いつ瞬しゆん後のち、あのメイドが部へ屋やの中に入ってくる。窓の下にべたりと張り付いて、二人はじっと息を潜ひそめた。

「お嬢様。あまり窓をお開けになられますと、お身体に……」

「ごめんなさい。ちょっとだけ外の空気が吸いたくなって。先生やお父様には秘ひ密みつにして。お願い」

「わかりました。それでも気をつけてください……お絵かきの最さい中ちゆうでしたか」

「え、あ、そ、そう！　見ちゃ駄だ目めよ！」

　ばたばたと何事か騒さわがしい。

「……見た？」

「正直に言いますと、一つだけ見てしまいました。『老ろう婆ばの乳ち房ぶさ・緊きん縛ばく編へん』とでも言うような非ひ常じように叙じよ情じよう的てきかつメランコリックな作品を」

「……それくらいだったらいいわ」

「──はい。失礼しました」

　足音が近づいてくる。二人は呼こ吸きゆうも止める。誰だれかが小さく嘆たん息そくするのが聞こえた。窓が閉められ、カーテンが引かれる音。

　呼吸を止めたまま、二人は前を見ていた。一メートルほど先。ふわりと絵馬の頭から飛んでいってしまった……これ以上ないほどに目立つ、白いソフト帽を。

　二人は顔を見合わせて、同時に大きく息を吐いた。囁ささやくように呟つぶやく倫太郎。

「見み逃のがしてくれた……それとも、気付かなかったのかな……？」

「この庭では秋になると帽子が生える、という可か能のう性せいもあるな。むう、奇き怪かいだ」

「この状じよう況きようでまだボケようと思う誰だれかさんの頭のほうが奇き怪かいだよ」




　　　　　６




　こっそり部へ屋やに戻る。それからすぐにあのメイドが食事の用意が出で来きたと二人を呼よびにきた。努つとめて平へい静せいにそのあとをついていくと、あの食堂では清せい欧おうがいつものように重々しく二人を待っていた。当然のように冬ふゆ春はるの姿すがたはなく、無表情なメイドに見守られながら陰いん気きな老人と食事するのは気き詰づまり以外の何物でもない。

　テーブルの上に並ならんでいるのは、おそらく絵え馬またちには発音すら困こん難なんな横文字がついているような洋風料理の皿。一いつ見けんしただけでは材料すらわからないものがほとんどだ。数えるのも億おつ劫くうなほど並ぶ眼がん前ぜんの皿を引き寄せたり戻したりするだけで疲ひ労ろう感かんが増まし、味などを考える余よ裕ゆうはすぐになくなる──気にならなかったのだから不味まずくはなかったのだろうが。

　北ほう条じようから絵馬の仕事っぷりを聞いていたのか清欧は終しゆう始し無む言ごんで、結けつ局きよくいただきますごちそうさまと口を開いただけで二人は疲ひ労ろう困こん憊ぱいして食堂から脱だつ出しゆつした。

「ああーっ。疲つかれたぁ」

　部屋のソファーに勢いきおいよく倒たおれこんで、絵馬は身体を弛し緩かんさせた。その横にちょこんと座すわった倫りん太た郎ろうが口を開く。

「ねえ絵馬さん。さっきのことなんだけど」

「む。そうだ。風ふ呂ろに入るぞ風呂に」

「なんでそうなるのさ」

　言ってから、倫太郎ははっと何かに気付いて逃にげ出だそうとした。だが遅おそい。がっしりと彼の首を摑つかんで歩き出しながら、絵馬は不ぶ気き味みに笑って言った。

「なんで？　それはだなぁ……風呂に一いつ緒しよに入ったら教えてやるって意味に決まってんだろうがーっ！」

「いやだーっ！」

「親しん戚せきのオバサンと風呂に入るのに何を躊躇ためらうかっ」

「あああごめんなさい許ゆるしてぇ」

「ダメだ許さん。私の乙女心はマントルに到とう達たつするほど深く傷きずついた」

　倫太郎の抵てい抗こうも虚むなしく、絵馬はやけに嬉うれしそうにその少年を浴よく室しつへと連れん行こうしていった。




　五分後。

　倫太郎は滝たきに打たれる修しゆ行ぎよう僧そうのような心持ちで浴よく槽そうに身を沈しずめていた。背はい後ごから聞こえてくる軽い鼻歌を全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって無む視しする。こうなると浴槽が広いのが逆ぎやくに恨うらめしい。どうやっても二人では入れない狭せまさの事務所の風呂を思い出して、嘆たん息そくする。やっぱりあれが一番だ。蛇じや口ぐちの水がお湯になるまでにチョップして一分寝ねかせなければならないのが最大の欠けつ点てんだが、それすらも今の状じよう況きようと比くらべればたいした問題ではない。

「倫りん太た郎ろう～。どーして壁かべとお話してるのかなぁ。あれ見ろ、風ふ呂ろの中に小しよう便べん小こ僧ぞうだぞ。私的にはちょっとハードボイルドだと認にん定ていする」

「……」

「おおほらほら、やっぱりアクロバティックな斬ざん新しん入にゆう浴よく法ほうが編み出せたぞ！　こっち見てみ、なんかもうぐにゃっとしてきりっとしてエライことに！」

「……」

「あーもー。全く、頑がん固こな子だねぇ」

　不ふ吉きつな水音が近づいてくる。身を硬かたくする倫太郎の背はい後ごから白い手がにゅっと伸のびてきて、同時に背せ中なかに熱あつく柔やわらかいモノが押し付けられた。

「絵え馬まさんっ！」

「ま、今日はこれぐらいで勘かん弁べんしてやるよ。お互たがい顔を見ないほうが話しやすいってこともあるだろうし、さ」

　倫太郎を背中から抱だきしめて、絵馬は小さく呟つぶやいた。倫太郎の視し界かいには白く濁にごる湯と、片側からしか伸びてこない腕うでだけがある。だから倫太郎は顔を上げて天井てんじようを見上げた。

「あー。久しぶりに、思い出したねぇ。倫太郎……あんたが気にするようなことは何もないんだよ」

「別に……気にしてないよ」

「うん。ならいいや」

　倫太郎はそのまま背中に向けて聞いた。

「それで、これからどうするの？」

「そうさね……倫太郎。あんた、冬ふゆ春はるちゃんと話してみてどう思った？」

「え？　どうって」

「ちなみに私は頭のいい子だなと思った。話し方とか考え方とか、まあ全体的にだね。歳のわりに大人びてるような。ま、あの部へ屋やの中で本ばっかり読んでれば当然か」

「僕は、なんか……寂さびしそうだな、て思った」

「だね。本人がそう思ってないところが一番の不幸なんだが」

「そうだよ。冬春ちゃんと話してわかっただろ？　あの子は別に逃にげたいなんて思ってないみたいだよ」

「それはどうかねぇ。あんたも気付いてるっしょ。あの子は、逃げるって発はつ想そうすら与えられない状況にあるのかもしれないってこと。至し極ごく自然に、それが当たり前だって何度も何度も刷すりこまれてたら──そりゃこの状況から逃げようとは思わないだろうね」

「それは病気だからってのもあるんじゃないの？」

「病気ねぇ。それがどうも納なつ得とくいかないんだよ。肺はいが悪い。そこまではいいだろ。んで、何で外に出てはいけないって話になってるんだ？　外の空気が悪い？　はっ、この村の空気が汚きたなかったらもう中国の秘ひ境きようぐらいしか綺き麗れいなとこ残ってないよ。素人しろうと考えだけど、窓も閉しめきった部へ屋やの中にずっといるほうがよっぽど身体に悪いんじゃないのかね？　と言うかそれだけ隔かく離りする必ひつ要ようがあるんならさっさと入院でもなんでもすればいいのさ」

「病気だってこと自体が、噓うそだってこと？」

「可か能のう性せいとしてはある、ていうことだよ。この村の中にあるもの、いる奴やつらは全部何かおかしいんだけど……それでもあの子は特別だ。特別におかしい」

「何が？」

　絵え馬まはさらに身体を寄せてきた。触ふれそうなほどに倫りん太た郎ろうの耳に口を近づけて、囁ささやく。

「彼女は完全な『人間』だよ。話してる最さい中ちゆうにじっくり調べたから間ま違ちがいない。村人たちとは違って、まったく妖よう怪かいの匂においがしなかった」

「そんな！　なんで？」

「いろいろ考えられるけどね。まだ決め手はない。これから色々調べていくつもり」

　湯を搔かき分わけて、絵馬の腕うでが動いた。倫太郎の肩かたをぐっと押して立ち上がる。

「ま、正直……逃にげたい逃げたくないとか、現時点での返事で結論を出すのは早いと思う。この村の妙みような雰ふん囲い気きも気になるし、六日目までには何か状じよう況きようも変わってるだろ。いずれにしろしばらく様よう子す見みってとこかな。こんな消しよう極きよく的てきなの好きじゃないんだが」

「……」

「お、それから今日は上手うまくやったな。明日から私はこの村のほう中心に調べることにするから、あんたに冬春ちゃんのことは任まかせるよ」

「……うん」

　ぺたぺたと絵馬は浴よく室しつを出て行った。

「倫太郎。血ちの気けが鎮しずまったら出ておいでよ。のぼせても知らないぞー」

　ドアが閉まる音を合図に、倫太郎は全身から力を抜いた。顔の下半分を湯の中に沈ちん没ぼつさせ、彼は顔を真っ赤にしてぶくぶくと泡あわを吐いた。




　素す肌はだの上にガウンを羽は織おり煙草たばこに火を点つけたところで、絵馬は鼻び腔くうに微かすかに届いてくる不ふ穏おんな臭においに眉まゆを顰ひそめた。隣となりの部屋のベランダから身を乗り出して外を見やる。首を思いっきり横に捻ひねると、昼間見た広場の端はしが視し界かいに入った。村人達が櫓やぐらの下に集まって、太たい鼓この音だけを伴ばん奏そうにして踊おどっている。決まった振り付けなどは存そん在ざいしていないのか、全体的なまとまりというものは皆かい無むに等しかったが──誰だれもが一いつ心しん不ふ乱らんに好き勝手に踊るのが祭まつりとして正しいというのであれば、それはこの上なくまとまっているとも言えた。

　単たん純じゆんなリズムで繰くり返かえされる振しん動どう。広場の周しゆう囲いに立てられている松明たいまつの炎ほのおはそのリズムを無む視しして揺ゆれ、さらに激はげしく揺れ動く大小様々な影かげを朧おぼろに照らし出している。

「松明たいまつの臭におい……？　いや」

　さらに目を凝こらす。すると村の遥はるか向こうの端はしにも、何かの赤い光が蠢うごめいているのが見て取れた。漂ただよってくるのは、多量の木が燃えている臭い。

　家が焼けているのか、森が焼けているのか。

　そのどちらにしても、村人達が気付いていないはずはなかった。しかし彼らはそれを放ほう置ちして──見て見ぬふりをしているかのように、踊おどり狂くるっている。

　瞳ひとみを鋭するどく細めたまま、彼女は煙草たばこの煙けむりを肺に吸いこんだ。

「……何かが始まった、ていうことかね」

　その呟つぶやきを最後に、激げき動どうの一日がようやく終わりを告つげた。







[image: 二日目　神凪]










　　　　　１




　目め覚ざめる──手が震ふるえていた。漠ばく然ぜんとした苛いら立だたしさと不安だけが胸むねの奥にしこりのように残っている。この感かん覚かくの正しよう体たいは、ここ数年頻ひん繁ぱんに現れるようになってきたあるものの残ざん滓しだとわかっていた。

　夢。

　昨夜それを見た記き憶おくはなかったが、間ま違ちがいはない。感覚から逆ぎやく算さんするようにして、過去に見たその内容を思い出す。

　登場人物は自分以外に二人。繰くり返かえされる情じよう景けいは一つだけ……いや。思い起こせば、奴やつ等らが自分に対して行ったことは全てその一つに集しゆう約やくされていると言っても過言ではないはずだった。常に同じ内容の、言葉。

　お前は弱い。そのようなことでは目的が果はたせない。

　お前は弱い。せいぜい次までの繫つなぎ役やくがいいところだ。

　弱い。弱い。弱い。あるいはそれは脆ぜい弱じやくという単語だったのかもしれないし、惰だ弱じやくという単語だったかもしれない。いずれにしろ彼らが自分に対する態たい度どは常つねにそのようなものだった。期き待たいもせずただなんとなく惰だ性せいで置いている、それだけの所しよ有ゆう物ぶつだというような。

　脆弱だということに異い論ろんはない。だが、だからこそ、自分は貪どん欲よくに慣なれている。いつまでもどこまでも、思し考こうすることなくただ愚おろかなまでに貪欲であり続けることが出で来きる。

　その結果が、これだ──

　奴等が果たせなかった位い置ちに自分は立っている。手を伸ばせば終しゆう焉えんに届く距きよ離りだ。

　手……寝ね床どこから起き上がるために伸ばした、自分の手を見下ろす。枯かれる寸すん前ぜんの木のように醜みにくく罅ひび割われている手。

　その現実は、歪ゆがんだ優ゆう越えつ感かんに殺されかかっていた注意を再ふたたび促うながしてくる。そう、注意はしなくてはならない。弱さ故ゆえに手に入れた機き会かいだが、おそらくこれは最後の機会だろう……同じく、弱さ故に。

　村の主あるじ──神楽かぐら清せい欧おうは、強く思う。

　失敗するわけにはいかない。自分は、奴等とは──両親とは違うのだから。

　次への繫ぎではなく、自分はここで全てを手に入れる。

　早く来い。それは始まりの瞬しゆん間かん。自分が生まれ変わる、第二の生せい誕たんとも言うべき時。

　切せつ望ぼうする。まだか。

『その日』は、まだか。
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「ほー。こりゃよく燃えたね」

　周しゆう囲いにいい顔をされない行こう為いは多々あろうが、その中でも火事場で煙草たばこというのは最高にシニカルなものではないかと思う。

　しかしまぁここまで跡あと形かたもなく燃えてしまったのならば誰だれが灰はいを落とそうがたいして変わりはないだろう、と絵え馬まは自分勝手に納なつ得とくしてそのまま焼やけ跡あとに近づいていった。

　昨夜あの赤い光が見えたこの場所では、案あんの定じよう家か屋おくが火事になっていたようだった。黒くろ焦こげになった木切れが退たい廃はい的てきな姿すがたを晒さらしている中で、ただ一人清せい欧おうだけが何をするでもなく無表情にその光こう景けいを見つめている。

「や、どーも」

「お前か。何をしている」

「ああ、別にサボってるわけじゃないっすよ。今行く途と中ちゆうなんで」

「見み世せ物ものではない。さっさと行け」

　じろりと絵馬を睨にらむ。肩かたを竦すくめてから、絵馬はそれでも何なに気げなく聞いた。

「原げん因いんは何です？　煙草の不ふ始し末まつですかねぇ。いやいや火の元には気をつけないと」

「余よ計けいなことをするなと言ったはずだぞ。お前はただ仕事をしていればいい」

「おう、こりゃ失礼。んでは私ゃこれで」

　軽く頭を下げて絵馬はその場所から離はなれた。清欧の視し線せんが感じられなくなってから、肩かた越ごしに振り返ってみる。

　未いまだ清欧は黙もくして佇たたずんでいた。何かを待っているかのように、しかし何をするでもなくただ退廃芸術展の中で自みずからオブジェの一つと化している。

（あの程てい度どの質問が『余計なこと』か……神経過か敏びんなんじゃないかね？　しかも火事そのものについてはどうでもいいって感じだ。見世物じゃないとか言っときながら自分は何してんのか。はてさて）

　行く途中と言った手前、仕事はせねばなるまい。酉とり──西の方向に向かってそのまま歩いていく。北ほう条じようはあれきり姿すがたを見せない。ある程度は信用されているということだろうか。

　村は静かすぎるほどに静かだった。昨日と同じ自然色が、昨日にはなかった静けさと落ち着きをもって眼がん前ぜんに並ならんでいる。

「……？」

　僅わずかな違い和わ感かん。絵馬は黙だまって左右を見回した。

　むせ返るような青の匂におい。思い出したように光の波が走る金の平原。頭ず上じようで小さく鳥が笑った。それもまた、昨日と同じ。

（いや、全部が同じわけじゃない、か？　何か──大地の気け配はいが）

　この地に足を踏ふみ入いれたときから感じていた、周しゆう囲いに漂ただよう霊れい気き。ただ大地から漂い出ているはずのそれが、昨日感じていたよりも強くなっているような気がした。しかし、あくまで『気がした』だけだ。考えているうちに慣なれてしまう程てい度どのもの。気のせいだという可か能のう性せいも高そうではあった。

　いずれにしろ断だん言げん出で来きるのは、眼がん前ぜんの光こう景けいがひどく穏おだやかで素す晴ばらしいものであるということと──その中に村人達の姿は全くないということだけ。

　昨日、あの少女から聞いた言葉を思い出す。

「神かん凪なぎ、ね」

　神が凪なぐ日。無む理り矢や理り言葉を作ったような妙みような表現だったが、意味はわからないでもない。神様が動かないのだから自分達も休んでしまえということなのだろう。

「働いてるのは私だけ、か。なんだか損そんな気分になってくるな」

　今日限げん定ていで自分だけのものになった長閑のどかな風ふう景けいを満まん喫きつしつつ、山の中に到とう着ちやくする。

　行うのはいつもの仕事だ。結けつ界かいの強化を終えると、石に手をついたまま絵え馬まはふと動きを止めた。あからさまな殺さつ気きが背はい後ごから漂ってきている。北ほう条じようではない。あの老人はここまで若い気配は出さない。

　あいつだ。よくもまあ、ここまで……。

　鬱うつ陶とうしいがその根こん性じようだけは認みとめてやってもいいだろう。半なかば感心しながら、絵馬は背後を振り向いた。

「ふはは！　見つけたぞ、逆さか貫ぬき絵馬！」

　茂しげみから躍おどり出でてきたのは予よ想そう通り、妙に目つきの悪い──まるで親の仇かたきのようにこちらを睨にらんでくる一人の烏からす天てん狗ぐだった。三メートルほどの木製の細い棒ぼう、つまるところ烏天狗につきものの武ぶ器きである棍こんを手に携たずさえている。

　彼は手にしたその棍をびしりと絵馬に突きつけた。

「いざ勝負だ！　あのときの俺おれの醜しゆう態たいは何かの間ま違ちがいだったといい加か減げん悟さとるがいい！」

「相変わらずかっこよさそうで実はすごい変な台詞せりふをありがとう。暇ひまなのかい？　隠かくる夜や」

「馴なれ馴なれしく俺の名を呼よぶなっ」

　……面めん倒どうくさい。この烏天狗の性せい格かくは概おおむね、この三カ月で把は握あくしていた。

　さて、どうやって言いくるめよう。

「よくここに来れたね。ひょっとして昨日からついてきてた？」

「その通りだ。どこに行こうとこの俺からは逃のがれられんぞっ」

「いやそれはいいんだけど。なんで昨日は姿を見せなかったのかな、て」

「む……勘かん違ちがいするな、逃にげていたわけではないぞ！　ましてや結界で受けた傷きずが痛いたんでいたわけでもない！　ただ単に道に迷まよっていただけだ！」

　止やめろこの馬ば鹿か面おも白しろすぎる。

　絵え馬まはぴくぴくと震ふるえる指先で口元の煙草たばこを無意味に摘つまみ、吹き出しそうになるのを必ひつ死しに堪こらえた。

　よく見ると烏からす天てん狗ぐはどことなく薄うす汚よごれており、しかも足元をふらふらさせている。こんな結けつ界かいの境きよう界かいをうろうろしていたらそれは道に迷まようのも当然だ。結界を出たり入ったりしながらひたすら山の中を彷徨さまよっていたのだろう。

「……よし。決着は明日にしよう」

「何っ！　怖気おじけづいたか！」

「いやそうじゃなくて。今のあんたはなんだか本ほん調ちよう子しじゃないみたいだし……今やっても、その、つまらないだろ？　好こう敵てき手しゆとはベストの状じよう態たいで、互たがいに全力を尽つくして戦う！　これがアレだ、男の心こころ意い気きって奴やつじゃないか」

「ぬう。一いち理りある」

　烏天狗は素す直なおに納なつ得とくした。好敵手という響ひびきが気に入ったのか男の心意気とやらに痺しびれたのかは知らないが、とにかく単たん純じゆんな奴だ。

「明日は東の山に行くからさ。そこで待っててよ。それまで勝負はお預あずけってことにしよう」

「いいだろう！　逆さか貫ぬき絵え馬ま……貴き様さまは女だが、やはり戦士だな！　明日こそは真しん剣けん勝負だ、せいぜい身体を休めておけ！」

　背せ中なかの翼つばさを自信たっぷりに揺ゆらしてから、隠かくる夜やは森の中に飛び去っていった。

　その方向を力の抜けた表情で眺ながめて、絵馬は煙けむりと正直な感想を口から吐き出した。

「……馬鹿？」

　とにかく明日の行く先は決まった。東以外のどこかだ。
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（うーん。またあのお医者さんと鉢はち合あわせしたら困こまるけど……そろそろいいかな）

　昨日と同じように外の物音を確認してから、静かにドアを開ける。

　……目が合った。

　倫りん太た郎ろうはノブを摑つかんだまま、ビデオの逆ぎやく戻もどしのような動どう作さで部へ屋やの中に戻った。

　首を傾かしげてからもう一度、ドアをオープン。

「何か？」

「うあああっ？」

　ドアのすぐ横では、あの無表情なメイドがちょこんと膝ひざを抱かかえて座すわりこんでいた。倫太郎の視し線せんと同じ高さで、ぼんやりとした瞳ひとみがこちらを向いている。

「あ……天あま宮みや、さん？　何してるの？」

「別に何も」

　客きやつ観かん的てきに言えば、廊ろう下かに座すわっている。ただそれだけだ。だが問題なのはその行こう為いではなく、彼女がそうしている理由だった。

（やっぱり昨日の、バレてたんだぁーっ！）

　見み張はられているというのはもう間ま違ちがいがないのだったが、それでも倫りん太た郎ろうは僅わずかな可か能のう性せいに望みを賭かけた。

「えと、お仕事とかは……いいの？」

「今日はお休みです。この村では例外なく、今日は働いてはいけないことになっています」

「そ、そう。だったら部へ屋やとかで休んでたほうが……」

「私はこうしているのが好きなのです。趣しゆ味みなのです。どうぞご心配なく」

　んな馬ば鹿かな。

　天あま宮みやは絶ぜつ句くした倫太郎を無む視しし、ただ座りこんで廊下の反対側の壁かべを見つめている。異い論ろん反はん論ろんは一いつ切さい受け付けません、という態たい度どだ。

（昨日のことは黙だまっててやるけど、今日はもう許ゆるさないぞってことかな……）

　好こう意い的てきに解かい釈しやくしたところで、この状じよう況きようが打だ開かい出で来きないことに変わりはなかった。無む闇やみに突っかかっても自分の立場が悪くなるだけだ。

「そ……それじゃ、僕は部屋に戻るんで」

「はい」

「一いち応おう聞いとくけど、まさか明日も……」

「趣味ですから。仕事がなければこうしてます」

「……そですか」

　なんと言うか、とりあえずヘンな人だということは間違いない。

　それ以上何を言う気にもなれず、倫太郎はぎくしゃくと部屋に戻った。

（情じよう報ほう収集どころじゃないよ……部屋の外にも出られないじゃん）

　思い立ってベランダのほうに行ってみる。コンクリートの出っ張りがベランダから横に伸びてはいたが、当然人間が立って歩けるほどのものではなかった。

「駄だ目めだぁ」

　打つ手なし。他に特にすることも思おもい浮うかばなかったので、倫太郎はそのまま眼がん下かの村を眺ながめた。そこで気付く。

「……？」

　静かすぎる。見える範はん囲いに動くものは全くなく、喧やかましい農業機械の音もしない。この村の人間は全て消えてしまったのだと言われても信じられそうなほど、そこには一切の動きがなかった。

　微かすかな冷たさを含ふくむ秋風が頰ほおを撫なでた。時間は止まっていない。それだけは確かだ。

　ぶるりと背せ筋すじを震ふるわせてから、倫りん太た郎ろうはぞっとして呟つぶやいた。

「なんだ……これ」

　あくまで音はなく。あくまで動きはなく。

　しかしそれでも──何かが。形のない何かが、この場に近づいてくるのがわかった。

　それは暗くら闇やみの中で見知らぬ誰だれかの気け配はいに感じるような漠ばく然ぜんとした不安に似にていた。純じゆん粋すいに理由なく、何かがおかしいと感じる。生物であるが故ゆえに発せられる警けい鐘しよう。

　近づいてくる。あるいは集まってくる。

　見えない気配が異い様ような緊きん張ちよう感かんを生み出し、空間を満たしていく。

　張はり詰つめられた緊張感。糸もハサミも見えないが、周しゆう囲いの何処どこかでぴんと張った『何か』が千切れかけて震えているのを確かに感じとれる。

　重要なのは村ではない。その空気は確かにこの緊張感に吞のみこまれてしまっているが、村の長閑のどかな光こう景けいそれ自体は原げん因いんではない。因いん果がを無む視しして唐とう突とつに発生したこの空気が、閉へい鎖さされた世界そのものが一点に収しゆう束そくしているような感かん覚かくだけが、現在の全てを無む言ごんで支し配はいしていた。

　さらに強く。さらに濃こく。さらに鋭するどく。

　世界は収束を続ける。

　時間の感覚は麻ま痺ひしていた。一いつ瞬しゆんのことだったか、それとも数時間はかかったのか。兎とにも角かくにも、漠ばく然ぜんとした緊張感と世界の収束はやがてピークに達し──

　不ふ意いに、近くで何かが倒たおれる音が聞こえた。

　慌あわてて部へ屋やの中を見回すが異い常じようは見当たらない。ということは。

　部屋を飛び出すと、天あま宮みやがぐったりと廊ろう下かに倒たおれ伏ふしていた。

「天宮さんっ？　どうしたのっ」

　揺ゆすったり叩たたいたりしても目を覚さます気配はない。その振しん動どうを受けて、無む秩ちつ序じよに散ちらばった黒くろ髪かみが僅わずかに揺れるだけだ。苦く脳のうの表情を浮うかべるでもなく、すやすやと寝ね息いきをたてるでもなく、彼女はただ瞼まぶたを閉じている。

「何が何だか。もう、どうすればいいんだよ……」

　言ってはみたが、自分にはどうにも出で来きそうにない。仕方なく誰かを探さがしに行こうとしたとき、絵え馬まが一段飛ばしに階段を駆かけ上あがってきた。

「倫太郎。何か様よう子すが変だぞ」

「わかってるよ。天宮さんが倒れちゃったんだけど」

「原因は？」

「さあ。ここで見張りしてたみたいだけど、突然パタリ」

「ふむ」

　絵馬は天宮の顔を覗のぞきこんだ。瞼を押し開いて脈みやくを測はかり、そして重々しく頷うなずく。

「大だい丈じよう夫ぶだ。生きてる」

「そうじゃなかったら大おお事ごとだよっ！」

「冗じよう談だんだよ。私は医者じゃないからね。でも外がい傷しようはないし、なんか病気のようでもなし。ほっといたら起きるんじゃない？」

「そんな無責任な」

「とは言っても……ん」

　絵え馬まが不ふ意いに表情を険けわしくした。何をするのかと見ていると、彼女はやおら天あま宮みやの身体の上に馬乗りになって、まるでキスでもするかのように顔と顔を近づけた。

「絵馬さん？」

「ちょっと静かに」

　その姿し勢せいのまま顔を胸むねや腹の上に移い動どうさせていく。倫りん太た郎ろうはどことなく気き恥はずかしくなって視し線せんを逸そらした。

「はーん？　いや、これは……？」

「何かわかったの？」

「私が見み間ま違ちがえてただけかもしらんが。にしても、おかしいな」

「……何がおかしいのですか？」

「おおうっ！」

　ぱちりと目が開いた。死人が生き返ったとしてもこうまで唐とう突とつにはなるまい。いつもの平へい然ぜんとした調ちよう子しの中に僅わずかな苛いら立だちのようなものを含ふくませて、彼女は言った。
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「……とりあえず私の上から退どいていただけると嬉うれしいのですが」

「おっとっと。人工呼こ吸きゆうの必ひつ要ようもなかったかぁ。いやーよかったよかった」

　白しら々じらしく言う絵え馬まを（珍めずらしいことに）きっと睨にらみつけ、天あま宮みやは服をはたきながら立ち上がった。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　この部へ屋やで休んでく？」

「結けつ構こうです。ただの立ちくらみですから」

「そんなこと言わずにさぁ。暇ひましてるんだ、休みがてら私達と話とかしようぜい」

「お断ことわりします」

　頑かたくななまでに絵馬の誘さそいを切り捨て、彼女はまだおぼつかない足取りで廊ろう下かを歩き始めた。かく、と膝ひざから力が抜けて倒たおれそうになる。

「あっ」

　思わずその腰こしを支ささえる倫りん太た郎ろう。天宮は予よ想そう外がいの反はん応のうを返してきた。

　ばっとその手を振り払い、憎にく々にくしいとすら呼よべる表情で二人を見返す。

「言っておきます。もう、お嬢じよう様には会わないでください。もし次に言葉を交かわせばすぐに旦だん那な様にお知らせしてここから出て行ってもらいます」

　早口にそう言うと、彼女は手すりに体重を預あずけるようにして階段を降おりていった。

　啞あ然ぜんとしてそれを見送る二人。

「やっぱりバレてるんじゃん」

「しかも無む茶ちや苦く茶ちや怒おこってたみたいだね」

「倫太郎、まさか倒れてるのをいいことにスゴいイタズラとかしたんじゃないだろうね。スカートめくりまでがギャグで済すませられる限げん度どだよ」

「するわけないでしょっ！　て言うか絶ぜつ対たい絵馬さんが馬乗りになったせいだよ！　何アレ？」

「ムキになっちゃって。あ～やしい～なぁ～」

「真面目まじめにっ！」

　いつの間にか。

　周しゆう囲いを包つつんでいた不ふ可か解かいで異い様ような気け配はいは、完全に霧む散さんしていた。




　　　　　４




　眼がん前ぜんにはドアがある。薄うす暗ぐらい廊下──滑なめらかな木製の扉とびらも、微かすかな薬やく品ひん臭しゆうを漂ただよわせてくるその向こうの部屋も、ただ黙もくして彼女の侵しん入にゆうを待っている。

　ドアをノックする寸すん前ぜんで固まったまま、彼女は虚うつろにその扉を見つめていた。ノックをしない限りは、扉を開く必要はない……自分に与えられた、一いつ瞬しゆんの停てい滞たい。だが停滞はいずれは動き出すものだった。いつまでも停てい滞たいしているわけにはいかない。いつかは、ドアをノックし部へ屋やの中に入らなければならない。

　何故なぜならこれはそういうものだからだ。自分の意い志しとは全く関係なく、他人の意志も全く関係なく、ただ自分に決まったというだけの話。それを主あるじに報ほう告こくするということ自体も、既すでに決まってしまった自分にとっては拒きよ否ひ権けんのない未来として決まっている。

　今さらながら、思う。何故自分は止まっていたのだろうと。そんなことに意味がないのは初めからわかっていたはずなのに。

　意い識しきしてしまうと、身体は勝手に動いた。ノックする。

　中から返事が返ってくるまでの僅わずかな間、くすんだ金色のドアノブを見つめる。

　無表情な女の顔が歪ゆがんで映うつっていた。

　表情のない表情。その原げん因いんは自分でもわかっている。

　諦てい念ねん。

　考えることに意味などなく、行動することにも意味などなく、ただ無意味な世界だけがここにはある。だからただ流されるだけだ。その流れすらも無意味に。

　無意味。ふと、先せん刻こくのことを思い出す──八やつ当あたりだったかもしれないと。しかし彼女は即そく座ざにその思いつきを否ひ定ていした。違うはずだ。今さら自分がそんな無意味なことをするはずがない。起こってしまったことは仕方がないと一度は諦あきらめたが、そのせいでまた新たに諦めるものが出で来きるのは億おつ劫くうだった。だから忠ちゆう告こくした。それだけだ。

　自分は何も考えない。理由も求めない。運命も呪のろわない。結けつ局きよくのところ自分にとってはこの世の全てがどうでもいいことなのだろう。この予よ想そう外がいの現実も、ただ予想外であるというだけだ。

　驚おどろくことも嘆なげくことも、その意味を考えることも彼女はしない。

　入室を許きよ可かする声。

　彼女は扉とびらをゆっくりと押し開いた。一歩を踏ふみ出だすと、嘲あざ笑わらうかのように床ゆかが軋きしむ。

　始まってしまったものは止められない。誰だれにも。

　だから自分に出来ることは、最後までこの無意味さを保たもち続つづけることだけだと思った。
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　夕食を告つげに来た天あま宮みやはもういつもと同じだった。虚こ空くうを見つめ続ける彼女を横目で見ながら二人は食堂の席せきにつく。気のせいかもしれないが、清せい欧おうの前にある料理の量が昨日よりも少なくなっているように見えた。違いはそれだけで、他は昨日と全く同じ雰ふん囲い気き。

　息いきの詰つまる食事には飽あき飽あきしていたが、他に空くう腹ふくを満たす手しゆ段だんがないのも確かだ。出されたものを適てき当とうに胃に詰つめこみ、二人は唯ゆい一いつの安あん息そくの地へと戻った。

　倫りん太た郎ろうが聞く。

「今日はなんか収しゆう穫かくあった？」

「倫太郎がイタズラをするような子だとわかっ……」

「……」

「そんな怖こわい顔するなよ。せっかくの可か愛わいい顔が台だい無なしだぞ。ああ、隠かくる夜やが来てたね。よくやるよあいつも……邪じや魔まだから無む視ししたけど」

「よっぽど誰だれかさんに恨うらみがあるんでしょ。そういやさっきの変な空気は何だったの？」

「どこからか何かが漏れてきた、ていうところかね」

「全然わかんないよ」

「私にもわからんわい。フィーリングで言ってるだけだからあんま気にすんな」

「結けつ局きよく、どうすんのさ。もう冬ふゆ春はるちゃんには会えないよね。あの剣けん幕まくからすると、今度は絶ぜつ対たいに許ゆるしてくれなさそうだよ」

「そうだねぇ」

　と、絵え馬まはにんまりと笑った。

「ここはアレしかないだろ。倫太郎、頼たのむよ」

「なっ？　僕は嫌いやだよ！　断だん固こ拒きよ否ひする！」

「よし、なら私はあんたが拒否するのを拒否しよう！」

「わけわかんないよ！　とにかく僕は嫌だからね！」

「んー？　じゃあ他に何かうまい手があるのかー？」

「な……ないけどさ、あれだって何が出で来きるってわけでもないでしょ！　ほら、今回は特にさ！」

「とりあえずそばにいないと何にもならないっしょ。男なら覚かく悟ごを決めろ」

「う～」

　悶もだえる倫太郎の姿すがたはとても面おも白しろかった。困こまっているときが一番可愛いのだと、どうして本人は気付かないのだろう。だから苛いじめたくなるというのに。

　絵馬は彼の身体を再ふたたび浴よく室しつに引きずりこむべく、その背せ中なかにそっとにじり寄っていった。
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　今日は夢を見なかった。夢を見た感かん覚かくもなかった。何も残さず、何も得えていない虚うつろな目め覚ざめ。曖あい昧まいな倦けん怠たい感かんに包つつまれた朝。このような──思し考こうに空くう隙げきが発生した瞬しゆん間かんに限って、胸きよう中ちゆうからひっそりと問いかけてくる者がいた。

　今日も問われる。この方法を選えらんだのは何故なぜか。答える。

　──それ以外の方法を思いつかなかった。

　思いつかなかったのは何故かという問いをさらに発せられることもあった。その回答も決まっていた。

　無む論ろん、脆ぜい弱じやくさのせいだろう。ただ脆弱で惰だ弱じやくで愚ぐ昧まいだったが故ゆえに、自分はこのとてつもなく危あやうい方法しか思いつくことが出で来きなかった。もう少しだけこの自分に賢さかしさというものがあれば、あるいは選せん択たくは違うものになっていたのかもしれなかったが……自分は賢けん者じやたろうとしているわけではない。結けつ果か。得えられる結果だけを、自分は貪どん欲よくに求める。

　悪あく辣らつを良しとして。梟きよう悪あくも良しとして。虚きよ飾しよくも良しとして。

　全てを利用し、全てを欺ぎ瞞まんし、忌いまわしき親への反はん抗こうを完かん遂すいする。

　寝ね床どこから起き上がると曖昧な倦怠感は消え失せ、代わりに昨日までの記き憶おく、そしてこれからの決意が脳のう裏りに浮うかび上あがってきた。

　予よ想そうはしていたが、それがどういう結果をもたらすか想そう像ぞうがつかなかったもの。幸運なことに、それは自分にとって都つ合ごうの良い方向へと進んだ。問題は何もない。あとは脆弱さと貪欲さによって手に入れたこの自分の位い置ちを失わないようにするだけだ。しかし油ゆ断だんは出来ない。

　機会は最後。次はない。絶ぜつ対たいに失敗するわけにはいかない。

　今まで幾いく度どとなく繰くり返かえしてきた言葉を、飽あきることなく胸中に刻きざみこむ。

　そう、飽きることはない。目覚めの後に待つ、今までと全く同じ日にち常じようにも。

　愚ぐ者しやであることを心に留とめ。欺ぎ瞞まんの中に顔を隠かくし。自分は、ただ静かに──

『その日』を待ち続ける。

　自身の全てが収しゆう束そくする日。

　終わりの時を。
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　つまんない。

　読み飽きた本をぺらぺらと捲めくりながら、冬ふゆ春はるはベッドの上でふうとため息を漏もらした。

　あの面おも白しろい二人は昨日も今日も来てくれないし、天あま宮みやさんもなんだか忙いそがしそうにしている。一人きりなのはいつものことだが、一昨日があまりにも楽しすぎた。今はそのギャップがなんとなく辛つらい。

　そう。あの日は面おも白しろかった。なんの変わりもない毎日だったのに、あの日だけはとても波は乱らん万ばん丈じようだった。倫りん太た郎ろう君はちょっと内うち気きで優しくて、色々外のことを教えてくれた。絵え馬まさんは凄すごい美人で探たん偵てい小説に出てくる人みたいに格かつ好こう良かった。あんなに喋しやべったのは久しぶりで（ひょっとしたら生まれて初めてかもしれない）、最後には初めて天あま宮みやさんに噓うそをついてしまった。ドキドキした。でも。

「もう、来てくれないのかな」

　やっぱり天宮さんとかにばれてしまったのだろうか。怒おこられてなければいいと思う。

　もう一度嘆たん息そくしたとき、彼女は窓のほうから奇き妙みような音が聞こえてきているのに気付いた。

　カーテンを開けてみる。

「あ……猫ねこ？」

　狭せまい窓まど枠わくに足をかけ、その可か愛わいらしい生き物はぺたぺたとガラス窓を叩たたいていた。こちらの顔を見上げ、小さく鳴なく。

「うああああ。可愛い可愛い」

　猫なんてこの村にはいないと思っていた。写真では見たことがあったし、大だい分ぶ昔に父親にねだってみたこともあったのだが……本物をこんな距きよ離りで見るのは初めてだった。その黒い子猫の姿すがたを見ているうちに、むらむらと抑おさえきれない欲よつ求きゆうが湧わき起おこってくる。

　触さわってみたい。

「ちょっとなら、いいよね……？」

　誰だれにともなくそう呟つぶやき、彼女は細さい心しんの注意を払って窓を開けた。猫は臆おく病びようだと聞いていたのだが、その黒猫は逃にげようともせず、何かに迷まよっているかのように窓枠の上を右う往おう左さ往おうしていた。

　ごくりと唾つばを飲みこみ、ゆっくりと手を伸ばす。さらさらとした毛が指に触ふれた。

「柔やわらかい……」

　子供の頃ころには村で飼かわれている牛や豚ぶたを触ったこともあったのだが、これはレベルが違う。柔らかくて暖あたたかくてふわふわしてて、とにかく最高だ。

「えいっ」

　勇気を出して両手で摑つかみ、軽く抱だきかかえてみる。猫は暴あばれることもなく、何故なぜか逆ぎやくに身体を固まらせていた。ぽすん、とそのままベッドに腰こしを下ろし、冬ふゆ春はるは会かい心しんの笑えみを浮うかべる。

「やったっ。うふふ、すごーい。ホントにぬいぐるみみたい。可愛いっ」

　毛皮を撫なでさすったり尻尾しつぽを摑んでみたり、小こ刻きざみに動く耳が珍めずらしくてじっと見つめたりする。足の裏うらのプニプニを触ると爪つめが出てきた。驚おどろく。そしてまた、笑う。

「ねえ、どこから来たの？　どこのうちの子？」

　聞いてはみるが当然答えはなく、猫ねこは彼女の腕うでの中で無む抵てい抗こう主義を続けているだけだ。

「でも首くび輪わしてないし、野の良ら猫ねこなのかな。そうだ！」

　冬ふゆ春はるは抱かかえた黒猫を上から覗のぞきこんだ。きょとんとしているように見えるのは気のせいだろう。

「うちでは飼かえないんだけど……名前、つけてあげるね！」

　猫の両脇わきを摑つかんでぶらんと持ち上げ、あ、オスだ、と呟つぶやく。猫はそれだけはカンベンしてと言うかのように身体をくねらせた。とりあえず手を離はなしてやり、冬春は目を閉じてむんむんと唸うなり始はじめた。しばらくしてぱっと目を開く。

「うん！　やっぱり、クロ！　それでいいでしょ？」

　全国の黒猫の中でまず間ま違ちがいなく使用率トップの名前を与えられ、その猫は部へ屋やを歩き回っていた足をぴたりと止めた。だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに冬春のほうに近づいてきてぺろりと指を舐なめる。

「うふ、あはは！　いいの？　気に入ったのね？」

　それからクロはベッドの上に丸くなり、その隣となりでにこにこ笑っている冬春の視し線せんを受け続けた。思うままにクロを撫なでたり、独ひとり言ごとでしかない言葉をかけたりしていた冬春だったが、やがてそれにも飽あきて部屋の中をきょろきょろと見回し始めた。そうそう都つ合ごうよくねこじゃらしとかそういうものはなかったが、冬春は机の上に置かれている小さな箱はこに目を留とめた。

「あ、そうだ。クロ、これ見たことある？　ビー玉って言うんだよ？　綺き麗れいでしょ」

　箱から取り出したビー玉を床ゆかに転ころがす。クロは尻尾しつぽを揺ゆらして立ち上がった。とてとてと歩いてきて、冬春の顔を見上げる。そしてふいと視し線せんを逸そらすと、クロはその色鮮あざやかなガラス玉を前足の先で軽くつついて転がした。

「そう！　うまいうまい！」

　大喜びする冬春。クロは視線をじっと下に落としたまま、ただガラス玉の色がきらきらと変わるのを眺ながめていた。

「よし、それじゃあ今度は勝負しよ。あのね、玉を転がして他の玉に当てたら、それが貰もらえるの。外はずしたら交こう替たいよ」

　不ふ可か思し議ぎな色が、硬こう質しつな音をたてて触ふれ合あいながら床を転がる。

　冬春もビー玉遊びは上手うまくなかったし、クロだって転がしてくれたりくれなかったりしたが、そんなことは関係なかった。時とき折おりくすくすと笑いながら、冬春はやはり楽しそうにクロの姿すがたを眺めていた。

　楽しい時間はすぐに過ぎた。

　ノックの音に一人と一匹は同時に背せ筋すじを伸び上がらせた。

「高たか倉くらです」

「……先生」

　クロは新たな人間の気け配はいに驚おどろいたのか、大だい跳ちよう躍やくで窓まど枠わくに飛び乗ってガラスをかりかりと引ひっ搔かき始はじめた。

　名残なごり惜おしいが、このままだと確実に怒おこられてしまう。冬ふゆ春はるは窓を開けてやった。

「ねえ……また来てね？」

　それはクロに言ったのではなかった。答えはないと知っていたから。それはただの希望であり、彼女の口をついて出た願いでしかなかった。だが──

　最後に一つ、小さく頷うなずくように頭を振って、クロは窓の外に消えた。

「冬春ちゃん？」

「今開けます……」

　高たか倉くらは部へ屋やの中に入ってくると、ん、と眉まゆ根ねを寄せた。

「遊んでいたのかい？」

「え、あ、はい」

「あまり歓かん迎げいは出で来きないんだが……三十分程てい度どなら許きよ可かしようか。でも気をつけるんだよ。天あま宮みやさんはきっと部屋を汚よごされていい顔をしないだろうからね。ああ、言っておくけどビー玉の話じゃないよ」

「先生……？」

　高倉は鞄かばんから聴ちよう診しん器きやら何やらを取り出しつつ、冬春の腹はらの辺あたりを軽く指し示した。

[image: ]

　冬ふゆ春はるは自分の身体を見下ろして顔を赤くした。服に黒い毛が何本もくっついていたのだ。

「ごめんなさい、先生……」

「僕はいいけど。天あま宮みやさんに見つかったら真しん剣けんに謝あやまるように。猫ねこかい？」

「はい」

「猫は触さわりすぎると嫌きらわれる。ほどほどにね」

　本気とも冗じよう談だんともつかぬ口く調ちようで、高たか倉くらはそう言った。
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　どこかでベルが鳴なったような気がして、天宮は見つめていたものから視し線せんを外はずして顔を上げた。見つめていたもの──すなわち、客人の部へ屋やのドアから。

　廊ろう下かにしゃがみこんでいた姿し勢せいから立ち上がり、ドアの隙すき間まに挟はさまっている一本の髪かみの毛を確認する。先せん刻こく仕事でこの場を離はなれなければならなかった際さいに仕し掛かけていたものだ。仕掛けた本人ですら注意しなければ見えないのだから、他の人間がこれに気付くことはないだろう。つまり、今日はこの部屋からあの少年は出てきていない。昨日ので懲こりたようだ。

　満足したように、天宮はドアに向けてこくこくと頷うなずいた。

　またベルが鳴る。急がねばならない。

　呼よばれている場所はわかっていた──それ以外にないと言ってもいい。

　清せい欧おうの部屋に辿たどり着ついて、ノックする。返事はない。違ったのだろうか──？

　天宮はぴたりと動きを止めた。

　予よ感かん。

「……失礼します」

　無ぶ礼れいを承しよう知ちでドアを開くと、そこには──薄うす暗ぐらい部屋の中、机に突つっ伏ぷす清欧の姿すがた。

「……旦だん那な様。大だい丈じよう夫ぶですか」

「む……」

　走り寄ると、清欧は胸を手で押さえたまま上じよう体たいを起こした。天宮がその背せ中なかを擦さする。

「少々お待ちください。今、高倉先生を」

「いや……問題ない。いつもの発ほつ作さだ」

「しかし」

「案ずるな、これが原げん因いんで呼んだのではない。久々に薬草茶が飲みたくなっただけだ。淹いれろ」

「はい──いえ、すみません」

　反はん射しや的てきに返事をした天宮が、すぐに身体を折る。

「薬草が古くなっていたので、先日処しよ分ぶんをしたばかりです。摘つんでこなければ、作ることは」

「では行け」

　発ほつ作さは完全に収おさまったのか、胸むねを張って椅い子すに座すわりなおした清せい欧おうが横おう柄へいに言った。

　いつもなら一も二もなくその命令を受け入れる天あま宮みやだったが、このときばかりは事じ情じようが違っていた。顔を上げ、控ひかえ目めに言う。

「よろしいのですか？　そろそろ御お風かぜ呼よびが始まる時刻ですが」

「構かまうまい。儂わしが許きよ可かする──お前にはもっと重要な役目がある」

「……わかりました」

「急げよ。儂が祭まつりから帰ってくるまでに済すませておけ」

「……はい」

　天宮はいつものように無表情で首しゆ肯こうした。自分の役目。まずは、主あるじに従したがうこと。

　この役目は素す晴ばらしいと、自分では思っている。

　何も思し考こうする必ひつ要ようはなく、楽で、進歩が要いらず、そして何より──

　無意味なところが。
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　視し界かいの端はしをひらひらと何かが飛んでいくのが見えた。

　顔を上げる。するともう一枚、青空に誘さそわれるように四角い凧たこが飛んでいった。山の中ちゆう腹ふくから村を見下ろすと、やはりあの広場に人が集まっている。

（御風呼び、とか言ってたっけか。風ふう流りゆうっちゃ風流だけど……風が吹いてなかったらどうする気なんだろ？）

　今日は南と南西部分の結けつ界かいを強化した。深読みして隠かくる夜やがこっちに来ていれば面おも白しろかったのだが、やはりあの烏からす天てん狗ぐはそこまで頭が良くなか……もとい、小こ細ざい工くには慣なれていないようだった。

「私は女だから男の心こころ意い気きなんてどうでもいいって、いい加か減げん気付かないのかねぇ？　確か初めて会ったときにもそんなこと言ったような気がするんだけど」

　呟つぶやきながら村の中を進む。胡乱うろんげな眼まな差ざしを向けてくるはずの村人達の姿すがたはほとんど見えなかった。どうやらここでは祭まつりの行事が何よりも優ゆう先せんされているらしい。都つ合ごうが良いと言えばそうだったが、何を探さがせばいいのかわからない今の状じよう況きようではたいして得とくした気分にもなれない。

　そして気分と言えば──昨日と同じく、曖あい昧まいな大地の気け配はいが微び妙みように強まっているような感かん覚かくがある。やはり気のせいかとも思える程てい度どのものだが、それが二日連続でとなると見み逃のがすわけにもいかない。どういうことなのか。何が原げん因いんなのか。考える必ひつ要ようがあった。

　村の平へい穏おんな光こう景けい。その中に潜ひそんでいるかもしれない何かを、絵え馬まは無む言ごんで見つめて歩く。

「ん……？」

　そのとき、彼女は道の端はたに小さな人ひと影かげを認みとめた。頭に手て拭ぬぐい、モンペをはいて、さらには木の杖つえまでも装そう備びしている、まるで昔話に出てくるような典てん型けい的てき老ろう婆ばである。あぜ道からぽっこりと顔を出している大きな石に腰こし掛かけ、彼女は皺しわだらけの顔を空へと向けていた。

　絵え馬まが近づいてもその顔は動かない。何かに憧あこがれる童どう女じよのような表情で、風と戯たわむれる凧たこの動きをただ眺ながめているだけだ。

「広場のほうに行かなくてもいいのかい？」

「儂わしは足が悪くてな……もう祭まつりは始まってしもうたし、行って何の役に立つもんかね。みんなには悪いが儂はここで眺ながめるだけにさせてもらうよ」

　絵馬はいきなり腰を抜かされたり石を投げつけられたりすることも覚かく悟ごしていたのだが、存ぞん外がいに普ふ通つうに老婆は言葉を返してきた。ただし視し線せんは未いまだ蒼そう穹きゆうに向けられたままだ。

　先日の男達の態たい度どを思い出して比ひ較かくし、なかなか話せる奴やつだ、と絵馬は判はん断だんする。

「ちっと聞いてもいいかい？　この村のこととか」

「嫌いやじゃね」

　……即そく答とうされた。

　そこで初めて、老婆の深い瞳ひとみがちらりと絵馬のほうを向く。

「お前さんも訳わけありなんじゃろうが。儂らは皆、神楽かぐらの旦だん那な様の下におるもんじゃぁ。何も話さんようにと言われとるでな」

「ほう。話してはまずいようなことがある、と」

　揚あげ足あしを取るように絵馬が言うと、老婆は小さく肩かたを竦すくめてまた空を見上げた。

「年寄りをあまり苛いじめんでくれんか……」

「私の呼よび方かたを『可か愛わいいお嬢じようさん』とかそんな感じにしてくれたら一気に優しくなる用意があるぞ」

「ほ。噓うそつきにゃなりとうないな」

「む」

　失礼な上になかなか意い固こ地じな老人だ。ここで食い下がっても何か得があるようには思えなかったので、絵馬は次を最後の質問と決めた。相手にとって関係がないわけではなく、それでいて致ち命めい的てきではない──そんな話題を選ぶ。それは結けつ局きよく、自分のことだった。

「私ら、なんでここの人たちに嫌きらわれてるのかな？　何も悪いことはしてないんだが」

　数秒答えを待つ。だが空気は震ふるえない。諦あきらめて歩き出そうとしたそのとき──

　的まと外はずれとも思える言葉が、肩の後ろからひっそりと返ってきた。

「儂らにとってはな。この村だけが安心できる居い場ば所しよじゃ。そりゃ何度か外に出たことはあるが、それはただそれだけの話よ。結局儂らは……」

　振り向くと、老婆は全てを悟さとっているかのような透とう明めいな目でこちらを、あるいは後ろにある何かを見つめていた。

　思い出したように唾つばを飲みこみ、ヒッヒと老婆らしい笑いを漏もらしてから彼女は続ける。

「どこにでも行ける。どこにでも居い場ば所しよがある。そんな外の人間を羨うらやんでいるだけかもしれんなぁ……と、これくらいの答えで勘かん弁べんしてくれるかのぉ、可愛いお嬢さん」

　ヒッヒ、と絵え馬まも真似まねして笑った。

「素す直なおな老人には幸運が訪おとずれると予よ言げんしよう。肩かたでも揉ももうか？」

「遠えん慮りよしておくよ。しかし……年寄りの人恋しさかね、結けつ局きよく話をしてしまったわい。旦だん那な様に[image: ]しかられないために仲間でも作っておこうかの」

「仲間？」

　聞き返した瞬しゆん間かん──背はい後ごに近づいてくる足音。そして老ろう婆ばの声。

「……灰はい理りちゃんはどう思うね？」

　老婆が見ていたのは後ろにある何かだったらしく、そこには天あま宮みやが近づいてきていた。いつものメイド服のまま、何故なぜか手にはバスケットを提さげている。天宮は軽く会え釈しやくを返してから言った。

「──どう思う、とは？」

「聞こえてたんじゃろう？」

「ええ、まぁ。では、そうですね……」

　僅わずかに首を傾かたむけ、天宮はぼんやりした瞳ひとみを絵馬と老婆の間で往おう復ふくさせた。

　やがて結論が出たのか、頷うなずきつつ断だん言げんする。

「やはり、可か愛わいいお嬢じようさんというのは無む理りがあるのではないかと」

「いやそっちでなくて」

　絵馬と老婆は声を合わせ、同時に胸むねの前で手を振った。

　そうですかそれは失礼しました、と一ひと息いき入れたあと、天宮は静かに黒くろ髪かみを揺ゆらして告つげる。

「……それ以外の話は聞いていません。だから答えることは出で来きません。たとえその質問を今ここでもう一度口にされても、個人的な事じ情じようにより答えることを拒きよ否ひさせていただきます」

　本当にあの質問を聞いていなかったのかどうかはわからないが──直訳すると『喋しやべりたくありません』ということだろう。しかし天宮のことだし、たとえ問いに答えてもらったとしてもこの老婆以上に実りのある答えは到とう底てい聞けそうもない。

　あっさり絵馬は諦あきらめる。

　老婆はメイドの手にあるバスケットに興きよう味みを持ったようだった。

「山さん菜さいでも摘つみに行くのかね？」

「ええ、まぁ。旦那様のお言いつけで、薬草を」

「ふむ」

　老婆は顎あごを撫なでるような仕し草ぐさを見せながら、絵馬のほうをちらりと眺ながめた。

「猪いのししや熊くまが出てくるといかん。お前さん、ついて行ってあげなされ」

「は？　いやま、いいけどね」

「……結けつ構こうです。貴女あなたには仕事があるはずですが」

「今日の分は終わったよ。疲つかれるから残りは明日。て言うか──確かに、もう護ご衛えいはいらないような気もするが」

「何をごちゃごちゃ言っとるのかね？　ほらほら、灰はい理りちゃんはお前さんと違って忙いそがしいんじゃ。行った行った」

「んー。私暇ひまだしその通りなんだろけど、そんなふうに断だん定ていされるとなんだかなー」

「こりゃ、年寄りの言うことは素す直なおに聞かんかい！」

「おわ」

　手にした杖つえを振り回して脅おどしてくる。その間ま合あいの外に素す早ばやく逃のがれた絵え馬まとは対たい照しよう的てきに、天あま宮みやは平然と一礼した。

「──わかりました。それでは行ってきます」

　そしてすたすたと歩き出す。ついていったほうがいいだろうか、と絵馬が老ろう婆ばのほうを見やると、再ふたたび杖に殺さつ気きがこめられた。嘆たん息そくした絵馬は天宮のあとを追いかける。

　横に並ならぶ。天宮はこちらに視し線せんを向けようともしない。

「やれやれ。元気でおせっかいなばーさまだったな？」

　話しかけても返事はなかった。天宮の歩みは一直線に山のほうに向かっている。

（んー。ちっと話とかして情じよう報ほうゲットしたいところではあるんだが。いかんせんこの子は無口すぎるんだよな）

　さてどうしようかと考えているうちに、天宮は目的地らしい場所に入っていった。いつも絵馬が結けつ界かいを直すために通っているような道ではなく、さらに細い山道である。木々の隙すき間まを擦すりぬけてさらに進むと、やがて膝ひざ丈たけの草が一面に生えている場所に辿たどり着ついた。赤く色付く木々の中に現れた、控ひかえ目めな緑のシート。名も知れぬ雑ざつ草そうの寄より合あい所じよ帯たいと言ってもよさそうだった。

「……逆さか貫ぬき様、もう結構です。どうぞ館やかたへお帰りください」

　視線を合わせないまま、天宮は言う。絵馬は傍かたわらの木の幹みきに背せ中なかを預あずけ、ポケットから煙草たばこを取り出した。

「折せつ角かくここまで来たんだ、一いつ服ぷくさせてもらうよ。護衛兼けんお手て伝つだいは一人いればいいだろ──な、北ほう条じようのじいさんよ？」

　姿すがたの見えない相手に向かってそう声をかけると、自分達のいる横手、草原の横手にある森の中から北条が姿を現した。相変わらず無ぶ愛あい想そに、老人はこちらを睥へい睨げいしている。

「そうだ。お前に役目はない。帰れ」

　その老人の気け配はいが存そん在ざいしていたことは知っていたのか、天宮は別べつ段だん驚おどろきもせずにその場にしゃがみこんで緑を搔かき分わけ始はじめた。その背中を煙けむりの向こうに眺ながめつつ、絵馬は軽く笑って口を開く。

「そんなに邪じや険けんにしなくてもいいじゃないさ。迷めい惑わくはかけないよ。て言うか今帰ったら暇だからな、お祭まつりとやらが気になって見に行ったりするかもしないかも。そっちのほうがよっぽど迷めい惑わくだろ？　何か知んないけど」

　北ほう条じようは舌した打うちを一つ。それが絵え馬まのことを無む視しする合あい図ずだったのか、老人はふいと視し線せんを逸そらして天あま宮みやのそばに歩いていった。彼女と同じように何かの草を探さがす。

　二人の会話が小さく聞こえる。

「……ありがとうございます」

「気にするな。旦だん那な様に言われてのことだ」

「……そうですか」

「旦那様も……このようなときに言いつけることはあるまいに。自分の望みに貪どん欲よくなのは昔から変わらんな」

「……これが自分の役目ですから。母の姿すがたも見てきましたし──慣なれています」

「そうか」

　絵馬はぼんやりと煙けむりを吸収し続ける。それは特に面おも白しろい、つまりは何か村の秘ひ密みつに関係するような会話ではなかった。当たり前と言えば当たり前だ。天宮の母という単語に多少は興きよう味みをそそられたが、天宮の態たい度ど──そして北条の流し具ぐ合あい。おそらくもうこの世の人ではあるまい。

　それきり二人は黙もく々もくと手を動かし続け、絵馬が二本目の煙草たばこを消しよう費ひする頃ころには仕事は終わってしまったようだった。

　草で一いつ杯ぱいになったバスケットを天宮が持とうとするのを北条が無む言ごんで制せいした。ぺこりと天宮が老人に頭を下げる。バスケットを持った北条と天宮はこちらに歩いてきた。

「貴き様さまは好きなだけ一いつ服ぷくでもしていろ。猪いのししや熊くまが出たら相手をしてくれると助かる」

　無ぶ愛あい想そな冗じよう談だん、あるいは皮ひ肉にくらしきものを口にし、北条は絵馬の横を通り過ぎていった。小さく頭を揺ゆらして、天宮も続く。

　絵馬はしばらく悩なやんで、三本目の煙草に手を伸ばした。誰だれもいなくなった草原を見つめながら考える。具ぐ体たい的てきに何か情じよう報ほうが得えられたわけではなかったが、幾いくつか面白そうな推すい測そくをすることは出で来きた。

　北条と天宮は、割と仲が良さそうだということ。旦那様は自分勝手だということ。しかし、それでいて──

（猪に熊、ねぇ。この山にはそんな獣けものの気け配はいはまったくないぞ。どっかから迷まよいこんだりすることがあるとしても、まぁ年に何回かってレベルだろう）

　それでいて。自分勝手に言いつけておきながら、旦那様は（あのばあさんもか）その『年に何回か』が起こることを懸け念ねんしている。わざわざ命令を出してまで、あのただのメイドを万が一から守ろうとしている──

（それは単に皆が心しん配ぱい性しようだってだけか？　それとも……）

　それとも。

　そのあとに続く言葉を考えながら、絵え馬まはしばらく片袖そでを風に揺ゆらし続けた。




　山を下り、村を歩く。祭まつりはまだ続いているらしく、村人の姿すがたは完全に視し界かいから消えたままだ。北ほう条じようや天あま宮みやは旦だん那な様直属だから別としても、さっきの老ろう婆ばがあそこにいたのはよっぽどのことなのだろう。動くもの喋しやべるものと言えば、柔やわらかな風に撫なでられて囁ささやきを発する原色の植物達だけだった。

　陽ひだまりの中で満足げに揺れる彼らの姿を、絵馬は恨うらめしそうに見やる。道みち端ばたに寝ね転ころがって惰だ眠みんを貪むさぼれむしろ光こう合ごう成せいしろという本ほん能のうが胸むねの奥で暴あばれているが、流石さすがにそういうわけにもいくまい。やるべきことがある。

　何をやるべきなのかはいまいちわからないのだが。

　ひとまず館やかたに戻ったところで、偶ぐう然ぜん中から一人の人間が出てきた。眼鏡めがねをかけた白はく衣いの男。倫りん太た郎ろうから聞いている、冬ふゆ春はるの主しゆ治じ医いだろう。これ幸さいわいとばかりに声をかけてみる。

「やあ」

「君は……？」

　眼鏡の下の瞳ひとみを細めて、男は言ってきた。

「聞いてないかね？　ここでちょっと厄やつ介かいになってる者さ。結けつ界かい師しの逆さか貫ぬき絵馬ってんだ」

「そうか。僕は高たか倉くら規のり之ゆき。この村で医者をしている」

　眼鏡を押し上げ、彼はこれで用事は済すんだとばかりに歩き出した。絵馬はにやにや笑いながらその行く手を遮さえぎる。高倉の鋭するどい視し線せんにもその表情が崩くずれることはない。

　軽くおじぎをするような姿し勢せいになり、絵馬は自分の顔をそれとなく高倉の身体に近づけた。確認のためだ。自分の嗅きゆう覚かくはこう告つげている──

　この男も、村人達とは違うと。

「どいてくれないか。診しん療りよう所じよを留る守すにしているんだ」

「村人はみんな祭りの最中でしょ。誰だれも来やしないよ。あんたは祭りに出なくてもいいのかい？」

「君には関係ないだろう」

「関係ない、関係ないね……あんたにも祭りは関係ないってわけだ」

「何が言いたい？」

「あんたはさっき、あたしが結界師だって言っても何も反はん応のうしなかった。『結界師って何だ？』とも聞かずにね。つまりこの村がどんな奴やつらが集まってる村なのかは知ってるってわけだ。なるほど、それでも人間には祭りに出る資し格かくはない、ここの村人じゃないってことか？　そりゃちっと薄はく情じようだね」

　高倉はその言葉には答えず、足を別の方向に向けた。今度は絵馬も邪じや魔まをする気はなかった。

「人間のあんたがこの村にいる理由は何？」

「僕は医者だ。求められればどこにでも行く。どんな事じ情じようがあろうとも、僕がいなくなればここはただの無む医い村そんだ」

「青あお臭くさい正義感からってわけかい？」

「そう思ってもらっても結けつ構こうだ」

　それきり振り返ることなく、彼は村の中に消えていった。

　違い和わ感かんが次し第だいに集まっていく。個々の欠片かけらが、ぼんやりと何かを形作ろうとしていた。

　それは確かな前進だ。少なくとも、そこに何かがあることだけはわかったのだから。

「さて……どんな面おも白しろい玩具おもちやが飛び出してくることやら」

　大きく首を回して絵え馬まは空を見上げた。

　そこではまだ白い凧たこがぐるぐると飛び回っていた。

　どこに行けばいいのかも、何をすればいいのかもわからない迷まい子ごのように。
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　深しん夜や。

　絵馬はベッドの上でむくりと身を起こした。隣となりのベッドでは倫りん太た郎ろうがぐっすりと眠ねむっている。昼間の疲つかれが出ているのかもしれない。起きることはないだろう。

　絵馬は音をたてないようにベッドから降おり、手早く衣服を身に着けた。部へ屋やを出る前に窓を開けてそれを確認する。間ま違ちがいない。村の中に微かすかに漂ただよっているのは──

　血の臭においだった。

　足音をたてずに一階まで降おり、無む駄だとは思いながらも玄げん関かんの大きなノブを回してみる。開いた。窓から出る手て間まが省はぶけたのは事実だったが、それ以上に油ゆ断だんが出で来きないという状じよう況きようになった。

　夜の村は予よ想そう以上に静せい謐ひつだった。小さな虫の音と微かな葉ずれの音だけが不ふ吉きつな空気の中で聞こえてきており、音のないそれ以外の全ては口を揃そろえて彼女の行動を制止しようとしてきていた。

（止まると思う？）

　誰だれにとは言わず──強しいて言えば世界に向けて──胸きよう中ちゆうで呟つぶやいて、絵馬は静かに走り出した。

　血の臭いは薄うすい。村全体に広がってしまっているようだ。それでもところどころで立ち止まり、臭いの濃こいほうへ濃いほうへと絵馬は進んでいく。

（しかし、これは一カ所だけじゃないね。何カ所かから同時に臭ってきてる）

　汚よごされた風に導みちびかれてまず辿たどり着ついたのは館やかたからほど近い場所にある一軒けんの小屋だった。人ひと気けがないのを確認し、中をそっと覗のぞきこむ。血の臭いは強い。間違いない。懐ふところからジッポを取り出して一いつ瞬しゆんだけ火を点つける。

「……」

　網もう膜まくに焼きついたのはやはり、大量虐ぎやく殺さつの光こう景けいだった──ただし、鶏にわとりの。

　ここは養よう鶏けい場じようなのだろう、首をかっ切られた数十羽の鶏が無む気き力りよくに転ころがって地面を黒く染そめている。最悪の事じ態たいを想そう像ぞうしていただけに絵え馬まは軽く肩かた透すかしをくった気分になった。だが依い然ぜんとして疑問は残ったままだ。

（こんな夜中にチキンパーティーかい？）

　続いて別の臭においの元へと向かってみる。今度は牛だった。同じように、喉のど元もとを鋭するどく切きり裂さかれて絶ぜつ命めいしている。豚ぶた。鶏。牛。鶏。その頃ころになるともう慣なれてきた。

　暗い夜道を首を捻ひねりながら歩く。村は依然として静まり返っており、この空気を搔かき乱みだしているのはこの隻せき腕わんの美女だけのようだった。

　凶きよう暴ぼうな獣けものが暴あばれている。ちょっとひねって鎌かま鼬いたち。それか動物を殺して快かい感かんを覚おぼえる変へん態たい。可か能のう性せいとしては無む限げんにあるが、この場所、この時にそれが起こる理由を説明出で来きるものは一つとしてない。

（そうか。理由がわからないってことがメインなのかもね。こうやって動物を殺すこと自体はどうでもいいけれども、何故なぜそうするのかっていうことだけは神しん経けい質しつなくらいに隠かくして……）

　既き視し感かんのようなものが頭をよぎった。だが思い出せない。それに微かすかな苛いら立だちを覚おぼえながらも、彼女は臭いの元に向かって歩き続けた。村の端はし、山に半分隠かくれているような場所に位い置ちする小屋が最後の目的地のようだった。

　ちら、と光が見えた。

「──っ」

　息を止め、道の横に停とめてあった軽トラックの陰かげに身体を滑すべりこませる。光はだんだんとこちらに近づいてくる。このまま気け配はいを消して隠れていればいいとも思えたが、嫌いやな予よ感かんは消え去らない。絵馬はそっと指先を下ろし、自分の周しゆう囲いをぐるりと囲かこむように地面に円を描えがいた。

　息を潜ひそめることしばし。

　懐かい中ちゆう電でん灯とうを持った二人の人ひと影かげが、彼女のすぐ横の道を通り過ぎていった。

　傍はた目めには神社のお祭まつりから一いつ緒しよに帰ってきている仲の良い家族に見えないこともない。少女と老人。だが少女はその虚うつろな瞳ひとみを眼がん前ぜんの虚こ空くうと同どう化かさせているだけで、その他のいかなる表情も浮うかべてはいない。老人はもっとあからさまで、懐中電灯と逆ぎやくの手には黒々としたものをこびりつかせた肉厚のナイフを握にぎっている。

　天あま宮みやはともかく、北ほう条じようには注意する必ひつ要ようがあった。無む駄だにはならなかった隠おん形ぎよう結けつ界かいの中に座すわりこみ、絵馬は煙草たばこを取り出した。

（あの二人がやってるってことは、当然ダンナサマも気がついてるってことだろね？　それはつまり……）

　この村。この村の主あるじ。主に仕つかえる者。この村の祭り。人間には参加出で来きない祭り。

「やれやれ。面めん倒どうなことになりそうだ」

　最も差さし迫せまっている面倒事は、あの暖あたたかいベッドに潜もぐりこむのにも泥どろ棒ぼうまがいのことをしなければならないということだったが。

　火を点つけて、煙けむりを肺いっぱいに吸いこむ。

　村全体を覆おおった血の臭においが、最悪の食い合わせだった。
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　夢を見たのか見なかったのか。そんなことには関かかわらず──

　目め覚ざめるのが苦く痛つうではなくなった。最近そう感じる。

　以前は──目覚めるたびに見えたものは変化の予よ兆ちようもない無む慈じ悲ひな世界だった。心中では他の誰だれよりも貪どん欲よくでありながらも、冷れい静せいな老人の仮か面めんを被かぶったまま日々を過ごすのが常つねだった。

　だが今は違う。確かな予定に則のつとって全ては進んでいる。十年前に生まれた変化の予兆は消え去ることなく、今日という日まで続いてきている。目覚めるたびに、その予兆が予兆でなくなる瞬しゆん間かんが近づくのだ。目覚めるのが苦痛であるはずがない。

　寝ね床どこから起き上がり、壁かべに掛かかっている鏡を申もうし訳わけ程てい度どに眺ながめる。

　老いた顔の下に自らの貪欲さを隠かくすことは、もはや習しゆう慣かん──癖くせのようなものになってしまった。しかし外面を制せい御ぎよすることに慣なれてはいても、内面はそうではない。焦あせることはないとわかってはいても、心躍おどるのを抑おさえることは出で来きなかった。これも弱さのうちか、とふと思う。

　注意すべき要よう素そはまだ残っているが──いずれにしろ、全ては順調に推すい移いしている。望む時は必かならず訪おとずれるだろう。過去の血けつ脈みやく。悠ゆう久きゆうに消えた同族達。その中の誰も摑つかめなかった瞬しゆん間かんを、自分はもうすぐ目もく撃げきする。

　紛まぎれもなく『その日』に始まるのだ。

　誰もが願ってやまなかった、憎にくき外がい界かいへの反はん攻こうが。
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「うわっ、絵え馬まさん！　なんでスーツで寝てんの？」

「あう。うるさいなぁ。面めん倒どうくさかったんだよぅ……自由を愛する心も睡すい魔まには負けるのだー」

「昨日寝たときは確かバスローブ姿すがただったと……？」

「それは倫りん太た郎ろうの視し線せんが私の身体をイヤラシク舐なめ回まわしてたから──」

「……もういいよ。とにかく起きてね」

　恥はじらいの欠片かけらもない大きな欠伸あくびをして絵馬はベッドから起き上がった。むにゃむにゃと口を動かしつつ洗面所に向かう。ふと気付いて鼻をひくひくさせてみるが、あの血の臭においは完全に消えていた。

　やたら噓うそ臭くさい平へい穏おんであっても朝は朝。その日にち常じように適てき応おうすべく、顔を洗おうと蛇じや口ぐちを捻ひねる。

「あれ？」

　水が出ない。風ふ呂ろ場ばの蛇口でも試ためしてみるが同じだった。

「どしたの？」

「水が出ねぇぞこらー。どうなってんだ、店長を出せー」

　棒ぼう読よみで言いながら、絵え馬まはドアの横にある紐ひもを引っ張って鈴すずを鳴ならした。ほどなくして天あま宮みやが現れる。

「どうかなさいましたか？」

「あのさ、水道が壊こわれたのかな。水が出ないんだけど」

「──ああ。申もうし訳わけありませんが、今日一日は水を使ってはいけないことになっていますので。この館やかたの水道は止まっているのです」

「は？」

「水みず断たち、という行事です。普ふ段だん私達を生かしてくれている水に対して感かん謝しやの念ねんを表すために、毎年この日だけは水そのものを断ちまして──」

「いや講こう釈しやくはいいんだけど。てことは、あれ？　メシとかはどうすんの……いや今ふと疑問に思ったけど、あんたがメシ作ってる？」

「……いいえ。別に料理人がおります。食事は水を使わずに作れる簡かん単たんなものだけになりますので、どうかご了りよう承しようください。お飲み物はジュースやワイン程てい度どはご用意いたしますが」

「はーん……」

　もう一度大きく欠伸あくびをして、絵馬は天宮の平へい静せいな顔を半はん眼がんで見やった。

「つまり今日はとっても大切な祭まつりだから、いかに客人であっても村のしきたりには従したがえ、と。顔も洗えないしコーヒーも飲めないし、風ふ呂ろにも入るな、と」

「……その通りです」

　はぁー、と絵馬は嘆たん息そくした。

「絵馬さん、あんまり無む理り言わないほうが」

「ほう。優しいねぇー。倫りん太た郎ろう君はこのメイドのお姉さんまでもテゴメにしようとしてらっしゃるのですか」

「いくら寝ね起おきでも、本気で怒おこるよ」

「うふぁあ。わかったわかった。難むずかしい年とし頃ごろだもんねぇ。ああ、少年のリビドーには限りがないのか……」

「わかってないっ！」

　そんな掛かけ合あい漫まん才ざいをしているうちに──

　無表情なメイドは、つきあってられないとばかりにその姿すがたを消していた。




　やはり、あの家か畜ちく大だい虐ぎやく殺さつはこの村人たちにとっては『当たり前』のことらしかった。気にしたり不ふ審しんに思ったりする様よう子すもなく、そんなことなどなかったかのようにごく自然に彼らは農のう作さ業ぎように精せいを出している（水は使っていないのだろうが）。

　結けつ局きよくのところ──

　この村全体が、必ひつ死しで何かを隠かくしているのだと思った。

　村人達に見つからないようにこっそりと昨日の小屋の一つを覗のぞいてみたが、家か畜ちくの死体は綺き麗れいに片付けられていた。砂の中に微かすかに残った黒い染しみだけが昨日の記き憶おくを証明してくれた。

　残る結けつ界かい石せきは三つだ。その小屋から一番近いのは南東だったので、特に考えもなくそこへ向かうことにする。もうやることは流れ作さ業ぎようのようになってしまった。煙草たばこの煙けむりを吐き出し、石に手を当て、ふんと力をこめる。

「今さらやんなくてもいいんだけどさ。まあアレだね、準じゆん備び体たい操そうみたいなもんだしね」

　結界石をぽんぽんと叩たたいてから、仕事を終えた絵え馬まはその場で軽く背せ筋すじを伸ばした。さてこれからどうしようかと周しゆう囲いの森を何なに気げなく見回したとき──

　絵馬の耳に魂たましいの叫びが届いた。それは疲つかれきった怒ど号ごうとも言えたし、怒いかりに満ちた悲ひ哀あいとも言えた。とにかく無む茶ちや苦く茶ちや面おも白しろかった。

「ささ、逆さか貫ぬきぃ、絵馬ぁぁっ！」

「おひさー」

　森の奥から飛び出してきた影かげ──明らかに一昨日よりも疲ひ弊へいした様よう子すでぜいぜいと荒あらい息をついている烏からす天てん狗ぐに、絵馬は旧きゆう知ちの友人に再さい会かいしたように明るく言ってやった。

「ふ、ふざけるなぁっ！　貴き様さま、昨日はどうしたっ！　勝負の約やく束そくだっただろうがぁっ」

[image: ]

「うむぅ。いつまでも待ってると思ったのに探さがしに来てたか。私的騙だましやすい奴やつランキング一位を独走してる男にしては、なんと言うか、こう……おかしいな？」

「こ、この俺おれをここまで愚ぐ弄ろうするとは、貴き様さま──」

「勘かん違ちがいしてほしくないけど、私は別にあんたのことを馬ば鹿かにしてるわけじゃない。ただ」

「ただ？」

「めんどクサイのだ。とても」

　隠かくる夜やの腕うでがぷるぷると震ふるえた。すぱー、と斜ななめに煙けむりを吐き出し、あさっての方向を眺ながめて絵え馬まは続けた。

「ああそうだ。ちょっと聞いてもいい？　なんかこの村変なんだけどさ、事じ情じようとかわからない？　ほら、烏からす天てん狗ぐの優すぐれた嗅きゆう覚かくで、とか」

「知るかぁぁぁぁっ！」

　棍こんを振り回して隠夜が襲おそいかかってくる。ひょいと後ろに跳とび身体を屈かがめ、結けつ界かい石せきの後ろに隠れたりしながら絵馬はのらりくらりとその攻こう撃げきを避よける。

「貴様、どこまでっ！　真面目まじめに──」

「まだわかんないのかねぇ。真面目に闘たたかわないのにも面めん倒どうくさいのにも全部、訳わけがあるんだよ」

「訳だと？」

　数メートルほどの距きよ離りを置いて、二人は対たい峙じしていた。煙草たばこをぷっと吹き出し、絵馬は帽子を深く被かぶり直なおす。ああ、面倒くさい。言われないと何もわからないのはそれこそ馬鹿の証あかしだ。それに付き合うのももう面倒くさい。

「そ。あんたは私には絶ぜつ対たいに勝てない。わかりきってるもの。だから相手するのが面倒くさいってだけ。単たん純じゆんっしょ。つってもまだわかんないんだろうから、特別に相手してあげるよ。結界とかもナシで」

　絵馬の顔に笑えみはなかった。嘲あざけりも自信も見せることなく、ただ静かに彼女は隠夜を見つめていた。その表情は、彼女が本気で冷れい静せいな事実を言っているだけだということを隠夜に知らしめた。

　激げつ昂こうした隠夜が動くよりも早く、絵馬は前方に走り出した。何の構かまえも見せることなくただ間ま合あいを詰つめ、烏天狗の眼がん前ぜんで大きく右足を踏ふみこんで身を低くする。しかしその動きは隠夜に捉とらえられないほどのものではなかった。烏天狗は怒いかりに任まかせ、棍を一直線に振り下ろす。

「馬鹿め！　その程てい度ど、見えているわっ！」

「……だろうね」

　瞬しゆん間かん、絵馬の体が横にぶれた。爆ばく発はつ的てきに増ぞう大だいしたスピードが微かすかな残ざん像ぞうを作り出し、そして動きが止まる。絵馬はつい一いつ瞬しゆん前と同じ、半はん身みになって右足を大きく前に踏ふみ出だしたままの姿し勢せいであり、振り下ろされた隠夜の棍は何故なぜかその右足に踏みつけられている。振り下ろされた勢いきおいと絵え馬まの体重を受け、棍こんは深く地中に埋うまっていた。

「な……」

「だから勝てないって言っただろ。あんたは怒いかり狂くるってる。んで弱いに決まってるはずの人間が自分の間ま合あいに無む造ぞう作さに入ってきて、見え見えの速度でしゃがむ。んなら当然、上から一文字に棍を振り下ろせばいい……いちいちやることが単たん純じゆんすぎんだよ、あんたは。どんなに動きが速くても読まれてたら意味ない」

　心しん底そこ呆あきれたように絵馬は首を横に振った。

「そりゃあんたら妖よう怪かいは肉体的には強いよ。でもね……弱いぶんだけ、人間はその弱さをなんとかするために努ど力りよくしてんのさ。知ち識しきと経けい験けん。気の遠くなるような昔からのその蓄ちく積せきが、人間の力ってやつだよ。結けつ局きよく……『人間如ごときが！』なんて思ってるうちは、絶ぜつ対たいにあんたは私に勝てないだろうね」

　足を退どける。隠かくる夜やは動かなかった。地面に棍をめりこませたままで、その先をじっと見つめている。

「ああ、我ながら渋しぶすぎる台詞せりふを言っちゃったみたいだ。ま、私も暇ひまじゃないから。今言った言葉の意味がわかるまで再戦は受け付けないよ」

　軽く言って、絵馬は烏からす天てん狗ぐを置いて歩き出した。

　あまりに静かだったので、しばらくして振り返ってみると──

　隠夜はまだ、そこで呆ぼう然ぜんと地面を抉えぐっていた。
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「くぅろぉぉぉっ。また来てくれたんだね？　ありがとーっ」

　喜き色しよく満まん面めんで、冬ふゆ春はるはその黒くろ猫ねこを抱だき上あげた。毛についてはあれからどうしようか悩なやんだが、結局解かい決けつ策さくは思おもい浮うかばなかったのであとで気をつけて払い落とすことにする。

　相も変わらずその手て触ざわりは素す晴ばらしかった。クロのほうももう慣なれたようで、ただ彼女の腕うでの中で四し肢しを弛し緩かんさせている。

「あ、そうだ。今日はいいものがあるのよ。うふふ、天あま宮みやさんに我わが儘まま言って持ってきてもらっちゃった」

　言って、冬春はクロをテーブルの上に降おろした。そこには紙パックの牛乳とコップが置かれている。牛乳をコップに注そそごうとしたところで、はたと冬春は動きを止めた。

「えと……」

　きょときょとと辺あたりを見回す。これは困こまった、と彼女は眉まゆを顰ひそめた。

「お皿さらとか持ってきて……駄だ目めよ、ばれちゃうわ。でも他にないし」

　最終的には器うつわは自分の身体しかなかった。掌てのひらをすぼめて、牛乳を数すう滴てき垂たらす。どれくらい飲むかもわからなかったので、とりあえずそこまでにしておく。

「ほーら。おいしいよ……」

　緊きん張ちようした面おも持もちの冬ふゆ春はる。緊張した面持ちのクロ。小さな掌てのひらを挟はさんで一人と一匹が動きを止めて──

　根こん負まけしたのはクロのほうだった。ぺろり、と掌から牛乳を舐なめとる。

「あは、飲んだっ。おいしい？　もっといる？」

　再ふたたび冬春は牛乳を掌に注そそいだ。ぽたぽたと漏もれた白い雫しずくがテーブルの上に落ちるが、それを気にすることもなくずいと黒くろ猫ねこに手を差し出す。クロは一いつ瞬しゆん怯ひるんで、そして自棄やけになったようにその掌にむしゃぶりついた。

「く、くく……くすぐったいよ！　あは、あはは」

　二度三度と繰くり返かえすと、黒猫はぐったりとしてテーブルの上に寝ね転ころがった。湿しめった虚うつろな目は天井てんじようを向いている。腹を見せているから降こう参さんのポーズかもしれない……いや、あれは犬限げん定ていだったか？　覚おぼえていない。

「ちょっと飲ませすぎちゃったのかな……ごめんね」

　冬春がそっとその体たい毛もうを撫なでると、クロは気にするなとでも言うように耳をぴくぴくさせた。ふ、と冬春は力のない笑えみを浮うかべる。

「クロは可か愛わいいけど。お話出で来きないのが、ちょっとね……」

　比ひ較かくしても仕方のないことではあった。けれども、聞こえてくるのは自分の声ばかり。結けつ局きよくいつもと、今までと同じ、自分だけがこうしてこの部へ屋やの中にいる。何も出来ない、一人ぼっちの自分だけが。

　話がしたいと、思った。倫りん太た郎ろう君と。絵え馬まさんと。ちょっとでもいいから、またあの二人と話して──

　不ふ意いに、生なま暖あたたかい感かん触しよくが指先に走る。冬春は瞳ひとみを揺ゆらした。

「クロ？」

　首くび筋すじを冬春の手に押し付けて、クロは小さく鳴ないた。

「慰なぐさめてくれてるの？　……ありがとう」

　間ま違ちがっていた。自分だけではなかった。言ってることはわからないけれど、確かにこの子はここにいてくれている。自分は一人ではない。

　指をぐいぐいと押し上げて、鼻先を擦こすりつけて、可愛く鳴いて、つぶらな瞳でこちらを見上げてくる黒猫の姿すがたを眺ながめているうち──

　ぼんやりと、勇気が湧わいてきた。

「ちょっとだけ……頑がん張ばってみようかな」

　微笑ほほえんで、冬春はクロの頭を優しく撫でた。




　クロは帰った。服もはたいて、ついでに着替えた。テーブルも拭ふいた。大事なのは──演えん技ぎ力りよく、それだけ。

「お嬢じよう様。昼食です」

「うん」

　緊きん張ちようしながら答えると、天あま宮みやがトレイを持って入ってきた。

「水みず断たちですので。すみませんが、サンドイッチだけです」

　冬ふゆ春はるは拗すねたような顔をしてみせた。そんな彼女に天宮が怪け訝げんそうな目を向ける。

「どうか、なさいましたか？　何か不満がおありでしたら言ってください。出で来きる限りのことはしますので」

「あのね……ごはん、寂さびしい」

「種類が少ないということですか？　ならば果物くだものなどをお持ちして……」

「それでも駄だ目め。やっぱり、寂しい」

「あの、ではどうすれば」

　大きく息を吸ってから、冬春は言った。

「誰だれかと食べたい」

「それは」

「駄目なの？　出来る限りのことはするって言ったのに。サンドイッチだけなのも寂しいのに、誰かと食べるのも駄目なの？」

「では、私もここで食べ……」

「天宮さんじゃなくて……その、お客様が来てるでしょう？　あの人達と食べたい」

　言った。言ってしまった。

　天宮はすっと瞳ひとみを細めて、こちらの顔を見つめている。

「あ、あのね、窓から偶ぐう然ぜん見ちゃったの。男の子と女の人。話したいなってずっと思ってたの」

「──本気ですか？」

　と、天宮は聞いてきた。今さら、退ひけない。

「うん。お願い、ちょっとだけでいいから、私の我わが儘まま、聞いて」

「この部へ屋やにお二人を呼よぶのは無む理りです。旦だん那な様は、自分の目の届かないところでそのようなことがあったと知ればきっとお怒いかりになるでしょう」

「私が食堂に行くわ。お父様にも会いたいし」

「外に出るには、高たか倉くら先生の許きよ可かがいるはずで──」

「だったら先生の許可があればいいのね？　先生がいいって言ったらいいのね？」

　冬春は珍めずらしいものを見た。意い図と的てきに固くしていた表情が崩くずれる。

　ほんの少し。ほんの少しだが、天宮が、笑った。

「では、あとは高たか倉くら先生と直ちよく接せつお話してください」

「い、いいの？」

「お嬢じよう様の我わが儘ままなど珍めずらしいですから。でも昼食はこれで我が慢まんしていただけますか？」

「う、うん」

「それと……旦だん那な様の前では、あのお二人とは初しよ対たい面めんということにされたほうがいいと思いますよ」

「え」

　ぎょっとする冬ふゆ春はるをそこに残し、天宮は一礼して部へ屋やから出て行こうとした。

　慌あわてて声をかける。

「天宮さん。ありがとう」

「いいえ。感かん謝しやされるようなことはしていません」

　ドアが閉まった。

　一いつ瞬しゆんだけ見えた横顔。それは何故なぜか、無表情でも、笑え顔がおでも、なかった。

　哀かなしそうな顔だった。
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　白い塀へいに赤い蜻蛉とんぼが停とまっている。

　野生の生き物として、こんなに目立つ場所にいていいのだろうか。すぐ敵てきに見つかってしまうぞ。そんなことを考えつつ絵え馬まがなんとなく手を伸ばすと、蜻蛉はふわりと浮ふ力りよくを得えて彼女の手から逃のがれた。

「ふむ」

　すぐに逃にげられるから問題ないというわけだろうか。天てん敵てきもいなさそうであるし──天敵。蜻蛉の天敵とは何なのだろう。考えるに、虫取り網あみを持った子供が第一候こう補ほだ。

（そう言えばこの村、子供がいないな。見たのは冬春ちゃんだけで……隠かくれ里ざとにも少子高こう齢れい化かの波が押し寄せていますってか）

　館やかたを取とり巻まく塀に沿そって歩きながら、絵馬は軽く頭を振った。隠かくる夜やの相手で無む駄だに疲つかれてしまった。今日はこのまま部屋に戻ることにしよう。

　館の正しよう面めんにある門まで辿たどり着ついたところで──

　誰だれかの話し声が聞こえ、絵馬は足を止めた。忍にん者じやのように塀に張り付き、そっと門の中を覗のぞきこむ。そこには天宮と白はく衣い姿すがたの高倉がいた。冬春を診しん察さつした帰りなのだろう。

「……本当に、よろしいのですか？」

　天宮が聞く。高倉は平然とした様よう子すで眼鏡めがねの奥の瞳ひとみをメイドに向けた。

「どういう意味で？」

「それは勿もち論ろん──旦だん那な様に報ほう告こくしますがよろしいのですか、という意味ですが」

「彼女を唆そそのかしたのは君らしいじゃないか？」

「唆してはいません。面めん倒どうな部分を先生に押し付けただけです」

「率そつ直ちよくに言ってくれるな。確かに面倒事だ。旦那様にひどく[image: ]しかられるのは目に見えているし、それに──貰もらえるものも貰えなくなるかもしれない」

　医者はそこで嘲ちよう笑しようするように小さく唇くちびるを歪ゆがめた。それが誰だれに対しての嘲あざけりなのかは絵え馬まにはわからなかったが。

「……可か能のう性せいは高いと思われます」

「とは言え、立場上君も報告しないわけにはいかないだろう。まったく、たまに我わが儘ままを言ったかと思えば。正直、迷めい惑わく極きわまりないね」

「……すみません」

「別に君を責せめるつもりはないよ。済すんだことは仕方がない……雰ふん囲い気きに抵てい抗こう出で来きなかった僕にも責任はあることだし。まぁ、君がしっかりしていれば何も問題はないだろう。頼たのむよ」

　言い終えて、高たか倉くらは嘆たん息そくを一つ。天あま宮みやは先さき程ほどから、無表情の中にどこか恐きよう縮しゆくしたような気け配はいを漂ただよわせている。

（何の話をしてるんだ？）

　そう思った瞬しゆん間かんに話は終わってしまった。天宮が頭を下げ、高倉が黒い鞄かばんを持ち直してこちらに歩いてくる。

　いずれにしろ盗ぬすみ聞ぎきの事実は隠かくしておいたほうがいいだろう。絵馬は忍しのび足あしで塀へいを伝つたい、曲まがり角かどまで戻って身を隠した。高倉は門を出て、そのまま立ち去ってしまった。

　しばらく時間をおいてから門の前に戻る。そっと中を覗のぞきこむが、もうそこには天宮の姿すがたもなかった。

「ふーむ。何が起こったのかね……？」

　そう独ひとりごちながら、絵馬は帽子のつばを軽く指先で弾はじく。

　そこに停とまっていた一匹の蜻蛉とんぼが、どこかへ音もなく飛び立っていった。




　館やかたの中に入り、自分達に与えられた部へ屋やへ戻る。すると何故なぜか倫りん太た郎ろうがソファーに寝ね転ころがってダウンしていた。体たい調ちようが悪いとか言っていたが、いったい何をしていたのだろう。

　とりあえず倫太郎のことは措おいておき、絵馬は窓から外を眺ながめた。じじ、と手にした煙草たばこが僅わずかに悲ひ鳴めいをあげる。

　いつしか意い識しきは思し考こうの中に埋まい没ぼつしていた。ある程てい度どの材ざい料りようは手に入れているような気がするが、重じゆう要ようなのはそれをどう料理していくかだ。

（まず何かがあると仮か定ていしよう。初めに感じたように、村全体が隠いん蔽ぺいしているような何かが。もしそれが私の勘かん違ちがいでないとすれば、鍵かぎは──祭まつりと、冬ふゆ春はるちゃん。たった一人の純じゆん粋すいな人間。いや、あの先生もだったか。先生には何か意味があるのか？　ただの偽ぎ善ぜん医者なら無関係なんだろうが……いまいちよくわからん。そしてよくわからんと言えば男のロマンだ。あのとき、確かにあの娘は濃くなった。どういう理り屈くつだ？）

　絵え馬まは軽く頭を振る。違う。ある意味で言えば理屈は放ほう棄きしても構かまわないのだ。ただしその場合には最さい低てい限げん、起こった事じ象しようの意味がわかっていなくてはならない。今考える──感じとる必ひつ要ようがあるのはその意味だ。

（それから、来てみればすぐわかると思っていたんだが、シャイな依い頼らい主ぬしの正しよう体たいがわからんままだな。この村の誰だれかだろうとは思うが。冬春ちゃんを逃にがして得とくをする人物──と、限定するのは早そう計けいか？　ま、依頼人が誰でも関係ないと言えばないが。私のすることは変わらんのだし）

　何かに引っ張られているかのように夕日が山の端はに沈しずんでいく。当たり前の法ほう則そく、夕日は沈む。自然に。二重の意味で、よく言ったものだ──自然は自然であり、自然でないものは不自然となる。

（不自然。不自然、ね。人じん為い的てきなものは不自然なんだから、結けつ局きよく不自然なものは人為的だと言ってもいいだろ。おーけー、認みとめよう。この村は全部が全部、不自然だ。つまり人為的で、人為的なものには必かならず何かの意い図とがある。問題はそれが何か、てことだ）

　赤だとも黒だとも白だとも言える微び妙みような色しき彩さいの空に向かって煙けむりを吐き出す。

　冷たい風が吹いてきて、絵馬の栗くり色いろの髪かみをふわりと揺ゆらした。背せ筋すじがぞくりとする。

「ヤな感じがするねぇ」

　この村に入った当初から感じていた違い和わ感かんは日ひ増ましにその勢せい力りよくを増まし、今では不ぶ気き味みな気け配はいとなって村全体を覆おおいつくしていた。音のない世界が目に見えない気配に押しつぶされ、結けつ果か圧あつ迫ぱく感かんだけが五ご感かんを支し配はいする。

　日の残ざん滓しが消え失せ、夜の帳とばりが降おりてくるころになって、どこからか白い霧きりがもやもやと漂ただよってきた。ここは完全に山の中に埋まい没ぼつしている土地なので、それは珍めずらしくはないのかもしれなかった。が──

　絵馬は鋭するどい目で眼がん下かを這はい回まわる霧を睨にらみつけていた。

「これは……倫りん太た郎ろう、ちょっとおいで！」

「うーん。何……？」

「いいから行くよっ」

　ふらふらの倫太郎を立ち上がらせて、強ごう引いんに手を引っ張っていく。

「うぷ。な、なんなの？」

「何が起こるかわからないからね。一いち応おう、目の届くところにいてもらいたいのさ」

　外に出ると、白い霧は大地から立ち上るように二人の身体にまとわりついてきた。何本もの手が自分の身体をまさぐっているのを想そう像ぞうする。何か害があるわけでもなかったが、それが不ふ快かいな冷たさを持っているのは事実だった。

「何……これ？」

　右腕うででその霧きりを搔かき回まわすようにしてから、絵え馬まはぽつりと言った。

「霧じゃないね」

「え？」

「覚えてる？　初めてこの村の中に入ったとき、妙みような感じだったろ。空気がもわもわしてるっていうか、曖あい昧まいに歪ゆがんでるっていうか。それがコレだよ。ここに根ざしてた大地の霊れい気きが浮うかび上あがってきてるんだ」

「うえっ？　地ち霊れいなのコレ？　なんで？」

「さて。よっぽどの霊れい場じようでもない限りこんなことは起こらないはずなんだけど」

　自分の台詞せりふに、絵馬はふと引っかかるものを感じた。

　よっぽどの霊場でなければ起こらないことが、現実にこの村では起こっている──

（まさか）

　素す直なおに考えれば、その理由は一つだった。

　なったのだ。この村が、そのよっぽどの霊場に。

　そのような変化は自然には起こらない。起こるとしてもそれは長い年月をかけて自然に変化するもののはずだ。現在起こっているような、不自然な変化は人じん為い的てきなものでしかありえない。

　確信する。やはり、何かが起こっていると。

　これを直接に意い図としたのか、あるいは別の何かを行ったせいでその副ふく産さん物ぶつとしてこうなったのかはわからないが──どちらにしろ、これで終わりではあるまい。

　最終的な目的は何だ？

　これだけの規き模ぼでやっていることだ、さぞ大それた何かに違いない。

　ただ一つ感じ取れることは、いずれ待ち受けている最後の局きよく面めん。

（必かならず、冬ふゆ春はるちゃんが関わってくる）

　それは曖昧な勘かんがもたらした確かな予よ感かんとして、絵馬の脳のう裏りに強く刻きざみこまれた。

　白い濃のう霧むのカーテンをじっと見つめている彼女に、倫りん太た郎ろうが小さく声をかける。

「絵馬さん。こっちは何も変わったことはないんだけど……絵馬さんはこの村のこと、大だい分ぶ調べられたの？」

「ああ。だいたいの方ほう向こう性せいは見えてきた」

「どうすんの？」

「下手へたに動いたらその方向性すらわかんなくなる。ぎりぎりまで待って、一番の決定的なポイントで、全部をブチ壊こわすよ」

　不ふ穏おんな言葉を吐く絵馬に倫太郎がぎょっとした視し線せんを向けたが、彼女は気にもせずに続けた。

「ま、具ぐ体たい的てきにどうするのかってのは全然決めてないんだけどね──一いち応おうこれだけは言っとく。冬ふゆ春はるちゃんは逃にがす」

「え？　でもさ、あの子は」

「今は逃げたいなんて思ってない、だろ？　それは別にいい。問題はあの子が『そのとき』どう思ってるか、てことだから」

　倫りん太た郎ろうは理り解かいしていないようだった。眉まゆを寄せて首を捻ひねっている。

　絵え馬まはその背せをぽんと叩たたいた。

「だから。そのときが来るまでは、あんたがあの子を守るんだ。いい？」

　小さな瞳ひとみが見上げてくる。彼は何を思うのか。聞きたいことは山ほどあるのだろうが、倫太郎はただ一度の嘆たん息そくでそれを諦あきらめたようだった。

「……わかった」

「頼たのんだよ、相あい棒ぼう」

　最後にその頭を撫なで、絵馬は白い霧きりを振り払いつつ館やかたに戻った。

「そろそろメシだろ。まったく……あの息が詰つまる雰ふん囲い気きはなんとかならんもんかねぇ」

「罰ばつゲームみたいなもんだよ、たぶん。我が慢まん我慢」
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　これが罰ゲームか？　どうにもやりにくい、という意味ではそうかもしれない。

　清せい欧おうと最も離はなれた位い置ち──つまりテーブルの長い辺を挟はさんだ向かい側がわに座すわり、倫太郎は呆ぼう然ぜんと前を眺ながめていた。

　にこにことしている少女がいる。厳いかめしい老人の横で、彼女はこちらに笑いかけながら椅い子すの上で体を軽く揺ゆらしていた。

「初めまして。神楽かぐら冬春といいます」

「やあ、可か愛わいらしいお嬢じようさん。私は逆さか貫ぬき絵馬、こっちは高こう難むず倫太郎。よろしく」

　二度目となる自じ己こ紹しよう介かいを至し極ごく自然に済すませ、絵馬は仏ぶつ頂ちよう面づらで腕うで組ぐみしている清欧に向かって言った。

「お子さんっすか？　いやなんて言うか、意い外がいですな」

「そうだ。身体が悪くてな。あまり部へ屋やからは出られないのだが……どうしても、と言って聞かんのだ。適てき当とうでいい。相手してやってくれ」

　清欧はじろりと隣となりの少女を見下ろした。

「祭まつりの最さい中ちゆうでもあるし、今回は特別だぞ。我わが儘ままを言えば通ると思ってはいかん。高たか倉くらが許きよ可かを出しても、駄だ目めなときは駄目だからな」

　適当なんてひどいわ、とか俯うつむいてぶつぶつ言っていた冬春だったが、すぐに彼女は顔を上げて笑え顔がおで頷うなずいた。とりあえず今を楽しもうというのだろう。

　天あま宮みやの手によってテーブルに料理が並ならべられる。やはり汁しる物ものはなく、パンや揚あげ物ものなどが中心である。例によって清せい欧おうの前にある料理は絵え馬ま達のものに比べて少量だった。日ひ増ましに減へっていっているのかもしれない。飲み物は大人二人の前には赤ワイン、子供の前にはオレンジジュースが置かれている。

「そう言えば、お母さんは？」

「──この子を産うんで、すぐにな」

　短い答えに、絵馬は帽子を軽く引き下げた。

「それは失礼」

　倫りん太た郎ろうはそっと覗のぞき見みるように顔を上げたが、冬ふゆ春はるは気にした様よう子すもなくこちらを見てにこにこと笑っていた。

　始まりこそぎこちないものだったが、食事が進むにつれて場は明るくなる。冬春がいるだけで、あの陰いん鬱うつな食事が百八十度違うものになった。とても体が悪いとは思えない元気さで色々な話をしてくる冬春に、倫太郎も絵馬も（清欧の気に障さわるような発言を気にしながら）にこやかに言葉を返していた。しかしそんなことを気にしているのもこちらだけであって、冬春は清欧に対しても話題を振っていた。返ってくるのは、笑ってなくはない、という程てい度どの唇くちびるの歪ゆがみがせいぜいだったが、冬春の笑え顔がおはずっと変わらなかった。いつものことなのだろう。天宮にすら彼女は話しかけ、どうでもいい会話を楽しそうに続けていた。

「……『仕事』のほうはどうかね？」

　ふと会話が途と切ぎれた隙すきに、清欧が意味ありげな目め配くばせをして聞いてきた。

「問題はないっすよ。予定通り、明日と明後日で終わる予定です」

　絵馬も曖あい昧まいに返す。無む論ろん清欧に従したがったわけではなく、あの依い頼らいの制せい約やくがあったからだ。

「明後日、本当に帰っちゃうの？　もっといられない？」

「冬春」

　清欧が娘をたしなめる。絵馬は大きく切られた林りん檎ごを口に放りこんでぱたぱたと手を振った。

「悪いけどねぇ。実はここに来たのも予定外なんだ。明後日には帰って仕事しないとまずいのさ」

「倫太郎君も？」

「う、うん。悪いけど、やっぱり僕も帰らないと」

　帰って仕事？　そんな商売繁はん盛じよう、夢のような話だ。そう考えると清欧から搾しぼり取とる二百万はひどく頼たよりになる。絵馬は基本的に報ほう酬しゆうの多た寡かは気にしないし、そもそも妖よう怪かいが日本円を持っていること自体が稀まれなのだ。いや、よくよく考えれば、その二百万だって、怪あやしい。

　倫太郎はこっそりと息を吐はいた。なんせブチ壊こわすとまで言ったのだ。何をする気かは知らないが、その報酬すら貰もらえないという可か能のう性せいは充じゆう分ぶんにある。

「冬春。あまり無む理りを言って客人を困こまらせるものではない……ほら、そろそろ部へ屋やに戻ったほうがいい。身体に障さわるぞ」

「でも……」

「お嬢じよう様。高たか倉くら先生とのお約やく束そくですよ。外に出るのは夕食のときだけ。食事が済すんだらすぐに部へ屋やに帰ると」

　静かに言う天あま宮みや。その無表情なメイドには勝てないのか、冬春はしゅんとして頷うなずいた。

「……はぁい」

「それでは」

　天宮が冬春の手を引いて食堂を出て行く。ドアが閉まる間ま際ぎわになって、冬春はちらりと二人のほうを振り向いて言った。

「またね。倫りん太た郎ろう君、絵え馬まさん」




「いい子じゃないですか。いくつです？」

「もうすぐ十になる」

「可か愛わいいさかりって奴やつですねぇ。こっちにも一人そんぐらいのがいますけど、なんか妙みように大人びちゃってて」

　悪かったね、と倫太郎は半はん眼がんで呟つぶやいた。

「本当に結けつ界かいは出で来きているのだろうな？」

「あのじいさんから聞いてるでしょ。ちゃんとやってますってば」

　ワインをくいと飲み干して、絵馬は酒さけ臭くさい息を吐く。

「ふー。コーヒーが飲めないのはちとアレですが。代わりにいくらでも酒が飲めるってことならこれもいいのかもしれませんねぇ。他にもなんかこう、美味おいしい祭まつりとかあるんですかね？」

「どういう意味だ？」

「例えば普ふ段だんは出ないような豪ごう勢せいなメシが食べられる日とか。いや、別にたかろうとしてるわけじゃないっすよ？　私は常つねに栄えい養よう不ぶ足そく気ぎ味みなんで。美味うまい食事が待ってるとなればそれだけで気合が入ろうってもんです」

　清せい欧おうは嘆たん息そくしたようだった。呆あきれたのかもしれない。

「明日は彩さい味み。普段は作らぬような肉料理が用意される日だ」

「ほう、そりゃ楽しみだ。他には？」

「続く月つく読よみも季き戻もどしも、たいした料理は出ん。月見に必ひつ要ような団だん子ごを作る程てい度どだ──貴き様さまには関係なかろう。月読が始まる前に出ていってもらうぞ」

「勿もち論ろん、わかってますけどね。一いち応おう聞いてみただけですよ。お月見はわかりますが、季戻しって何するんです？」

「無む用ような詮せん索さくは──」

　言いかけて、清欧は止まった。

　何かを考えるように目を閉じ、椅い子すの背せもたれに身体を預あずける。

　それから老人はゆっくりと息を吐いて言った。

「いや……まぁ、それくらいなら構かまうまい。部ぶ外がい者しやには絶ぜつ対たいに見せられぬが、内容を教えるなとまで伝つたえられているわけではないしな」

「はぁ、どうも」

「今の収しゆう穫かく期きが無ぶ事じに過すぎ、次の季節が再ふたたび来ることに感かん謝しやの祈りを捧ささげる祭まつりだ。とりたてて派は手でな催もよおしが行われるわけではない」

「あー。戻しって言葉が微び妙みようにわからなかったんですけど、季き節せつが巡めぐるっていうような意味だったんすね。季き巡めぐりとか言ってくれたらすぐわかったんですが」

「儂わしに言われてもな。昔からそう決まっている。戻りでも巡りでも駄だ目めだ」

「まぁ、祭りってのはそんなもんでしょうけどね。意味はわからないけど昔からの惰だ性せいでなんとなく続いてるもの。どこかの裸はだか祭まつりとか、あんな奇天烈きてれつな行事を誰だれが最初にやろうって言い出したのか私は前々から疑問に……っと、倫りん太た郎ろう、食べ終わった？」

「うん」

「よし。ではご馳ち走そう様さまするかー」

　いつになく饒じよう舌ぜつだった清せい欧おうが何かボロを出しはしまいかと期き待たいして聞いていたのだが──結けつ局きよく、冬ふゆ春はるから既すでに聞いていた以上のことは得えられなかった。これ以上何か質問するのも不自然だろう。

　清欧に会え釈しやくして、絵え馬まは席を立った。ぶるりと肩かたを震ふるわせる。

「おおっと、結けつ構こう冷えこんできましたな。そういや霧きりが出てましたが、よくあるんですか？」

「──たまにはな。それが？」

「いえ、都会育ちには珍めずらしいもんでしてね。ああ寒い。倫太郎、行こう」

　倫太郎を懐かい炉ろ代わりに抱だきしめて歩きながら、最後に絵馬は言った。

「それでは。出で来きたら明日もこういうふうに食事したいですね。いつもはどうも暗いんで」
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　闇やみの中を霧が蠢うごめいている。これからしばらく晴れることのない、霧。

　その光こう景けいを窓の向こうに眺ながめながら、清欧は口を開いた。

「天あま宮みや」

「……はい」

「どういうことだ？　冬ふゆ春はるには近づけるなと言っておいたはずだが」

「……申もうし訳わけありません。どうやら偶ぐう然ぜんに窓から見てしまったようです。どうしても会いたいと仰おつしやって……ストレスの溜ためすぎで暴あばれられても困こまりますので、仕方なくこちらが折れました」

「ふん。暴あばれさせておけばよいのだ。高たか倉くらも高倉だ。あれだけの金を渡わたしておるのに、どうして儂わしの言うことを聞かぬのか。くだらぬ情に流されおって」

　清せい欧おうはそこで言葉を止めた。視し線せんを部へ屋やの中に向け、薄うす暗くら闇やみの中に佇たたずむメイドを睨にらむ。

「まさか貴き様さまも、情に流されたというわけではあるまいな！」

「いいえ。そのようなことはありません。すべきことは全て行っております。明日の食材も、先ほど北ほう条じようさんが調ちよう達たつしてきました」

　その平へい静せいな態たい度どと言葉は、苛いら立だった主あるじに落ち着きを取り戻させるには充じゆう分ぶんなものだった。

　一つ咳せき払ばらいをして、清欧は再ふたたび視線を窓の外へ。

「目立つものではないな？」

「道で寝ねていたものを拾った、ということですから。問題ないはずです」

　清欧は頷うなずいた。残った問題を考える。それに思おもい至いたるのと同時、心を読んでいるのかと訝いぶかるようなタイミングで背はい後ごから静かな声が聞こえてきた。

「明日の夕食は……いかがなさいますか？　おそらく、またお嬢じよう様はあの二人と食べたいと仰おつしやると思いますが」

「仕方あるまい。あと二日で出て行こうというのに、今さら妙みような疑いを持たれては困こまる」

　あまり頑かたくなに情じよう報ほうを隠かくしすぎても注意を引くと思い、ただでさえ話すつもりのなかった祭まつりの内容までも教えてしまったのだ。この期ごに及およんで不自然な行動を取り、向こうのさらなる注意を引くことだけは避さけねばならない。

「ただし、絶ぜつ対たいにあれのことは感づかれないようにしろ」

「はい」

「そう、あと二日。あと二日なのだからな……」

　何かを確かめるように繰くり返かえし、清欧は不ぶ気き味みに笑った。

　天あま宮みやは笑わなかった。
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　目め覚ざめる。無む論ろんそれは苦く痛つうではない。やはり周しゆう囲いを取とり巻まく世界は今までと同じようでいて、しかし確かな差さ異いを含ふくんでいた。いつもと同じ、いつもと違う目覚め。

　求める日まではもうすぐだった。今までずっと望んできたのだ、その永えい遠えんとも思われた待ち時間に比くらべれば一いつ瞬しゆんと言ってもいい。今となっては、もはや焦しよう燥そうすらが得えがたい感かん慨がいであるかのような気もする。いずれは解かい放ほうされる焦燥。その唯ゆい一いつ無む二にの感慨を作り出した自みずからの脆ぜい弱じやくさにも、あるいは感かん謝しや出で来きるのかもしれない。

　だが──その焦燥の解放の前に、一つの喪そう失しつが待ち受けているのも事実だった。

　偶ぐう然ぜん手に入れることの出来た幸運が、必ひつ然ぜんとして喪失へと変わる。それが不ふ可か避ひであるということは充じゆう分ぶんすぎるほど承しよう知ちしていた。そこに貪どん欲よくさを発はつ揮きしたところでどうにもならないということも。

　その、どうにもならない理由も知っている。

　別の意味でも、自分は弱いからだ。ちっぽけな存そん在ざい。

　理り解かいはしていたが、納なつ得とくは出来ない。胸むねが僅わずかに軋きしんだ。

　終わりを含んだ始まりの時。

『その日』が来ることを、願ってもいいのだろうか。

　複雑な胸きよう中ちゆうのまま、起き上がる。

　目覚めても、することは何もなかった。
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　苔こけむした平岩の上に座ざ禅ぜんを組み、隠かくる夜やは目を閉じている。

　思い出される光こう景けいはただ一つ。腹の中で煮にえたぎるモノを懸けん命めいに抑おさえこみつつ、彼はその光景を頭の中で繰くり返かえし再さい生せいしていた。何度考えても、わからない。認みとめることが出来ない。認めてはいけない。ただ一つ言えるのは、あの女はやはり最高に苛いら立だたしい人間だということだ。

（人間如ごときを人間如きと言って何が悪い。奴やつらは脆弱な生き物だ。だから策さくに頼たよる。そういうことだろう。愚ぐ劣れつな──人間如き、だ）

　だが。事実は事実。

　自分は負けたのだ。

　原げん因いんは──技術？　馬ば鹿かげている。人間だけが努力するのではない。妖よう怪かいとて、より強くありたいと思うものだ。この自分も、様々な烏からす天てん狗ぐ達と切せつ磋さ琢たく磨まして真しん摯しに腕うでを磨みがいてきた。

　最もその力を認めていた仲間の顔を思い出してみる。

　虚こ風ふう。その名の通り風のような速さを持った男だった。だが奴やつは人間如きに溺おぼれ、さらなる高みを目め指ざすことを完全に放ほう棄きした。もう二度と会うこともあるまい。

　とりとめのない思し考こうを巡めぐらせているうちに、奇き妙みような霧きりが足元に忍しのび寄よってくる。ちらりと瞼まぶたを開けて、隠かくる夜やはぷんぷんと霊れい気きを放はなつその霧を観察した。

（妙みようだと思えば、霊れい山ざんだったか……どうでもいいことではあるが）

　見過ごせないのは、その霧に隠かくれて近づいてくる鋭するどい殺さつ気きのほうだった。

　棍こんを手元に引き寄せて、彼は言った。

「何用だ」

「それはこちらの台詞せりふだ、烏からす天てん狗ぐ」

　老人が立っている。そう見えるだけなのは明らかだったが。

「ここは我らの里さとだ。出て行け」

「その里の中に用がある。まだ出て行くわけにはいかん」

「儀ぎ式しきを潰つぶすつもりか」

「何のことだ？」

　本心から隠夜は聞き返したのだが、老人はそうはとらなかったようだった。殺気が膨ふくれ上あがってくる。

「まったく、休む暇ひまもない。外から帰ってくるなりよそ者の始し末まつとは……まあいい。烏天狗如き、すぐ片付けられよう」

　老人の姿すがたが、弾はじけ飛とぶようにして変へん貌ぼうする。

　隠夜は漆しつ黒こくの翼つばさをばさりと震ふるわせた。

「如ごときとはよく言ってくれるな！　鬼如きが！」

　その赤しやく銅どう色いろの巨きよ軀くに向けて、隠夜は手にした棍で猛もう然ぜんと打ちかかっていった。




　　　　　３




「あん？」

　絵え馬まは帽子のつばをくいと押し上げ、林の中を見やった。白い霧は未いまだ濃のう密みつなまま広がっており、この山の視し界かいを悪くしている。

　その霧の向こうから、微かすかな音が聞こえる。落ち葉を踏ふみ散ちらす音。何かが羽ばたく音。木々が揺ゆれる音。硬かたい物が打ち合わされる音。

　だいたい想そう像ぞうはついた。

「ほーう。何か面おも白しろそうなことやってんじゃん」

　その足は動かない。煙草たばこの煙けむりを霧と混まぜ合あわせて、絵馬は皮ひ肉にくっぽく呟つぶやいた。

「そうそう。男のコは闘たたかって強くなるのさぁ。がんばれがんばれ」

　昨日ようやく追い払ったばかりだ。しばらくはあの馬ば鹿かに関かかわるつもりはなかった。

　結けつ界かい石せきに腰こしを下ろす。

「うむ。これから何しよっかな」

　倫りん太た郎ろうに言った通り、だいたいの方ほう向こう性せいは見えている。

　あちらさんがやろうとしている大それた何かを潰つぶす。結けつ果か、冬ふゆ春はるを逃にがすことになる。そこまではいい。決めたことだ。問題は──

（あんまり曖あい昧まいなせいで、いまいち私が乗り切れないんだよな）

　苦く笑しようしながら胸きよう中ちゆうで呟つぶやく。考えても仕方のないことではあった。詳くわしい背はい景けいなぞはあちらさんに聞かない限りわかるはずがないのだし。

「そうだねぇ。アフターケアのことでも考えるか」

　残った仕事はそれしかないように思えた。その有ゆう用よう性せいはさておき。

　霧きりを搔かき分わけて山を下りてから、はたと絵え馬まは立ち止まった。

　大事なことを忘れていた。自分は相手の居い場ば所しよを知らないのだ。

　解かい決けつ策さくは……誰だれかに聞く、しかない。村人たちの排はい他た的てきな視し線せんを思い出してやる気が一気に萎なえる。しかしこの村の中でおおっぴらに動くのは明日で最後なのだし、ここでさらに嫌きらわれたところでたいした意味はないだろう。

　決けつ断だんすると行動は早かった。霧の中に埋うもれていた家の一軒けんに適てき当とうに足を向ける。

　古めかしいインターホンを押おすと、どこにでもいそうな初老の主婦が玄げん関かんを開けて顔を出した。そこまで毛け嫌ぎらいしなくてもいいのに、と思うほどに素す早ばやく愛あい想そ笑わらいをひどく嫌いやそうなしかめっ面つらに入れ替えて、主婦は口を開いた。

「……何の用？」

「ちょっと道を教えてもらいたくてね。診しん療りよう所じよってどこにあるのかな？」

「こっちの道を西に曲がって適当に歩いたらあるさ。さっさと出ていきな、よそ者」

　言葉と同時、風ふう圧あつを感じるほどの勢いきおいで玄関が閉まった。もう何も言うことはない。

　言われた通りその先の道を西に曲がる。アバウトな道みち案あん内ないにも負けず一軒一軒の家を確認していったところ（軒のき先さきでバケツの水を引ひっ掛かけられそうになったりもしたが）、何軒目かで目的地に辿たどり着つくことが出で来きた。表ひよう札さつを見るまでもなく、一いつ瞬しゆんでそれはわかった。

　木造の一いつ軒けん家や。その前には何故なぜか十人ほどの村人が集まっていた。そして何事か騒さわいでいる彼らを押おし留とどめるようにあの眼鏡めがねの医者が玄関の前に立っている。

（何か非ひ常じよう事じ態たいか？）

　絵馬はそばにあった植うえこみの陰かげにそっと身体を滑すべりこませる。そのまま耳を済すましていると、村人と高たか倉くらの声が聞こえてきた。

「先生！　本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「旦だん那な様が、ああ、旦那様が。お身体がよろしくないのは知っとったが、散さん歩ぽ中ちゆうに倒たおれられるなど今までになかったことじゃて」

「大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫ですから！　皆さん心配せずに、どうかお引き取りください」

「しかしな……」

「皆さんがここで騒さわいでいると、旦だん那な様がゆっくり休むのを邪じや魔ますることになりますよ。あとは僕に任まかせてください。断だん言げんしますが、問題はまったくありません」

　高たか倉くらがいつもの冷れい静せいな調ちよう子しで、しかし僅わずかに強い口く調ちようで言うと、村人達は揃そろって顔を見合わせた。

「そう言われると……」

「まぁ、それはそうかもな」

「大丈夫だってんなら、あとは先生に任せたほうがいいか」

「だな。先生の邪魔をするわけにもいかんし」

　興こう奮ふんが収おさまった者から順に、一人、また一人と村人達がその場を離はなれていく。中には高倉の手を摑つかんで何事か懇こん願がんするものもいた。高倉は穏おだやかな笑えみで頷うなずいているだけだった。

　全ての村人が診しん療りよう所じよの前から消えると、高倉は大きな嘆たん息そくを一つ。すぐにその姿すがたは建たて物ものの中に消える。

　絵え馬まはそっと植うえこみから顔を出して辺あたりを窺うかがった。

（……行くしかないっしょ！）

　考えようによってはこれは好こう都つ合ごうだった。二度とない機き会かいかもしれない。基本的に清せい欧おうは常つねに北ほう条じようが護ご衛えいしているようだったが、今はその気け配はいはない。

　玄げん関かんには『高倉診療所』と書かれた木の表ひよう札さつが下がっていた。音をたてないようにそっと引き戸を開ける。中に入ると広い土ど間まがあり、その先には椅い子すが何脚きやくか置かれている待まち合あい室しつらしき空間がある。田舎いなか臭くさくはあるが清せい潔けつに保たもたれているその場所からは壁かべの木目だけが絵馬に虚うつろな視し線せんを注そそいでいた。背せ筋すじがむず痒かゆくなるような、嗅かいでいるだけで逆ぎやくにどこかが悪くなりそうな消しよう毒どく薬やくの臭においが漂ただよう空間に、絵馬は土足のままで乗りこむ。

　窓がないせいか、待合室の奥にある廊ろう下かは薄うす暗ぐらい。その突き当たりにはくすんだ金きん属ぞくのノブが付いた木製のドアがあり、そこからぼそぼそと声が漏もれていた。耳を押し当てる。

「気分はどうですか？」

「大丈夫だ……儂わしはどうなったのだ？」

「いつもの発ほつ作さが起きたようですね。診療所の近くだったので、倒たおれたのを見つけた村の人がここに運んできたんですよ」

「そうか……」

　高倉と清欧。やはり、倒れた清欧がここに運びこまれたということらしい。

　しばし間まを置いて、高倉が言った。

「やはり、僕としては──どこかの病院で精せい密みつな検けん査さを受けることを勧すすめますが。ここでは設せつ備びも足たりませんし、僕の専門外のことですから」

「出で来きるわけがあるまい。外の奴やつ等らに身体を調べさせるなど。実験動物のような扱あつかいをされるのが落ちだ」

「そうかもしれませんけどね。回かい復ふくが人よりも早い方、病気の進行が他の人とは違う方。旦だん那な様だけでなく、この村には外の人と違う身体の方が一いつ杯ぱいいますから。でも、ずっとこのままというわけにもいかないでしょう？　このままではいつ」

「構かまわん」

　重く低い声で、清せい欧おうは高たか倉くらの言葉を遮さえぎった。

「構わんのだ。あと少し、あと少し持てばそれでいい」

「……そうですか。結けつ局きよくは個人の自由ですから、強く言うことはしませんが」

　呼吸音。ペンが走る軽々しい音。消しよう毒どく薬やくの臭におい。

　次に口を開いたのは清欧だった。

「忘れていたが。貴き様さまに言うことがあった」

「なんですか？」

「冬ふゆ春はるのことだ。どうして許きよ可かした？」

「ああ」

　と、高倉が微かすかに喉のどを震ふるわせるのが聞こえた。

「お怒いかりはわかりますが……勘かん弁べんしていただけませんかね。泣きそうな顔でお願いされて、仕方がなかったんですよ」

「今さら何を甘あまいことを。守しゆ銭せん奴どか偽ぎ善ぜん者しやか、自分の立場をはっきりさせてはどうだ」

「同じことですよ。医者の意味は守銭奴の偽善者ですから」

　一いつ瞬しゆんの間まを置いて、どちらかが鼻で笑った。二人ともだったのかもしれない。

　椅い子すかベッドか、とにかく何かが軋きしむ音。

「まぁいい。今回だけは大目に見よう」

「それはどうも。もう大だい丈じよう夫ぶですか？」

「無む論ろんだ。一いち応おう聞いておくが、明日の夜からは──わかっているな？」

「毎年のことですから、わかっていますよ。外には出ません」

「ふん」

　清欧が出てくる。限げん界かいか。

　右手側の廊ろう下かの奥。チェックしておいたトイレの中に、絵え馬まはそっと潜もぐりこむ。

　そもそもこの診しん療りよう所じよは民家を改かい造ぞうしたものらしく、当然トイレは男性用女性用と分かれているものではなかった。清欧が突然の尿によう意いに襲おそわれでもすれば、窓から脱だつ出しゆつ大作戦を決けつ行こうしなくてはならないところだったが……

　診しん察さつ室しつから出てきた老人の気け配はいはあっさりと玄げん関かんのほうに消えていった。

　念ねんのため、窓を半開きにして待たい機きしていた絵え馬まが息を吐いた。

「ふう……」

　清せい欧おうの身体は思ったより悪そうだったが、それに対してはご愁しゆう傷しよう様さまと思うだけだ。

　唯ゆい一いつの収しゆう穫かくは二人の腹はら黒ぐろそうな会話が聞けたことだ。自分がなんとなく想そう像ぞうしていたことは正しかったように思われる。

　思われる、だけだ。やはり確実性を上げるには直じかに会って確かめなくてはならない。

（多た少しよう、やる気が湧わいてきたぞ）

　待まち合あい室しつに戻り、遅おそまきながら靴くつを脱ぬいでスリッパに履はき替かえる。わざと音をたてながら板張りの廊ろう下かを歩いて診しん察さつ室しつに向かうと、ドアの前に立っただけで声がかかった。

「はい、どうぞ……？」

「ういーす」

　無ぶ遠えん慮りよにその部へ屋やの中に入っていくと、机に座すわってカルテと向かいあっていた高たか倉くらが厳きびしく眉まゆ根ねを寄せて言ってきた。

「ここは患かん者じやさんの来るところだ。用のない人は出て行ってもらいたい」

「用ならあるよ。聞いときたいことがあってね」

「何が聞きたいんだ。僕は話をするのが仕事じゃない。患者を診みるのが仕事だ」

　高倉は苛いら立だたしげにそう言って、再ふたたびカルテに向き直る。

「へー。やっぱりセイギのために人助けする立りつ派ぱなお医者さんは違うねぇ。じゃあ私も患者になればいいんだろ？　ああ大変だ、気になることがあって夜も眠ねむれない。このままじゃ心を病やんでしまいそうだ。てことで、心の病やまいに悩なやむこの私を簡かん単たんなお話で助けてくれることもしないのかな？」

「ふざけるな」

「怒おこるなよ。聞きたいことは一つだけだよ。イエスかノーかだけで答えられる。あんたがそれで済すませられれば、だけど」

　しつこく絵馬が食い下がると、高倉は椅い子すを回転させて彼女に向き直り、眼鏡めがねをくいと押し上げて言った。

「──五分だ。それ以上になると、僕は仕事を邪じや魔まされた苦く情じようを神楽かぐらの旦だん那なさんのところに報ほう告こくしなくてはいけない」

「充じゆう分ぶん」

　にやりと唇くちびるを歪ゆがませて、絵馬は患者用の丸椅子に腰こし掛かけた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞こう。冬ふゆ春はるちゃんは本当に病気なのかな？」

「何を当たり前なことを。病気に決まっている」

「当たり前ねぇ。あの子はぴんぴんしてるじゃないか。どうにも身体が弱そうには見えない──見えるとしたら、それは長い間家の中に閉じこめられてたせいで身体が弱くなったってことだと思うよ」

　高たか倉くらは指先でこつこつと机を叩たたいている。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみはあくまでも鋭するどく、無ぶ礼れいな女を真ま正しよう面めんから射い抜ぬいていた。

「僕が噓うそをついてると言いたいのか？」

　はっはっは、と絵え馬まは乾かわいた笑い声を発した。

「いいや。そんな生なま易やさしいモンじゃないね。あの旦だん那な様、メイド、あんた、そしてこの村の者全員で──あの子を病気に仕立て上げているんじゃないかって、私はそう言ってるんだ」

「くだらない。そんなことをして、僕に何の得とくがある？」

「あんた以外はさておき……あんたの得ってのは、一個しか思おもい浮うかばないね」

　絵馬は人差し指と親指で輪わを作り、

「カネ。貰もらってるだろ？」

「……」

「いやあ、大変だねぇ。外で遊びたいさかりの女の子をなだめすかして、『君は病気なんだよ』と騙だます。無意味な診しん察さつとかもしてあの子が疑問に思わないようにしないといけない。そりゃカネ貰わないとやってられないわな」

　意い地じの悪い笑えみを浮かべる絵馬に、高倉はもう我が慢まんがならないというように声を荒あらげた。

「不ふ愉ゆ快かいだ。君のような不愉快な人間は見たことがない！　出ていってくれ！」

「うわい、怒おこられちったい。別に非ひ難なんしてるわけでもないのに。私はただ知的好こう奇き心しんを満たしたかっただけだぞ」

　絵馬は立ち上がった。高倉はその顔を見ようともせず、くるりと机に向かう。

「五分も経たってないと思うけど、もういいや。だいたいわかったし。あんたさ、根が正しよう直じき者ものなんだねぇ。真面目まじめな顔をしてる奴やつほど心の中は読みやすい……これ常じよう識しきだよ。覚おぼえときな」

　返事はなかった。絵馬もそれ以上の言葉は発しなかった。診しん察さつ室しつを出て行く。遠えん慮りよをする必ひつ要ようもなかったので、待まち合あい室しつの途と中ちゆうから煙草たばこに火を点つけて歩いた。

　金を貰って少女を騙す腐くさった医者。それを依い頼らいしたであろう腐った父親。

　理由はわからないが、腐っている。誰だれも彼もが腐っている。だがそれは薄うす々うすは感づいていたことだ。今さら改あらためて確認すべきことでもない。誰がどんな役割を持っているか、さらにどうでもよくなったとは言えるのかもしれないが。

（いずれにしろ、アフターケアの心配はいらないらしいな）

　当初の目的であるそれは確認出で来きたようだった。病気の人間を逃にがすよりは、健康体の人間を逃がしたほうが楽なのは間ま違ちがいないのだから。

　あとはただ、待つだけだ。

　彼女が『その気』になるのを。




　　　　　４




　高い塀へいに囲かこまれたこの屋や敷しきとて、意い思しあるかのように広がり続ける霧きりからは逃のがれられない。

　そのミルク色の庭の中を、音もたてずに黒い猫ねこが進んでいく。行くべき場所は決まっているのか、その歩みに迷まよいはなかった。だが不ふ意いに、黒猫は何かがおかしいと立ち止まって耳をそばだてる。すると──

　白い霧の中から人間の腕うでがにゅっと伸びてきて、その小さな身体をがっしりと捕つかまえた。

「うわにゃっ！」

　メイド姿すがたの少女がぼんやりとした瞳ひとみで猫を見つめる。じっと。一いつ瞬しゆんたりとも視し線せんを離はなさず、彼女は恐きよう怖ふで身を縮ちぢこまらせている黒猫を眺ながめ続つづけた。

「に？」

　もう片方の手に持っていた竹たけ箒ぼうきがぱたりと地面に倒たおれた。天あま宮みやはそのまま、意い志しのない目で、表情のない顔で、ぎゅっと──黒猫を胸むねに抱だきしめた。そしてようやく、黒猫の耳に止まらない呟つぶやきが聞こえる。

「──無意味。みんな、無意味。何もない。何もしない。変わらない。無意味。無意味でないと駄だ目め。ここにいるには意味を考えては駄目。無意味。ここにしかいられない。逃にげ場ばなんてない。無意味。無意味でしかいられない。いられないもの、他には何も出で来きない。全部、全部全部全部、無意味……」

　おそらく自分でも何を言っているのかわかってはいないのだろう。異い常じような呟き。口の中だけの、誰だれにも聞こえない叫び。虚うつろな瞳ひとみにふさわしい虚ろな言葉に黒猫の体たい毛もうが逆さか立だつ。

　彼女を取とり巻まく全てに実じつ態たいのない空くう虚きよが満ちていた。ただ一つの真実──

　助けを求める子供のように、黒猫をぎゅっと抱きしめる力だけを除のぞいて。

　その真実と無意味の羅ら列れつは、当とう惑わくしたように彼女を見上げる小さな生物をいつまでも捕とらえて離さなかった。

「無意味だもの。私には、どうすることも」

「……天宮さん？」

　はっ、と呟きが止まった。

　窓から怪け訝げんそうな顔を向け、冬ふゆ春はるは素す直なおに問いかける。

「どうしたの？　そんなところで」

「別に、何も。お嬢じよう様、あまり窓を開けられてはお身体に障さわりますよ」

　一いつ瞬しゆんにして、天宮はいつもの冷れい静せい沈ちん着ちやくなメイドへと戻っていた。

「ごめんなさい。でも天宮さんがしゃがみこんでるから、ひょっとして気分でも悪いのかもって……ああああっ！」

　絶ぜつ叫きようする冬ふゆ春はる。

「クロっ！　来ないと思ってたら、天あま宮みやさんがっ……あ」

　慌あわてて口を押おさえる彼女の視し線せんを受け、天宮はまだ抱だきしめたままだった黒くろ猫ねこを見下ろした。そう言えばなんで自分はこんなものを抱いているのだろう、とでも言うかのようにこくんと小首を傾かしげる。

「……クロ？」

「えーっと、その、あのね？　あー」

　しばらく口をもごもごとさせたあと、彼女は上うわ目め遣づかいに言った。

「天宮さん……今、その子抱いてるよね」

「……みたいですね」

「お仕事中、だよね」

「……おそらく」

「じゃあさ。それはつまり、お仕事サボってその子と遊んでたってこと……だよねっ？」

「……かも、しれません」

「だからその、なんて言うか、取り引き？　じゃないけど、お父様には言わないでいてあげるから、うーでもなんか卑ひ怯きよう」

　何やら葛かつ藤とうしているように頭をふるふると振っている冬春を見て、天宮はようやく彼女の言わんとしていることを悟さとった。おもむろに冬春に近づき、窓まど越ごしに黒猫を差し出す。

「……少しだけですよ」

「わ、やった！　共犯だよ天宮さんっ？　二人だけの秘ひ密みつ！」

　天宮の表情は動かなかった。

　今さら、無意味。全てが無意味だ。全ての根こん底ていを覆くつがえしうる事実に対たい面めんしてすらも、自分はただ諦てい念ねんと共に流されることを選せん択たくした。胸むねの奥に残る些さ細さいな疼うずきなど──それに比くらべれば塵ちり芥あくたに等しい。

　もう一度。

　思う。強く思う。

　今さら。無意味。

　感情も。感かん慨がいも。後こう悔かいも。諦てい念ねんも。理り念ねんも。主義も。過去も。悔かい恨こんも。差さ別べつも。排はい他たも。脆ぜい弱じやくさも。誇ほこりも。過あやまちも。運命も。意い図とも。根こん源げんも。終しゆう焉えんも。嫌けん悪おも。苦く痛つうも。蝕むしばみも。腐ふ敗はいも。悪意も。反はん抗こうも。解かい放ほうも。閉へい塞そくも。最善も。最悪も。真実も。欺ぎ瞞まんも。希望も。願いも。祈りも。他人も。自分も。

　断だんじていく。全ての無意味を再さい確かく認にんする。かつてないほどに。そのせいか。

　気付いてしまった。天宮灰はい理りは、生まれて初めて気付いてしまった。

　自分も。つまり。

「こうやって、私が無意味と思っていることすらも……？」

　その呟つぶやきはもう誰だれにも聞こえなかった。

　天あま宮みやの視し線せんの先では──黒くろ猫ねこと鼻を突きあわせるようにして、何も知らない少女が、笑っていた。

　幸せそうに。
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　牛。豚ぶた。鶏にわとり。どこかで聞きき覚おぼえのある単語の並ならび。

　テーブルに並んだ数々の料理を見て、絵え馬まはむっ、とうめいた。

（まさかこのために、じゃないよねぇ、やっぱり。前々日の真夜中から仕込み開始ってわけでもあるまいし。ああ、犠ぎ牲せい者しやたちよ安らかに──）

　ひょっとしたら何かの呪じゆ術じゆつに使われたものかもしれないし、それ以前にあんな気き味みの悪い光こう景けいは忘れられるはずもない。食欲が増ます理由は何もない。

「いただきます」

　しかし絵馬にとっては食欲が減へる理由もなかった。身体が命じるままに鶏とり足あしに食らいつき、豚肉を胃にぶちこみ、ステーキを口の中で細かく分ぶん断だんする。

　隣となりの倫りん太た郎ろうが呆あきれたように言った。

「よく食べるね、客のくせに」

「うむ。何か知らんが、今日の祭まつりは最高だ」

　昨日と同じく、テーブルを挟はさんだ向かいにいる冬ふゆ春はるがころころと笑った。

「私も、一番好き……かな？　彩さい味みの日は珍めずらしいお料理とかが多いから」

「冬春。今日は料理がメインなのではないぞ。彩味とは我々が命を奪うばった牛や豚に感かん謝しやして、その有あり難がたみを忘れぬよう──」

「わかってるわよ、お父様」

　清せい欧おうは普ふ段だんと全く同じような様よう子すだった。倒たおれて何が変わったということもない。それを知らされていないのか、冬春もごく自然な態たい度どを見せている。裏うら側がわに何が隠かくれているのかはともかく、見た目だけで言えばそれはやはり平へい穏おんな食事風ふう景けいだった。

「明日だよね。倫太郎君」

「うん……」

「そのときは絶ぜつ対たい、お見送りさせてね？　お父様、いいでしょう？」

　老人はその言葉に渋しぶい表情を返した。

「しかし」

「お願い、ちょっとだけ！　ちょっとだけでいいから！」

「……仕方ないな」

「やったっ」

　そうして冬ふゆ春はるは食事を続ける。やがて胃が限げん界かいに近づいたのか、ビーフシチューの皿を手元に引き寄せたところで彼女は僅わずかに嘆たん息そくした。スプーンで皿の中身をぐるぐる搔かき回まわす。

「あー。ちょっと、お腹なかいっぱいかな」

「冬春。そのシチューを少しでも食べたか？」

　ちらり、と清せい欧おうが自分の娘の顔を眺ながめて言う。冬春が首を横に振ると、清欧は重々しく続けた。

「折せつ角かく用意されているのだ。一口でもいいから食べなければ、牛に申もうし訳わけが立たないだろう。勿もち論ろん、全部食べるに越こしたことはないが」

「うん……じゃ、もう少し頑がん張ばるね」

　シチューを口に運ぶ冬春。もぐもぐと咀そ嚼しやくしたあと、彼女は可か愛わいく小首を傾かしげた。

「ん？　どうしたんだい、冬春ちゃん？」

「え、ううん？　いつもと違うお肉なのかな。なんか味が」

　絵え馬まも自分のシチューをすくってみる。いつもと違う。それはそうだろう。スーパーの特売品かつ賞しよう味み期き限げんが危き険けんなくらい過ぎ去ってるヤツとは雲うん泥でいの差だ。倫りん太た郎ろうめ、たまにはこれくらい奮ふん発ぱつすればいいものを。
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「……今、何か僕に理り不ふ尽じんな不満ぶつけたでしょ」

「うおっ。これがテレパシーってやつかっ」

「絶ぜつ対たい違う」

　冬ふゆ春はるがこちらを見てくすくすと息を漏もらしている。清せい欧おうは黙だまって食事を進めている。

　その光こう景けいを、天あま宮みやがじっと見つめていた。

「ん？」

　絵え馬まの視し線せんに気付くと、彼女はすぐに目を逸そらした。それきり顔を上げようとはしない。

　不自然だと思った。

　巨きよ大だいなサイコロステーキを口に放ほうりこみながら──絵馬はそれからしばらく、その視線の意味について考え続けた。

　当然、答えは出なかった。




「うーいっ、と。あがったよ」

「おっさんくさいなあ。て言うか、前を締しめるっ！」

「うるさいねぇ。今日は一いつ緒しよにお風ふ呂ろ、勘かん弁べんしてあげてるのに」

「それが普ふ通つうなのっ」

　あまりに倫りん太た郎ろうがわめくので、仕方なくバスローブの前を結ぶ。倫太郎はまだ何かぶつぶつと呟つぶやきながら浴よく室しつへと入っていった。相あい変かわらず可か愛わいい奴やつめ、とか思いながらその後うしろ姿すがたを目で追っていると、部へ屋やのドアの下に一枚の紙切れが落ちているのに気付いた。どうやらこちらの気付かない間にドアの下の隙すき間まから差しこまれたものらしい。

「なんだこりゃ」

　拾い上げて目を通してみる。なんでもない紙に、くせのない綺き麗れいな字が並ならんでいた。

『詐忌は贄にえを忌いむべき者と仮か定ていし、贄たる資し格かくを刻こく印いんする儀ぎ式しき。知りたければ厨ちゆう房ぼうを探さぐれ』

　絵馬の目がぎらりと光る。パズルのピースが何カ所か、嵌はまった。

　最大の鍵かぎと、最大の戦せん慄りつと、最大の確信。

（やはり儀式、か。で、初めのこれは何て読むんだ？　……さき？　いや）

　違う。瞬しゆん時じに閃ひらめく。

（詐さい忌み、か──今日の祭まつりと同じ読み。彩さい味みと詐忌。偶ぐう然ぜんじゃない。てことは）

　音おと合あわせによる呪じゆ式しきは古こ来らいより使われてきた手しゆ法ほうだ。同じ音により本来の意味が隠いん蔽ぺいされ、しかし誰もが公然とその名を口にすることによって呪じゆの存そん在ざい感かんが高まるという──つまりそれは、公おおやけには出で来きない呪の効こう果かを高めるにはうってつけの方法であった。

　ズボンのポケットを探り、以前冬春に書いてもらった祭りのメモを引っ張り出す。

　穂ほ村むら舞まい。神かん凪なぎ。御お風かぜ呼よび。水みず断たち。彩さい味み。月つく読よみ。季き戻もどし。

　自分の考えが正しければ、この祭りの名めい称しようそれぞれに隠かくされた意味があるはずだ。

　考える。

　一つはすぐ頭に浮うかんだ。同時に、自分がそのとき……二日目の朝に感じたことを思い出す。今にして思えば、その響ひびきに聞きき覚おぼえがあったからこそ自分はこう感じたのだ。

　神かん凪なぎ。それは──

（無む理り矢や理り言葉を作ったような）

　やはり勘かんは大事だな、と絵え馬まは苦く笑しようする。

「ようなも何も、実じつ際さいその通りだったってわけか」

　つまり、冬ふゆ春はるに教えてもらった祭まつりの名前は真の意味を隠かくすために強ごう引いんに作られた後あと付づけのものだということになる。しかしこの村で表面上行われている祭りはその偽にせの名前に沿そっているものだから──

　結けつ論ろん。

　表だって行われている祭りには、まったく意味がない。

　無む視ししても構かまわない。その祭り、そして祭りの偽ぎ名めいに隠されている真の意味こそ理り解かいする必ひつ要ようがあるものだった。

　真の意味。今のところ先の神凪だけはわかっている。状じよう況きよう証しよう拠こがあるからだ。

　何の意味があるのかわからなかった事こと柄がらの一つが、ようやく意味を持った。そのことについては満足し、絵え馬まはそれ以外の祭りについて思考を巡めぐらせる。

「ふむー」

　何かが思おもい浮うかびそうで、しかしはっきりとした形にはならない。もどかしい。

　ちらり、と浴よく室しつのほうを見やる。倫りん太た郎ろうはまだ出てこない。

　絵馬は手にした紙に改あらためて視し線せんを落とした。冬春のノートの切きれ端はしではなく、つい先せん刻こく発見した謎なぞの書き置き。全部の祭りについて考えるのはひとまず措おいておくとして、さしあたっての問題は目の前にあるコレだ。

　誰だれがこれを書いたか知らないが──わざわざ部品をくれるとは。善ぜん意いからだとすれば未いまだ姿すがたの見えぬ依い頼らい人にんの手助けなのだろうし、悪あく意いからだとすれば……間ま違ちがいない。罠わなだ。

　どちらが正解なのかを現時点で判はん断だんすることは不ふ可か能のうだったが、それとは別に何故なぜか妙みような胸むな騒さわぎがした。

　浴室からの水音を聞きながらテーブルに歩み寄り、絵馬は灰はい皿ざらの上でその紙を焼いた。

　それから自然に倫太郎をからかって過ごし、十時頃ごろになってベッドの中に入る。一時間ほど経たって倫太郎の寝ね息いきが規き則そく正しくなり、彼女はベッドから起き上がった。ズボンとシャツだけを身に着けて部へ屋やから出る。

　暗あん黒こくの廊ろう下かには何の気け配はいもない。ゆっくりと階段を下り、食堂の隣となりにあったそれらしき場所で立ち止まる。ドアには鍵かぎがかかっていた。

　善意にしろ悪意にしろ鍵くらい開けておけ。

　胸きよう中ちゆうで文もん句くを言いつつ、絵え馬まはポケットから取り出した針金で鍵かぎ穴あなを攻こう撃げきした。五分ほどで鍵が開く。中は当然のように真まっ暗くら闇やみだった。暗さに目が慣なれてくると、大きなテーブルに流し、食器類が整然と詰つめこまれた棚たななどの姿すがたが浮うかび上あがってくる。誰だれもいないし、特に不ふ穏おんな気け配はいもない。

　探さぐれと言われた以上、これで終わりには出で来きなかった。ごそごそと戸棚に手を突っこみ冷蔵庫を開ける。

　なんとわかりやすい。冷蔵庫を開けた瞬しゆん間かんに、それはわかった。

　反はん射しや的てきに身を退ひく。倫りん太た郎ろうを連つれてこなくて正解だったと思う。

　そして、久ひさ方かたぶりの怒りに身を震ふるわせながら、絵馬は呟つぶやいた。

「やってくれるじゃないか……私を本気にさせたいってわけか？」

　そこでは。

　今夜の食事に使われたものの余あまりであろう──




　ラップに包つつまれた、人間の手足が冷やされていた。




　絵馬は牛肉とそうでないものの区別がつかないほど味あじ音おん痴ちではない。倫太郎もだ。

　ならばこれは誰のために用意されていたものなのか。誰が、食べたのか──

（あらゆる体たい系けいで忌き避ひされる同種食いによって、無む理り矢や理りに呪じゆへの親しん和わ性せいを高めて……儀ぎ式しきの贄にえにする。ふん、そこまでやるとはね──）

　醜しゆう悪あくなパズルの醜悪なピースが、また一つ。

「やれやれ……手て加か減げんの必ひつ要ようはなくなったみたいだ」

　全体図は見えない。どんな絵が描えがかれているのかはわからない。

　だがそんなことはもはや関係なかった。

　彼女の仕事はそのパズルを壊こわし、ピースを持って逃にげることなのだから。
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　目め覚ざめる。そしてまず、思う。

　あと一日。あと一日で、全てが終わる。

　脆ぜい弱じやくな自分の眼がん前ぜんで終わる。

　確かに自分は弱いのだろう。その弱さに導みちびかれてここまで来てしまったのも事実だ。だが……もしも強ければ、もしも今の自分よりも賢さかしければと考えるのは無む益えきな仮か定ていに過ぎない。今現在の自分という存そん在ざいすら、自分は把は握あくしきれてはいないのだろうから。

　日々、刻こく一いつ刻こくと変わっていく自分。その全てを把握しているものは──

　この、毎朝目覚めるたびに変わる自分という存在の正体を全て把握しているものはいるのだろうか──？




　今朝の、自分という存在について確認する。

　自分は脆弱である。全てを無意味と断だん定ていし、流れに身を任まかせて生きてきた。弱さの証あかし。

　自分は貪どん欲よくである。その無意味を、貪欲に維い持じしてきた。

　自分は愚ぐ者しやである。少なくともこの世界に賢けん者じやはいない。

　自分の両親は既すでにない。自分はその役割を受うけ継ついだ。一つの余よ計けいな役割を加えて。

　目覚め。終しゆう焉えんが近づくというただ一点においてそれは心地ここち良よく、それ以外の全てにおいては苦く痛つうだった。

　弱さ。貪欲。愚おろか。両親。目覚め……

　自分ではない「自分」には、あるいは全く違う意味を持つかもしれない言葉の羅ら列れつ。

　この確認すらも、一いつ瞬しゆん後のちには無意味になっているのかもしれなかった。それほどまでにこの自分という存在を形作るものはあやふやで曖あい昧まいで、変化に対する耐たい性せいを持たない。

　彼女は虚うつろに認みとめた。確かに、今まさに自分は変わりつつある。

　だが変わらない部分がないというわけではなかった。そのうちの一つを、何の気もなく胸きよう中ちゆうで呟つぶやいてみる。やはり意味のない、内面とは全く無関係な表面上の記号、だから外からは誰だれかが変わっていくことに気付かないのだろうか、とふと思った。

　変わらない、自分の名前。

　天宮灰理。
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　朝食後、絵え馬まは最後の結けつ界かいの強化を手早く終わらせた。すぐさま誰かが現れて「さあ出ていけすぐ出ていけ」と言われるかと思っていたがそんなことはなく、結けつ界かい石せきの周しゆう辺へんは孤こ独どくな沈ちん黙もくに満ちたままだ。

　あちらさんの事じ情じようが変わったのか単なる人手不足かはともかく、好こう都つ合ごうではあった。今のうちにやっておきたいことがある。どうせ倫りん太た郎ろうに説明はしなくてはならないのだし、そのついでに頭の体たい操そうをしたところで誰だれに迷めい惑わくがかかるわけでもない。

　絵え馬まは寄り道をせずに速そつ攻こうで帰き還かんし、部へ屋やで待っていた倫太郎に向けて開かい口こう一いち番ばんに言った。

「倫太郎よ。ちと言葉遊びでもしないか？」

「言葉遊び？」

「そう。とんでもなく悪あく質しつな言葉遊びだけどね」

　冬ふゆ春はるのノートの切きれ端はしをポケットから取り出し、テーブルの上に置く。そして絵馬はペンでその紙の上に何事かを書き加えた。

　倫太郎はその文字を見、続いて絵馬の顔を見上げた。

「これって」

　絵馬はにやりと唇くちびるの片側だけを吊つり上あげる。

「あからさまに排はい他た的てきな村人の雰ふん囲い気き。目に見えるほど結けつ集しゆうした地ち霊れい。やけに重じゆう要ようそうな結界。原げん因いんはだいたいわかったよ。問題はここの祭まつりだ」

「祭り……あの、凧たこ飛ばしたり水飲まなかったりするのが？」

「ああ、違う違う。それは本当の意味を隠かくすためのカモフラージュだ。それ自体は毎年やっている、なんでもないことなんだろう。今年だけ、奴やつらは祭りと平行して、とんでもない『儀ぎ式しき』をしてるのさ。例を挙あげると、こんな感じになるな」

　絵馬の指が、書かれた文字を指し示す。冬春が書いた、二日目、神かん凪なぎという文字。そこから伸びた矢印の先に、こう書いてあった。

《巫かんなぎ》と。




「音を合わせてるんだ。おそらくは、七日間の祭り全てに裏うらの言葉があって──能のう動どう的てき、受じゆ動どう的てきな儀式の意味が隠されている」

「巫って、巫女みこさんのことだよね？」

「そう。二日目に何があったか。一番の目立ったこと……覚おぼえてるか？　どこかから何かが漏もれてきて、天宮ちゃんの妖怪の匂い、妖気が濃くなった。つまり──漏れてきた力を手に入れた結けつ果か、あの子が巫女になったんだと私は思うね」

「天あま宮みやさんが？　何の？　あ」

　倫太郎は慌あわてて口を押さえた。ドアのほうを恐おそる恐る見やる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、今のとこ気け配はいはないから。まだちっとお仕事でも残ってるんだろ。何のための巫女、なんていうことはわからないね。それをこれから考えていこうってことじゃないか。今までにどんな儀ぎ式しきが行われて、何が起こったのか。それがわかればひょっとしたらこれから起きることも予よ側そく出で来きるかもしれない」

「へー……よく気付いたね。て言うか、根こん拠きよは？」

「根拠？　あー、それは、だな」

　敵てきか味み方かたかもわからない誰だれかに教えてもらった。などとは自信たっぷりに説明してしまった今となっては言いづらく、かてて加えてそれを説明するとあの猟りよう奇き的てき冷蔵庫についても話をせざるを得えなくなる。絵え馬まは良りよう識しき的てきな保ほ護ご者しやを自じ認にんしているわけではなかったが、だからと言って必ひつ要よう以上に教育上不ふ適てき切せつな表現を羅ら列れつして子供に吐はき気けを催もよおさせるような趣しゆ味みもなかった。ちょっとエロい言動で少年をからかう趣味はあったが。

「それは……勘かんだ！」

　結けつ局きよく、力強く言い切って誤ご魔ま化かすことに決めた。

「は？」

「そう、勘によりこれもわかった。例その二、追つい加かな」

　彩さい味みの部分から矢印を引いて、詐さい忌みの文字を書き加える。

「何これ。意味は？」

「忌いむべきものだと詐さ称しようする。つまり──生いけ贄にえに生贄の資し格かくを強ごう引いんに与える、てことだ。詳くわしい内容はちと理由があって秘ひ密みつだが、この儀式の意味は間ま違ちがいないと思う」

　倫りん太た郎ろうはその詳しよう細さいに関する疑問よりも、やはりそのショッキングな単語への驚きよう愕がくを強く感じたようだった。

「生贄っ？　まさか」

「想そう像ぞう通りだ──冬ふゆ春はるちゃんだよ」

　素すっ頓とん狂きような声で聞き返す倫太郎に、絵馬は表情を変えずに答えた。

　それだけは確信がある。

　そのために、だ。そのためだけに、彼女は病気ということにされて、生まれてからずっとあの家の中に閉じこめられていたのだ。万が一にも逃にげられないように。それを見かねた誰かが『逃がせ』と言ってきたのが、今回の依い頼らい。そういうことだ。

「で、でも。あの子、村長の娘でしょ？　そんなこと──」

「忘れたのかい？　あの子は『人間』だ。どこかから攫さらわれてきた赤の他人でも私は驚おどろかないね。もしも冬春ちゃんが、何かのはずみで妖よう怪かいの血が消え去ってしまってるだけの、ダンナサマの本当の娘だとしたら──それはあの腐くされ父親が狂くるってるっていうだけだ。そうするだけの理由があるのかもしれないが、知ったことじゃない」

「……うん。そうだね。どっちにしても、生贄にされる前に逃がさないと」

「しかしあちらさんが何を狙ねらってやってるか、最終的に儀式がどんな形になるかはわからない。今は何も考えてないけど、これからの方針も決めないとな」

「あー。そのために祭まつりの名前を考えようってわけだね」

「それが直接的に必ひつ要ようなわけじゃないけど。ま、そういうことになるかな」

「でも同じ音の組み合わせなんていくらでもあるんじゃない？」

「確かに。それでも今までに起こった『変なこと』はたぶんその儀ぎ式しきのせいだろうから……逆ぎやくに考えていけば大体の当たりくらいつけられる可か能のう性せいはある。つーことで今までのことをまとめていくぞ」

　荷に物もつの中からまっさらの紙を探さがし出だし、同じくテーブルの上に広げる。そして二人は思い出す端はしから、その日に起こった、または気付いた奇き妙みようなことをその紙に書き付けていった。







　一日目。村人達が変な感じ。夜中に火事。皆、見て見ぬふりか。

　二日目。旦那様が火事場を眺めてた。地霊の気配が強まる。天宮の妖気が濃くなる。

　三日目。地霊がさらに強くなる。天宮が過保護にされている。深夜、家畜大虐殺。

　四日目。地霊が目に見える形に。突然冬春ちゃんと夕食。

　五日目。旦那様が倒れる。天宮が変だった。







　関係ありそうなものもなさそうなものもあるが、気付いた中で重じゆう要ようそうなものは網もう羅ら出で来きているように思えた。倫りん太た郎ろうの情じよう報ほうなどと突き合わせたりもしている。

　倫太郎が知らなかった部分を説明すると、彼はいたく感かん心しんしたように頷うなずいた。

「へー。ちゃんと仕事してたんだ」

「フフフ、その発言の裏うらにあるものを小一時間ほど問とい詰つめたいところではあるが。まぁいいや、で……これをふまえて。祭りの本当の名前、何か思いつく？」

　言えるものなら言ってみるがいい小こ僧ぞう──何故なぜかそんな感じでふんぞり返っている絵え馬まに、倫太郎はあっさりと答えた。

「うん」

「おおっ？」

「正解なんて誰だれかに聞かない限り絶ぜつ対たいわかんないんだから、結けつ局きよくインスピレーションで適てき当とうに考えるしかないでしょ。絵馬さんが言った通り、言葉遊びするくらいのつもりでさ。つまりはこういうことでしょ？」

　と──倫太郎はペンを取り、一日目の『火事』の火の部分にさらに数画かく書き入れる。

「炎ほのお。だから、一日目は炎ほむら舞まい、とか」

「ふむ。なるほど、ね」

　絵馬も大体そんな感じだろうとは思っていたのだが、こうもあっさり答えられると可か愛わいげがないというか困こまった顔がもっと見てみたいというか。

「炎ほのおを舞まわせて……つまりはわざと火事を起こして何になるかってことなんだよね……」

　目を閉じてぶつぶつと呟つぶやく倫りん太た郎ろう。本気で考えこんでいる倫太郎。

　その彼の姿すがたを見、これではまるで推すい理り小しよう説せつの女探たん偵ていとその助手みたいな光こう景けいではないか、と絵え馬まは苦く笑しようした。あらゆる材ざい料りようは目の前に用意されていたのだよ○○君。論ろん理り的てきに考えればわかることだ。謎なぞは全て解とけた。犯はん人にんはこの中にいる！

（はは。そういうのとは、まったく違うのさ）

　犯人はいない。謎も求めない。理り屈くつも重じゆう視ししない。何故なぜなら必ひつ要ようないからだ。

　自分は探偵ではなく、逃にがし屋や。全てが理り詰づめで解けると思っている賢けん者じやではなく、むしろ間ま違ちがっているかもしれない感かん性せいに従したがって動く愚ぐ者しや。最善ではないかもしれない意い志しに従って誰だれかを逃がす人間。

　今までずっとそうやって生きてきた人間が、いきなり細こまかい理屈を駆く使しして唯ゆい一いつ無む二にの正解を得えようとは虫が良すぎる。出で来きるはずがない。しかも現状においてはその百点満点の解が絶ぜつ対たいに必要だというわけでもないのだ。

　倫太郎の言葉は正しい。インスピレーション、直ちよつ感かんに従え。それが最も自分らしい。

　絵馬はあっさりと口を開き、言った。

「何にもならないんじゃないの？」

　あのとき考えたこと。あのとき感じたことを思い出す。それだけでいい。

「その次の日、旦だん那な様は何もしないでただ焼やけ跡あとを見てた。焼け跡そのものを見てたんじゃなくて、今から思えば『さあこれで上手うまくいったか』てな感じだったのかもね。んで、その日から地ち霊れいの気け配はいがだんだん強くなってくる。これを総合して判はん断だんすると、炎ほむら舞まいはそれこそが全ての儀ぎ式しきが始まる合図みたいなものじゃなかったか、て思えるね」

　煙草たばこを取り出し口に咥くわえ、ぴこぴこと揺ゆらしながら絵馬は自らの直ちよつ感かんを告つげた。

「へ、へぇ。じゃあ、三日目の御お風かぜ呼よびは？」

「お・か・ぜ・よ・び。ふーむ。ふふーむ。言葉が分けられんな。風は風のままか？　牛とか豚ぶたとかが殺されて、だ。どうなったかって言うと──いや。違うな。なんで私が気付いたのか、て話だ。まずは臭においで気付いた。村中に広がった血の臭いで気付いた。つまりは、汚された風で気付いた。汚お風かぜ呼よび、だ」

　ノってきた。ノってきたぞ──笑いの衝しよう動どうすら巻まき起おこってくる。世界は簡かん単たんだ。何も考えず、感かん覚かくで動けば、全て。

「安あん直ちよくじゃない？」

「知るかー！　他には思おもい浮うかばんわー！」

「ああ、なんか絵馬さんが突然壊こわれ気ぎ味みだっ。じゃあ、その意味は？」

「意味か！」

「そう」

「村の中を汚よごされた風で満たした。血の臭においで満たした。どうなるか──まぁ、さらに村が変な場になったってことか？　どんな儀ぎ式しきが起こっても不ふ思し議ぎではないって感じに」

「五日目の水みず断たち」

「水断──みずたち。やっぱり分けるとすれば『みず』『たち』かな。この日に起こったことは、今まで見えなかった地ち霊れいが目に見えるようになったってことで……そうか。『立たち昇のぼる』の『たち』か？　んーでも『みず』が……わかりそうでわからんな。保ほ留りゆう！」

「保留？　保留とかアリなの？」

「アリだ」

「根こん拠きよのない断だん言げんさせたら絵え馬まさんってスゴイよね。んじゃ今日の月つく読よみ」

「うむ！　それはわからん！　まだ何も起こってないからな！」

「またそんなあっさりと！　駄だ目めじゃん。ああ、最初はなんだか真面目まじめにやってたのに……結けつ局きよくこうかー」

「インスピレーションでいけと言ったのはあんただー！」

　倫りん太た郎ろうの頭をぐしゃぐしゃと思いっきり搔かき回まわして、絵馬は改あらためてテーブルの上の紙に目をやった。冬ふゆ春はるに書いてもらった祭まつりの紙と、先せん刻こく自分が書いた『今まで気付いたこと』の紙。それらを交こう互ごに見やり、先さき程ほどの推すい理り……ではない『直ちよつ感かん』に従したがって導みちびき出だしたことを頭の中で整理していく。

　一日目。穂ほ村むら舞まいは炎ほむら舞まい。儀式が始まる合図のようなもの。

　二日目。神かん凪なぎは巫かんなぎ。巫女みこが決まった。

　三日目。御お風かぜ呼よびは汚お風かぜ呼よび。村を血の臭いで満たして、儀式にふさわしい場に。

　四日目。水断……わからないが、地霊が立ち上るということか。

　五日目。彩さい味みは詐さい忌み。生いけ贄にえの資し格かくを確定させる儀式……。

「絵馬さん。こんな適てき当とうで本当にいいの？　意味あるのかな」

「意味？　ああ、祭りの名前のことに関して言えば、そんなもの──」

　絵馬は言った。

「ないに決まってる」




　そう──。

　ここで決めた祭りの名前は、あくまでも直感によって導き出した仮の『答え』だ。個々の名前、同じ読みの日本語はそれこそ無数のパターンがあり、正しい答えは問題を作った者に聞かない限りわかるはずがない。出で来きの悪い国語の試験問題のように。

「な、ないの？　じゃあ今までのって」

「勘かん違ちがいするなよ。名前そのものは、ていうことだ。私が欲しかったのはその名前から、いやそれ以前の『気付き』の段階から連れん想そうされる『儀ぎ式しきそのものの意味』なんだ。形式上考えやすくするために『気付き』を仮の名前に置おき換かえはしたけど、それがメインじゃない。水みず断たちを保ほ留りゆうしたのだって、おおよその意味が先にわかったから無む理り矢や理りに名前を考える必ひつ要ようがなくなったってだけの話だよ。つまりまぁ、今考えた名前は向むこう側がわの意い図ととか本当の正解とは違うかもしれない、私らの『気付きの象しよう徴ちよう』なわけだ」

　倫りん太た郎ろうは首を傾かしげた。

「ええ？　えーっと……よくわかんないんだけど」

「んー。結けつ局きよく、だな。今までの気付きに、一連の『儀式』ていう括くくりを与えて、その上で意味を考えた、てことだよ。ほら、わかりやすくなったろ。炎ほのおをつけて儀式が始まった。村人達は当然、見て見ぬふりだ。んで巫女みこさんが決まって、村を儀式の場にして、地ち霊れいが霧きりの形に──つまりは霊れい場じようのレベルに大地が変化して、冬ふゆ春はるちゃんの生いけ贄にえ準じゆん備び。これが今までの一連の儀式の流れってことさ」

「あー。そう言われれば」

「勿もち論ろん、これも一個一個がジャストな正答か、て言われると困こまる。ズレてる部分もあるかもしれない。でも全体的な流れは、儀式の大まかな流れはこれで摑つかめたはずだ」

「なるほど。今までの流れがわかったから……」

「そう。『これからの流れ』が初めて予よ測そく出で来きる。月つく読よみ。季き戻もどし。今度はこの名前の真の意味を推すい測そくしてから、流れに沿そってこれから起こることを考えるっていう逆ぎやくの作さ業ぎようを行うんだ」

　絵え馬まは咥くわえていた煙草たばこにようやく火を点つけ、煙けむりを燻くゆらせながら静かに瞳ひとみを細めた。

　真の問題はここからだ。最も必要なのは、これから──最終的に何が起こるのか、の一点に尽つきる。それこそが冬春を生贄にしてまで行おうとしている敵てきの目的なのだろうから。

（いいか、よく考えろ私。儀式が始まって、何かの役割を果たす巫女が決まって、儀式の場になった村全体の霊気が形を取るくらいに強まって、生贄が用意されたんだぞ。凄すさまじく大げさで大それたこの舞ぶ台たいで、今までと同じような論ろん理りで、さぁこれから一体何が起こる？）

　残っているのは二つ。月読。季戻し。当然のことながら、よりクリティカルなのは季戻しのほうだ。最後に行われる儀式。月読については僅わずかに考えただけで諦あきらめ、絵馬は季戻しという言葉をしきりに頭の中で反はん芻すうした。

　理由──予よ感かんの欠片かけらのようなものがある。材料があるような気がする。

（なんだ？　季戻し。キモドシ。思い出せ……私は、何処かで何かを聞かなかったか？）

　そのときは意い識しきしていなかったようなこと。

　なんでもないことだと思いこんでいたようなこと。

　同音の魔ま術じゆつに取りこまれ、触ふれたはいいが全く気付かなかったようなこと。

（思い出せ。なんだ）

　記き憶おくを探さぐるというよりは、念ねんじる。自分を信じて、念じる。覚おぼえているはずだ。

　浮うかび上あがれ。

（戻しって言葉が）

　次し第だいに。次第に、必ひつ要ような力が自分の内部より湧わき出でてきた。掠かすれて消えてしまいそうなその細い糸を必ひつ死しで手た繰ぐり寄よせて、強く束たばねていく。

　清せい欧おうの顔が思い浮かんだ。自分の言葉が聞こえた。

（季き節せつが巡めぐるっていうような）

（季き巡めぐりとか言ってくれたらすぐわかったんですが）

　逃のがさない。これだ。完全に、記き憶おくを捕つかまえる。

　四日目。水みず断たち。酒を飲みまくった夕食の席。自分が発した言葉に対して、清欧は、あのとき確かにこう言ったのだ。

（昔からそう決まっている。戻りでも巡りでも駄目だ）




　絵え馬まの口元が緩ゆるんだ。やってくれた。

　酔よっていたのか。単なる失しつ言げんか。

　自分が気付かなかっただけで、清欧は充じゆう分ぶんにボロを出していた。

　向むこう側がわの人間にとっては当然ながら裏うらの意味がメインになっているだろう。例たとえば自分達がサイミという音を聞いてまず『彩さい味み』を思い浮かべるのと同様に、向こう側の奴やつ等らは、向こうにとっては表の意味である、そもそもの意味である『詐さい忌み』を思い浮かべているはずなのだ。

　つまり『季』を除のぞいた部分だけを口にした、口に出で来きたということは向こうにとってもそこで言葉が分けられているということであり、しかも戻りでも巡りでも駄だ目めだと言っているということは──

　裏の意味でも、戻しは戻しという言葉のままだということにはならないだろうか？

　わかっている。これは限りなく暴ぼう論ろんに近い、こじつけ同然の論ろん理りだろう。間ま違ちがっている可か能のう性せいはある。だが間違ってはいないと判はん断だんする。それも勘かんだ。たとえその清欧の台詞せりふを聞かなかったとしても、自分は最終的にその結けつ論ろんに至いたるだろうという予よ測そくもある。それ以外に上手うまく当てはまる言葉を思いつかない。

　勘だけでも得えられるであろう答えが、勘ではないほんの僅わずかな別の何かによって後あと押おしされた。それは今の自分にとっては実に有ゆう意い義ぎなことだった。結けつ局きよく直ちよつ感かん頼だのみというのは変わらないが、今回はそうやって手に入れたものからさらにもう一歩先にある事じ象しようを推すい測そくし理り解かいしなくてはならないのだ。普ふ段だんは使わない論理という裏うら付づけが少しでもあるに越こしたことはない。

（キ戻しか。よし、感かん覚かく的てきにもそれしかないっていう声がしてるぞ。さて、考えろ。考えろ。最後の一点。『キ』とは何だ？　『キ』を戻すとは、どういう意味だ──？）

　集中する。想そう像ぞう力りよくと直ちよつ感かんが、経けい験けんと知ち識しきが、絡からみあって蠢うごめき出だす。

　解答を手に入れるのに、そう長い時間はかからなかった。




「は」

　喉のどが引ひき攣つれる。

　本ほん能のうを抑おさえるつもりはない。身体が動くに任まかせると、喉と肺はいは勝手に空気を吐き出した。

「……ははは！」

「うわっ？」

　突然笑い出した絵え馬まに、倫りん太た郎ろうがびくりと身を引く。彼のことは気にせず、絵馬はそのまましばらく肩かたを揺ゆらしていた。そしてスイッチが切れたかのように震ふるえを止め、頰ほおを微かすかに歪ゆがめて言う。

「ほほう、これか。意味もなんとなくわかるぞ。なるほど、大それたことをやってくれるな」

「な、何？　何かわかったの？」

「わかった？　勿もち論ろん、この私が全力をもって相手してやる必ひつ要ようがあるってことがわかった。オッケーオッケー。決めたぞ倫ちゃんよ。昼メシ頂いただいたら帰るからな。荷に物もつをまとめておこうじゃないか……」

「え？　え？」

「詳くわしいことはあとで説明しよう。さあさ、準じゆん備び準備」

　にこやかに言いながら。

　二枚の紙を渾こん身しんの力で握にぎり潰つぶし、灰はい皿ざらに叩たたきつけ、ジッポの火を近づける。

　絵馬はその一いつ挙きよ一いち動どうを流れるようにやってのけた。




　　　　　３




　昼過ぎ。太陽の光が漫まん然ぜんと霧きりの中に吞のみこまれている。そのどこか幻げん想そう的てきでどこか気き味みの悪い空気の中、絵馬は愛車のエンジンを始動させた。

　玄げん関かんの前に立っているのは天あま宮みやと冬ふゆ春はる、二人だけだ。清せい欧おうと北ほう条じようの姿すがたは見えない。

（ダンナサマはともかく、あのじいさん。ひょっとして、まだ馬ば鹿かと張りあってるのかね？）

　ありそうなことに思えた。諦あきらめが悪いことにかけてはあの烏からす天てん狗ぐは一級品だ。

　天あま宮みやが歩み寄ってきて、茶ちや封ぶう筒とうを差し出す。

「ご苦労様でした。旦だん那な様からの報ほう酬しゆうです」

「おっ、こりゃどうも」

　ずっしりと重いそれを受け取る。

　冬春は助手席のほうに回って、悲しそうな顔で倫太郎と見つめあっていた。

「また、来てくれる？」

「えと……」

「お願い。何もしなくてもいいから。ただ遊びに来てくれるだけでいいから。またお話して、一いつ緒しよにご飯食べて。それくらいでいいから。ね？」

　倫りん太た郎ろうが答えられないでいると、絵え馬まはダッシュボードにあったメモ用紙を千切ってペンを走らせ、天あま宮みやに渡わたした。

「ああ、また来るよ。そんなに泣きそうな顔しなくても大だい丈じよう夫ぶさぁ。天宮ちゃん、これうちの電話番号な。いい仕事させてもらったよ。また何かあれば電話してくれって旦だん那なさんに言っといて」

「はい……わかりました」

　倫太郎は無む理り矢や理りに笑えみを浮うかべ、冬ふゆ春はるに向けて言った。

「だってさ。心配しなくても、絶ぜつ対たいまた会えるよ。僕も楽しかった……また、来るね」

「……うん」

「ようし、では行くかぁ」

　絵馬はアクセルを踏ふみこんだ。天宮が無表情にぺこりと頭を下げ、冬春が顔をくしゃくしゃにしてぶんぶんと手を振る。その姿すがたはあっと言う間に濃のう密みつな霧きりの中に消え去ってしまった。

　ヘッドライトの光から得えられる視し界かいはわずか数メートル先が限げん度どだ。至し極ごくゆっくりとした速度で車を進めながら、絵馬は口を開いた。

「さあ、倫太郎。いいぞ。今が最後のチャンスだ。聞きたいことがあるんなら言いな」

「まさかこのまま帰るんじゃないよね？」

「それでもいいみたいなこと言ってたくせに……まあいいや。答えは当然、ノー。わかってるとは思うが、儀ぎ式しきの最終日は明日だ。私らがここに居い座すわってたところで、何やかや理由をつけて出て行かせようと──それかもっと直接的な手しゆ段だんで排はい除じよしようとしてくるだろうよ。向こうを油ゆ断だんさせるためにも、ここは一度大人しく出ていくしかない」

　ハンドルから手を離はなし、絵馬は慣なれた手つきで煙草たばこに火を点つけた。

「一いち応おう言っとくが、私は怒いかり狂くるってる。儀式もぶっ潰つぶして、冬春ちゃんを完全に逃にがす。それ以外は考えてないよ。一いつ旦たんここを離れて、あとでこっそり戻ってくる。それから村の中の様よう子すを窺うかがって、儀式がいよいよ終わろうかってときに突とつ撃げきして大おお暴あばれ。んで、冬春ちゃんを逃がす、ていう作戦だ」

　倫太郎は大きく息を吐いて、深くシートに体重を預あずけた。

「いつもながらすっごい適てき当とうな作戦だけど、なんだか今日はそれが気持ちいいね」

「だろう？」

　煙けむりを吐き出しつつ、絵馬は唇くちびるを凶きよう悪あくに釣つり上あげた。

「でもこっそり戻ってくるったって見み張はりがいるじゃん」

「うむ。ぶち倒たおしていけば早いんだが。そういうわけにもいかない……ギリギリまで騒さわぎを起こすのは待ちたいからね。今日いつ何が起こるのかは知らんけども、明日最後の儀式をするのは日付が変わった瞬しゆん間かんが一番可か能のう性せいが高いな。これだけ長い期間かけてやってることだ、一いつ刻こくも早く済すませたいと思ってるはずだから。まぁ、どうせ今日も奴やつ等らが行動を起こすのは夜になってからだろうし──焦あせることはないさ。車で県道まで戻って、そこから歩いて山を越こえよう」

　そうこうしているうちに、今言った通り見張りが待ち受けている関せき所しよに辿たどり着ついた。

　窓から顔を出して軽く手を振る絵え馬ま。

「ご苦労さん。仕事は終わったんで、帰らせてもらうよ」

「ふん。もうここには来ないほうがいいぞ。この村のことも口こう外がい無む用ようだ」

「わかってるさ。それじゃ」

　ドラム缶かんに渡わたされていた木の棒ぼうが外はずされ、外の世界への道が開けた。

　憮ぶ然ぜんとした表情で二人の男は車を見送っている。隻せき腕わんの女が運転する車は白い霧きりを切きり裂さき、そのまま暗い闇やみが広がるトンネルの中に消えていった。
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　苛いら立だたしくなるほど吞のん気きな色の夕日が山の向こうに消えてから、一時間ほどが経たった。それはつい一日前に見たのと全く同じ光こう景けいで、全く同じ太陽が視し界かいから去っていったのだったが──果はたして自分は。この戦いは。二十四時間前と全く同じ状じよう態たいだろうか。

　考えるまでもない。戦せん況きようは緩ゆるやかに悪化を続け、相手はどうだか知らないが自分は確かに疲ひ弊へいしている。それくらいの冷れい静せいさは持ち合わせている。

「くぅっ……」

　隠かくる夜やは大きな木のうろに身を潜ひそめていた。肉が抉えぐり取とられた左腕うでを布ぬので縛しばり、呼こ吸きゆうを整ととのえる。休むことなく動かし続けている翼つばさと足は凄すさまじい疲ひ労ろうを彼に訴うつたえかけてきていた。

（おのれ）

　力だけの鬼おにと思いきや、相手はなかなかに老ろう獪かいだった。自分の動きを誘さそい、ここぞというときに怪かい力りきを利用した攻こう撃げきを繰くり出だしてくる。

　認みとめたくはないが──自分より、強い。

　そんな相手と正しよう面めんきって戦い続けるわけにもいかず、隠夜は昨日から距きよ離りをとっては隙すきを見て打ちこみ、不ふ利りになれば間ま合あいを広げ（断だんじて逃にげているのではない）、と消しよう化か不良かつ不ふ本ほん意いな戦いを続けていた。

「はっはぁ！　逃げ回るのだけが得え手てなのか、烏からす天てん狗ぐ！」

　すぐ近くで声が聞こえた。

「ちぃっ！」

　うろから飛び出した一いつ瞬しゆん後のち、その木が豪ごう腕わんに薙なぎ払はらわれる。地面に転ころがりながら隠夜は白い霧きりの中で蠢うごめく赤しやく銅どう色いろの鬼おにの姿すがたを認みとめ、動かぬ足を[image: ]しつ咤たして間ま合あいを詰つめた。神しん速そくで突き出された棍こんが鬼の太い肩かたを貫つらぬこうとする。だが鬼はその巨きよ体たいに似に合あわない素す早ばやさで身を捻ひねり、その棍を鋭するどい爪つめの生えた手でがっしりと摑つかんだ。抗あらがいがたい浮ふ遊ゆう感かんが隠かくる夜やの身を包つつみ、棍を支し点てんに投げ飛ばされた彼は木の幹みきに強く身体を打ちつけた。翼つばさの付け根が嫌いやな音をたててひしゃげる。折れてはいないようだが、じんじんとした痛いたみはしばらく治おさまりそうにない。

　よろよろと立ち上がって、隠夜は唇くちびるを嚙かみ締しめながら鬼に背せを向けて走り出した。

（屈くつ辱じよくだっ。この俺おれが！）

　ふらつく足で林を抜けると、不ふ意いに足元の感かん覚かくがなくなった。反はん射しや的てきに翼を動かそうとするが上手うまくいかず、落ち葉を巻まきこんで転ころがる。坂道を転げ落ちて顔を上げると、そこはもう山の中ではなかった。草が疎まばらに生えているだけの更さら地ちだ──霧に方向感かん覚かくを狂くるわされたのか、村の中に入ってしまったらしい。

　周しゆう囲いに身を隠かくすものは何もない。ここでは正しよう面めんから闘たたかう以外に方法はなく、今の自分にとって不ふ利りな場所であるのは明らかだった。

「面めん倒どうくさい羽は虫むしを追いかけるのもこれで終わりだな……まったく、よくも長々と遊ばせてくれた。確かに邪じや魔ま者ものの排はい除じよも儂わしの役目ではあるが、これはちと手て間まのかけすぎだ」

　山の中から悠ゆう然ぜんと鬼が降おりてくる。筋きん肉にくがはちきれんばかりに集まった手足はまるで無ぶ骨こつな粘ねん土ど細ざい工くのようであり、烏からす天てん狗ぐのそれとは比くらべようもないほど単たん純じゆんな暴ぼう力りよくを具そなえている。ざんばら髪から突き出した血に濡ぬれた角つのと、鋭するどく長く伸びた爪だけがその肉体以外の武器だった。

「さて、覚かく悟ごしろ。儀ぎ式しきの邪じや魔まをさせるわけにはいかんのだ」

「何度も言わせるな。俺は儀式など知らん」

「ふはは！　この期ごに及およんでも白しらをきり続けるか！　我らが王の復ふつ活かつはもう止められぬぞ！　己おのれの無む力りよくさに歯は嚙がみしながら無むへと堕おちるがいい！」

　逃げられる状じよう況きようではなかった。隠夜は立ち上がる。

　勝てるとは思わない。だが──このまま終わるわけにもいかなかった。

　誇ほこり高き烏天狗の一族の戦士として、この鬼に忘れられぬ傷をつけなくては。烏天狗如ごときなどという台詞せりふが二度とその臭くさい口から出てこぬように、この自分の全ての力をもって一族の意地を示さなくては。

（そのためには。そのためには──）

　今の自分は疲ひ弊へいしている。正面からかかっていったところで、容易たやすくあしらわれて終わりだろう。なんとかして懐ふところに飛びこみ、一いち撃げきを加えなくてはならない。

「王だと？」

　一人の人間の顔が浮うかんだ。笑うがいい、俺はここで死ぬ。貴き様さまに受けた屈辱も晴らせずに、無意味にここで死ぬ。だが忘れるな、誇りのために生き誇りのために死んだ烏天狗が、ここにいたことを。

「くだらぬ貴き様さまらの王だ、さぞかしくだらぬ王なのだろうな！」

「言ったな、烏からす天てん狗ぐ！」

　隠かくる夜やは地面を滑すべるようにして間ま合あいを詰つめた。

（圧あつ倒とう的てきに力の勝っている相手と戦わなくてはならぬとき……はっ、認みとめてやろう。甚はなはだ不ふ本ほん意いだが、確かにこうするより他はないな！）

　棍こんを下げ段だんに構かまえ、身体を低くして鬼おにの足元に滑りこむ。

「ははっ！　自ら潰つぶされに来たか！」

　鬼の太い腕うでが無む造ぞう作さに振り下ろされた。隠夜の動きはあまりにも隙すきだらけで、予よ想そう通りの速さで、鬼にとっては対処法が一つしか思い浮かばないほど単純なものだった。

「まあ、そうだろうな」

　隠夜は呟つぶやいて、棍を強く地面に打ち付けた。その反動で僅わずかに身体を浮かせ、同時に身体を捻ひねる。空中で瞬しゆん時じに鬼の体の横を通り過ぎ、彼は片かた翼よくを動かして身体を回転させた。

　地面に拳こぶしをめりこませた鬼が驚きよう愕がくの表情でこちらを振り返る。

「烏天狗如きなどと相手を侮あなどるから、そういうことになる」

　自じ虐ぎやく的てきに言いつつ──隠夜は、手にした棍を渾こん身しんの力で振り下ろした。




　衝しよう撃げき。手にした棍から伝つたわる衝撃。全身に伝わる、衝撃。

「ほほう。驚おどろいたな。それを初しよ撃げきに出されていれば危あやうかったぞ」

　隠夜はその言葉を、地面に寝ね転ころがって聞いていた。揺ゆれる視し界かいの中で、頭から僅かに血を流した鬼が近づいてくるのが見える。

　棍を打ち当てたのと、鬼が左手で隠夜の身体を殴なぐりつけたのは、ほぼ同時だった。

　相打ちすらとれていない……奴やつはまだ立っており、自分はこうして無ぶ様ざまに大地を這はっている。疲ひ労ろうさえなければ、などと泣き言を言うつもりはない。奴やつは傷きずを負おっているのだ。それだけでも最後の意い地じは見せられたと、思う。

　鬼の巨きよ体たいがさらに大きくなってくる。

「さて。これで心残りなく、儀ぎ式しきの終わりを迎えることが出で来きるな」

　そう言って鬼が太い腕を振り上げたとき──

　女の声が聞こえた。

「なかなかやるじゃないか。見直したよ」

　鬼と隠夜は同時にその存そん在ざいに気付いた。

　木の幹みきに身体を預あずけたまま、その女は面おも白しろそうに煙草たばこの煙けむりを吐き出した。
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「貴き様さまっ……何故なぜ！」

「ああ、偶ぐう然ぜんだよ偶然。山を越こえてたらまだ戦ってる音がするじゃないか。ま、知らない仲なかでもないし。どんな具ぐ合あいかって見に来ただけ」

「結けつ界かい師し！　やはり貴様、儀ぎ式しきを潰つぶしに来たのかっ！」

　聞き覚えのある声──鬼おにの本ほん性しようを現した北ほう条じようの言葉に、絵え馬まは唇くちびるを歪ゆがめた。

「初めはそんなの二の次だったんだけど、確かに今はその気だね。てなわけでじいさんよ、その烏からす天てん狗ぐは放っといてこの私と戦わないかい？」

　軽く言って歩を進める。隠かくる夜やは悲ひ痛つうなまでの叫びをその女にぶつけた。

「貴様……この俺おれに、情なさけをかけるかっ！」

「うるさいなぁ。私の都つ合ごうもあるんだよ。倫りん太た郎ろう、その馬ば鹿かの口押おさえてて」

「僕そんな役ばっかりだ」

　文もん句くを言いながらも、倫太郎は地面に倒たおれたままの隠夜の嘴くちばしを素す直なおに挟はさみこんだ。

「……なんか物もの凄すごい目で睨にらまれてフガフガ言われてるんだけど」

「我が慢まん我慢。心配しなくても動けるようになるまではもうちょっとかかるよ」

　絵馬はそれきり烏天狗を気にすることはなく、眼がん前ぜんの鬼の姿すがたを改あらためてじろじろ眺ながめた。

　空から手て家かが瓦かわらを割る前に漏もらすような。つまりは果はたさなければならない何かを今まさに果たそうとしている人間が自然と吐くような、深く長い息。そして大きく頷うなずく。

「やっぱりな。私のインスピレーションもなかなか捨てたもんではなさそうだ」

「何がだ？」

「鬼を戻す。鬼き戻もどし、だな」

　その言葉を聞いた鬼は両腕うでの筋きん肉にくをぐっと隆りゆう起きさせ、視し線せんで絵馬を刺し殺さつしようとする。ややあって苦にが々にがしい声が異い形ぎようの口から漏れてきた。

「貴様を雇やとうのではなかったな。やはり人間は我々にとって害にしかならん」

「人間は、なんて決め付けるのはどうかと思うぞ。ま、少なくとも私はあんたらみたいな性しよう根ねの腐くさった奴やつ等らには優しくないだろうけどさ。その点については歩み寄れないのはもうわかりきってるから、話を先に進めようじゃないか」

「何を話すことがある？　貴様は敵てきだとようやくわかったところだというのに」

「んー、ぶっちゃけ儀式のことだね。何をしていたのか、どうやっていたのかはだいたいわかった。残ったのは何のために、の一点だ。たぶんあんたがさっき口走ってた王とやらが関係してるんだろうが……戻す、ていうくらいだから今はここにはいないよな。ん？　言ってみな、何が目的だ？　復ふつ活かつか？　召しよう喚かんか？　いずれにしろ碌ろくでもない目的だってことだけはわかってるがね」

「……」

「おいおい今さら黙もく秘ひかよ。少しくらい教えてくれてもいいじゃないの。武ぶ士しの情なさけってやつでさ。別に教えてくれなくても私のすることにゃ変わりないし」

　鬼おには殺さつ意いの視し線せんはそのままに、凶きよう悪あくな牙きばを剝むき出だして嘲ちよう笑しようした。

「なんと……知らぬのか。かつてこの地を支し配はいしていた鬼の王、煉れん王おうの名を」

「ふふふ。なんと……知らないのだ。教えれ」

「くっ。煉王は鬼の中の鬼。一ひと蹴けりで山を崩くずし、咆ほう哮こうだけで獣けものが死んだという神かみ代よの王よ。貴き様さまの言う通りこの儀ぎ式しきは煉王の力を蘇よみがえらせるためのもの。長き時を待ち続け、今ようやくその儀式を行うに必ひつ要ような三つの要かなめが全て揃そろったのだ。正当な王の血ち筋すじである男の『祭さい主しゆ』と、儀式を司つかさどる『巫かんなぎ』、そして鬼同士の間に生まれた十になる人間の女子の『贄にえ』が」

　絵え馬まは一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せたが、すぐに得とく心しんがいって頷うなずいた。

「とすると、本当の娘だったわけか。確かに鬼ってのは最も人間に近い妖よう怪かい種しゆだ。突とつ然ぜん変へん異いか何かで人間の子供が生まれてもおかしくない。女の子限げん定ていってのは……ま、生いけ贄にえってのは大たい概がいが女の子だもんな。一いち応おう聞いとくが人間の男の子が生まれるとどうなる？」

「何の力も役割もない失敗作を生かしておく意味が……何かあるのか？」

　鬼は逆ぎやくに聞き返してきた。

「予よ想そう通りの答えをどーも」

　嗜し虐ぎやく心しんに満ちた凄せい惨さんな笑えみを、二人は同時に浮うかべる。

　そのとき──

「絵馬さんっ！　何か変だよっ！」

　倫りん太た郎ろうの声が響ひびく。

　闇やみ夜よの中でもそれははっきりと確認出で来きた。霧きりの密みつ度どが明らかに濃こくなっている。白い奔ほん流りゆうは好き勝手にうねり、宙ちゆうを漂ただよい、全ての境きよう界かいを単色に塗ぬりつぶしていた。周しゆう囲いに渦うず巻まく異い様ような気け配はいが一気に脈みやく動どうを始め、凄すさまじいまでの圧あつ力りよくを持って空間を揺ゆるがす。

　おぉ、おぉぉぉ──。

　その脈動そのものか、あるいは何者かが発するざわめきか。重く低い反はん響きよう音おんは近いのかも遠いのかもわからない位い置ちで延えん々えんと繰くり返かえされており、しかも次し第だいにその重なりを増ましてくる。

　絵馬は目を鋭するどく細めた。

「結けつ界かい内ないが異い界かい化かしかかっているのか……本気？」

「ふ、ふはは！　造つく黄泉よみが始まりかけている！　もはや誰だれにも止められん！」

　ぞわり。ぞわり、と、何かの息い吹ぶきが結けつ集しゆうしていく。大地に。空間に。

「なるほど。人工的に黄泉を造るって意味か。確かに、死者が生まれるほどの異界化が起これば神々を零れい落らくさせることも出来るのかもしれないが」

「くく。残るは鬼き戻もどしだけだ。異い界かいより繫つながる煉れん王おうの力を祭さい主しゆが取りこみ──そして最後に贄にえを食らえば、煉王は完全に現げん世せに顕けん現げんする！」

「全体的な感想を言おう。最低の一言だ」

　吐き捨てるように絵え馬まが呟つぶやいて──

　臨りん界かいを突とつ破ぱした霊れい気きが、空間そのものを変へん質しつさせた。

　空気に死し臭しゆうが漂ただよい、大地から暗あん緑りよく色しよくの腕うでが生えてくる。それは腕だけに留とどまらなかった。何の変へん哲てつもない地面から半分欠けた頭が飛び出し、腸はらわたをはみ出させながら死者がそこかしこに立ち上がってくる。その数は数十体。

「うわわぁぁーっ！　絵馬さん、助けてぇぇっ」

「しばらく逃にげときな！　すぐに、このクソったれな鬼おには片付けるから」

「面おも白しろいな、結けつ界かい師し。この状じよう況きようでよく言う」

　絵馬がちらりと周しゆう囲いに視し線せんを走らせる。この小さな更さら地ちは完全に死者に包ほう囲いされていた。

「これだけ話したのは、そう……サービスというやつだ。結界師如ごときにこの儂わしが負けるはずがない。どうだ？　逃げてもいいぞ。死者に貪むさぼり食くわれたいのならばな」

「へぇ、すごい自信じゃないか。どっから湧わいてくるのかね？」

「結界師との戦いが初めてだとでも思っているのか？」

「やっぱりね。そんな気はしてたけど、あんた元からここの住人だったんじゃないんだろ。元々外の世界で生まれて、迫はく害がいを受けてこの村に逃げてきた。そういうことか」

「その通り。百年ほど前の話だ。だから儂は知っている！　迫害を受け続ける我々が世に出るには、なんとしても煉王の力が必ひつ要ようなのだと。そしてこれも知っている……貴き様さまら結界師の弱点もな」

「弱点？」

　眉まゆを寄せる絵馬を鬼は笑い飛ばした。

「とぼけても無む駄だだ！　結界を展てん開かいするには、礎いしずえたる結けつ界かい材ざいを準じゆん備びしなくてはならぬ！　結界材に念ねんをこめている時間は隙すき以外の何物でもない……しかも貴様は石や木を結界材とする流りゆう派はの結界師だろう？　だがここにはそのようなものはない。死者の蠢うごめく森の中へ逃げこむしかないなぁ？　さあ死者に食われるか儂に潰つぶされるか、どちらかを選えらべ！」

　絵馬はぽりぽりと頰ほおを搔かいた。呆あきれたような、疲つかれたような口く調ちようで言ってやる。

「やれやれ……二流のエセ結界師ばかり相手にしてたんだろうねぇ。笑えてくるよ」

「虚きよ勢せいを張るのももう止めにしろ。憐あわれだぞっ」

　死者の群むれが絵馬に辿たどり着ついた。全方向から、飢うえに満ちた腐ふ乱らん死体の手が伸びてくる。

　瞬しゆん間かん──絵馬はその場で、ダンスでも踊おどっているかのように軽く一回転した。一方の足先が地面と擦こすれ、完全な円を描えがく。円から垂すい直ちよくに青い光が伸びると、その光に触ふれた死者たちはいともあっけなくぼろぼろと崩くずれ落おちていった。

「な──」

「念ねんをこめるのに何分もかける弱っちい奴やつらばかり殺して喜んできたんだろ？」

「馬ば鹿かな！　そんな、地面に線を引いた程てい度どで！」

「結けつ界かい材ざいなんてものは便べん宜ぎ上じようの名前でね。一流の結界師は、ただ『範はん囲い』が決まればなんでもいいのさ。あんたは私が結界張り直してるとこ見たから勘かん違ちがいしてるのかもしれないけども……あれだって前の奴がたまたま石を使って結界張ってたから、それを再利用してただけなんだよ？　ただそれだけの理由で鬼おにの首とったみたいに──お、面おも白しろいなコレ。鬼のクビだってさ。スゲェ笑える」

「貴き様さまぁぁぁっ！」

　激げつ昂こうした鬼が突とつ進しんしてくる。絵え馬まは慌あわてず、ポケットから三枚の五百円玉を取り出した。そのうち二枚を前方に思いっきり投げる。残った一枚の五百円玉を見せびらかすように眼がん前ぜんで揺ゆらすと──

　その三点を囲かこった結界が完成した。三角形の内部に入った死者が巻まき添ぞえをくって崩くずれ落おち、鬼の身体がみしみしと軋きしむ。

「ぐおぉっ！」

「ほーら、なんでも出で来きるだろ？」

　自じ慢まんげに言って歩ほを進める絵馬だったが、鬼が低くうめきながら顔を上げるのを見て足を止めた。

「まだ、だ。この程度では……止まらんぞ、結界師！」

　一つ大きな咆ほう哮こうをあげると、鬼は一歩を踏ふみ出だした。その慣かん性せいを利用し、さらに一歩。鬼の巨きよ軀くが大地を揺らしながら前へと進み、やがて結界からその足が出る。すると──

　金物が鋭するどく擦こすれあうような音をたてて、青白い光の結界は消しよう滅めつした。

「ほぅ……流石さすがは鬼だ。純じゆん粋すいにパワーだけで私の結界を破れるなんてな。驚おどろいた」

「驚きよう愕がくしているがいい。貴様にはもはやそれしか出来んのだからな！」

　束そく縛ばくから逃のがれた鬼が、拳こぶしを固め猛もう烈れつな速度で突とつ進しんしてくる。

　絵馬は鋭く後ろに跳とび、そこにいた死者を足の裏うらで蹴けり飛とばした。その反動を利用して直角にベクトルを変える。一いつ瞬しゆん後のち、その死者の上半身が鬼の拳をくらって粉こな々ごなに吹き飛んだ。

（思ったより……速い！）

　鬼の動きを完全に振り切ることは出来なかった。鬼の一歩は絵馬の二歩に相そう当とうする。

　視し線せんが合った──その瞬しゆん間かん、絵馬は開いた掌てのひらを自分の腹の上にかざし、右後方へ跳ぶ。鬼の横よこ殴なぐりの一いち撃げきは辛かろうじて絵馬の腹、その上の掌に届いた。その程度でも、バイクか何かに衝しよう突とつされたかのような重い衝しよう撃げきが全身に走る。

　攻こう撃げきの方向に予あらかじめ跳んでいなければどうなっていたことか──一瞬前にいた位い置ちから実じつ際さいに数メートルも飛んでいることを確認し、絵馬はこの鬼に対しての印いん象しようを僅わずかに改あらためた。

　地面に手と片かた膝ひざをついていた姿し勢せいから立ち上がる。

「ふ。いつまでその動きが続けられるか、見み物ものだ」

「ったく、単たん純じゆん暴ぼう力りよくバカってのか。ちと焦あせったじゃないか。ま、ある意味好こう都つ合ごうだが。これを繰くり返かえしたら新しい交通手しゆ段だんとか出で来きそうだな？　一跳び五メートル。環かん境きよう問題もばっちりだ」

「わけのわからぬことをっ！」

　再ふたたび突とつ進しんが始まる。絵え馬まも先せん刻こくと同じように、鬼おにから距きよ離りを取ろうとする。

　絵馬は辺あたりをうろうろしていた死者の一体の手を摑つかみ（嫌いやな感かん触しよくに顔を顰しかめつつ）、そのまま身体を回転させて慣かん性せいを交こう換かん。死者は鬼に向かって吹っ飛び、絵馬は反対の方向にさらなる速度を得える。

「無む駄だな足搔あがきだ！」

　なんとも形容し難がたい不ふ快かいな破は砕さい音おんが背はい後ごから聞こえた。そして、風かざ切きり音おん？

「っ！」

　勘かんだけで前方に倒たおれこむ。するとその自分の頭の上を、千ち切ぎれた腕うでが猛もうスピードで回転しながら飛んでいくのが見えた。先せん刻こくの死者のものであろう。その投とう擲てき物ぶつは闇やみの中に消えていき、一いつ瞬しゆんのタイムラグをおいて、ぐしゃ、と何かに当たって潰つぶれる音がした。

「仏様に対する礼れい儀ぎとかが足りないんじゃないのかーっ？」
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　自分のことを棚たなに上げて叫ぶ絵え馬ま。叫びながらも、動きは止まらない。肘ひじを使ってごろごろと横に転ころがる。そのまま転がり続けていると、当然ながらすぐに更さら地ちの端はしに到とう達たつしてしまった。そこらの木に背せ中なかがぶつかる。間かん髪はつを入れず、絵え馬まは渾こん身しんの力をこめて地面に掌しよう底ていを繰くり出だした。その反はん発ぱつ力りよくでさらに後こう転てんして立ち上がる。

　スーツが汚よごれまくっている。絵馬は憮ぶ然ぜんとした表情でその惨さん状じようを確認した。

　しかし──今まで自分が転がっていた場所に空いているような大穴や、根元から千切れて吹っ飛んでしまったそこの木のようにならなかっただけマシかもしれない。

　土や木き屑くずで汚れた拳こぶしを軽く振りながら、鬼おにがこちらに向き直ってくる。

「さて……そろそろ諦あきらめたくなってきた頃ころ合あいか、結けつ界かい師し？」

「いやー、そろそろ決けつ着ちやくをつけたくなってきた頃合いだぁな」

「虚きよ勢せいだけは失わぬか、見み事ごとなものだ！　結界か？　さあ、貨か幣へいでもなんでもいいぞ、投げてみろ！　大人しくその中に入るつもりはないし、もし入ってもまた力で抜け出てやるがな！」

「うーん、まぁ、結けつ論ろんとしてはだね」

　頰ほおをぽりぽりと搔かいて、絵馬は独ひとり言ごとのように言った。

「あの馬ば鹿か天てん狗ぐと同じ。頭を上手うまく使わないから、そんな力持ってても負けちまうんだよ」

　鬼は大きく哄こう笑しようした。もはや笑うしかないということだろう。

　まったくだ。その馬鹿さ加か減げんには、笑うしかない。

「オッケー。もう私はここを動かんから、好きにしてくれぃ。あ、でも狙ねらってくれるんなら頭がいいかな。変に苦しみたくないし」

「ふはは、よかろう！　一いち撃げきで頭ず蓋がいを砕くだいてくれるわ！」

　鬼の踏ふみこみは一いつ瞬しゆん。凶きよう暴ぼうな拳が繰くり出だされるのも一瞬。

　自分の拳に触ふれる、ただ柔やわらかい帽子の感かん触しよくに鬼が気付くのも、一瞬。

　帽子だけをそこに残し、絵馬はその場で屈かがみこんでいた。下から鬼の双そう眸ぼうを覗のぞきこみ、唇くちびるを歪ゆがめて呟つぶやく。

「完成」

　鬼が足で絵馬の身体を蹴けり上あげるよりも早く、彼女の指先が地面にバツの字を描かいていた。

　その刹せつ那な、妖よう怪かいの身体を縛しばる三角形の結けつ界かいが作り出される。強大な圧あつ力りよくを全身に受ける鬼はどうすることも出で来きず、帽子を拾い上げて距きよ離りを取る絵馬の姿すがたを睨にらむだけだ。

「なん……だと？」

「結けつ界かい材ざいってのは便べん宜ぎ上じようの名前だって言わなかったか？　まぁともかく、今はこのバツ印が結界材だ。今描いた奴やつと、地面に倒たおれてたときに描いた奴と、あんたに吹っ飛ばされたときに描いた奴。だから好こう都つ合ごうだって言ったのに……ちっとこれは難むずかしいから足じゃ作れなかったんだよねぇ」

「くそっ！　しかしこのようなものは、力で──」

「させると思うか？」

　言いながら、絵え馬まはもう一度ポケットから三枚の硬こう貨かを取り出した。二枚を投げ、既すでに張られていたものと重なるようにもう一個の三角形を完成させる。

　六ろく芒ぼう星せいの形となった結けつ界かいに捕とらえられ、鬼おにはついにうつ伏ぶせに倒たおれた。

「おのれ！　この程てい度ど、この程度で……！」

「この程度なんて言うなよ。一人の相手に二つも結界張るような真似まね、普ふ通つうはしないんだ」

　残ったコインを手の中で弄もてあそびながら、

「あんたは結けつ構こう強かったよ。侮あなどってたことに対する謝しや罪ざいと、あんたの馬ば鹿かさ加か減げんに敬けい意いを表して──次の質問で最後にしよう」

　動きを止めた鬼に歩み寄り、絵馬はふっと表情を消した。

「昨日の食材を調達してきたのはあんたかな？」

「だとしたら、どうだというのだっ！　人間如ごとき、所しよ詮せんはただの食料よ！」

「そうかい。手て加か減げんがいらないようで安心した」

　コインを親指で上に弾はじき上あげ、絵馬はそれが地面に落ちるまでの間にぱちんと指を鳴ならした。それを合図に青白い電でん光こうが結界の中を荒あれ狂くるい、鬼の身体を一いつ瞬しゆんにして吞のみこむ。

「ぐうぅぅあああぁぁっっ！」

　大地が揺ゆれるような悲ひ鳴めい。肉が焼ける嫌いやな臭においが周しゆう囲いに立たち籠こめる。

　しかし、煙けむりを立たち昇のぼらせる鬼の身体は、それでも活動を止めようとはしなかった。

「む──」

「結けつ界かい……師し」

　変色した身体を引ひき摺ずり。焦しよう点てんの合わない瞳ひとみを彷徨さまよわせ。

　それでも、鬼は近づいてくる。

「こんな、ところでは。死ねん……もうすぐ、煉れん王おうが、ここに──それを、見届けなければ」

「それが、あんたの役目だと？」

「そう、だ……」

　絵馬は足を動かさない。鬼との距きよ離りがゆっくりと狭せばまっていく。

「残念ながら。私の役目は、冬ふゆ春はるちゃんを逃にがすこと、ただそれだけだ。一ミリも譲じよう歩ほする気はないし、そのせいで誰だれがどんな損そん害がいを被こうむろうが知ったこっちゃない。逃がし屋は逃がし屋の仕事をするだけさ──逃げたい誰か、逃がしたい誰かがいるんなら、ね」

「その程度の理由で、我らの悲ひ願がんが阻そ止しされるなど……絶ぜつ対たいに、認みとめられん」

　腕うでが伸びてくる。ぼろぼろになった太い腕。

「認められんぞぉぉぉぉっ！」

　赤しやく銅どう色いろの拳こぶしが絶ぜつ叫きようと共に握にぎり締しめられる。最後の力を振ふり絞しぼり──残った生命全てを注そそぎこみ、鬼は前へ進んだ。

　死し臭しゆうのする慣かん性せい。単たん純じゆんすぎる物理力である拳けん撃げきが、絵馬の鼻先への距離を瞬しゆん間かん的てきに縮ちぢめる。もしその距きよ離りがゼロになろうとも鼻が潰つぶれることはないだろう。おそらく首から上が消えてなくなる。

　隻せき腕わんの結けつ界かい師しは。

　瞬またたきもせず。

　僅わずかも目を逸そらすことなく。

　凄すさまじい速度で飛んでくる『死』を、視し界かいの中心に捉とらえたまま──呟つぶやく。

「……無む駄だだよ」

　右腕うでを真横に伸ばし、その身体が形作るは非ひ対たい称しようの十じゆう字じ架か。

　そして、指と指とを擦こすりあわせるのと同時。

　逆さか貫ぬき絵え馬まは、力強く宣せん言げんした。

「あんたはまだ、私の『範囲』の中にいる──」

　その宣言に誘さそわれ。

　あるいは指を鳴ならす音に誘われ。

　あるいは彼女の意い思しに誘われ。

　目前に迫せまっていた『死』は、瞬しゆん時じにしてその矛ほこ先さきを変えた。

　無む慈じ悲ひな光が踊おどり。

　絶ぜつ叫きよう。




　やがて世界は静せい寂じやくに満ちた普ふ段だんの姿すがたを取り戻す。

　もはや誰だれにも届くことのない言葉だけが、その静寂の中にひっそりと浸しみこんでいった。

「その程てい度ど、か。私には……充じゆう分ぶんな理由に思えるがね？」

　黒くろ焦こげになった鬼おにの死体に最後の一いち瞥べつを与え、絵馬は颯さつ爽そうと身体を翻ひるがえした。




　倫りん太た郎ろうがどたばたと駆かけ寄よってくる。

「絵馬さんぐちゃぐちゃで臭くさくてうわぁ緑の汁しるが飛んできたぁっ！」

「あーはいはい。よく頑がん張ばった頑張った」

　適てき当とうに言いつつ辺あたりを見回す。死者の数は何体か倒たおしたせいで減へってはいる。それでも状じよう況きように何も変化はなく、今でも何体かが地面を突き破って這はい出だしてきている。

「隠かくる夜やは？」

「そんなの気にしてる余よ裕ゆうがあったと思うっ？」

　烏からす天てん狗ぐの姿すがたは見えなかった。鬼おにと化した北ほう条じようの相手をしていた時間は大だい分ぶ長かったし、死者の群むれから脱だつ出しゆつ出で来きる程度には回かい復ふくしたのだろう。

「まぁいいか。にしても、こりゃとんでもないわ」

　異い様ような気け配はいは未いまだ収おさまらず、むしろその圧あつ力りよくを増ましながらいずこかへ集まっているように思えた。そしてそれに誘さそわれるように、死者たちがぽこぽこと黄泉よみ帰がえってくる。

「誰だれかが適てき当とうに考えたものじゃないな。これは遥はるか古代から伝わる──正当な『神かみ降おろしの儀ぎ』だろうよ」

「神？　蘇よみがえらせよとしてるのは、鬼おにの王様なんでしょ？」

「鬼ってのは昔から人間と繫つながりの深いモノでね。人間が怒いかりや憎ぞう悪おで『鬼』になるってのは別に比ひ喩ゆじゃない。本当に、なるんだ。あまりに強い力や感情の歪ゆがみが『魔ま』を引き付けて、それに食らいつくされれば鬼になる。で、これは人間だろうが鬼だろうが他の妖よう怪かいだろうが同じだけど……それが他の存そん在ざいに時間も空間も関係ない強い影えい響きよう力りよくを及およぼすことが出で来きるようになると、長い年月をかけて『神』に昇しよう華かするんだよ。ここまではわかるだろ」

「うん」

「ここでやってる儀ぎ式しきはつまり、一度昇華した神を再ふたたび零れい落らくさせて──現げん世せに存そん在ざいする誰かの身体を使って受じゆ肉にくさせるっていうことだろね。はん、古こ事じ記きの時代じゃあるまいし。今さらこんな大おおがかりなことをしようって奴やつらがいたとはね」

「それって……大おお事ごとじゃんかっ！」

「その通り。言ってしまえば現世に神を降こう臨りんさせるってことだからね……やれやれ。あたしにも責任の一いつ端たんはあるし、こりゃ止めないわけにゃいかんだろ」

「責任？」

　ふっはっは、と絵え馬まは無意味に胸むねを反そらして笑った。それからあっさりと言う。

「おう。これだけの霊れい圧あつ、ここに来たときに張ってあった程てい度どの結けつ界かいだと保もたなかったはずなんだわ。霧きりが出たところぐらいでぱんと弾はじけておしまい。それが私が針も通さないくらいに本気で強化しちまったから──予よ想そう以上に上手うまくいってるみたいだね。行き場を失った霊れい力りよくが回り回って、死体もこうして溢あふれるくらいにぽんぽんと」

「絵馬さぁぁぁんっ！　もうちょっと考えて行動してよぅっ！」

「おおう、だから責任はとろうって言ってるじゃないさ。こんなことになるならそりゃ強化なんてしなかったよ」

「ああああ」

「でも気にすることはないって。ちっといたずらしといたから……とにかくそろそろ走るぜい。お腹なかを空すかせたゾンビくんたちが私らを食べたそうにしてる」

　目的地は一つだった。霊れい気きが集まっている場所。

　逃にがすべき人間が、いる場所。

　死者の間を擦すり抜ぬけて、二人は全力で走り出した。
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　瘴しよう気きと暗あん黒こくが支し配はいする世界にあって、その場所だけは未いまだ朧おぼろな明るさに包つつまれていた。広場の周しゆう囲いにはいくつもの篝かがり火びが焚たかれ、その中心にある櫓やぐらの上でも積み重なった薪まきが陽よう気きに爆はぜている。揺ゆらめく炎ほのおに照らし出されているのは、一いち様ように正せい座ざして頭こうべを垂たれている村人達。百人ほどの村人の全てがここに集まっている──男もいれば女もいる。年齢の比ひ率りつで言えばやはり老いた者のほうが多い。若い者よりも僅わずかに長く、この時を待ち続けてきた者達。

　櫓のすぐ下には太い木を組んで作られた祭さい壇だんのようなものがあり、その前では一人の男が不ぶ気き味みな愉ゆ悦えつの表情をその祭壇に向けている。彼の横には白しろ装しよう束ぞくを着こんだ虚うつろな目の女が同じく前を見つめていた。

　そして──それら全てを圧あつ倒とう的てきに凌りよう駕がする、あからさまな『非現実』がそこにはあった。この揺ゆらぎの世界では疑問に思われることも非ひ難なんされることもない決定的な光こう景けいが、脆もろい現実を音もなく浸しん食しよくしている。

　広場の周囲でぴたりと動きを止めている何十体もの死者。

　手足を縛しばられて祭壇に寝かされている──生まれたままの姿すがたの少女。

　死者はその広場に何者かが現れるのをじっと待っているようであり、あるいは忠ちゆう実じつな臣しん下か達が王の前で頭を垂れているようにも見える。だがその落おち窪くぼんだ眼がん窩かの先にあるのは冠かんむりを被かぶった荘そう厳ごんな王ではなく、あくまで自由を奪うばわれた少女と不気味な男の姿だけだ。

　不気味な男──この場の支配者。神楽かぐら清せい欧おう。

「おお……来る。来ているぞ。力、煉れん王おうの、儂わしの力が！」

　清欧は周囲に満ちた、懐なつかしいとさえ思える脈みやく動どうを手を広げて受け止めていた。

　長い時を待った。条件が揃そろうには、気の遠くなるような年月が必ひつ要ようだった。子供が生まれること自体が少なく、それが鬼おにの血を持たない人間であることはさらに少ない。ようやく出で来きたかと思えば男であったり、十にならないうちに命を落としたりしていた。

　ついに辿たどり着ついた、この時──

　迫はく害がいを受け、この地へ隠かくれ住すんで三百年。今こそ外の『人間』どもにこの鬼の存そん在ざいを示すことが出来る。

（見たか）

　自分を生んだ両親へ。先代の主あるじ達に向けて、嘲ちよう笑しようする。全く期き待たいされていなかった自分が、今こうして全てを手に入れようとしている。貴き様さま達が辿り着けなかった位い置ちに自分は立っているのだ。

　それは幸運にも生まれた贄にえを、ただ貪どん欲よくに、全ての力を注そそいで騙だまし続つづけてきた結けつ果か。贄は無ぶ事じに十まで育ち、全く何も疑われることなく今日というこの日を迎えることが出来た。その貪欲さ、病的なまでの神しん経けい質しつさを与えてくれたのは紛まぎれもない自分の弱さだ。弱さも捨てたものではない。

　その言葉を反はん芻すうする。弱さ。二重の弱さ。自分の身体に流れる鬼おにの血は圧あつ倒とう的てきに薄うすく、さらには根本的に生物としての肉体が弱い。このままでは自分の命はあと一年も保もつまいが、関係ない……もうすぐ、神にも等しい力を自分は手に入れるのだから。この地そのものに刻きざみこまれた太たい古このからくり。煉れん王おうの儀ぎ式しきの終しゆう焉えんと共に。

　今一度その役割を思い出し、僅わずかな感かん慨がいのようなものを頭に浮うかべる。

　炎ほむら舞まい。儀式の始まり。

　巫かんなぎ。一族の女の中から巫女みこが決まる。

　汚お風かぜ呼よび。血ち臭しゆうによって村を儀式の場と設せつ定てい。

　不み見ず立たち。地ち霊れいの有形変化。

　詐さい忌み。同種食いによる贄にえの確定。

　造つく黄泉よみ。結けつ界かい内ないの異い界かい化か、死者の出現。

　そして。

「旦だん那な様。日が変わります」

　女が静かな声で言うのが聞こえた。

「よし。鬼き戻もどしを──始めよう」




　寒い。

　冬ふゆ春はるは薄うすく目を開いた。風が肌はだを撫なでている。懐なつかしい感かん覚かく……自分はどうしてこんなところで寝ているのだろう？

　倫りん太た郎ろう君達を見送ってから、午後のお茶を飲んで──そう、そして急に眠ねむくなってベッドに入ったのだった。それでも上にあるのはいつもの部へ屋やの天井てんじようではなく、おかしな霧きりが立ち上っている夜空だ。綺き麗れいと言えば綺麗だったが、どこか気き味みの悪い空。

　目が覚さめたら部屋の外で寝ている。ありえない。ありえないことに対する結けつ論ろんは一つだった。

　ああ、これはたぶん……夢だ。

　安心して寝返りを打とうとしたところで、彼女は自分の体がどうなっているのかをようやく悟さとった。両手は頭の上で縛しばられており、どこかにきつく結び付けられている。足も同じだった。一番問題なのは──服を全く着ていないということだ。反はん射しや的てきに肌を隠かくそうとするが、手足は全く動かない。硬かたい縄なわが乾かわいた痛いたみを与えてくるだけだ。

「あ……いやぁっ！　何これっ？　どうして、こんな」

　頭は動く。横を見て、冬春はそこに自分の父親が立っているのに気付いた。

「お父様っ！　助けてぇっ」

「駄だ目めだよ、冬春」

　とても優しい声で。今まで冬ふゆ春はるが聞いたこともないような優しい声で、清せい欧おうは答えた。浮うかんでいるのも笑えみ。顔がん面めんをくしゃくしゃにして、泣きそうなほど嬉うれしそうに、清欧は異い常じような笑みで冬春を見下ろしている。

　とても、怖こわいと思った。

「お父……様？」

「それを外はずしたら逃にげてしまうからな。儂わしはもう年寄りだ……追いかけっこする体力もない。ああ、服のことか？　それも駄だ目めだぁ。チョコレートを食べるときだって、銀紙は取ってから食べるのが普ふ通つうだろう？　いくら早く食べたいからといって、銀紙も一いつ緒しよに食べるわけにはいかない……」

　変、だ。とても変だ。夢でも夢でなくても、こんな父親は知らない。

　その後ろには見み慣なれない白い着物を着ているメイドがいた。

「天あま宮みやさんっ。どうなってるの、これっ？　ねえっ？」

　返事はなかった。前を見ている。立っている。けれどもそこには意い志しというものがまったく感じられず、冬春にはそれがただ天宮の形をした人形のように思えた。

　ぞっとして、さらに暴あばれる。

「誰だれかっ……ほどいてっ。助けてっ！」

　寝かされている場所は一段高くなっている。だからよくわかった。自分を取とり巻まいて座すわりこんで、まるで土ど下げ座ざでもしているような格かつ好こうで頭を地面に擦こすりつけている村人達が──自分の言葉を完全に無む視ししているということは。

「ああ……」

　なんて、夢。夢なら早く覚さめてほしい。静かなあの部へ屋やに戻りたい。

　そんな冬春の思いをよそに、不ふ意いに周しゆう囲いが騒がしくなった。

　村の皆が立ち上がったのか、一いつ斉せいに砂が蹴けられる耳みみ障ざわりな音。自分の名前が呼よばれたような気もする。

　もう、嫌いやだ。訳わけがわからない。何も聞きたくない。何も見たくない。

　冬春はぎゅっと瞳ひとみを閉じて、ただ一心に悪あく夢むの終わりを願った。

　その願がん望ぼうはあくまでも否ひ定ていされ続ける。肌はだを撫なで回まわす風は残ざん酷こくに冷たかった。頰ほおを伝つたう涙なみだは不ふ快かいに暖あたたかかった。何も聞かなくても何も見なくても、それは絶ぜつ望ぼう的てきな証しよう拠ことなって冬春を襲おそった。

　もしも、これが夢でないのならば。現実ならば。

　誰も助けてはくれない。自分はもう、完全に──一人ぼっちだから。

「……るちゃんっ」

　どこかで聞いたことがあるような声。どこかで触ふれたことのある感かん触しよく。

　声はもう二度と聞けないと思っていたはずの優しい響ひびきで、頰に触れる感触は涙の冷たさを完全に払ふつ拭しよくするほど暖あたたかく、柔やわらかかった。

「冬ふゆ春はるちゃんっ！」

　恐おそる恐る、彼女は閉じていた目を開いた。
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「間まに合あった！」

　広場を取とり囲かこんでぼーっと立っている死者の一体を蹴けり飛とばして、絵え馬まと倫りん太た郎ろうはその中に飛びこんだ。

「変へん態たい親父おやじと無気力村民たち、全員注目！」

　そんなことを叫ぶ必ひつ要ようもなかった。清せい欧おうがぎょっとしてこちらに振り返り、座すわっていた村人達が慌あわてて立ち上がる。

　絵馬の背はい後ごには篝かがり火びと死者。前方には人の形をした外げ道どうたちと、救すくわなければならない少女。

「倫太郎、行きなっ！」

「うえぇっ？　今さらでしょっ！」

「それでも行くのっ！　始まらないでしょうが！」

　倫太郎の背せ中なかを強ごう引いんに押し出す絵馬。

「でも捕つかまらないようにねっ」

「軽く言わないでよぉっ！　ああもう、また方法はアレしかないじゃないかぁっ！」

　倫太郎は自棄やけになったかのように走り出した。反射的に村人達が行ゆく手てを遮さえぎるが、その足は止まらない。村人の一人が彼の身体をがっしりと捕まえたと思った瞬しゆん間かん──

　倫太郎の服が地面に落ちた。中身のないシャツを摑つかんだ男の動きが完全に止まる。

　と、服の中から何か黒いものが抜け出してきて、するりするりと男達の足元を通り抜けていった。

　その黒猫は、男達が呆あつ気けに取られている間に冬春の元へと辿たどり着つく。

「冬春ちゃんっ！」

　ゆっくりと、その目が開いた。

「え……クロどうして、喋しやべって……？」

「いいんだ。僕のことは考えなくていい！　一つだけ！　一つだけ、考えて！　答えて！」

　黒くろ猫ねこは──倫太郎は焦あせったように言って、周しゆう囲いを尻尾しつぽでぐるりと指し示した。

「周まわりを見て……考えて」

「何、を……？」

　黒猫は、言った。

「ここから、逃げたい？」




　ここ。

　ここにあるもの。

　恐おそろしい顔で妙みようなことを言う父親。

　虚うつろな目で、人形になってしまった友達。

　自分を決して助けてくれない村人。

　夢見ていたのとは全く違う、寒くて、暗くて、救すくいのない、外の世界。

「……たい」

　今までのみんなが噓うそなのか。ここにいるみんなが本当なのか。

　嫌いやだ。どちらも嫌だ。自分は噓など求めていない。この本当も求めていない。

　どちらもない場所へ行きたい。どこかへ、行きたい。

　それは繰くり返かえし願っていた、常つねに自分の胸きよう中ちゆうに存そん在ざいしていた言葉。

　どこかへ。

　ここではない、どこかへ。

　それを思い出すのと同時、気付く。

　まだ自分はどこにも行ったことがないのだと。

　背せ筋すじに走る衝しよう動どう。様々な感情が入いり混まじった、誰だれにも名づけられない理由。

　それに突き動かされるかのように、寒さで震ふるえる口が小さく動いた。

「……逃にげたい」

「もっと大きな声で！　あそこにいる人に──届くくらいに！」

　ずっと向こうに、見たことのある女の人がいた。片腕うでに白い服。白い帽子をその腕で押さえつけて、その人はじっとこちらを見ている。

　悪あく夢むの中でなければ、きっと思い出せるのに。誰だっただろうか。

　ともあれ──

　今わかるのは、必ひつ死しで話しかけてきてくれている隣となりの黒くろ猫ねこのことだけだ。懐なつかしい声で喋しやべる、妖よう精せいのような猫。

「さあ！」

　そして、冬春は叫んだ。

「お願いっ……私、ここから逃げたい！　助けてぇっ！」

　帽子のつばをくいっと押おし下さげて、その女は瞳ひとみを光らせた。

「グッド。確かにその言葉、聞こえた」




　……彼女には幾いくつかの選せん択たく肢しが用意されていた。最良の選択は言うまでもなく『戦う』ということ。それは最も賞しよう賛さんされるべき、だがそれ故ゆえに困こん難なんで危き険けんな選せん択たく肢し。常つねにそれを選えらべる人間はいないはずだ。無む論ろん、この囚とらわれの少女がそれを選ばなかったからといって責せめられるものではない。選べる人間は選べばいいというだけの話だ。

　問題はその対たい極きよく。最悪の選択とは何か、ということだった。

　逆さか貫ぬき絵え馬まは信じていた。純じゆん粋すいに、信じていた。

　それは『逃にげる』ことではなく。

　単なる終わり。前にも後ろにも進むことのない『停てい滞たい』なのだと。

　戦うことも出で来きず、かといって逃げる勇気も持たず、ただそこで全てを──自分の生命すらも──諦めて終わらせてしまう人間が選ぶ、最悪の選択。

　だが。神楽かぐら冬ふゆ春はるという少女は、諦あきらめて終わることを拒きよ否ひした。最良でも最悪でもない、ただの選択を決意した。ならば。

　ならば、自分は黙だまってその手を取ろう。その意い志しを受じゆ諾だくしよう。

　それこそが──逃がし屋たる自分が果はたすべき、唯ゆい一いつの役目なのだろうから。

「ふぅー。さぁーて」

「なんだ貴き様さまっ！　何のつもりだ！」

　村人達の向こうから清せい欧おうが叫ぶ。

　絵馬は軽い準じゆん備び運動をするかのように肩かたをぐりぐりと回した。

「こんな辺へん鄙ぴな村にいる奴やつらが知ってるわきゃないから……改あらためて自じ己こ紹しよう介かいしよう。私は逆貫絵馬。妖よう怪かいがらみ専門の『逃がし屋』だよ」

「なっ……くそっ！　北ほう条じよう！　北条はどうしたっ」

「わお。いきなり他た力りき本ほん願がん。ま、一番戦せん闘とう力りよくのある──この村の中で唯ゆい一いつの完全な『鬼おに』だから頼たよる気持ちもわからんでもないけど。あのじいさんなら二度とここには来ないよ。世せ話わになった礼の代わりに全力で電気マッサージしてやったからね。地じ獄ごくで昼ひる寝ねでもしてるはずさ」

　にやりと不ふ敵てきに笑ってから、その場にいる全ての村人に向けて声こわ高だかに宣せん言げんする。

「さぁて。冬ふゆ春はるちゃんは全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって私が逃がすが……当然、邪じや魔ましても無む駄だなのであしからず！　邪魔しなくてもノリで張はり倒たおすかもしれないので怪け我がしたくない奴やつは逃げるか死んだフリの二に択たくを推すい奨しようだ！」

　全身のバネを溜ため、一気に飛び出そうとする絵馬。しかしその眼がん前ぜんに無む言ごんで立たち塞ふさがってきたのは、初日に出会ったあの怪かい力りき男おとこだった。糸いと目めは糸目のままで、じっとこちらを睨にらみつける。絵馬は言った。

「他の選択肢は、ないのかい？」

「ない。我々は力を手に入れて、外に出る。それしか道はない」

「もう一度、よく考えてみな。道があるのは前だけじゃねーぞ」

「ここまで来て逃げられるか！　一族の誇ほこりというものがある！」

　巨きよ漢かんは不ふ意いをついて突とつ進しんしてきた。力だけならば本物の鬼おににも劣おとらない攻こう撃げきが、唸うなりをあげて絵え馬まに襲おそいかかり──

「誇ほこり？　何も知らない女の子を自分達の都つ合ごうで殺すのが誇りか！　んな腐くさった誇りが捨てられないから、結けつ局きよくいつまで経たっても腐ったままなんだろうが！」

　絵馬の拳こぶしがカウンターで男の腹に突つき刺ささる。重たい音をたてて地面に倒たおれた男はそのままに、絵馬は顔を上げて周しゆう囲いの村人達を観察した。

「全員、こいつと同意見か？」

　返答はなかった。それが返答だった。

　嘆たん息そくの中に、絵馬は微かすかな呆あきれを含ふくんだ言葉を滑すべりこませる。

「はっ……今までもこれからもその意い志しは持ちませんってツラだな。んなら私に出で来きることは何もないや。どうなっても恨うらむなよ」

　そして彼女は怒ど濤とうの勢いきおいで村人達の中に突とつ入にゆうした。しかし村人がそれを黙だまって見ているはずもなく、口々に何かを叫びながら隻せき腕わんの女へと襲いかかる。

「そんなに怪け我がしたいのかあんたらはぁっ！」

　女らしからぬ怪かい力りきで絵馬は手て加か減げんも何もなく村人を殴なぐりつけ蹴けり飛とばし、悪あつ鬼き羅ら刹せつもかくやという勢いでその包ほう囲いを突っ切っていく。

　生なま身みで烏からす天てん狗ぐと渡わたりあえるような女だ。いかに鬼の血が流れているとはいえ、訓くん練れんも受けていないような村人が抵てい抗こう出来るはずもなかった。が──

「あ……あら？」

　あの巨漢も含ふくめ、完全に急きゆう所しよをついて悶もん絶ぜつさせたはずの村人が次々と起き上がってくる。

「みんな、なんだかやけに頑がん丈じようでないの……？」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かんに気付いた。

（って、なるほど。煉れん王おうの霊れい気きが零れい落らくしかかっているせいで──鬼の血が活かつ性せい化かしてるってわけか。あのメイドさんほどじゃないにしても、これは）

　最も楽な対たい処しよ法ほうはこの広場全体を結けつ界かいで覆おおってしまうことだったが、そうすると倫りん太た郎ろうまでも巻まきこんでしまう。今の倫太郎はひ弱な化ばけ猫ねこの子供に過ぎないのだ。

　懲こりずに突っかかってくる村人を殴り倒しつつ、絵馬は呟いた。

「うお。ちょっと面めん倒どうくさいかも」

「その程てい度どなら心配はいらぬか。せいぜい頑がん張ばるがいい」

　その様よう子すを見ていた清せい欧おうは安心した様子で歩き出した。

　冬ふゆ春はるの待つ、祭さい壇だんへと。




　絵馬の状じよう況きようはわかっていた。

　倫太郎は必ひつ死しで縄なわを嚙かみ切きろうとしている。儀ぎ式しきの決まりなのか、少女を縛しばる縄は見たこともないほど複雑に祭さい壇だんに括くくられていた。人間形けい態たいになっても手ですぐに解ほどけるとは思えない。結けつ局きよく嚙かみ切きるのが一番早そうだった。

「まったく！　肝かん心じんなところで考えが足らないんだから……」

「……クロ」

「ちょっと待ってて、もうすぐ切れるよ」

「いいや、もう遅おそい」

「！」

　倫りん太た郎ろうは慌あわててその場を飛びのいた。冬ふゆ春はるの顔を飛び越して、向むこう側がわからその男の顔を睨にらむ。祭壇のすぐ前に立ち、清せい欧おうはにやにやと唇くちびるを歪ゆがめていた。

「いろいろあったが、もう終わりだ。煉れん王おうの力は儂わしのものになる。そう、それが当然なのだ。儂は正当な血を引く後こう継けい者しやなのだからな」

「何言ってんだよっ！　自分の子供だろっ！　なんでこんなことが出で来きるんだよっ！」

　倫太郎が毛を逆さか立だてて威い嚇かくしながら叫ぶ。

「これは妙みようなことを言う猫ねこだのぅ。こいつは子である以前に『贄にえ』だ。鬼おにの血を持たぬ人間として生まれてきた時点で、こいつの役割は決まっておったのよ」

「お父様……何の、こと……？」

「おお、お前はもう何も考えなくていいんだよ。お前は、今日このときのために生きてきたのだ──この儂に食われるために、な」

　清欧の口が音もなく変へん貌ぼうし、耳まで裂さけるほどに開かれる。それはどんな獣けものよりも大きな牙きばを具そなえ、赤黒い舌したが醜しゆう悪あくにうねる──鬼の口こう腔くうだ。変化したのはその口だけで、それ以外は全く人間そのままだった。目も、鼻も。だがそれ故ゆえに、その姿すがたは吐はき気けを催もよおすほどおぞましく見える。

　醜悪な妖よう怪かいは欲望に塗まみれた眼めで自らの娘の肢し体たいを嘗なめ回まわした。ひどく嬉うれしそうに喋しやべり始はじめる。

「ああ──今だから言うが。お前の身体を見るたびに、どうやって食べてやろうかと年とし甲斐がいもなく胸むねを躍おどらせていたのだよ。あの白い肌はだに舌したを這はわせたら、どんな柔やわらかい感かん触しよくが返ってくるのだろうか。牙を突きたてたときにしぶく血は、はたして温あたたかいのか冷たいのか。極ごく上じようのワインとして喉のど越ごしを楽しめばいいのか、それとも最上級の肉にく汁じゆうとして啜すするべきなのか。ああ、きっとお前は骨ほねも美味うまいのだろうなぁ。この父は卑いやしい犬のようにお前の骨をしゃぶるのが楽しみでならんのだ。そして、そう、その長い髪かみもいい匂においがする。なんとも扇せん情じよう的てきで、食欲をそそる匂いだ。付け合わせのようなものか、それで肉を巻まいて食べるのもいいかもな……ふふふ、匂いと言えばだ。恥はずかしい話、お前が儂に抱だきついてくるたびにその匂いが鼻の中に入りこんできてな。あまりに甘い匂いで、この儂のとうの昔に萎なえた一いち物もつが知らず立ち上がることもしばしばだった。お前は気付かなかっただろうが、儂も必ひつ死しで我が慢まんして、待っていたのだぞ……この時を。な、だからな、いいだろう？　そろそろ、食べさせておくれ」

　あまりにおぞましい容よう姿し。あまりにおぞましい言葉。

「あ……」

　堪たえきれなくなったのか、冬ふゆ春はるがついに気を失った。

「冬春ちゃんっ！」

「ふはは。心配するな、あとでお前も食ってやるわっ」

「くそっ！」

　そこで届く女の声。それは予よ想そう外がいに近くから聞こえてきており、しかも確かに近づいてくる。

「どけどけーっ！　緊きん急きゆう車しや両りようが通るぞーっ！」

「絵え馬まさん！」

　清せい欧おうは背はい後ごをちらりと振り返り、忌いま々いましそうに呟つぶやく。

「ちっ……使えぬ奴やつ等らだ。仕方ない、儂わしが相手してやろう。一いつ瞬しゆんで済すむだろうしな」

　清欧は口の変化を元に戻した。倫りん太た郎ろうに一いち瞥べつをくれてから、絵馬の声の方向へと進む。

　黒くろ猫ねこはそちらを見ようともしなかった。与えられた時間を無む駄だにするわけにはいかない。

　彼は再ふたたび、一いつ心しん不ふ乱らんに縄なわを攻こう撃げきし始はじめた。




　祭さい壇だんへの距きよ離りが次し第だいに縮ちぢまる。あと数人の村人を倒たおせば祭壇に辿たどり着つけるというところで、清欧がゆらりと絵馬の正しよう面めんに進み出てきた。
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　虚きよ弱じやくな老人が。無む謀ぼうにも程ほどがある。

（どうなっても知らんぞっ！）

　最後の村人達を弾はじき飛とばし、清せい欧おうに引いん導どうを渡わたすべく間ま合あいを詰つめる。そこで──

　絵え馬まは気付いた。

　清欧が狂きよう気きの笑えみを浮うかべたままでいる。

　今まで、北ほう条じようよりも天あま宮みやよりも、ことによると他の村人達の誰だれよりも弱かったその気け配はい、妖よう気きが、陽炎かげろうのように立たち上のぼっているのが『視みえた』──

「な……んだとっ？」

　それに気付いたのは僥ぎよう倖こうとしか言いようがなかった。一いつ瞬しゆんの判はん断だんで、故こ意いに足を滑すべらせて地面に倒たおれこむ。地面に腹ばいになった絵馬の身体のすぐ上を、猛もう烈れつな質量を持った何かが通過していった。

　赤く。黒く。醜しゆう悪あくな剛ごう毛もうが皮ひ膚ふを覆おおい尽つくしている、巨きよ大だいな鬼おにの腕うで。完全な鬼であった北条のものよりも、さらに一回り以上大きい腕。それはまるで不ぶ細さい工くな貼はり絵えのように、細い老人の右肩かたからひどく不自然に生えている。

　その腕がさらに地面に向けて打ち下ろされる。絵馬はその一瞬前に辛かろうじて跳はね起おきていた。圧あつ倒とう的てきな質量と速度を具そなえた破は壊かい兵器が地面に大穴を穿うがつのを見やり、隠かくしようもなく戦せん慄りつする。

「……なんでだ？」

「ふっ……はははは！　いい、この力はいいぞ！　身体が燃え上がるようだ！」

「だから、なんでそんな、シャレにならん力がもう出てきてるんだ、て聞いてるんだ！　儀ぎ式しきはまだ終わってないだろうが？」

「かかか、これは仮かり降おりよ。儀式がいよいよ終しゆう局きよくに近づいてきた。既すでに煉れん王おうの力は幾いく許ばくか儂わしに流れこんできておる！　信じられるか？　これだけの力でさえも、まだ全ての力の何十分の一かなのだ。冬ふゆ春はるを食らい、力を完成させればどうなるか。楽しみでならん！」

「ちっ」

　絵馬は舌した打うちを一つ残し、大きく右側へ弧こを描えがくようにして走る。あの不自然な右腕、逆ぎやく方ほう向こうには隙すきがあるはずと考えたからだ。しかし──

　絵馬の見ている前で、それは起こる。瞬しゆん時じに清欧の巨大な右腕が元に戻り、代わりに今度は左腕が巨大な鬼のものへと変わる。

（それは卑ひ怯きようだっ！）

　胸きよう中ちゆうで絶ぜつ叫きようしながら、絵馬は必ひつ死しで自らの身体を押おし留とどめようとする。だが不ふ用よう意いに移い動どうさせた体重は容よう易いには戻らない。

「ほれっ！　ははは！」

　繰くり出だされた左腕の拳こぶしを腹に受け、絵馬は大きく後こう方ほうへ吹き飛ばされる。北条の時と同じく、反はん射しや的てきに掌てのひらを出して衝しよう撃げきを緩かん和わしてはみたが──

「ぐっ……おぇぇ」

　綺き麗れいに着地することも、すぐに立ち上がることも出で来きない。身体の中心線が急きゆう激げきに熱あつくなり、脳のうの命令に従したがって絵え馬まは胃い液えきをリバース。酸さん味みの混まじった唾つばを吐き出しながら、絵馬はゆっくりと手足に力をこめていく。大だい丈じよう夫ぶ、まだ動く。

「くそ、格かつ好こう悪ぃ。油ゆ断だんしたか」

　片腕うでだけとはいえ、威い力りよくも速度も北ほう条じようとは段だん違ちがいだ。まがりなりにも神レベルの力、侮あなどれない。

「ふぅーむ、まだ生きておる。まぁいい、もう少し遊んでみるとするか！」

「じいさんの遊び相手か……あんまり楽しそうではないな」

　辺あたりを見回す。村人達がじりじりとまた距きよ離りを縮ちぢめてきている。清せい欧おうと村人、同時に相手をするのは不ふ可か能のうだ。絶たえず移い動どうしつつ、包ほう囲いされないように戦わなければならない。清欧の身体で鬼おに化かしているのは今のところ腕だけなので、その足はたいして速くなっていないだろうが──

（気休めにもならないな。正直に言って、この状じよう況きようは）

　無む性しように煙草たばこが吸いたくなった。

「かなりキツイぞ！」

　そして、絵馬は脳のう内ないリミッターを解かい除じよする。




　　　　　３




　相変わらず状況は最悪だった。

　まず、清欧から距離を取るために村人達の中に突入する。当然攻こう撃げきされる。単に殴なぐっただけでは村人の動きは止められないので、面めん倒どうくさいが小さな結けつ界かいを張って閉じこめることにする。そうやって二、三人を戦せん闘とう不ふ能のうにしたところで、清欧が追いついてくる。なんとかあしらってまた走り出す。そして別の村人達に襲おそいかかったり襲いかかられたりしてふりだしに戻る。

　もはや何度それを繰くり返かえしたのかわからない。段だん々だんと疲ひ労ろうが蓄ちく積せきして、不ふ毛もうな繰り返しがそれを苛いら立だちに似にた怒いかりへと変える。絵馬は多た少しよう八つ当たり気ぎ味みに、普ふ段だんよりも幾いく分ぶん手て荒あらな攻こう撃げきを村人達に加え続けていた。

「邪じや・魔まぁぁぁぁっ！」

　懲こりずに突っかかってくるあの糸いと目め男を真しん空くう飛とび膝ひざ蹴げりでダウンさせ、その勢いきおいのままに飛び乗って顔がん面めんを乱らん打だ。そうしているうちに他の男二人が群むらがってきたので、絵馬は一人の頭を摑つかんで引き寄せると同時、飛ぶ。馬うま跳とびの要よう領りようで男を飛とび越こし、振り向きざまに奇き術じゆつ師しのような手つきで取り出したコインを投げる。固まったその三人が圧あつ力りよく結界に囚とらわれるのを確認した刹せつ那な、背はい後ごから角かく材ざいで殴なぐり倒たおされた。

「いっ……たいなコラ！」

　涙なみだ目めで見上げてくる（だけの）女の姿すがたに予よ想そうが外はずれたのか、一いつ瞬しゆんその中年の男の動きが止まる。その隙すきを見み逃のがさず、絵え馬まは新たな犠ぎ牲せい者しやに背せ負おい投なげを見み舞まって結けつ界かいに放りこんだ。

（これで何人だ？　二十二……二十三人？）

　戦せん闘とう不ふ能のう者しやの数を数えてはいたが、あまり意味はなさそうであった。周まわりに動く者がいなくなるまで戦いは続くのだから。そして数で言えば十人分以上の力を持つ怪かい物ぶつもいる。

「どけいっ！」

　村人の一人を弾はじき飛とばし、近づいてきていた清せい欧おうが大きく腕うでを振り上げる。

（集中しろ見切れハアハアうるさいってこれは私の息か見切れ右か左か見切れよけろ！）

　風。絵馬の服を掠かすめて豪ごう腕わんが宙ちゆうを薙なぐ。甘かん美びな達たつ成せい感かんに浸ひたることもなく、彼女はその腕に抱だきつくようにして自分の右腕を回す。そこには倫りん太た郎ろうの服の中からこっそりと回収していたベルトがあった。素す早ばやくベルトを鬼の腕に巻まきつけ、そのベルトをぽん、と叩たたくと同時に飛び離はなれる。極ごく小しようの結界は青白い火花を鬼の腕に刻きざみこんだ。

「ぬぅっ！　小こ癪しやくな！」

「小癪な、じゃないよ。普ふ通つうなら腕なんかぶった切れてるってのに……おお？」

「旦だん那な様！　今です！」

　気を抜いた隙に、背はい後ごから若い男に抱きつかれた。にやりと清せい欧おうが笑い、殺さつ意いの巨きよ腕わんを真まっ直すぐに繰くり出だしてくる。背後の男の運命はそのとき既すでに決まっていた。

（すまんなっ！）

　男の首を摑つかみ、絵馬は体重を前にかけながら腰こしを跳はね上あげる。前方に投げ出された男の身体が無む残ざんに潰つぶれ、嫌いやな液体を周しゆう囲いに撒まき散ちらした。ごろごろと地面を転ころがりつつ、絵馬は瞬しゆん時じに思考する。

（あそこに置いた結けつ界かい材ざいはまだ効こう果か残ってるか？　たぶん残ってるな駄だ目めもとだ行け！）

　トラップとして、結界を発はつ動どうさせないままにいくつかばらまいていたコインの位い置ちを思い出す。ポケットから零こぼれ出でたコインを好こう都つ合ごうとばかりに地面に叩たたきつけ、絵馬は叫んだ。

「ジジイはジジイ同士、向こうで電気マッサージでも受けてろ！」

　意い志しを持っているかのように、結界の中を蠢うごめく青の電光。片腕だけが巨きよ大だいな不自然なフォルムが稲いな光びかりの中に吞のみこまれていく。影かげはぐらりと揺ゆらめいたように見えた。

「おお……おお」

（やったか！）

　しかしその直後、清欧は腕を振り回して結界を破は壊かい。外見からは全くダメージを受けた様よう子すが見られない。

「おいおい」

「多た少しよう痛いたくはあったぞ。くくく、全く素す晴ばらしい力だ。しかしもう虫を調ちよう子しに乗らせるわけにもいかん。そろそろ終わらせるとするか！」

　ぼんやりと祭さい壇だんの横に立つ女に向けて、清せい欧おうは嬉き々きとした表情で言った。

「さぁ、天あま宮みや！　もっと！　もっとだ！　煉れん王おうのさらなる力を、儂わしに導みちびけ！」

　その言葉に絵え馬まは気付いた。巫女みこの役割。それは異い界かいからの霊れい気きをこの地に──祭さい主しゆとやらに導く、言わば輸ゆ送そうパイプのような役割を果はたしているのだろう。

（まずいな。これ以上強くなられると、こっちとしても打つ手が──）

　存そん在ざいしない左腕うでがちくりと痛いたんだ。遥はるか過去に忘れてきたはずの幻げん肢し痛つう。

（待て。駄だ目めだ。考えるな囚とらわれるな思い出すな吞のみこまれるな！）

　僅わずかに顔を出そうとする薄うすら寒さむい絶ぜつ望ぼうを、寸すん前ぜんで引き破る。苛いら立だたしい無む力りよく感かんを寸前で打うち壊こわす。恥ち辱じよくに満ちた諦てい念ねんを寸前で握にぎり潰つぶす。無む益えきな恐きよう怖ふ感かんを寸前で叩たたき殺ころす。

（まだだ。来やがれ……）

　自らに潜ひそむ魔ま物ものを一つ一つ凌りよう駕がしていくのに合わせて、絵馬は身体の緊きん張ちようを高めていく。

　天宮は清欧の言葉にゆっくりと顔を上げ──

　そしてそのまま、止まった。

「どうした！　天宮！」

　彼女の虚うつろな視し線せんの先には何もない。絵馬も清欧も村人も冬ふゆ春はるもいない。その口からは小さな独どく白はくが聞こえてきた。

「……来ましたか。遅おそかったですね」

「何を言っている！　貴き様さまは巫かんなぎだろう、役割を果たせ！」

　天宮は清欧の苛いら立だちの声にようやく反はん応のうを返した。

「……はい。私は巫です。儀ぎ式しきの礎いしずえ、煉王と祭主とを繫つなぐもの。しかし」

　嘆たん息そくかただの吐と息いきか。判はん別べつのつかない息が、言葉の間を繫いだ。

「もう、旦那様は祭主では御座いませんので──」

　刹せつ那な、清欧の身体から異い形ぎようの腕が消え失せる。

　誰だれもが、何故なぜ、という単たん純じゆんな思し考こうに支し配はいされた一いつ瞬しゆん。それ以外の全てを忘れた一瞬。

　その一瞬に滑すべりこむようにして、広場に駆かけこんできた眼鏡めがねの医者が清欧に突進し──無む防ぼう備びな老人の腹に、手にしたナイフを深々と突き立てた。




　清欧は震ふるえる手でその男の肩かたを摑つかんだ。口から赤い塊かたまりを溢あふれさせつつ、その名を呼よぶ。

「た、高たか倉くらぁっ……」

「残念ながら。資し格かくを持つ者が同じ場所に二人以上いる場合、煉王の力の流れ行く先、つまり力を受け取る祭主は巫の意い思しによって決められる──このように、ね」

　医者の白はく衣いが肩から弾はじけ飛とび、先せん刻こくまで清欧に生えていたものと全く同じ腕がそこに現れる。彼はその太い腕うでで、肩かたに乗っている老いた手を軽く握にぎり潰つぶして引ひき剝はがした。

「切り替えに時間がかかるかも、と思って一いち応おうナイフを使ったんだが……その必ひつ要ようもなかったようだな」

「ぐぅっ。お前は、一体……」

　高たか倉くらの唇くちびるが歪ゆがむ。

「やっぱり、わかりませんか。父さん」

「な──？」

「当然か。僕が捨てられたのはまだ赤子の頃ころだったという話だし、顔も整形している」

　清せい欧おうは、至し近きん距きよ離りからじっとその男の顔を見つめた。腹の痛いたみのせいか、それとも他の何かのせいか……次し第だいに身体全体が震ふるえてくる。

「まさか、あのときの」

「まったく、くだらない仕し掛かけだ。鬼おにの一族に生まれた人間の男子と女子。どちらも鬼の間に生まれた子には変わらないのに、男か女かだけでこうも運命が変わるとは」

「馬ば鹿かな。生きているはずがない。儂は確かに、殺せと命じた」

　高倉は今までの冷れい徹てつな雰ふん囲い気きそのままに、軽く鼻を鳴ならした。

「鬼にも良心はあったということだろうな。その命令を受けたこの村の者は僕を殺さず、ただ捨てるだけに留とどめた。ご丁てい寧ねいにも村の秘ひ密みつが書かれた手紙まで添そえてあったそうだ。施し設せつで育ち、ある日その手紙を読んで僕は全てを知った。あとはわかるだろう？　まぁ、幸運だったな。上手うまくこの村に医者として潜もぐりこめたし、不確定要よう素そはあったが……今こうして、素す晴ばらしい力を手に入れることが出で来きた」

「何故なぜだ。人間である貴き様さまに、煉れん王おうの力が受け入れられるはずは」

「村長のくせに勉強不足だな。祭さい主しゆの条件は『正当な血ち筋すじを受うけ継つぐ男』、ただそれだけだ。鬼の力は全く発はつ現げんしていないが、遺い伝でん子しレベルで見れば確かに僕は王の血ち筋すじなのさ」

「ふざ……ける、な。天あま宮みや、早く、儂わしに力を……」

　機き械かい仕じ掛かけの人形のように首をカタカタと回し、清欧は巫女みこに向かって言った。

　天宮は何も答えない。虚うつろに。ただ虚うつろに佇たたずむ。血の臭においを纏まとった風に、黒くろ髪かみと白しろ装しよう束ぞくが無む言ごんで踊おどった。

　清欧は真しん紅くと絶ぜつ叫きようを同時に口から放はなつ。

「この……裏うら切ぎり者ものめがぁぁぁぁっ！」

「うるさい」

　高倉の繰くり出だした鬼き腕わんの一振りが、老人を大きく吹き飛ばした。それきり、清欧はぴくりとも動かなくなった。

　そして、彼は振り向いて視し線せんを合わせる。

　今の今まで、じっと事じ態たいの推すい移いを見守っていた──隻せき腕わんの逃にがし屋やと。




　高たか倉くら。天あま宮みや。動かない清せい欧おう。それらを順々に眺ながめやってから、絵え馬まは大きく肺はいに息を吸い込んだ。空気をゆっくりと吐き出しつつ、高倉に向けて言う。

「確認しようか。つまり、私の相手はあんたに代わった、と？」

　彼はいつもの平へい静せいな顔のまま、あっさりと答えた。

「そういうことになるかな」

「初めからこういう計画だったのか？」

「勿もち論ろんそうだ。僕のような『人間』が祭さい主しゆとしてぽっと出てきたところで、村人達がそのあとの儀ぎ式しきに協力してくれるとは限らない。どうしても最後の舞ぶ台たいが整ととのうまでは待たなくてはならなかった。あまりに死者が多すぎてここまで来るのに手て間ま取どったがね。ふふ、いずれにしても上手うまくいったよ。予定通り、最後の美味おいしいところだけを頂いただくことが出で来きた。こうなってしまっては村人達もどうにも出来ないだろう……っと。わかるな！　今や僕がただ一人、煉れん王おうの力を受うけ継つぐ主だ！　余よ計けいな真似まねはするな、大人しくしていろ！」

　言葉の最後は周しゆう囲いの村人達に向けられたものだ。予よ想そう外がいの事じ態たいに立たち竦すくんでいた彼らが一いつ斉せいに平へい身しん低てい頭とうする。それだけ『力』に対する畏い怖ふが刷すりこまれているということだろう。

　絵馬の感かん覚かくを何かが刺し激げきした。

　高倉は満足そうな表情で逃にがし屋やに向き直る。

「一番の邪じや魔ま者ものは僕の手で殺したいからな。煉王の力の具ぐ合あいも確かめなくてはならないし」

「黙だまって殺されてやるつもりはないがね。にしても、本当に別人みたいだ。いつかのことを訂てい正せいしよう、あんたは演えん技ぎ派はだ……演技派と言えばそっちもだな。旦だん那な様の従じゆう順じゆんメイドとばかり思っていたが。天宮とも最初から共きよう謀ぼうしてたのかね？」

　自分の名前が出たにも関かかわらず、彼女はやはり無む言ごんを守っていた。寂せき寞ばくの瞳ひとみは何も捉とらえていないようであり、同時に全てを捉えているようでもある。何を考えているのか、外側からは全く窺うかがい知しることが出来ない。

　彼女を横目に、高倉が口を開いた。

「最初からではないな……元々僕は巫かんなぎに正しよう体たいを明かす気はなく、アレが仮かり降おりの力を手に入れる寸すん前ぜんになんとかして殺すつもりだった。祭主が一人しかいないのならば、巫の意い思しはどうあれ煉王の力は一所に流れこむしかないからだ。しかしこれは僕も知らなかったが、どうやら巫は自分がそれに選えらばれたことを祭主に報ほう告こくせねばならないようなシステムになっていたようでね。自動的に周しゆう囲いにいる『祭主資し格かく者しや』のところへ向かうようになっていたんだ……つまりは僕とアレのところに。神凪の日に僕の診察室のドアがノックされて、自分が祭主の血ち筋すじであることがばれたときにはどうしようかと思ったよ」

　そこにいる男の印いん象しようは、初めに感じたものとはまったく違っていた。無む駄だ話ばなしなど良しとせず、ただ用件のみを口にして立ち去っていくような冷れい徹てつな医者はもうここにはいない。絵馬の眼がん前ぜんに立っている男は、求めていた力を首しゆ尾びよく手に入れ、溢あふれんばかりの余よ裕ゆうを見せ付ける一人の強大な鬼おにでしかなかった。

　再ふたたび、絵え馬まの感かん覚かくが揺ゆらぐ。

「ん？　どうかしたか？」

「いや。でも結けつ局きよくは協力することになったんだろう？」

「そうだ。案あん外がい聞き分けよく協力してくれてね。罠わなではないかと疑うほどにあっさりと。その覚かく悟ごもしていたんだが……実じつ際さいここまで来ているんだから違うようだ。詳くわしくは聞いていないが、たぶん僕と同じ、嫌きらいなジジイに復ふく讐しゆうしたいっていうような理由だろうさ。大だい分ぶ扱こき使つかわれていたようだしね。理由はどうあれ、彼女が協力してくれたおかげでアレを楽に殺すことが出で来きた。手に入れたと思った力が消えたんだ、隙すきの出来ない奴やつはいないだろう？」

　ぺらぺらと、よく喋しやべる──

　絵馬はその苛いら立だちを含ふくめ、胸きよう中ちゆうで暴あばれ回まわる全ての感情を一いつ旦たん完全に消し去った。まずは落ち着かねばならない。自分がこれからすべきこと。相手にさせてはならないこと。それを今一度、はっきりと確認させよう。完全に平へい坦たんになった心の水面から、最初に浮うかび上あがってきたものは──

　拳こぶしを軽く握にぎり。絵馬は小さく、しかし強く、高たか倉くらに問いかける。

「復讐って言ったな。それが、あんたの根本的な目的か？」

「ああ、そうだ」

　異い様ような重じゆう圧あつの籠こもった低い声が続く。

「もしも。もしもわかってないんだったら言うが、今あんたが身に纏まとっている力は尋じん常じようなものじゃない。人の身に、いや他のどんな存そん在ざいにでも扱あつかえはしない。もう言い古されてる言葉だが──強すぎる力は不幸しか呼ばない」

「何を今さら。生まれてすぐ親に捨てられた僕には何の幸せもなかった。初めて手に入れた僕だけのモノがこれなんだ。それに、この力を待ちわびていたのは僕だけじゃない。これで外の世界に出られる、迫はく害がいを跳はね返かえせると村人達も期き待たいしているんだ。捨てられるものか」

「もう一つ。それはあくまでも仮かり初そめの力。真の意味であんたがその力全てを手に入れるためには儀ぎ式しきを完かん遂すいさせなくてはならないはずだ。最後の儀式……つまりは、冬ふゆ春はるちゃんを食べるという儀式を行う必ひつ要ようがある。本当に、それをするつもりなのか？　あんたは人間で、そしてあの子は」

　絵馬は密ひそやかに、その言葉を紡つむいだ。

　予よ想そうはしていた。当たり前だ。気付いていないはずがない。

　だが、たとえそうでも、最後に聞いておきたかった。

「あんたの妹だというのに？」

　高倉は、肯こう定ていも否ひ定ていもしなかった。

　ただ。肩かたを竦すくめて、こう言った。

「……それが？」

　決まった。全てが決まった。

　帽子を被かぶり直なおし、絵え馬まは周しゆう囲いの世界を把は握あくする。清せい欧おうは動かない。無む視し。村人達は這はい蹲つくばっている。無む視し。倫りん太た郎ろうは……まだ冬ふゆ春はるを解かい放ほう出で来きてはいない。急げ。

　この状じよう況きようで、自分がすることは。

（何はともあれ、倫太郎が縄なわを切るまでの時間稼かせぎだ。わざわざタイマンはってくれるみたいだしな。んで冬春ちゃんを確保出来れば、あとは全力で逃にげるだけ）

　疼うずく。何かが疼く。しかし今はそれどころではない。

（はっ、単たん純じゆんなことじゃないか。いつも通り、私の大好きな『何も考えずに出来ること』だ）

　決めたのならば、やるしかない。出来るかどうかは問題ではない。ただ、やるしかない。

　絵馬はぐっと腰こしを落とした。

「身体は温まってる。遠えん慮りよはいらないよ」

「そうさせてもらおう。しかし勘かん違ちがいはしないほうが身のためだ。もうここには、さっきとは比くらべ物ものにならない程ほどの力が集まっている！」

　高たか倉くらの言葉と同時、左右非ひ対たい称しようだったその姿すがたが対称に変わった。つまり──人間の形のままだった残りの腕うでも、もはや赤しやく銅どう色いろの暴ぼう力りよくへと吞のみこまれている。不ぶ格かつ好こうな弥や次じ郎ろ兵べ衛えとなった高倉は、その両腕を大きく天に掲かかげた。

　圧あつ倒とう的てきな『力』が、その腕の周しゆう囲いに集まっていくのが見える。空間の揺ゆらぎ。不ふ吉きつな予よ感かんを感じさせる陽炎かげろう。それらは次し第だいに凝ぎよう縮しゆくし、物理空間とのずれを曖あい昧まいに塗ぬり潰つぶしていく。形を持った陽炎と形を持った揺らぎはいつしか、鬼おにの掌てのひらの間で蠢うごめく巨大な火か炎えん球きゆうへと変わっていった。鬼の巨きよ腕わんからしてみれば小さく、高倉の身体からしてみればひどく大きい、直径二メートルほどの金こん色じき。

「げ。もう術じゆつも使えんのかよ」

「さて……行くぞっ！」

　そして高倉は無む造ぞう作さに、その火炎球を絵馬に向かって投げつけてきた。その動どう作さがあまりに軽々しく自然だったため、絵馬の動きが僅わずかに遅おくれる。

（ちっ──）

　懐ふところに手を突っこみ、ジャケットの内ポケットを探さぐる。短たん冊ざく型がたの小さな紙があった。それを摑つかみとって前方にばらまく。空中で結けつ界かいを張るには軽い物のほうが都つ合ごうがいいのだ。

（耐たえられるかっ？）

　ふわりふわりと踊おどる紙のそれぞれを結ぶように光が走り、網あみ目め状じようの結界が形成される。その刹せつ那な、高倉の放った火炎球がそこにぶつかってきた。網目の隙すき間まから猛もう烈れつな熱量がじりじりと届いてくる。絵馬の背せ筋すじに冷たいものが走るのと同時、火炎球はずるりと結けつ界かい盾じゆんの表面を滑すべってあさっての方向に飛んでいった。

　火か炎えん球きゆうはそれでもまだ消え去ることなく、まるで意い思しを持っているかのように潑はつ剌らつと空くうを裂さいて進む。そして最終的に、広場を飛び越えた向こう──あの清せい欧おうの屋や敷しきに飛びこむ。

　轟ごう音おん。耳をつんざくような破は壊かい音おんを道みち連づれに、屋敷は大だい爆ばく発はつを起こした。全てがあっけなく崩くずれ落おちていく。この広場にも炎ほのおに包つつまれた建たて物ものの残ざん骸がいがいくつも飛ひ来らいし、村人達が悲ひ鳴めいをあげた。もはや屋敷は屋敷ではなく、炎えん熱ねつが荒あれ狂くるい、灰色の煙けむりが自由を謳おう歌かする廃はい材ざいの山でしかなくなっている。

「笑えないな」

　真ま顔がおで絵え馬まは呟つぶやく。先せん刻こくの紙し片へんが諭ゆ吉きち先生であったことに今さら気付いたのも笑えない原げん因いんの一つではあったが、当然ながら火炎球の威い力りよくも笑えなかった。結けつ界かいで弾はじけたのは幸運としか言いようがない。元々微び妙みように火炎球の狙ねらいが外はずれていたせいで、斜ななめに受けることが出で来きたのがよかった。

「はは、すごい力だ！　続いてもう一個！」

「くそったれ……！」

　受け止めるのはリスクが大きすぎる。出来るだけ避さけるしかない。絵馬は胸きよう中ちゆうで決心し、再ふたたび火炎球を生み出し始めた高たか倉くらを横目で見つつ走り出した。




　　　　　４




　天あま宮みやは一人静かにその光こう景けいを眺ながめていた。両腕うでを異い形ぎようと化した祭さい主しゆは、まるでゲームでも楽しむかのように、火炎球を生んでは隻せき腕わんの女に投げつけるということを繰くり返かえしている。祭主を中心にして弧こを描えがくように動き続けている彼女が避さけた火炎球はそのまま遥はるか彼方かなた、村の中まで飛んでいって爆ばく炎えんを上げる。たまに当たりそうになると、彼女は上手うまく結けつ界かいを張はってその軌き道どうを逸そらしていた。

　そんな二人とは全く関係なく──

　忘れ去られた元祭主は、天宮から数メートル離はなれたところでただうつ伏ぶせている。彼女はそこであることを感じ取ったが、だからどうするということもない。倒たおれた老人の姿すがたをぼんやりと知ち覚かくし、彼女は先せん刻こく高倉が言った言葉を思い出していた。

　裏うら切ぎった理由などない。好きではなかった。嫌きらいでもなかった。ただ──

　どうでもよかったのだ。

　何がどうなろうと、自分は意味を考えることはない。ずっとそうしてきた。だから巫かんなぎに決まったときもやはり自分らしく、何も考えずにただ流れに任まかせた。何かに導みちびかれたように高倉のところへ向かい、彼が祭主の一族であることを知ったときもだ。『悪いようにはしない。僕に協力してくれないだろうか』と言われたのを覚おぼえている。何故なぜ彼がそうなのか、何のために医者のふりをして他者にそれを隠かくしていたのか。それも全てどうでもいいことだった。だから自分は頷うなずいた。何も考えずに、正しよう体たいを黙だまっていること、最終的に煉れん王おうの力を彼に注そそぐことを約やく束そくした。

　誰だれを裏うら切ぎったのでもない。裏切る以前の意い志しを自分は持っていない。もしもその後清せい欧おうに『他に祭さい主しゆはいるか？』と訊きかれれば躊躇ためらいなく教えていただろう。訊かれなかったから言わなかった。それだけの話。祭主としては二人とも等とう価か値ちで、一方に協力を要よう請せいされ一方にはされなかった。ただそれだけの話だ。

「……」

　炎ほのお。炎が見える。神にも近い鬼おにによって生み出された神しん聖せいで邪じや悪あくな炎が、村のそこかしこに立たち昇のぼっているようだった。流ながれ弾だまのせいだろう。未いまだ二人は弾たま当あてゲームを続けている。炎はこのままでは村全体に広がる可か能のう性せいもあったが、それもまたどうでもいいことだった。平ひれ伏ふしている村人達も気付いてはいない様よう子すだ。

　冷めた気持ちで思う。誰もが愚おろかで狂くるっている。

　娘を食らおうとする老人。妹を食らおうとする男。あくまでも他た力りき本ほん願がんに、外への帰き還かんを目指す村人。閉じこめられ、しかしその閉じこめられていることにすら気付かないままだった少女。そして──それら全てに気付いておきながらも、流れに身を任まかせ続ける無意味な自分。

　天あま宮みや灰はい理りは、神にも等しい鬼の攻こう撃げきを避よけ続つづける女の姿すがたをぼんやりと瞳ひとみの中に収おさめた。決して諦あきらめず、ただ一人の少女を逃にがすために命を賭かける隻せき腕わんの女。

　新たな流れが生まれている。古き流れも存そん在ざいしている。

　自分は、最終的にどこへ流れ着くのだろう──

　思し考こうを閉じる。いつもの言葉がその手助けをする。

　それを考えることも、やはり無意味だと思った。




　走る。ひたすら走る。動きを止めれば待っているのは死だ。間かん断だんなく飛んでくる火か炎えん球きゆうは一いつ瞬しゆん前まえに自分がいた空間を通つう過かし、遥はるか彼方かなたの村、あるいは山の中に落ちて炸さく裂れつする。周しゆう囲いの村人達は、煉王の力に怯おびえているかのようにひたすら這はい蹲つくばっており、そのせいで幸運にも流れ弾が直ちよく撃げきするという事じ態たいには至いたっていない。

　絵馬は微かすかに眉まゆを揺ゆらす。今までと同じ、感かん覚かくの揺らぎ。

（考えるのはあとだっ！）

　流石さすがに足にも疲ひ労ろうが溜たまってきた。速度が落ちる。再ふたたび火炎球。前方にダイブするようにして回かい避ひ。素す早ばやく回転して立ち上がるが、視し界かいの端はしには再び金こん色じきの光が見えた。

「っ！」

　今度は五枚の夏なつ目め漱そう石せきを犠ぎ牲せいにして火炎球を弾はじく。今度もまた、狙ねらいは僅わずかにずれていた。こちらが回かい避ひ出で来きずに結けつ界かいを張はったときに限って狙ねらいが甘くなっているのは、なんともラッキーな──

（……？）

　違い和わ感かん。

　遠く村のどこかで、今弾はじいた火か炎えん球きゆうが炎ほのおを吹き上げる音が聞こえた。ちら、と背はい後ごを見やると、村のそこかしこで火の手が上がっている。よくよく考えればシャレにならない事じ態たいだ。

　攻こう撃げきは止まらない。高たか倉くらは流ながれ作さ業ぎようのように火炎球を生み出し水平に投げつけてくる。

（ったく。忙いそがしい！）

　絵え馬まの息は先せん刻こくから上がりっぱなしだ。その不ふ規き則そくさが身体のリズムを乱し、今現在における必ひつ要よう最低限の動きまでも阻そ止ししようとする。

　ならば空気など要いらない。

　絵馬は形けい骸がい化かした思し考こうでそう判はん断だんし、強く歯を嚙かんで生命活動に必要な酸さん素そを放ほう棄き。この一いつ瞬しゆんだけ、ただ一つの命令を果はたす機き械かいと化す。動け。動け。動け！

（舐な・め・る・な──！）

　動いた。一歩。

　それで充じゆう分ぶん。『ギリギリで当たらない』と絵馬は見切り、次の行動に備そなえて酸素の補ほ給きゆうを開始する。彼女が一ひと呼こ吸きゆうしたあと、予よ想そう通り火炎球は何事もなく通り過ぎていった。何故なぜか見切りよりも僅わずかに遠く、身体の五十センチほど横を。

　背後で、再ふたたび村のどこかが炎に包つつまれるのがわかった。

　それがとどめだった。




　違和感が違和感ではないものに形を変える。




（今のは。そうか。そういうことか）

　絵馬はそのまま、走り出すことをしなかった。気付きかけていた何か。端はし々ばしで感じていた感かん覚かくのズレが、次し第だいにはっきりとした衝しよう動どうへと変化していく。その衝動を抑おさえることも出で来きない。

「うはは。なんて馬ば鹿かだ、ははは！」

　笑い出す。そのせいで今度も酸素が足りない。

　苦しそうに笑わらい狂くるう絵馬に、高倉は眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを細めて問いかけた。

「もう打つ手がないと諦あきらめたのか？」

　絵馬はその言葉には黙もくして答えず、苦労して呼こ吸きゆうを整ととのえるとポケットから煙草たばこを取り出した。口に咥くわえ、ジッポで火を点つける。

（やれやれ）

　ようやく落ち着いた。大きく煙けむりを肺はいに吸いこんでから、彼女は悠ゆう然ぜんと言った。

「茶ちや番ばん劇げきは止やめにしないか？　もう充じゆう分ぶんだろう」

　茶番劇。全くもってその通りだ。内容もキャストも、その上演方法も普ふ通つうではない。

　舞ぶ台たいに上がったつもりのない者まで、完全に配はい役やくの中に入っている。無む論ろん、主演はイカレてるほど演えん技ぎ派はの馬ば鹿かな男だ。

「何を言っている？」

「私が間ま違ちがってるんなら──あんたはさっさと攻こう撃げきしているはずだろ。そうやって聞き返してるってこと自体がもう証しよう明めいだぁな」

　絵え馬まは帽子の下から、高たか倉くらの目をじっと見つめた。それは、いつもと──ただの医者を演じていたときのものと全く同じ、限かぎりなく冷れい静せいな瞳ひとみだった。

　彼は静かに言ってきた。

「充分、か。いや、まだ最後にすることがある」

「そこまで付きあうつもりはないね。その最後の仕上げは結けつ界かい師しの私がやるのが自然だろう？　準じゆん備びもしてたしな──というか実は今、その仕上げの真っ最中だ。あんたの手を煩わずらわせるまでもない」

「そうか」

　呟つぶやいて、高倉も薄うすく笑った。力のない、何かに安心しきったような笑えみ。

「でもま、もう少し時間はかかるよ。旦だん那な様が時間をくれたら最初からやってたんだがね。奥の手のつもりで用意してたんだが、まさかこんな状じよう況きようで使うことになるとは思ってなかった。やれやれ、あんたにゃ見み事ごとに騙だまされたよ」

「すまない」

　二人の会話を、村人達はきょとんとして聞いている。天あま宮みやも、依い然ぜんとして無表情に佇たたずんでいるだけだった。

　その姿すがたを絵馬は一いち瞥べつする。

「結けつ局きよくのところ、問題だったのはこの子か」

「そうだな。初めからわかっていれば、止められる可か能のう性せいはいくらでもあった」

「しかしもういいだろう。今さらどうすることも出で来きないさ。じゃあ、私の仕上げが終わるまであと少し──ちっとお喋しやべりでもするとしようかね？　確認しよう。あんたの本当の目的は」

　思い出す。違い和わ感かんの欠片かけら。奇き妙みようなのは最初からだったのだ。

　高倉は村人達に絵馬を襲おそわせようとはしなかった。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいで押さえつけられているところに火か炎えん球きゆうを食らえば、打つ手は何もなかっただろう。この期ごに及およんで、最も邪じや魔まな人間とのタイマンにこだわる理由がない。

　そして明らかに喋りすぎだった。饒じよう舌ぜつすぎた。それはまるで、何かの時間稼かせぎのように。

　最後の確信は火炎球。地面にぶつけて爆ばく発はつさせるという手しゆ段だんがあったにも関かかわらず、高倉は常つねに水平方向にしか球を撃うち出ださなかった。今ならわかる。あれは、自分が回かい避ひすることが前ぜん提ていに撃うち出だされていたものだったのだ。当たりそうなときには意い図と的てきに狙ねらいが甘くされ、だから辛かろうじて結けつ界かいで弾はじくことが出で来きていた。それだけではなく、おそらくあの火か炎えん球きゆうは高たか倉くらの意い思しで制せい御ぎよされていただろう。最後の一球、あれは間ま違ちがいなく火炎球のほうが自分を避よけた。当てる気が最初からなかったのだとすると、あの火炎球の目的は、本当に狙ねらっていたものは、背はい後ごを振り向けばすぐにわかる──

「あんたの本当の目的は、『この村を煉王の力で完膚なきまでに破壊すること』だよな？　それで合っているかい、依頼人さん？」

　高倉は頷うなずいて、答えた。

「そうだ。付け加えるなら──その上で、妹をどこかへ逃にがすことも」




　天あま宮みやの瞳ひとみが、揺ゆらいだ。

　加えてもう一人。忘れ去られていた者の瞳も。




　　　　　５




　そこに至いたり、ようやく天宮が動いた。黒くろ髪かみを揺ゆらし、静かに高倉を見つめる。

「それは……どういうことですか？」

　非ひ難なんではなく。ただ純じゆん粋すいに、彼女は平へい静せいな疑問を発する。

「言葉通りだよ。残ざん念ねんながら、僕の目的は煉れん王おうの復ふつ活かつじゃない。仮かり降おりの力を手に入れ、その力で村を壊かい滅めつさせるのが目的だった。こんな腐くされきった儀ぎ式しきを、未来永えい劫ごう行えないようにするために。儀式はこの村、この大地そのものに根ざした太たい古この呪じゆ式しきだ。結けつ界かいを壊こわしたりしただけでは、いつまた馬ば鹿かな奴やつ等らがこの儀式を行おうとするかわからない。だから呪式が埋うめこまれている大地そのものを根こそぎ破は壊かいする必ひつ要ようがあると思った。それもただの火じゃない、煉王の炎ほのおっていう極きよく大だいに呪じゆ的てきな火で焼やき尽つくしてこそ可か能のうなことだ。だから僕はどうしても、今ここで仮降の力を手に入れなくてはならなかった」

「では、私に協力を求めたのは──」

　その言葉には、絵え馬まが悪戯いたずらっぽく笑って答えた。

「その男は凄すさまじい噓うそつきだったってことだね。演えん技ぎをした上でさらに演技をするような最高の演技派。本当の目的があんたに知られたら、あんたはやっぱり旦だん那な様を祭さい主しゆにするかもしれない。仮降の力を手に入れて普ふ通つうに村を壊しにいけば、異い変へんに気付いたあんたが自じ害がいしたり、村人達があんたを殺して儀式を止めようとするかもしれない。だからこいつは私と戦っているフリをしつつ、故こ意いだとは気付かれないように村の中に火炎球を投げ続けていたのさ」

「騙だましていたことについては謝あやまる。しかしこんな儀式は絶ぜつ対たいに行わせない。妹を贄にえになどしてたまるか」

　高たか倉くらの言葉に、天あま宮みやは無む言ごんで項垂うなだれた。やはり、そこからはどんな感情も読み取れない。

　絵え馬まは彼女を一いち瞥べつし、軽い口く調ちようで高倉に言った。

「ち。なんとなく悔くやしいな。全部掌てのひらの上ってわけだろ」

「すまないな。君を利用したのは確かだ。依い頼らいするときには意い図と的てきに情じよう報ほうを押さえ、万が一にも僕の正しよう体たいがばれないようにした。君の行動や態たい度どから村の者に僕が怪あやしまれるようなことがあれば全てが水の泡あわになるからだ。君のポリシーも知っていたよ……情報を与えられず、冬ふゆ春はるが逃にげたいとも思っていないのならば、君は絶ぜつ対たいに儀ぎ式しきの終わる瞬しゆん間かんまで待つと計算していたんだ。そうすれば自然、仮かり降おりの力を手に入れた僕と相対することになる。君が逃げるにせよ戦うにせよ、僕はその相手をするふりさえ出で来きればよかった」

「へーへー。そこまで考えてたとは、頭が下がるよ……っと」

　絵馬は煙草たばこを咥くわえたまま頭を巡めぐらした。周しゆう囲いにいた村人達が立ち上がっている。

　事じ情じようはよくわからんが、こいつらは自分達にとっての『敵てき』だ──そんな感じの殺さつ意いがひしひしと向けられてきている。

「忘れてたな……まだ結けつ構こう、残ってる奴やつはいたんだ。て言うか倫りん太た郎ろう、まだか！　こっちは大たい概がいケリついてるんだぞ！」

「急いでるよ全力だよ！　もうちょっと、あと一本！」

　背はい後ごからの声を聞き、さて再ふたたび時間稼かせぎタイムかと身み構がまえたとき──

　やけに軽々しい音が空に響ひびき渡わたり、絵馬の足元の土が抉えぐれた。

「な……に？」

　その原げん因いんは一目でわかる。血ち溜だまりに突っ伏していたはずの清せい欧おうが、拳けん銃じゆうを手にして上半身を起こしていた。急きゆう所しよは外はずれていたのか、それとも強大な意い志しによる瘦やせ我が慢まんか。いずれにしろ、命は取とり留とめていたらしい。

「外したか。ならば──さあ天宮、今度こそ儂わしに煉れん王おうの力を与えるのだ。さもなければ、貴き様さまを、殺す」

　天宮に銃じゆう口こうを向け、腹を片手で押さえながら老人はゆっくりと立ち上がった。

「うっわ。最悪。鬼おにのくせに銃だってよ。諦あきらめが悪ぃったら……」

　眉まゆを顰ひそめて言う絵馬にも、清欧は震ふるえる腕うでで再さい度ど狙ねらいを定める。

「貴様も動くな、結けつ界かい師し。最後の仕上げだと？　おそらくこの村の結界を破は壊かいすることだろうが、そうはさせん。行かせるものか……」

「バレてら。結構前から起きてたんだ」

「くく。初めから、こうすればよかった。力さえ手に入れば村などどうなってもよい。今からでも、冬春を食らえば、何も問題はない──さぁ天宮、命が惜おしければ、儂に煉王の力を導みちびくのだ……」

　高倉の肩かたが──異い形ぎようの腕を生やしたままの高倉の肩が、微かすかに動いた。まだ力は彼の元にある。火か炎えん球きゆうでも放はなつつもりなのだろう。絵え馬まは右手をその前に突き出して彼の動きを押おし留とどめる。

「いくらなんでも、あっちが引き金引くほうが早いだろ。無む理りすることはない」

　言って、絵馬は一歩前に進み出た。

「動くなと、言った……」

「もう動かんよ。諦あきらめの悪いじーさまに説明だ。わかってないみたいだから言っとくが、もう仕上げは終わってるんだ」

　絵馬は帽子の下から長い煙けむりを吐き出した。

「わけのわからぬことを……」

「よく見なよ。私の周まわりに、何か変なところがあるだろう？」

　また、煙を吐き出す。もうそれは誰だれの目にも明らかだった。

　絵馬の口から吐き出される煙草たばこの煙は空気の中に溶とけこむことなく、決して消え去ることなく、灰色のラインを形作ったままにどこまでも長く伸びていた。白い霧きりを切きり裂さいて、瘴しよう気き渦うず巻まく夜空へ立たち昇のぼる一条の導どう火か線せん。

「報ほう酬しゆう貰もらえなかったり、途と中ちゆうで難なん癖くせつけられて追い出されたときの嫌いやがらせのつもりだったんだけどね……結けつ界かい張り直してたときにいたずらしてたのさ。ちょっとしたスイッチを押せば全部がぶっ壊こわれるような、ね。北ほう条じようのじいさんから報ほう告こくを受けなかったのかい？　あの女は結界を張り直す前に煙草の煙を結界石に吹きかけていました、ってさ」

「な……何を言って……？」

「まだわかんないかい？　なら教えてあげよう。ノックをしたら扉とびらを開けろ。手を振ったらこっちに来い。それと一いつ緒しよだよ。決まりごと。合図。規き定ていされた法則。コンピュータのプログラムと言ってもいいね。つまり私がやったのは、『コレを合図にアレをしろ』ていう、ただ一つの決まりごとを結界に付け加えてやっただけさ。コレとアレが何か、ってことが知りたければ皆々様、どうぞ頭ず上じようをご照しよう覧らん」

　絵馬の言葉に従したがって、その場にいたほとんどの者が空を見上げた。そうせざるを得えないほどの自信と確信が、そこにはあった。

　消えることのない煙草の煙が高く高く伸び、ドーム状に張られている不ふ可か視しの結けつ界かい壁へきと接せつ触しよくした瞬しゆん間かん。その一点から青白い閃せん光こうが走った。その閃光は結界壁に沿そって夜空に広がっていき、卵にヒビを入れるように結界を破は壊かいしていく。

　白い霧のせいで星の見えなかった夜空はその輝かがやきを必ひつ死しで取り戻そうとしているようだった。青白い光の帯が縦じゆう横おう無む尽じんに走り、星座よりも遥はるかに複雑な、誰も見たことのない幾き何か学がく模も様ようを描えがき出だす。

　その幾何学模様は閉へい鎖さへの反はん抗こう。構こう成せいする曲線の一本一本が、この閉へい塞そくした空間からの脱だつ出しゆつ口こうとなる。曲線によって切り取られた面は、既すでに愚ぐ者しや達の意い志しを閉とじこめる壁かべではなくなっていた。崩ほう壊かいすることも剝はがれ落おちることもなく、ただ、壁かべが消えていく。

　次し第だいに本来の姿すがたを取り戻す夜空の全てが、眼がん下かの者達に声こわ高だかに告つげた。

　──終わりだ、と。

「おお、おお。待て……待ってくれ……」

　空気の抜ける風船の中にいるような感かん覚かく。形のない決定的な何かが周しゆう囲いからごっそりと抜け落ちていくのがわかる。

　白い霧きりも。張はり詰つめていた霊れい圧あつも。押おさえていた壁がなくなり、残された道はどこかへ霧む散さんしていくしかない。異い界かいの住人たる死者達もその場では存そん在ざいを許ゆるされず、ぐずぐずと大地に溶とけてその姿を消していく。

　自らが為なしたその結けつ果かを、絵え馬まは瞳ひとみを細めて見つめている。

　上手うまくいったようだった。いや、上手くいかないはずがない──

（気付かなかったのかい？）

　清せい欧おうと、村人達。この結けつ界かい師しの正しよう体たいに最後まで気付けなかった者達へ向けて、胸きよう中ちゆうで呟つぶやく。それは嘲あざけりでもなく疑問でもなく、つまりは自分自身に対しての確認のようなものでしかなかった。

（私は結界師だ。自らの意い志しで何かを閉じこめる技術だけを、理り解かいし行こう使しする人間だ）

（しかし）

（しかし、だからこそ）

　瞳を閉じる。息を吐く。それは何かを祈っているように見えたかもしれない。

（私は、その閉へい塞そくを解かい放ほうする術を誰だれよりもよく知っている──逃にがし屋やだってことに）




　ドームの表面を伝つたっていた最後の閃せん光こうが山の中に消え去ったとき。

　全ては終わっていた。村を覆おおっていた結界は完全に消しよう滅めつしている。陰いん惨さんな儀ぎ式しきの影かげはもうどこにもなく、残ったのは単たん純じゆんな現実だけだ。高たか倉くらが放はなった煉れん王おうの炎ほのおは木々や家を吞のみこんで広がっており、既すでに村のほとんどをその支し配はい下かにおいているようだった。恣し意い的てきに炎が揺ゆらめく様さまが遠くで見え、静けさを取り戻した風がその熱気を運んでくる。

「ほら、な？」

「ま、まだだ──こんなもので、で、おわ、終わりであるはずが」

　清せい欧おうは空を見上げ、がくがくと足を震ふるわせている。声にもならない音を喉のどの奥から搾しぼり出だしているその様さまは憐れん憫びんすら覚おぼえるほどのものだったが、それは何もこの老人だけが特別なのではなかった。他の村人達もそれに匹ひつ敵てきする混こん乱らんを見せている。茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで空を見上げる者。地面に泣なき崩くずれる者もいた。何が起こったのかわからず、ただ呆ぼう然ぜんと辺あたりを見み渡わたしている者。最も少ないと見えたのが──迫せまってくる炎から逃げ出すために走り出した者。それが一番利り口こうな選せん択たくだと絵馬は思った。

　その中に、一人だけ走りもせず、ゆっくりと三本の足を進めている老ろう婆ばがいた。杖つえをついた、見み覚おぼえのある老婆。一いつ瞬しゆんだけこちらと視し線せんが合う。彼女はゆっくりと首を横に振り、皺しわだらけの顔に微び妙みような苦にが笑わらいらしきものを浮うかべた。そしてそのまま、最も暗くら闇やみが多い方向へ──つまりは最も炎ほのおが弱い方向へとその姿すがたを消していった。

（ギリギリだな。さっさとケリつけないと私らもやばい）

　老婆個人のことについては意い図と的てきに思し考こうを止め、絵え馬まはその行こう為いから連れん想そうされた事実だけを頭の中で確認した。役目を終えた煙草たばこを足元に吐き捨てる。

「うっ……く」

　結けつ界かいが消しよう滅めつして数秒後、高たか倉くらの両肩かたに生えていた煉れん王おうの腕うでが音もなく搔かき消きえた。代わりに現れたのは、勿もち論ろん普ふ通つうの人間の腕。袖そでが完全に千ち切ぎれ飛んでいて、二の腕は剝むき出だしだったが。

「ワイルドじゃん」

　視し線せんを合わせ、絵馬と高倉はにやりと笑う。そして倫りん太た郎ろうの声が聞こえてきた。

「絵馬さんっ！　縄なわ切れたっ！」

「おっし、ナイスタイミング！　ずらかるぞ！」

　意い気き揚よう揚ようと踵きびすを返して、絵馬は絶ぜつ句くした。

「け、けひ……ひひひ……まだ。まだまだまだ。まだ、終わらん……噓うそだ。これは、貴き様さま等らの、噓なのだ。騙だまされんぞ。さぁ天あま宮みや、早く。早く早く早く、煉王の力を儂わしに！」

　だらしなく涎よだれを垂たらしたまま、充じゆう血けつした目を剝き出したまま、奇き怪かいな笑い声をあげながら、それでもまだ清せい欧おうは天宮に銃じゆう口こうを向けていた。もはやその目の光は尋じん常じようなものではない。腹の血は止まっていないにも関かかわらず、一歩、また一歩と彼女に近づいている。

（まずい）

　絵馬は歯は嚙がみした。もう天宮も巫かんなぎではなくなっている。超ちよう人じん的てきな能のう力りよくがたとえあったとしても、完全に失われてしまったことだろう。

「何してる！　逃にげろ！」

　そんな絵馬の言葉に反はん応のうすることなく、天宮はただ空を見上げていた。

　瘴しよう気きが消え失せた夜空を、ただ見上げていた。




　そのとき、彼女が感じていたのは──

（ああ）

　それは心地ここち良よい喪そう失しつ感かんとでも呼ぶべきもの。

（ああ、これで）

　自分の意い志しなど全く関係なく。なるべくしてなり、進むべくして進んだ。そして辿たどり着ついたこの場所。何故なぜか、奇き妙みように清すが々すがしい場所。

（やっと、終わった──）

　何もしていない自分が、そう思ってしまうのは罪つみだろうか。したことと言えば、ただ諦あきらめて流されたことと、たった一つ、新たな流れの原げん因いんを作ったことだけ。それに意味はあったのかなかったのか──決まっている。無意味。

　耐たえていたものが一気に溢あふれてきたかのように、天あま宮みやは何の脈みやく絡らくもなく口を開いた。

「旦だん那な様……この村の儀ぎ式しきも。王の力も。元より、無意味だったのです……いかなる力を手に入れてもいずれその力は消え、また迫はく害がいを受けるでしょう。この期ごに及およんで、そのような力を頼たよりに再ふたたび外へ出て行こうなど──滑こつ稽けいとしか言いようがありません。一度逃にげ出だした私達は、もはや永遠に逃げ続けるしかない」

「な……」

　かつてないほど饒じよう舌ぜつに。それでいて、囁ささやくように。

　外の世界へと発はつ露ろされていく言葉。

「でも、お嬢じよう様は、違います。今まで逃げることすら許ゆるされなかった、ただの人間の女の子です。その未来にだけはまだ可か能のう性せいが、意味が残っていて──そう。私達は、私達の無意味でお嬢様の未来までも道みち連づれにしてしまうところだったのです。だから。これで、この『終わり』で、良しとすることは出で来きませんか」

「何を、何を言うか！　ま、ま、まだだ、まだ終わってなどおらん！」

「いいえ。認みとめましょう。終わりました。全てが」

　辿たどり着ついた先にあったもの。ここに来て、初めて見つけられたもの。初めて形にすることが出来たもの。自分が大切に思う、誰だれかの未来を守れたこと。

　それだけは──

　無意味ではなかったような、そんな気がした。

「旦那様……」

　清せい欧おうが立ち止まり、逆ぎやくに天宮がゆっくりと一歩を踏ふみ出だす。

　天宮はその老人に、今まで仕つかえてきた主人に、真ま正しよう面めんから近づいていく。

「く、来るなっ！」

「終わり、なのです──」

「黙だまれ！　黙るのだ！　巫かんなぎである貴き様さままでも、噓うそを──いや、わかった、わかったぞ！　そうかそうか、ヒヒヒ、全部、貴様のせいなのだなぁっ！」

　清欧の指に力が籠こもる。

　天宮は避よけようともしなかった。もう一度だけ軽く空を見上げ、それからゆっくりと顔を戻していく。

　その瞳ひとみは、もう虚うつろではなかった。強く、弱く、儚はかなく、寂さびしく、悲しく、全てを諦めてしまったように、その諦てい念ねんに満足しているかのように、どこかすっきりしたように──

　彼女はただ、力の抜けた微び笑しようを浮うかべた。

「私が死ねば──終わりだと、気付くことが出で来きますか？　今までやってきたことの全てが無意味だったのだと、気付くことが出来ますか？　だったら……いいんです。私という存そん在ざいも、最初から最後まで……無意味だったのですから」

「天あま宮みやぁぁぁぁぁっ！」

　あまりに呆あつ気けなく。清せい欧おうは、引き金を引いた。

　鮮せん血けつが飛とび散ちる。

「なん、で──」

　天宮は地面に倒たおれていた。見上げていた。今まで自分が立っていた場所。自分を突つき飛とばして、代わりにそこに立っていて、腹からぼたぼたと血を流している──

　高たか倉くらの姿すがたを。




　馬ば鹿かだ！　どいつもこいつも！

　絵え馬まはその一いつ瞬しゆんの隙すきに清せい欧おうに飛びかかり、精せい気きを失って枯かれ木きのようになってしまったその腕うでに拳こぶしを叩たたきつけた。ぺき、と軽い音をたてて骨ほねが砕くだけ、拳けん銃じゆうが地面に転ころがる。瀕ひん死しの老人相手だったが、手て加か減げんする気持ちは微み塵じんも湧わいてこなかった。

「ひ……」

「いい加か減げんにしろ！　諦あきらめが悪いにも──限げん度どってものがあるだろうが！」

　全体重を乗せた回まわし蹴げりを清欧の胸むねに叩たたきこむと、老人は数メートルも吹っ飛んで転ころがった。ややあって、苦しげにうめきながら祭さい壇だんの縁ふちを摑つかんで身を起こす。そこにはまだ眠ねむったままの少女がいた。

　清欧は倒れるように少女の身体に顔を寄せた。

「おお、冬ふゆ春はる。儂わしを、助けておくれ。力、煉れん王おうの力のためだ。た、食べてもいいだろう？」

「駄だ目めに決まってるだろっ！」

　黒くろ猫ねこがその鼻はなっ面つらに牙きばを立て、両の爪つめでその顔がん面めんを搔かき毟むしる。

　清欧は再ふたたび悲ひ鳴めいをあげて後ろに倒れこんだ。

　ポケットに手を突っこんだまま歩いてきた絵馬は、ひどくつまらなさそうな目でその憐あわれな老人の姿を見下ろした。

「ひ、ひい……」

　刺さされた腹からは血を流し、右腕は奇き妙みように捻ねじれている。それでもどこに力が残っているのか、清欧はずりずりと這はい蹲つくばって後ろに逃にげた。しかし視し線せんは離はなれない。櫓やぐらの足場に背せ中なかを打ちつけて、清欧はがたがたとその女を見返した。

「わ、儂を……殺すのかっ」

「さてどうしようかねぇ。結けつ界かい、張ってほしい？」

　慌あわてたように清せい欧おうが首を横に振ると、絵え馬まはいとも簡かん単たんに頷うなずいた。

「じゃあ止やめにしよう」

「ほ、本当か？」

「代わりにコレだ」

　ポケットから手を出すと、そこには清欧が持っていた拳けん銃じゆうがある。片手でびしりと狙ねらいをつけると、絵馬はあっさり発はつ砲ぽうした。

　身を縮ちぢこまらせる清欧だったが、弾だん丸がんはその身体ではなく後ろの櫓やぐらの支し柱ちゆうをへし折る。

　そのまま絵馬は祭さい壇だんに歩み寄り、清欧のことなど全く無む視しして冬ふゆ春はるの身体を担かつぎ上あげた。

「助かっ、た……？」

「全く馬ば鹿かは直らないもんだ。結けつ界かいを張る必ひつ要ようもないし、こんな玩具おもちやを使う必ひつ要ようもないってことさ。あんたはただそこでそうしてな」

「……？」

　絵え馬まがそう言って祭壇から飛とび離はなれた瞬しゆん間かん──

　がらがらと音をたてて、櫓が崩くずれ落おちてきた。飛とび跳はねる火の粉こ。燃もえ盛さかる薪まきが、太い木材が、一いつ瞬しゆんにして清欧の身体を覆おおい隠かくした。

　あとには巨きよ大だいな焚たき火びだけが残る。

　愚おろかな一人の老人を吞のみこんだその炎ほのおを冷たい瞳ひとみで眺ながめて、絵馬は手にした拳銃をそこに投げこんだ。




「高たか倉くら先生。どうして、ですか」

「散さん々ざん騙だまして──利用しておいて、こんなことを言うのはおかしいかもしれないけど……君は……妹の、友達だったから。目的以外のことは全部切り捨てる覚かく悟ごをしてたんだが……ふふ、やっぱりそう上手うまくはいかないな」

　地面に仰あお向むけになって倒たおれている高倉が、口から血の塊かたまりを吐き出す。弾だん丸がんは彼の腹のど真ん中を打ち抜いていた。それでも彼は苦く痛つうの表情ではなく、どこか満足したような微笑ほほえみで天あま宮みやの顔を見返していた。

「それに君は、僕の恩おん人じんの娘さんだ。僕を殺さずに外の世界に捨てたのは──捨ててくれたのは、先代の使用人……君の亡くなったお母さんだよ」

「え……」

「感かん謝しやしてるんだ。全部が書かれた手紙を残してくれたのも……間ま違ちがった方向に進んでしまったこの村をなんとかしてほしいっていう、そういう願いがあったからだと思っている。ひょっとしたらただの懺ざん悔げのつもりだったのかもしれないけど……その根こん底ていには、口に出せない願いを誰だれかに伝つたえたいという思いもあったんだろう。それが僕の勝手な想そう像ぞうだとしても、そのおかげで僕はここまで生きてこられたんだ。だからまぁ……遅おくれた恩おん返がえしをしても、悪くはないかと思って、ね」

「そんな。私など助けても、もう無意味なのに……」

「私ゃ自分のことを必ひつ要よう以上に卑ひ下げする奴やつは嫌きらいだね」

　冬ふゆ春はるを右肩かたに、もう一方の肩の上に黒くろ猫ねこを乗せた絵え馬まが近づいてくる。

「全部、終わった。さあ逃にげるよ。いつまでもこんなところにいる必要はない」

　その言葉に、高たか倉くらはそっと首を横に振った。

「僕は……駄だ目めだ。置いていってくれ」

「ふざけるんじゃない！　今すぐ病院にいかないと、あんた」

「いや。僕は医者だ。自分の身体のことぐらいわかる……それにここから逃げるのももう難むずかしい。助かる見込みのない人間のせいで君達が逃げられなくなっては困る──」

「駄目だ！　引きずってでも連つれてくよ！」

「わかってくれ。僕はもう動けないし……行く場所もない。僕はこの村に復ふく讐しゆうするためだけに生きてきたんだ。それが上手うまくいって満足している。でも、こうして村に火をつけて……きっと村人の多くは焼け死ぬだろう。どんな理由があっても、それは外の世界ではただの殺さつ人じん鬼きさ。こんな兄あに貴きのことは、冬春は知らないほうが幸せだ。今までずっと騙だましてきたしな……だから、僕は行けない。どこにも、僕の逃げ場所はないんだ。ここなんだ。僕がいるべき場所は。僕はここにいて、自分のやったことを見届けないと──」

「あんっ、たっ……！」

　絵馬は唇くちびるが切れるほどに強く唇を嚙かみ締しめた。高倉は静かに、その瞳ひとみを見つめ続けている。

　無む言ごんで。

　大事なのは、意い志し。ただの意志。ただそれだけのために、逆さか貫ぬき絵馬という女は動く。

　だから──

　ややあって、彼女は帽子を深く被かぶり直なおした。

「あんたは、馬ば鹿かだ」

「君には感かん謝しやしているよ。みんな君のおかげだ。そうだ──ポケットに財さい布ふがある。カードと番号が書いてあるメモがあるから」

「いらない。依い頼らい人にんの身も守れないで……何が逃がし屋だ。私は仕事に失敗したんだ」

　絵馬は拳こぶしをぎゅっと握にぎり締しめている。その手を震ふるわせたまま、彼女は静かに口を開いた。

「仕事に失敗したときは──依頼人のどんな要よう望ぼうでも聞くことにしている。言いな」

　既すでに焦しよう点てんの合わない瞳を彷徨さまよわせて、高倉は絵馬の肩の上で眠りについている冬春の顔を見つめた。ふ、と口元がほころぶ。

「普ふ通つうの、生活を。冬春には……今までのことがみんな噓うそだったと思えるような、普通の生活を。妖よう怪かいもこの村も全く関係ない、ただの人間の生活をしてほしい。この村のことを、真実を噓にしてくれても構かまわない。とにかく、幸せになってほしい──」

「わかった。責任を持って、彼女は私が逃にがす」

「頼たのむ……」

　絵え馬まはくるりと踵きびすを返した。それきり、高たか倉くらの声は聞こえなくなった。

「絵馬さん、急がないと。もう逃げ道はほとんど残ってないよ」

　耳元で言ってくる倫りん太た郎ろうには答えず、絵馬は眼がん前ぜんで座すわりこんでいる少女に向けて言った。

「行くよ」

「私も……残ります。もう、逃げても──無意味ですから。私も巫かんなぎとして、この村の終わりを……」

　地面に向けてぽつぽつと言葉を搾しぼり出だす天あま宮みやの頰ほおを、絵馬は力いっぱい殴なぐりつけた。倒たおれた彼女の胸むな倉ぐらを摑つかんで無む理り矢や理り引きずり起こす。

「何が無意味だっ！　ガキがわかったようなこと言ってるんじゃない！　あんたのはただの甘えだ！　逃げるのも戦うのも怖こわいから、ただ諦あきらめてるだけだっ！」

　あまりの剣けん幕まくに、天宮は当とう惑わくしたような瞳ひとみで絵馬の顔を見上げているだけだ。

「立って、走れっ！　何でもかんでも諦める前に、走れっ！」

　言われて、のろのろと立ち上がる。

　それを確認すると、絵馬はずり落ちていた冬ふゆ春はるの身体を担かつぎ直なおして走り出した。

　赤く燃える村の中に突とつ入にゆうしてしばらくしてから振り返ると──

　天宮は、泣なきそうな顔をしながら、走っていた。




　村の火の手は圧あつ倒とう的てきだった。建たて物ものはともかく、木やまだ刈かり入いれられていない稲いねなどが炎ほのおを村全体に伝でん達たつしている。

　絵馬達は炎の隙すき間まを縫ぬうようにしてひたすらに走り続けていた。今いるあぜ道の両りよう脇わきの草は今も勢いきおいよく燃えており、この道はまるで炎の欄らん干かんに挟はさまれた橋のように見える。炎の海にかかった唯ゆい一いつの橋だ。絵馬としては、それが途と中ちゆうで崩くずれ落おちてしまわないように祈るしかない。

「逆さか貫ぬき様……」

「なんだい」

　天宮の声が僅わずかに遠くなったのに気付いて、絵馬は振り向いて答えた。あまり持じ久きゆう力りよくがあるほうではないのだろう、天宮は疲ひ労ろうで震ふるえる足を必ひつ死しで操あやつってこちらに走ってきている。

「もう……無む理りです。私のことはいいですから、お嬢じよう様を連つれて先に」

「ふざけんな。ブッ殺すよ」

「お願いです。私のせいで貴女あなた達まで──」

　絵馬の視し界かいの端はしで何かがぐらりとよろめいた。半ばまで焼け落ちた大木が倒れようとしている。こちらに向かって。

「んなろ──」
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　絵え馬まは瞬しゆん間かん的てきに踏ふみこみ、天あま宮みやの手を摑つかんで力ちから任まかせに引ひっ張ぱった。

「きゃ？」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、天宮の身体があった場所を燃もえ盛さかる大木が押しつぶしていた。呆ぼう然ぜんと後ろを振り返っている天宮に、絵馬は冬ふゆ春はるの身体を抱かかえ直なおしながら言った。

「あのさぁ。別に、死にたいわけじゃないんだろ？」

「え？　あ……」

「だったら、生きるんだよ。どんな無ぶ様ざまでも。どんなにかっこ悪くても。戦えなんて言わない。逃にげてもいい。でもあんたの言った通り──一度逃げたら、永遠に逃げ続けるしかないのさ。途と中ちゆうで止やめることは出で来きない。何もかも捨てて逃げた自分に誇ほこりを持って、前を向いて逃げるんだ。いい？」

　説せつ教きようは苦にが手てだ。急に自分が年寄り臭くさくなったような気がする。

　それ以上の説教を回かい避ひするために、絵馬はすぐに前を向いた。だから天宮の表情はわからなかった。

「あ」

　代わりに、前方にあった小屋が斜ななめに崩くずれ落おちて、そのあぜ道の先を完全に塞ふさぐのが見えた。

　前には小屋の残ざん骸がい。後ろには木。横には炎ほのおの欄らん干かん。

「絵馬さんっ！　どうすんのさ、囲かこまれちゃったよ！」

　倫りん太た郎ろうに言われるまでもなく、それはわかっていた。絵馬は厳きびしい目で周しゆう囲いを見回し、この窮きゆう地ちをどう脱だつするか考える。

　強ごう引いんに炎を突っ切るか？　無む理りだ。自分一人だけならともかく、天宮がいる。しかも冬春と倫太郎を肩かたに乗せているのだ。どれだけ速く動けるものか。

　ならば……結けつ界かいしかなかった。耐たい火か結界を張れば炎ほのおは防ふせげる。

「結界を張ろう。天宮ちゃん、こっちに」

　倒たおれてきそうなものが何もないところを選び、絵馬は冬春をそっと地面に横たえた。倫太郎もその肩から飛とび降おりる。絵馬は自分のジャケットを冬春にかけてやりながら、わざと明るく言った。

「非ひ常じよう時じだから何も言わなかったけど。あんまり女の子の裸はだかをじろじろ見るもんじゃないよ、倫太郎」

「見てないよっ！」

「ま、若いし見るなってのは酷こくかな。仕方ない」

「いや、だから見てないって！」

「安心しな、秘ひ密みつにしといてやるから」

　軽く言って、絵馬は地面に円を描えがき始はじめた。

　火は、防ふせげる。問題なく。だがそれだけで全てが片付くわけではなかった。場合によっては肺はいが焼けてしまう熱ねつ風ぷうはこの結けつ界かいでは防ふせげないし、もしそれを防ごうとすれば今度は空気すら遮しや断だんすることになる。そうしなくても……周まわりで何かが燃えている以上、常つねに酸さん素そは消しよう費ひされていくのだ。酸さん欠けつの恐おそれがある。いかな結界でも、酸素を作り出すようなことは出で来きない。

　結けつ局きよくのところ。

　結界を張っても助かる保ほ証しようはなかった。村が完全に燃もえ尽つきるのが先か、自分達の呼こ吸きゆうが止まるのが先か──体力勝負でしかないのだ。

　ちらりと顔を上げると、天あま宮みやはそのことをなんとなく悟さとっているようだった。安あん堵どせず、かと言って絶ぜつ望ぼうもせず、ただ静かに冬春のそばに座すわっている。

　結界を張り終え、絵え馬まもその隣となりに腰こしを下ろした。ぱちぱちと何かが燃える音だけが聞こえる。

「何か……息苦しいね」

「かもね。心配することはないよ。すぐに火は消えるさ」

　絵馬の噓うそに倫りん太た郎ろうは安心したようだった。ふと思いついたかのように絵馬は続ける。

「そうだ。こんな機き会かい滅めつ多たにないからね。倫太郎、おいで」

「うぇぇっ？」

「あんたってよっぽどのことがないとその姿すがたにならないじゃないか。たまには触さわらせてよ」

　倫太郎は長い間渋しぶっていたが、結局は絵馬の膝ひざの上で丸くなることを選えらんだ。黙だまってその毛け並なみを撫なでていると、いつしかぶつぶつという文もん句くは小さな寝ね息いきに変わっていた。疲つかれていたのか、それとも猫の肺が小さいからか──前者だと思いたいところだが。

　そうしていると、不ふ意いに天宮が口を開いた。

「その子とは、どういう──？」

「聞きたいのかい？」

「はい」

「……しょうがないね」

　柔やわらかい毛並み。新しん鮮せんなようでいて、とても懐なつかしい感かん覚かく。優しい少年が、自分にそのことを思い出させないために、重おも荷にに思わせないように、忌き避ひしている姿──

「私の初めての失敗さ。ある雌めすの猫ねこ又またが人間と暮くらしていてね。子供も出来て、幸せに暮らしてたんだけど……それがある日、日本中の猫又を束たばねる長おさにバレた。んで追おつ手てがかかって、その雌の猫又から私に依い頼らいが来たんだ。一家を逃にがしてほしい、とね」

　何故なぜ話しているんだろう。どちらかと言えば思い出したくない記き憶おくなのに。話したくない記憶なのに。

　思し考こうの支ささえを失いつつある頭が、柔らかい手て触ざわりが、絵馬の口を動かしていた。

「それで……？」

「言ったろ。失敗したんだよ。日本中の猫又を相手にするのはやっぱり無む理りがあったのかね。私はこの通り片かた腕うでを失って──親は二人とも死んだ。かろうじて逃がすことが出来たのは、猫又と人間の間に生まれた子供だけ。さっきと同じだよ。依い頼らいを果はたせなかったから、私は依頼人の最後の願いを聞いた」

「どのような……願いを？」

　暑い。熱あつい。視し界かいは赤く、白く、暗い。

「その子が……自分達のことを、忘れないように。その子を愛してくれた両親が確かにいたことを、いつまでも覚おぼえていられるように……てね」

「……」

「──私といれば。あの事件で片かた腕うでをなくした無力な女のそばにいれば、事件のことを忘れることなんて出で来きないだろう？　どうしてそうなったのか、親がどうしていなくなってしまったのか。元々は暖あたたかい親がいたことを、嫌いやでも思い出して──」

「……」

「ひょっとしたら、それはとんでもなく残ざん酷こくなことなのかもしれないね。辛つらい記き憶おくも、忘れるなっていうことだから……ああ……死人の願いは勝手だよ。死んでちゃなんにもならない……生きて、逃げてなきゃね……」




　はっと意い識しきを取り戻す。

　天あま宮みやはもう、地面にうつ伏ぶせて意識を失っているようだった。火の手は未いまだ衰おとろえる気け配はいを見せない。

「おいおい……シャレにならんぞ」

　さすがに顔色を変えて立ち上がったとき──

　何かが炎ほのおの中から舞まい降おりてきた。

　それはあからさまに機き嫌げんの悪そうな、闇やみ色いろの翼つばさをところどころ焼やき焦こがした、きわめて頭の悪い──あの烏からす天てん狗ぐ、だった。

「くそっ！　一回！　一回だけ借りを返す！　勘かん違ちがいするな、それだけだ！」

「隠かくる夜やっ？」

「五月蠅うるさい喋しやべるな黙だまって運ばれろ！」

　確かに問もん答どうをしている暇ひまはない。絵え馬まは倫りん太た郎ろうをシャツの胸むな元もとに放ほうりこんでから冬ふゆ春はるを担かつぎ上あげた。天宮を隠夜の右手に押しこみ、自分は左手に回る。烏天狗は二人の人間の腰こしを抱かかえると、必ひつ死しで羽ばたいて飛び上がった。

　人間三人プラス猫ねこの体重だ。とても風を切って、などという形容は使えない。ふらふらとよろめきながら、烏天狗は辛かろうじて炎ほのおの上を掠かすめて飛んでいた。

「あつっ……大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「黙っていろと言ったぞ！」

　絵馬は熱気に目を細めながら、眼がん下かに揺ゆらめく村を見下ろした。炎に包つつまれた村。先せん刻こくまでの瘴しよう気きに満ちた闇やみが噓うそだったかのように、そこは明るい滅ほろびの光こう景けいが広がっていた。

　滅び。鬼おにの一族の村が歪ゆがんだ誇ほこりと共に消えていく。逃にげることを最後まで選せん択たくしなかった、逃げ続けるという道を選えらばなかった──閉へい塞そくした一族の滅び。

　その滅びを直接にもたらしたのは、彼らが生んだ一人の男。この村を滅ぼすためだけに生まれてきたと思いこみ、自分の持つありとあらゆるものを代だい償しようにその目的を果はたした──一人の愚おろかな男だった。

（他の選せん択たく肢しは、なかったのかい……？）

　両者に対して胸きよう中ちゆうで問いかける。答えてくれるものは誰だれもいなかった。

　絵馬はぽつりと呟つぶやいた。

「ほんとに。男ってのは、馬ば鹿かな生き物だよ……逃げればいいじゃないのさ。どうして──逃げないのかね」

　それは独どく白はくだったのだが、隠夜は黙っていろと言ったわりには律りち儀ぎに答えを返してきた。

「なにがあろうとも──絶ぜつ対たいに逃げられないときがある。無意味とわかっていても、逃げるわけにはいかないときがある。誰に理り解かいされるでもない、自分の誇りと信しん念ねんのために生きる。それが男だ！　何か文もん句くがあるか！」

　絵馬は何も答えなかった。

　彼女はその後も、燃え上がる村を無む言ごんで見つめ続けた。







[image: 七日目の終わり、あるいは始まり]







　全身を包つつむ微び弱じやくな揺ゆれに、神楽かぐら冬ふゆ春はるは薄うすく目を開いた。

　ことこと。ことこと、と──安あん楽らく椅い子すに揺られているような柔やわらかな振しん動どうはとても心地ここち良よく、ひどく懐なつかしい何かを朧おぼろげに伝つたえてくる。素す肌はだの上で擦こすれる暖あたたかな毛もう布ふの感かん触しよくは彼女に一いつ切さいの反はん論ろんを許ゆるさず、無む言ごんで再ふたたびの眠ねむりを誘さそいかけていた。

　冬春には抵てい抗こうする理由もなかった。何も考えずに体の力を抜いて、そのまま車の後部座ざ席せきに身を沈しずめる。

　誰だれの車だろう。数えるほどしか乗ったことのない父親の車は、こんなにふかふかなシートではなかった。黒光りする革かわで覆おおい尽つくされた、冷たい感触のものでしかなかった。

（でも、どうでもいいや……）

　ふと気付くと、隣となりには同じように座席に座ってすうすうと寝ね息いきをたてている女の子がいて、その女の子と自分の間には小さな黒い子こ猫ねこが丸くなって眠っていた。理由はわからなかったが、何故なぜかほっとして、嬉うれしくなった。

「……そったれ」

　前の方から、呟つぶやきが聞こえた。独どく白はくなのだろう、それはとても小さく、ただ喉のどの奥から搾しぼり出だされているだけのものだったが──静かなこの世界にある音はそれしかなかった。聞く気はなくても、聞こえてきた。

「くそったれだ。馬ば鹿かだ。大馬鹿だ。逃にげ場ば所しよはない、だって？　馬鹿言うな──あるよ。そこら中にあるんだ。逃げてもいいじゃないか。逃げるって言えばいいじゃないか。どうして逃げないんだ……逃げるって言えば私が助けてやるのに。逃げないって選せん択たく肢しにどんな意味がある？　いや違う、意味なんかなくても、逃げなきゃいけないときってのはあるんだ──そうだろう？　意味がないって感じるのは結けつ局きよく残った誰かだ。取り残された誰かだ。どうするんだよ。クソ馬鹿め、一いつ緒しよに逃げてなきゃ、何にも──」

　ぶつぶつと、意味も何もなく、車を運転している誰かは思ったままの言葉を喋しやべり続つづけている。不満と苛いら立だちだけで構こう成せいされた、言葉。

　それでも、冬春は──

　泣ないているみたいだと、思った。




　ことこと。ことこと。

　呪じゆ文もんのような呟きも、自分の身を包む振動も、決して止まることはなかった。

（眠たい……）

　柔らかな毛布を抱だきしめて瞼まぶたを閉じる一いつ瞬しゆん前まえ、窓の外で流れる空が見えた。

　とても綺き麗れいな。とても広い。息いき苦ぐるしくも狭せまくもなく、見ているだけで気持ちが良くなってきて、自由で、優しくて、思わず笑いが出てしまうような──

　ただの青い空。

　やっぱり外はいいな、と胸きよう中ちゆうで呟つぶやいて、冬ふゆ春はるは再ふたたび眠ねむりに落ちた。













　　　　　エピローグ　『無意味』な十日目







　辺あたりを見回して、まず殺さつ風ぷう景けいな部へ屋やだなと思った。家か具ぐはこの自分が座すわっているベッド一つだけだ。壁かべには申もうし訳わけ程てい度どに二、三個のハンガーが掛かかっており、その下では古ぼけたカレンダーが画が鋲びようで止められている。雪だるまの写真に違い和わ感かんを覚おぼえてよく見れば、それは去年の十二月のものだった。しかし時間が止まっているのだなどと錯さつ覚かくさせてくれるほどこの部屋は夢む想そう的てきではなく、床ゆかの上には飾かざりっ気けのない衣い服ふくや女物の下着、それに煙草たばこの空あき箱ばこなどがごろごろと転ころがっている。

「……」

　ベッドの上からその惨さん状じようとくたくたになったシーツを見下ろして、天あま宮みやは自分の職しよく業ぎよう的てき本ほん能のうが疼うずくのを感じた。この部屋の主の精せい神しん構こう造ぞうに深い疑問を覚おぼえつつ、本能を抑おさえこんで深く嘆たん息そくする。

　そのとき、部屋のドアがノックもなしに開いた。

「おお。起きたのかい」

「逆さか貫ぬき様。ここは？」

「見ての通り私の部へ屋やだ。三日もそのベッドを占せん領りようしてたんだぞ、あんた。おかげでこっちは腰こしが痛いたい」

「そうですか……すみません」

　絵え馬まは今までと全く同じ格かつ好こうだった。やたら目立つ白いスーツに、部屋の中だというのに帽子を被かぶって煙草たばこの煙けむりを燻くゆらせている。

　彼女は床ゆかの服を飛び越しながら歩いてきて、どっかとベッドの縁へりに腰を下ろした。

「さて。何か聞きたいことがあるだろう」

　当然、それは一つしかなかった。

「お嬢じよう様は……どうなさったのですか？」

「悪いとは思ったけど、あんたが寝てる間に全部やらせてもらったよ。詳くわしくは言えないが、今は身寄りのない老夫婦の家にいる。妖よう怪かいも何も全然関係ない、ただの人間の家さ。家庭的にも経済的にも問題はない。そう、何も問題はないよ。あの子はこれからそこで暮くらして、学校にも行き始めて、いっぱい友達も出で来きて、んでまぁ……その家の養よう子しにでもなって幸せな人生を送るんだ。今までの暮らしが噓うそに思えるくらいに、ね」

　天あま宮みやが無む言ごんでいると、絵馬は肩かたを震ふるわせて笑った。

「──ああ。不安に思ってるな？　それとも上手うまくいきすぎてるって私を疑っているのか？　私は逃にがし屋やだよ。その子にぴったりの逃げ場所なんていくらでも見つけられるさ」

「いいえ、疑ってなどいませんが……その、お嬢様はあのときのことを……？」

　絵馬はぴたりと笑いを止めた。つまりは今のは笑いではなかったのだろう。

　天井てんじように溜たまる煙をぼんやりと見上げて、絵馬は言った。

「……真実を噓にしてくれても構かまわない、だってさ。軽く言ってくれるよ。何が良くて何が悪いかなんて誰だれにもわかりゃしないのに」

「逆貫様？」

「ああ──あの当日のことは覚おぼえてないみたいだったけど、これからどうなるかわからんだろ。何かのはずみで思い出しちまうことがあるかもしれない。だからまぁ……知り合いに頼たのんで催さい眠みん術じゆつみたいなもんをかけてもらった。噓の記き憶おくを植うえ付つけたんだ。あの子の中では今もあの村で旦だん那な様とかあんたとかが元気で暮らしてるって思ってる。自分の病気も治なおって、だから街まちに住めることになった。父親は村を運営しないといけないから、一人だけが親しん戚せきの家に預あずけられた、ていう設せつ定ていだ」

「疑問には思っていないのですか？」

「思ってない。思えないようになってるんだよ。電話や手紙が一回も来ないことにも、その家の人が親戚のはずの父親のことを全然知らないことにも、病気が突然治ったことにも、あの子は特に疑問を感じない。村のことを思い出して懐なつかしいとは思っても、会いたいとも連れん絡らくをとりたいとも思わない。そういうふうにしたんだ」

「そんな、不自然な……」

「そりゃそうだ、不自然だよ。間ま違ちがってるかもね。一生恨うらまれるくらいのひどいことをしてるのかもしれない。でもね……じゃあ、自然ってなんだい？　自分は鬼おにの間に生まれた人間で、今まで病気じゃないのに病気ってことにされて閉とじこめられてて、父親に生いけ贄にえにされて食べられそうになって、兄あに貴きが助けてくれて、父親も兄貴も死んだ。その事実を教えるのが自然ってんなら、私は不自然のほうを選ぶね。噓うそでもなんでもいいから、幸せに。それがあの馬ば鹿かな奴やつの最後の願いだったんだから」

　天あま宮みやは視し線せんを落として、ぎゅっとシーツを握にぎり締しめた。その顔を絵え馬まは下から覗のぞきこんで、ひどく真しん剣けんな口く調ちようで言った。

「言いたかないんだが、言っとく。あんたはもう二度とあの子には会えない。会わせてやることは出で来きない。最後はともかく──あんたは確かに、あの子を贄にえにしようとする側がわにいたんだ。会ったら術じゆつが解とけちまう可か能のう性せいがあるし、第一あんたは鬼の血族だ。完全に妖よう怪かいとは無関係にさせるって約やく束そくからも、あの子をあんたに会わせるわけにはいかない」

　絵馬がじっと見つめていると、彼女はゆっくりと首を縦たてに振った。

「わかりました」

「聞き分けが良くて結けつ構こう。ああそうだ、これを聞いとかないといけないと思ってたんだが」

　絵馬は大きな煙けむりを吐いて、

「私達の部へ屋やにメモを置いたのは、あんた？」

「……はい。いつ、お気付きに？」

　天宮は隠かくすこともなく素す直なおに答え、逆ぎやくに絵馬に聞き返す。

「んー、いつって言われると全部が終わったあとだね。そもそもそのときには誰だれがこんなことを、なんてどうでもよかったんだ。その内容で手て一いつ杯ぱいだったから。で……今になって考えると、そんなことをしそうな奴やつはあんたしかいないんだな。高たか倉くら先生がわざわざ屋や敷しきの中に忍しのびこんでくるはずがないし」

　その名前は部屋に一いつ瞬しゆんの空くう白はくをもたらしたが、絵馬はすぐに続けた。

「聞きたいのはあんたがそうした理由だよ。言い方は悪いが、あれはあんたの一連の行動パターンからは外はずれてる、あんたらしくないものだよな？　何か知らんがそれが妙みように気になってね」

　あのときのことを、天宮灰はい理りは思い出す。それは今にして思えば、無意味以外の感情を真に実感した初めての瞬しゆん間かんだったのかもしれなかった。

　その感情と。その感情を生み出した概がい念ねん。それらの集合体があのときの理由であることは間違いなかった。しかし今さらになってそれを明確な言葉にすることは容よう易いではなく、しかも何故なぜか羞しゆう恥ちにも似にた感かん覚かくが疼うずいてくる。

　頭の中で思し考こうを整理しながら、天あま宮みやは静かに語り始めた。

「生まれてからずっと、私は流されるままに生きてきて──特に何をしたいとも、何かが変えられるとも思っていませんでした。あの無変化な箱はこ庭にわのような村で何をするでもなく一生を終えるのだと、ずっとこのまま無意味なままで終わるのだと……思っていました。貴女あなたの言う通り、それはただ諦あきらめて甘えていただけなのでしょう。だから巫かんなぎに選えらばれたときも、無意味に流れに身を委ゆだねていただけでした。その流れに逆さからおうともせず」

「ま、そんな感じだったね。で？」

「でも……お嬢じよう様を見ているうちに、その──何か、間ま違ちがっているような気がしてきて。私が無意味でいるせいで、他の誰だれかまでも無意味にしてしまっていいのだろうか、と。しかし正直に言って、村全体を包つつむ流れに抵てい抗こうする勇気はありませんでした。自分が手に入れたその新たな概がい念ねんに怯おびえてもいました。自分が変わってしまうかもしれないということに、恐きよう怖ふしてもいました。だから」

　なんという。臆おく病びよう者ものだったのだろう。

　なんという。卑ひ怯きよう者ものだったのだろう。

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに思ってから、言葉を続ける。

「新たな流れを作ってみようとしたのです。結けつ界かい師しの方が全てのカラクリに気付き、お嬢様を連つれ出だすという──他た力りき本ほん願がんな流れを。あのメモに興きよう味みを持つか。それとも黙もく殺さつするか。それは私とは全く無関係に決まることで……つまり。私のスタンスはただ流れに流されるだけで変わらないが、流れそのものが望ましい方向へと変わるかもしれないという『可か能のう性せい』を生み出したかった。やはり、臆病で、卑怯な……手ですね」

　絵え馬まは呆あきれたように鼻を鳴ならして苦く笑しようした。

「卑怯っていうか、面めん倒どうくさい考えだな。他にやりようはいくらでもあったろうに」

「すみません」

「いや、責せめてはいないよ。皆が皆、真ま正しよう面めんから戦う──あんたの言う『流れに抵抗する』ことが出で来きるわけじゃない。あのメモのおかげで私は村の儀ぎ式しきに確信が持てたし、気合が入った。一いち応おう感かん謝しやはしてる」

　絵馬は天井てんじように向かって大きく伸びをし、そのまま後ろに倒たおれこんだ。天宮の身体を枕代わりに、彼女は静かに天井を見つめている。

「結けつ局きよくのところ──」

　声が聞こえる。独ひとり言ごとかと思ってしまうような、ひどく掠かすれた声。

「高たか倉くらはあんたと私を利用したかった。あんたは私を利用したかった。あんたも私も高倉も、誰もが自分の役割と目的を隠かくしていた……それぞれの理由は同じだったのに。なぁ、もしも、初めから──」

　そこで絵馬は言葉を切った。ベッドから起き上がり、足元にあった空あき缶かんに吸すい殻がらをねじこむ。横顔だけを天あま宮みやに見せながら、彼女は深い息を吐いた。

「……仮か定ていの話をしてもしょうがないか」

　それきり、部へ屋やは無む言ごんに支し配はいされる。

　部屋の外からは、かちゃかちゃと硬かたいものが擦こすれあうような音と、何かが焼ける香こうばしい匂においが微かすかに届いてきている。

　忘れていた何か。懐なつかしい何か。天宮が目を細めたとき、不ふ意いに絵え馬まが聞いてきた。

「まだ……全部が無意味とか、思ってるか？」

　天宮はしばらく動きを止め、やがて頭を横に振った。

「少なくとも、『全部が』ではないと」

「はは、それがわかればたいした進歩だ。いいか、ついでだから我が慢まんして説せつ教きようしとくぞ。考えすぎるな。考えて出た答えがみんな正しいってわけじゃないんだからな。たまには頭からっぽにして動くのも大事」

「……はい」

「じゃあテストしよう。あんたは今までいくらでも、高たか倉くら先生を裏うら切ぎったり、私達の邪じや魔ましたりすることは出で来きた。でもやらなかった。決定的な場面では、絶ぜつ対たいにそれをしなかった。それは何故なぜか？」

「え？　それは……私は、流れに流されるだけという生き方しか出来なくて、祭さい主しゆとしては二人とも等とう価か値ちで」

「そ・れ・が──違う！」

　びしり、と絵馬は天宮の鼻先に指を突きつけた。

　きょとんとする彼女に向かって、穏おだやかに言う。

「正解は単たん純じゆん明めい快かい──『冬ふゆ春はるちゃんが好きだったから』だろ？」

　天宮はふっと目元を緩ゆるませた。

「……かも、しれませんね」




「忘れてた。もう一つの本ほん題だいがあった。あんたこれからどうする？」

「どう、とは？」

「おいおい。村はなくなっちまったんだぞ。霞かすみ食って生きられるわけじゃないだろ。何か仕事するなり、どこか別の隠かくれ里ざとに行くなりしないと」

　言われて初めて気付いたのか、天宮は困ったように眉まゆを寄せた。じっとシーツの皺しわを見つめて何事かを考えている。

　しばらく答えを待ってから、絵馬は優しく言った。

「なんでもいいんだ。ちっとでもやりたいって思えることがあれば言ってみな。今回は事じ情じようが事情だし、特別にタダで逃にがしてやる」

「いいえ。それは駄だ目めです。そういうふうに商売の垣かき根ねを曖あい昧まいにしてはいけないと思います」

「へ。あ、そ、そう……でもあんた、金持ってないだろ」

「持っていません」

「でしょうが。今まであんな村の中にいたんじゃわかんないかもしれないけど、今の世の中ってのは飛びこみで暮くらせるほど甘いもんじゃないよ。何をするにも戸こ籍せきとか社会的立場とかが必ひつ要ようでだね──」

「ですが、貴女あなたに依い頼らいをしたいとは思います」

「は？」

　ぽかんと口を開けて、絵え馬まは天あま宮みやの顔を眺ながめた。

　天宮は真まっ直すぐに、こちらの顔を見つめてきていた。瞳ひとみは虚うつろではなかった。顔は無表情ではなかった。そこには確かに──

『意い志し』があった。

「私を、ここに逃にがしてください。お礼は身体で払はらいます」

「お約やく束そくのボケをありがとう。突っこまんぞ。つまりアレか、ここで働きたいってか？」

「はい。私は安全な場所に逃げたことになりますし、貴女も労働力という報ほう酬しゆうを受け取れます」

「……」

　なんて。なんて、意志だ。

　絵馬は苦にが笑わらいして、言った。

「『ちっとでもやりたいって思えること』がそれなのかい？」

「はい」

「生活は苦しいぞ」

「……構かまいません」

「仕事には危き険けんがいっぱいだしな」

「……鬼おにですから。多少の怪け我がは平気です」

「くっ……はははっ。あー、わかったよ」

　面おも白しろそうに膝ひざをぱんぱんと叩たたいて、絵馬はベッドから腰こしを上げた。

「やれやれ。もう何も言わないよ。もう少し寝ててもいいけど、起きれそうなら起きてきな。今倫りん太た郎ろうがメシ作ってるから……って」

　ベッドの横にある窓の外から、奇き怪かいな男の悲ひ鳴めいのようなものが微かすかに聞こえてきた。

「まったく。懲こりないねぇあのお馬ば鹿かな烏からす天てん狗ぐは。結けつ界かいが張ってあるから無む駄だだっつってんのに。よし、ストレス解かい消しように蹴けり倒たおしてくるか」

　絵馬はぽりぽりと頭を搔かいて部へ屋やから出て行こうとする。

　その背せ中なかに、天宮は思い出したように声をかけた。

「逆さか貫ぬき様」

「もうそれは止やめとくれぃ。私ゃあんたのご主人様じゃないし、お客様でもないよ」

「では……絵え馬ま様」

「まだサマが気になるが、まぁいいや。で、なに？」

　振り向く。天あま宮みやは言うべきか言わざるべきか迷まよっていたようだったが、やがて静かに口を開いた。

「何もかも捨てて逃にげた自分に誇ほこりを持って、前を向いて逃げる──貴女あなたの言葉です。それを聞いたからこそ、私はここを逃げ場所に選えらびました。選ぶことが出で来きました。お嬢じよう様も……きっと、これからは幸せに暮くらすことが出来るでしょう。間ま違ちがっていた過去など噓うそにしてもいいと思います。噓の上に成り立っているものであっても、理り不ふ尽じんな不幸に縛しばられ続つづけるよりはずっといい。高たか倉くら先生が死んで──貴女はこの仕事に失敗したと思っているかもしれませんが、忘れないでください。貴女は確かに私達を逃がしてくれたのです」

「……」

「だから、せめてこれだけは言わせてください。この気持ちだけは──伝つたえさせてください。他の誰だれが違うと言っても、言うべきではないと言っても。他の誰が貴女を憎にくんでも恨うらんでも。私は、言いたいと思います」

　天宮はベッドの上で深々と頭を下げた。

「私達を逃がしてくれて、ありがとうございました」

　しばらく部へ屋やを沈ちん黙もくが支し配はいし──

「どういたしまして」

　くぐもった声で言って、絵馬は帽子を深く引ひき降おろした。










　あとがき




　初めまして、水瀬葉月です。私にとってのデビュー作『結けつ界かい師しのフーガ』、いかがでしたか？　題名が変わって気付かない人もいるかもしれないので一いち応おう言っておきますと、この作品は第十回電撃ゲーム小説大賞において選考委員奨しよう励れい賞しようを頂いただいた『逃にがし屋や～愚ぐ者しや達たちの結界～』を加か筆ひつ修しゆう正せいの上文庫化したものです。

　デビュー作のあとがきということで軽く自じ己こ紹しよう介かいをしておきますと、好きな動物は猫ねこ、尊そん敬けいするベーシストはジョン・ミュングと鈴木研一。ゲームはプレイが苦く痛つうになるもの以外なら全部オッケーで、持ちたいスタンドはザ・サン、好きな必ひつ殺さつ技わざコマンドは前タメ（横タメではない）、好きな誤ご植しよくはレバー入れ大ピンチ。このへんわかんない人はサラリと流してください。こんな感じのド新人ですがどうかよろしくお願いします。

　繰くり返かえしになりますが……賞を頂いたんですよ！　何か今書いてて急に実感が湧わいてきました（遅おそい）。誰だれが驚おどろいたって、誰よりも自分が驚きました。ここだけの話、最終選考に残ったという電話を頂いた時点でもう来年送る用の話を一本書き上げてましたし。賞なんて頂けるとは夢にも思ってなかったわけですな。

　思い起こせば去年の三月、私は電撃用に書いた他の三本の作品を推すい敲こうしていました。そのとき「推敲ばっかやってても飽あきるなー。よし、間に合わないかもしれないけど、もう一本書いてみよう！」と思ってしまったのが全ての始まり。普ふ段だんはまずストーリーから考えて物語を作っていたのですが、この際さいだからと開き直り、今回はとりあえずキャラだけいい感じに作ってストーリーは流れに任まかせようと考えたのです。いや、過去の自分にいろいろツッコみたいところはありますよ。推敲に飽きるなとか流れに任せるのはどうなんだとか。しかしおそらく今までの投とう稿こう作品の中で最も（いい意味で）軽く書いたその作品が今こうなっているのですから、世の中わからないものです。

　投稿作品ということで話を変えますが、私は八年くらい投稿し続けて、かなり気前よく落ちてました。全然進歩ねぇなもう諦あきらめようかな、と思ったことも一度や二度ではありません。初めて名前が雑ざつ誌しに載のった（つまり一次に通った）のが去年の小説大賞で、もーそのときには狂きよう喜き乱らん舞ぶしました。結けつ局きよくその作品は三次選考で落ちてしまったのですが「やっぱり昔より進歩はしてるんだ。もうちょっとだけ書いてみるか」とモチベーションは上がりました。その直後のｈｐ短編小説賞に応おう募ぼしたりもして、結局その次の小説大賞をメインターゲットにして書き続けて──最後の最後に出で来きた一本が、これです。そう考えるとなかなかに感かん慨がい深ぶかいものがあります。

　そうそう、受賞は最高に嬉うれしいのですが、非ひ常じようにやるせないことが一つ。受賞したことを友人に報ほう告こくすると、ほぼ全員が「ＰＮが綺き麗れいすぎる！」との反はん応のうを返してきました。わかっとるっちゅーねん。本体がむさ苦しい野や郎ろうなのは誰だれよりもよく知っとるわい。このＰＮは元々高校生のときに「何か自然派な感じにしよう」という思いつきで決めてなんとなく使い続けていたものなのですが、受賞までしてしまうと愛あい着ちやくとかも出てきて今さら変えられず。電でん脳のう世界で同じ名前を見つけ、実はよくある名前だったのかと少し凹へこんだりもしましたが──まぁ、丁ちよう度ど良いカモフラージュになっているという説せつもありますな（何の？）。しかし今までもこれからもネット上のＨＮなどで私がこの名前を使っていることは絶ぜつ対たいにありませんので、皆みな様どうかお間ま違ちがいなきよう。

　さて。この本は私だけの力で出で来きたものではありません。多くの方々の直ちよく接せつ的てき間かん接せつ的てきな助けを得えて作り出されたものです。この場を借かりて、関係者各かく位いに最大級の感かん謝しやを。

　何よりもまず、この作品に選考委員奨しよう励れい賞しようという栄えい誉よな賞を与えてくださった第十回電撃ゲーム小説大賞の選考委員の先生様方へ。また、そこに至いたるまでの選考でこの作品を評ひよう価かしてくださった皆様へ。いくら感謝しても足りません。本当にありがとうございました。

　この本の出版に関かかわってくださった全ての方々。特に、絵え師しの鳴なる瀬せひろふみ様へ。鳴瀬様は私の脳のう内ないの『子供達』に姿すがた形かたちを与えてくださった、最高の魔ま法ほう使つかいです。とは言え色々と注文をつけてしまったりしてすみません。これからもどうかよろしくお願いします。

　家族へ。貴方あなた達が好きなだけ本を読ませてくれたおかげで、私は今ここに立っています。ありがとう。姉夫婦へ。こんな機き会かい滅めつ多たにないので、祈いのっておきます──理り名なの未来が幸せに満ちていますように。軽音ロックの先せん輩ぱい、同どう輩はい、後こう輩はい──全ての仲間達へ。貴方達がいなければ、私は今の私ではありません。ロック万ばん歳ざい。

　そして勿もち論ろん──この本を手にとってくれた、貴方へ。読んでくれる人がいる、ということは私にとって最高の原動力になります。その上で、少しでも楽しんで読んで頂いただけたのなら、もうこれ以上の喜びはありません。

　私はまだスタートラインに立ったばかりの若わか造ぞうですが、これからも皆様に楽しんで頂けるような作品を少しでも多く送り出せるよう、日々精しよう進じんしながら頑がん張ばっていきたいと思います。

　それでは、また次の作品でお会いしましょう。




　　　平成十六年二月


水瀬葉月　　
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水みな瀬せ葉は月づき

未だかつて飛行機に乗ったことのない、山口県生まれの田舎者。性格は典型的なＢ型人間。いろんな意味で「尖った」物語が書けるようになりたいなぁ、という願いを左の写真に込めてみました。尖りすぎですか。ビーム出そう。
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イラスト／鳴なる瀬せひろふみ

漫画描き兼イラストレーターで色々やってます。小説の挿絵は初めてにつきド緊張。面白い世界観が読んでくれる人に伝わればいいなーなど思いつつ頑張りました。絵馬がお気に入りです。
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